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計器 朋 は 、 そ の 時 々 に よ つ て 多少 変化 が ある が 、 ほ と 
ん どの 計器 類 は 共通 で ある こと が 多い 。 前 買 の カラ ー イ 
ラス ト は 1 型 の も の で ある 。 以下 に 主 な 計器 類 の 名 称 を 
記す 。 左 図 で は 比 人 針 角 を 省略 し た 。 
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s* リーー ク な お 機 影 で 和製 メッ サー の 異名 を と つ だ 三 式 戦 と , 発動 機 の 


- 呈 ら 首 を すげ ガ え られ て 生ま れ 変 わ つ だ 防空 戦 の 花形 機 五 式 戦 ! 
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昭和 15 年 月 、 陸 軍 は 川崎 航空 機 に 対し 、 キ -60 ( 重 戦 ) 
と キ -61 ( 軽 戦 ) の 試作 を 指示 し た 。 上 記 は 当時 川崎 航空 
機 試作 部 長 だ つた 土井 武夫 技師 の キ -61 に 対す る 基本 廊 針 
で ある 。 こ ご この 亡 針 は 軍 側 担当 者 な どの 理解 に 支え られ 、 ま 
だ 、 土 井 技師 の 強い 信 忘 に よ つ て つら ぬき 通さ れ だ が 、 キ 
- 61 が キ -60 に 約 9 ヶ 月 遅れ て 完成 し だ 時 、 み ご と に 結実 
し た 。 テ スト の 結果 、 軽 戦 で ある が ゆめ え に 速 度 は 遅い は ず 
の キ -61 が 、 キ -60 を 最高 速度 に お いて 30km/ h も 上 まわ 
つ だ の で ある 。 

これ は 予想 外 の こと で あつ だ 。 土井 技 師 は 設計 が 進む に 
3 自信 を 深め 、 キ -61 は 少な く と も キ -60 と 同等 の 束 
る と 考え る よう に な つて いた が 、 こ ご これ ほど と は 上 
> だ らし い 。 

速度 性 能 だ け で な ご 、 旋 回 性 能 、 上 昇 性 能 な ど 、 
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ゆる 面 で 第 1 PD に 
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に 安心 感 を 号 え だ 。 ドイ ツ の 傑作 機 
関 念 を 強引 ご 輸入 し 、 潜 水 艦 (も ち 
ろ ん 海 軍 の ) で 運ん で まで 飛燕 に 装 
備 し だ の も 、 期 待 の 大 き さ の あら わ 
れ だ つ だ と 言え る 。 

し が し 、 よ いこ と ば か り で は な か 
つ だ 。 飛 燕 の 心臓 と も 言う べき ダイ 
ムラ ー ベ ン ツ DB601 は 、 日 本 で 生産 
運用 する に は 難し すぎ る エン ジン だ 
つ だ 。 そ の 大 特徴 で ある フル カン 
接 手 過 給 機 と 燃料 噴射 ポ ボン プ は 故障 
や 不調 が 目立ち 、 飛 燕 の アキ レス 務 
選 な 5 だ 。 


空冷 エン ジン な ら お 手 の も の の べ 


テラ ン 整 備 員 が 、 不 親切 な 取扱 説明 
書 を 片手 に と ま ど い 、 エ ンジ ン 工 場 
か ら の 出荷 は 遅れ に 遅れ だ 。 


こう し て 飛燕 の 悲し い 物 語 が 始ま る こと に な る 

昭和 19 年 末 ご ろ 、 川 崎 航空 機 岐阜 工場 の 周辺 に は 、 エ ン 
ジン が な い だ め に 完成 で き な い “ 首 な し 機 " ガザ ズラ リ と な 
らん で い だ 。 す べ て 飛燕 で ある 。 一 亡 で 第 1 線 で は 、 故 障 
で 飛べ な いも の 、 不 調 で 空戦 な ご ど 思 いも よら な いも の が 列 
を な し だ た だ 。 優 れ だ 工員 の 造 つ っ を エン ジン 、 優 れ だ 整備 員 の 
縦 備 し だ 機体 は 快 音 を 発し て い だ の だ が ……。 

し か し 、 飛 蘭 は よみ が えつ だ 。 飛 燕 に は 、 日 本 が 生ん だ 


- エン ジン と し て 最も 信頼 性 が 高い と いわ れる 金星 が つま れ 


* * る ま 


る ご と に な つ だ の で ある 。 液 冷 エ ンジ ン 搭 載 機 に 空冷 エン 
ジン を つけ る ……。 土井 技師 だ ち に と つて は つら い 決定 だ 
つ だ ろう し 、 十 分 な 成 算 も だ だ な か みか つ だ み ガ も し れ な い 。 レ 
が し この 新生 飛燕 一 一 五 式 戦 と 名 づけ られ だ ーー は 、 そ ん 
な 不安 を ふき と ば す よ うな 性 能 を 示し だ の で ある 。 

設計 が 3 年 ほど 新しい と いう こと は ある に せよ 、 最 初 か 
ら 空 冷 エ ンジ ン 搭 載 機 と し て 設計 され 、 同 じ エ ンジ ン を 装 
備 す る こと に な つ だ 零 戦 54 肉 型 と こら べ て 、 最 高速 度 も 上 
昇 力も 上 まわ つ だ 。 飛 蘭 の 優れ だ 素質 の 証し で あつ だ 。 
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⑱ 一 つづ は 、 昭 和 I6 年 |2 月 に 完成 し た キ -6| の 製造 番号 「6I0」」 号 機 、 つ 
まり 試作 第 | 号機 の 一 連 写 真 で ある 。 エ ンジ ン は 、 ド イツ の ダイ ムラ ー 
ベン ツ D B60| 加 圧 水冷 式 倒立 V 型 12 気 筒 を 国産 化し た 、 ハ -40 を 搭載 
し て いた 。 こ の 水冷 エン ジン の メリ ッ ト を 十分 に 生か し た エア ロダ イナ 
ミッ ク な スタ イリ ング は 、W WII の 日 本 陸 海 軍 戦 闘 機 の 中 で 異彩 を は な 
つ 存 在 で あり 、 飛 行 性 能 、 操 縦 性 、 運 動 性 は 第 一 級 の 性 能 を 誇り 、 ま た 
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機体 の 頑丈 さ は 日 本 戦闘 機 中 ビ カ ー と いえ る も の で 、 そ の 構造 設計 は 特 
筆 に 値 し た 。 キ -6I は 同時 設計 の キ -60 と は 対称 的 に 、 主 軸 ア スペ クト 
比 を 7.2 と い 95 比 較 的 高い 値 を と り 、 空 戦時 の 旋回 上 昇 率 を 重視 し た 設計 
で あっ た 。 糞 幅 は 12m で 、 単 発 単座 戦闘 機 と し て は そう 大 きく な い が 、 
細身 の 胴体 の せい で 、 見 か け の 幅 が 非常 に 大 きく 見 える の が 、 本 機 の 
外観 上 の 一 つの 特徴 に な っ て いる 


依 は じ め に …… ド ドド ii 


= 式 戦闘 機 「 飛 燕 」 に つい て は 、 数 
の 実戦 記録 や 、 そ の 発動 機 に まつ わ 
條 運 な 話 な ど は 広 ぐ 語ら れ が て いる 。 
が し 、 ご と 飛 式 の 機体 構造 や その シ 
` テ ム に つい て の 詳細 で 整然 と し だ 解 
は 荻 く ほど 少な い 。 
まだ 、 日 本 の 代表 的 な 戦闘 機 の 一 機 
品 と し て 純 技術 的 な 面 ひ びら スポ ツ ト を 
ぉ て て みる と 、 意 外 に 興味 深い 点 が 多 
隠 こ きれ て いる 。 そ ご こ で 、 本 来 の 飛 
: の 次 を 知る だ た め に 、 そ の 機体 構造 に 
* ス を 入れ て 調べ る こと に し よう 。 


主 机 に つい て ……0…… ド … 


ま ざ 、 主 柚 で ある 。 飛燕 の 細 は 全 金 
g 震 応力 外皮 構造 で 作ら れ て いる 。 ご 
り 主 細 の 空力 設計 上 の ボイン ト は 、 前 
: の キ -60 と 比べ 、 主 細 面 積 を 16.2m 
りら 、20m に 増大 し て 栓 面 荷重 を 減少 
* せ る と と も に 、 ア スベ クト 比 (縦横 
[ : 要 幅 と 平均 細 弦 長 の 比 ) を 5.9 ガ 
7.2 に 増やし だ 点 で ある 。 

特に アス ベク フト 比 は 、 当 時 の 第 一 線 
収 闘 機 (例え ば 、 品 -51B は 5.9、Bf 


109E は 6.0、 零 戦は 6.4 で あつ な) の 
中 で は 比較 的 大 き な 値 で ある 。 ご の 比 
を 増加 させ る と 、 揚 抗 比 (揚力 と 抗力 
の 比 ) ガ が 大 きこ な つて 上 続 距離 や 離陸 
・ 上昇 性 能 が 良好 に な る が 、 反 面 、 横 
揺れ 復元 力 が 強化 され て 横 操 終 竹 が 損 
な われ だ り 、 相 対 的 な 細 幅 増大 に よる 
主要 強度 低下 な どの 問題 ガ 目 立つ て < 
る だ め 、 軽 快 な 運動 性 と 強 勲 な 構造 が 
要求 され る 戦闘 機 で は 無間 や た ら と 大 
きこ する こと は で き な い 。 

飛燕 の 場合 、 空 戦時 に お ける 旋回 上 
昇 率 の 向上 を 設計 時 より 重視 し て 、 ア 
スベ クト 比 を 増大 させ だ の で ある が 、 
同時 に 運動 性 や 機体 強度 に も 十分 な 配 
慮 が な な され て いた だ 。 そ の だ め 、 速 度 、 
上 昇 率 、 旋 回 性 能 の いずれ も キ -60 や 
Bf 109 (実験 用 に 輸入 ) より 飛燕 の 万 
ガ が 数 段 も 勝 の 、 操 縦 柱 や 強度 も 十分 に 
満足 で きる こと を テス ト 飛 行 時 に 実証 
し た 。 

な お 、 主 糞 に 使わ れ て いる 細 断 面 は 
付 根付 近 が の R16、 細 端 が 24009 で あ 
り 、 上 反 角 は 43'、 取付 角 は 0" で 、 
所 り 下げ は 細 端 で 1 .5'" で あつ だ 。 

さて 、 炊 に 主 栓 の 構造 を 製造 工程 の 
順序 に 従 つ て 見 て いこ つう 。 

まず ざ 、 桁 の 上 下面 に 使わ ね て いる L 
型 フ ラン ジ 部 分 び 、@⑱ の よう に 両 工 
一 体 で 整形 され る 。 ご の よう に 桁 材 を 
ーー 本 物 で 加工 する と 、 製 作 工 数 や 重量 
(接合 部 ガザ いらない) ガ 軽 減 で きる 。 


_ 飛燕 は 好 性 能 も きる こと な が ら 、 日 本 戦闘 機 中 最強 の ハビ ー デ ユー ティ ー・ フ アイ ツー で 


ご の 上 下 フ ラン シ ジ 部 分 の を 右側 面 に 桁 
ウエ ブ お よび 補強 材 を リ ベ ツ トド 止め レ 
て 組み 立て 、@ に 示す よう な お 箱 桁 を 作 
る 。 箱 桁 は 木製 機 な ど に 多用 され 、 当 
時 の 全 人 金属 機 で は 1 型 断面 の 桁 の 記 が 
盛ん に 使わ れ て い だ 中 で 、 飛 攻 の よ つ 
に L 型 材 を 上 下 共 重 合せ で 作 つ だ 桁 
は 、 非 常に ユニ ー ク な 存在 で あつ だ よ 
うだ 。 

ご の 主 桁 の 後記 に は 一 股 的 な 形 の 補 
助 桁 ( 細 中 央 より 14 番 小 内 まで は 補強 
フラ ンジ 材 に よ つ て 1 型 断 面 に な つて 
いる ) と 、 小 骨 ( 片 細 に 27 枚 、 だ だ し レ 
胴体 中 央 部 は 含む が 細 端 部 含 まず ) を 
取り 付け て 、@ の よう な 細 断 面 を 形成 
する と と も に 、 終 通 材 や 細 端 部 分 な ど 
が 付け られ て に 示す よう な 細 組 骨格 
が で き あ が る 。 

さら に 、 細 付 根 や 脚 、 機 銃 な どの 高 
荷重 が 加 わる 所 に は 1.2 一 1 .0m 板 厚 の 
外 板 が 、 後 縁 部 や 外側 細 に は 0.8 一 0.6 
mm 板 厚 の 外 板 ガ ザ 、 そ れ ぞ れ 旬 の よう に 
リベット 止 め さ れ る 。 外 板 の 板 厚 の 違 
い は 、 政 要 な 強度 を 保ち つつ 、 で きる 
だ け 重 量 を セー ブ す る だ めで ある 。 

な お 、 ご の 旨 骨 格 や 外 板 の 接合 部 に 
は 、 1 機 当 だ り 何 白 個 と いう リ ベ ツ ト 
ガ が 用 いら れ て いる が 、 そ れ ら は 組立 工 
員 の 作業 (1 ガ 所 ずつ リベット ・ ガ 
ン で 打つ て い ぐ ) に よ つ て 止め られ る 
の で ある 。 組立 の 配慮 が 足り な い 設 
だ と リベット 個所 が 旨 内 の 興 深 い 、 作 
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の と は 主 桁 フ ラン ジ 部 分 を 製造 中 の 珍し い シ ー ン 。 本 機 の 主 桁 フラ ンジ は W の よう な チャ ン ネ ル 
材 で 、 し か も 、 上 下 フ ラン ジ と も チャ ン ネ ル 材 が 2 重 に な っ て お り 、 前 後に ウェ ブ を 張っ た 箱 型 桁 
を 構成 し 、 さ ら に 、 こ の 箱 型 桁 の 中 に チャ ン ネ ル 材 の トラ ス が 組み こま れる と いう 、 き わ め て 強固 
な 桁 に 作ら れ て いる 。 ま た 、 フ ラン ジ は 、 そ の 上 に 小骨 結合 用 の フラ ンジ が 重ね られ (の 中 に 見 
える 、 へ り が ギザ ギザ に 加工 され た も の ) 、 結果 的 に 3 重 の フラ ンジ に な っ て いる 。 本 機 の 構 造 
は 、 こ の 強固 な 桁 を 主 桁 と し 、 後 方 に 合せ T 型 フラ ンジ (た だ し 14 番 小骨 より 外 方 は L 型 材 ) と | 
枚 ウ ェ ブ の 補助 桁 を 配 し 、 一 般 小骨 は トラ ス 組 と し た も の で あっ た 。 主 桁 は 左右 全 通 で 、 補 助 桁 は 
中 央 部 分 ( 幅 840mm) が 機軸 線 と 直交 し 、 そ の 外 方 は 前 進 角 が 付い て いる が 、 こ れ も 左 右 全 通 で あ 
り 、 主 机 は | 枚 軸 形 式 て で 端 は 着脱 式 だ っ つた 


@ 主 桁 構造 ( 弓 敵 付近) 小骨 ・ 外 板 粘 合用 フラ ンジ ーー ーー で ヽ 


⑬14 番 小骨 付近 の 主軸 断面 、 ち ょ うど フラ ッ プ と 補助 思 の 境 い 目 の 部 分 
ia と で ある 。 こ の 写真 は 日 本 に 現存 する 唯一 の 飛燕 で ある 2 型 の 、 か つて の 
係留 金具 20 番 前 縁 小骨 復元 中 の | コマ で ある 


業 の し ずら い 所 に あつ だ り し て 、 ご ま ライ ン に お いて 胴体 と 結合 され る が 、 ご の 記法 は 、 結 合 部 に 加わ る 荷電 が 
る 場合 が びあ る が 、 本 機 の 場合 に は 設計 ご の 結合 方 法 も 比較 的 シン プル な が ら 最も 小さ ぐ な る だ め 、 強度 が 大 きい 割 
段階 で 綿密 な 製造 工程 の 段取り を 考え 確実 な や り 訪 が 採用 され て いる 。 つ まき り に 軽 べ 作れ る だ め 、P-51 や Fw190、 
て こい だ だ め 、 ス ムー ス な 腕 量 生産 が 可 り の 、 主 畑中 央 部 ご 胴体 は 、@ に 示す よ 現在 の ムー ニー 単発 機 や ファ タン トム 戦 
能 に な つ だ ご と も 特筆 に 値する 。 うに 片側 本 の ボル ト (直径 が 10 一 16 闘 機 な ど に も 広 ぐ 採用 まれ て いる 訪 法 

ご て 、 最 終 的 に 組み 立て られ だ を 右 mm の 3 号 規 格 ポ ルト ) に よ つ て で ある 。 ま だ 、 本 項 中 の 写真 の よう に 

体 物 の 主 柚 は 、 写 真 @ の よう な お 組立 が り の と 締結 を れ て いる 。 曇 生産 時 に は 糞 や 胴体 、 尾 杜 な どの 
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⑨ 科 装 作業 が 進行 中 の 組立 工場 内 部 。 組 立 ラ イン は 3 列 で 、 画 面 後方 で 
は 、 ま だ 結合 前 の 主 机 と 胴体 が 並び 、 手 前 に くる ほど 組立 ・ 租 凌 が 進ん 
で いる よう す が よ くわ か る 。 機体 は ほとん ど マ ウザ ー (モー ゼル ) 20mm 
機関 砲 を 装備 する | 型 内 で ある が 、 一 部 に は ホ -5 装備 の | 型 二 も まじ 


中 導 科 機銃 ガス 抜き 孔 


機銃 前 縁 覆 脚 回 転 軸 取 り 出 し 口 


9 6 ⑤ @ ⑦ る 
着陸 灯 峰 ( 左 の み ) 
第 2 タン 


脚 提 降 装置 下面 覆 


N 


「4004」 の 製造 番号 が 記入 され 、 
央 の 機体 と その 後方 の 2 機 は マ 砲 装備 の | 型 内 と いう ぐあい で ある 。 


9199W 


っ て いる 。 た と えば 、 画面 左手 前 の 後部 胴体 の み 見 える 機体 は 、 異 上 に 
右 要 用 空 薬 きょう 受け が あり (誌面 で は トリ ミン グ さ れ て 見 えな い ) 、 


| 型 丁 の 第 4 号機 で ある こと 、 画 面 中 


ビ ピトー 管 中 心 


機銃 前 縁 覆 


落下 タン ク 燃 料 パ イプ 取り 出し 品 
⑩ 主 糞 骨 組 (1 型 甲 ) 


組立 を 分 散 し て 作る こと に より 、 作 業 
能率 を 向上 きせ る ご と が で きる 。 ご の 
ト う な 点 ガ ら 見 て も 、 飛 燕 は 非凡 な 飛 
行 機 で あつ だ よう な 気 ガ する 。 な に し レ 
ろ 、 昭 和 19 年 1 一 10 月 の 間 は 月 産 150 
250 機 の ハイ ベー ス で 生産 で きだ ぐ 
らい で ある 。 

その ほか が 、 飛 蒸 の 主 柚 の 特徴 で ある 


細 面積 の 増加 と アス ベク ト 比 の 向上 と 
いう 狙い は 、 広 い 細 内 スベ バー スズ ス を も だ 


らし 、 キ -60 で は 胴体 直下 まで 食い 込 
ん で い だ 主 肢 を 、 給 端 亡 向 へ 移動 (前 
縁 部 ーー10 番 小骨 部 分 に 設置 ) そ ぞ せ て 、 
主 肢 間 隔 を 広く し 渦 走 時 の 安定 性 を 改 
善 す る と と も に 、 胴 体 下面 に は 敵 料 ・ 
冷却 系 統 の 機器 の 配置 スベ バー ス を 人 確保 


機銃 上 部 導 
第 1 タン ク 注 油 品 


で きる メリ ッ ツ ド ト を 生ん だ 。 

まだ 、 細 付 根付 近 の 下面 ( 主 桁 と 補 
助 桁 の 間 、3-ー 番 小骨 部 分 ) に は 、 
燃料 タン (容量 1906 、 搭 載 量 185 6 ) 
が 両 柚 に 取り 付け られ て いて 、 胴体 
ンク お よび 落下 タン を 合わ せる と 、 
その 総 容量 は 935 8 1 型 初 期 ) に 達し 、 
零 戦 21 型 の 855 6 を 上 まわ る 容 旦 を 誇 


も) 


り の 、 長 大 な 豚 続 距離 が 得 ら むる よう に 
[し レ 定 ぉ 

ご の 要求 は 、 一 見 、 大 型 タ ング を 取 
り の 付け さえ すれ ば 事 だ の る よう な 気 が 
する が 、 そ う は 簡単 に い ガ な い 。 戦闘 
機 が 敵陣 深く 切り 込ん で 空 澤 を 行なう 
場合 、 長 大 な 帰路 で 使用 する 燃料 や 燃 
料 タ ンク の 重量 増加 分 、 落 下 タ ング 用 
の 奈 分 な 燃料 系 統 機器 の 重 雷 な ご を 背 
負 つ て 闘わ な けれ ば な ら な い 。 ま だ 、 
出撃 時 に は 燃料 を 満載 し だ 過 和 荷重 状態 
で 離陸 し な けれ ば な ら な い 。 つ まり の 、 
機体 強度 や 余裕 スペ ー ス な ご が ある 戦 
同機 で な けれ ば 、 実戦 で の 長大 な 豚 続 
距離 は 得 ら むれ な いわ け だ 。 

ご う 考 えて みる と 、 局 地 戦 で 活躍 し 
だ 足 の 短い 初期 の スピ ッ ト フ ァ アイ ア 
ぷ や Bf109 〈 本 機 は 特に ) と 、 長 距離 進 
出 を 最初 ひら 考え だ 飛 式 や ツヤ マス タン グ 
と で は 、 根 本 的 に 設計 レベ ル ガ が 違 つ て 
い だ よ うに 思え る 。 

主 栓 内 部 の 贈 装 は 、 細 付 根 ガ ら 13 番 
小 内 まで に 主要 な 細 内 配置 昭 (前 記 の 
脚 や 燃料 タン ク 、 落 下 タ ング 取付 部 、 
10 一 11 番 小 剛 問 の 機銃 、 着 陸 訂 な ど ) 


安定 板取 付 中 心 


@ 水 平尾 異 


主軸 外 板 板 厚 


ゆ 主 要 胴 体 取 付 部 
第 1 A 円 栓 第 2 円 柏 


16 ゅ 3 号 ボ ルト 


水平 尾 細 前 後 桁 


上 部 主 縦 通 材 
第 4 円 栓 


下部 主 縦 通 材 


12 ぁ 3 号 ボ ルト 


ご cto セ ニニ ニ デ ュー 三 スミ o ド ニニ ミニ ニ ご < ミミ ミミ ュ 
GDHG サ ーー セナ ー 対人 の ーー( ゼ ーー サー 
eiIOE ニ ニニ ニニ ニ コ 08 ニ ニニ ニニ デマ いも < ェ ピー 


を スッ ツキ リ と 有効 的 に まとめ 、13 番 小 
骨 以 降 の 外側 に は 、 最 低 尺 要 な 装備 

( ビ ト ー 管 や 細 端 灯 ) の み と し 、 無 駄 
な 慣性 モー メン に ト が で きる だ け 加 わら 
な いよ う 設 計 さ れ て いる 。 

ご の 主旨 構 造 は 、 飛 無 の 生産 開始 が 
ら 、 五 式 戦 に 至る まで 、 ほ ば ぼ 変 更 さ れ 
ざ に 使 用 まわ だ 。 だ だ し 、 ぢ 型 試作 機 
と し て 、 輸 弦 を 増 泊 〈 面 積 を 10%% 増 
し て 22m こ と する ) し だ 機体 が 数 機 作ら 
れ 試 験 を れ だ が 、 十 分 な 性 能 向 上 が 得 
られ な か が つ だ だ め 、 試 作 機 の み の 生 産 
に 留 ま つ だ 。 


ぐ 尾 机 に つい て …………… 


水平 安定 板 は 、 主 坦 と 同様 に 公金 属 
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@ 水 平尾 細 前 緑 


着脱 式 前 部 


"前 桁 


ヒン ジ 結 合 部 ン ぞ = 外 板 突き 合せ 部 
製 記 力 外皮 構造 を 用 い だ を を 大 一 体 物 で 
ある が 、⑯⑱ の よう に 、 普 通 の 形式 に な 
つて いる 点 が 主 軍 と は 異 つ て いる 。 


2 | | 


た に 
⑯ 水 平安 定 板前 後 桁 胴体 取付 部 


7 号 ボ ルト 


胴体 助 材 


られ ね て いる 。 
ご の 水平 尾 細 構 造 で 特に 注目 し だ い 
の は 、 安 定 板前 縁 と 前 桁 と の 結 台 部 分 


桁 の 形状 は 、 高 さ が 低く こ 、 な お ガ つ 、 
柚 端 へ 向 つ て テー パー し て いる 。 ご の 
前 後 桁 問 に は 、10 枚 の 小 則 が 取り 付け 


に 全幅 に わ だ る ヒン ジ 状 の 金具 が 用 い 
られ 、 の よう に 組み 立て られ て いる 
点 で ある 。 ご の ま 法 は 米国 ビー チラ 


ゆ 1 型 の 垂直 尾 細 
空中 線 取付 金具 


管 桁 中 心 


NE) 


フト 社 な ど ご が 得意 と する 製造 記法 で 、 
現在 で も 同社 の 双 ・ 単 発 機 の 主軸 な ど 
に 広く 用 いら れ て いる も の で 、 前 縁 と 
桁 部 分 が 分 割 し て 生産 で きる こと 、 リ 
ベッ ト 打 ちの 作業 が 極め て 容易 に な る 
ご と 、 な ご どの 利点 びあ る 。 

水平 安定 板 と 胴体 の 結合 は 、 胴 体側 
の 第 14、15 番 円 覆 と 安定 板 の 前 後 桁 下 
部 の 吾 取 付 金 具 を 介し て 、 直 径 12mm の 
7 号 規格 ボル ト 4 本 に より の 行なわ れる 。 
まだ 、 水 平安 定 板 の 前 後 桁 上 部 の 取 
付 金 具 は 垂直 安定 板 の 結合 用 で 、 両 安 
定 板 の 前 桁 お よび 後 桁 ど うし は 、 首 
本 ずつ の 直径 12mm の プ 号 規格 ボル ト に 
より 締結 され る 。 つ まり の 、 本 機 の 垂直 
安定 板 は 、 水 平安 定 板 の 上 に 固定 する 
構造 で あつ だ 。 

ご の よう な "積み 重ね 式 " に よる 締結 


2 型 の 垂直 尾 細 


は 、 確 が に 合理 的 な よう に 見 える が 、 
一 般 的 な 水平 ・ 垂 直 安 定 板 の 胴体 取付 
個所 を で きる だ け 分 散 さ せる 方 式 の ほ 
う が 、 安 定 板 ガ ら 加わ る 荷重 を 特定 の 
円 竹 に 集中 させ ず に すみ 、 安 全 上 好ま 
し い の で は な い が ガ が と 思え る の だ が 。 

垂直 安定 板 の 構造 は 、 水 平安 定 板 と 
同様 な 全 金 属 製本 桁 構造 で 、 ら 本 の 
小 則 が 組み 込ま れ て いる (〈W)。 

な お 、 垂 直 安 定 板 の 面 積 は 、 飛 基 1 
型 ま で は 0.626m で あつ だ が 、 ぢ ぢ 型 に 
な つて 安定 板 は 、 そ の 前 部 が 拡大 され 
面積 0.702m の 安定 板 に 変更 され だ 。 
ご の 安定 板 は 五 式 戦 も 同様 で あつ だ 。 
まだ 、 水 平安 定 板 も の 型 の 試作 機 で は 
設計 変更 され だ よう だ が 、 量 産 機 で は 
従来 の 1 型 の 安定 板 と まつ だ ぐ 同 じ も 
の が 合用 され だ 。 


及 体 に つい て ……… ツ ドー 


飛燕 の 胴体 は 、 他 の 日 本 の 戦闘 機 に 
は な い 垢 抜け し だ を ライン を 持つ て いる 
が 、 ご の よう な 洗練 し だ 形 を 得る まで 
に は 、 数 々 の 設計 者 や 技術 者 だ ちの 努 
力 び あつ だ 。 飛 式 は 前 述 し だ よう に キ 
- 60 と 比較 し て 大 き な ア スペ クト 比 ・ 
細 面 積 を 用 いて いる わけ だ が 、 ご の だ 
め の 旨 幅 増 加 の 分 を その まま に し て 機 
体 を 開発 する と 、 機 体 前 面々 積 が 増え 
て し まい 、 空 気 抵抗 の 増大 を 招く 。 

ご れ を 防ぐ ご まだ て を 研究 し た 結果 、 
胴体 部 分 の 面積 を 削る 万 針 で の ぞ む ご 
と に し だ た 。 胴体 と いつ て も 、 水 浅 発 動 
機 の 利点 を 活 ガ すす だめ 、 幅 は キ -60 の 
と きか ら 840m こい う 細 身 で あつ だ だ 
め 、 邊 然 的 に 高き を 減少 させ る こと に 
し 、 キ -60 より 100m 少な い 1.360m 
と し て 設計 し た だ 。 

それ と と も に 、 空 気 抵抗 減少 に 細 羽 
の 注意 が は ら わ れ 、 特 に 水 お よび 滑 油 
冷却 器 の 大 き さ や 効率 、 ま だ それ ら の 
取付 位置 な ど が 十分 に 検討 され だ 。 

ご れ ら の 区 力 の ガ い あつ て 、 飛 工 の 
最高 速度 は キ -60 (560km プ h、 高 度 
4500m) を 軽く 引き 離す 591kmh) 高 
度 6000m) と いう 予想 外 の 好成績 を 示 
し 、 関 係 者 を 喜ば せ だ 。 

ご の よう に 本 機 の 胴体 形状 や 構造 に 
は 、 興 味 深い 個所 が 多数 ある 。 飛 式 の 
胴体 構造 の 概略 は 、 に ホホ す よ うに な 
つて お り 、 上 下 両 隅 に ある ノノ 本 の 強力 
な お 主 縦 通 材 お よび 補助 縦 通 材 、 円 要 、 
外 板 ガサ ら な つて いる セミ ・ モ ノコ ッ ツ 
構造 体 で ある 。 

ご の 胴体 で 、 特 に 工夫 され て いる の 
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は エン ジン 人 架 で ある 。 空冷 発 動機 は も 
ちる ん の ご こと 、。 ズ ピ ツ ビジ アイ アジ や 、 
Bf109 な どの 液 治 戦 闘 機 で も 、 エ ンジ 
ン 架 は バイ ブ 材 な ど を 接続 し て 別個 に 
旬 作 する の が 一 般 的 な 記法 で ある 。 

し レガ が し レ 、 飛 功 は 違 つ て い だ 。 第 1 円 
栓 (普通 、 ご の 部 分 に 防火 壁 や エン ジ 
ン 架 取付 部 ガ が ある) を 、 胴体 おら 伸び 
て きだ 上 下 の 主 縦 通 材 が 四 通 し て 前 万 
へ 延び 、 ご の 部 分 (つま り 胴 体 構造 自 
体 ) ガザ の の よう に エン ジン 架 に な つて 
いる の で ある 。 

も うつ 少し 詳し < ぐ 述べ る と 、 第 1 円 槍 
より 1 .5m ほど 前 記 へ 延び だ 上 部 主 縦 
通 材 こと 、⑳ の よう に Y 型 に 結ば ね れ だ 下 
部 主 縦 通 材 お よび 筑 材 の 間 に 、 発 動機 
の 取付 金具 (前 後 、 左 大 の 4 ガ 所 に あ 
る ) が 設け られ て お り 、 そ の 外側 部 分 
に は 、 太 ささ ど ぢ mm の 超 ジ ュ コラ ルミ ン 製 外 
板 が 張ら れ て いる 。 ま だ 、 橋 右 の 上 部 
縦 通 材 間 に は 補強 材 ガ ぜ プ ! リ ッ ジ 状 に 取 
り の 付け られ て いる ほぼ が か が 、 弟 1 円 私 に は 
取り は ず し の で き ぎる 防火 壁 (整備 点検 
が 便利 な よう に ) が あつ だ 。 

も ちろ ん 、 五 式 戦 に 改修 だ れ て ガ がら 


ココ 
* 』 地 、 


ー プ 
1 


は 、 一 服 的 な 負 管 製 の エン ジン 人 架 が 、 
第 1 円 航 に 取り 付け られ だ 。 

さて 、 エ ンジ ン 室 の 後 亡 に は 機関 砲 
(第 1 、 円 槍 上 部 )、 計 器 台 (第 の 円 
穫 ) が 取り付け られ て お り 、 操 縦 室 は 
第 ジー イオ 円 和 の 間 に あ つ て 座席 お よび 
防弾 鋼板 が @ の よう に 第 4 円 和 に 付け 
られ て い だ 。 ご の 付近 の 胴体 構造 の 様 


⑳ オ リ ジ ナ ル の ベン ツ DB60IN を 凌 備 する Bf 
I09E- 7 。 エ ンジ ン の 取付 は 、 片 側 2 か 所 、 
左右 合計 4 か 所 の ポイ ント を 固定 軸 に より 行 
な う 。 エ ンジ ン 架 は 、 独 立 し た も の を 胴体 防 
火 壁 に 取り 付け る 一 般 的 な 形式 で ある 。 
飛燕 の エン ジン 架 は 、 写 真 の よう に 胴体 そ 
の も の に 装備 する 、 い わ ば モノ コッ ク ・ マ ウ 
ント と で も 呼ぶ 設計 に な っ て いる 。 エ ンジ ン 
架 部 の 主要 強度 部 材 は 、 4 本 の 胴体 主 縦 通 材 
その も の で ある 。 本 機 の 胴体 構造 は 、 こ の 主 
縦 通 材 を 主 と す る 強固 な セミ モノ コッ ク を 構 
成 し 、 主 軸 構造 と と も に 、 き わ め て 頑丈 な 機 
体 を 形作っ て いた 


人 @ 第 12 番 円 要 後 方 の テー ル ユ ニッ ト 。 内 部 に 
縦 通 材 が 見 え 、 周 囲 の 一 般 的 な 縦 通 材 は 、 
場所 が 尾 端 部 で ある こと を 差し 引い て も 、 通 
常 の 機体 より 数 が 少な 目 に な っ て いる 。 ノー 
ス ア メリ カン P-5| ほ ど で は な い に せ よ 、 後 世 
の ロン ジロ ン 式 セミ モノ コッ ク 構 造 に 近い 、 
日 本 戦闘 機 を し て は 、 か な り 進 歩 的 な 構造 だ 
っ た UN 共 記 の 

@⑳ 本 機 は 操縦 席 背 当 部 と その 上 方 に 防弾 鋼板 
が 装備 され て いた 。 生 産 当初 か ら 防弾 鋼板 を 
着 備 し た の は 二 式 単 戦 「 鐘 」 が 最初 だ が 、 
防弾 交 料 タン ク も ふく め て 、 十 分 と は いえ な 
いま で も 、 そ の 実施 に 関し て は 陸軍 側が 海軍 
ょ り 早 か っ た よう な 気 が す る 。 写 真 の 頭 当 が 
付い て いる 部 分 が 上 部 防弾 鋼板 で ある 

人 ゆ 隼 以来 、 陸 軍 戦 闘 機 の 胴体 左側 に は 大 型 の 
点検 口 付 く の が 共通 パタ ー ン に な っ て いる 


と は 、 め が ら 理 解 で きる 。 な お 、 ご れ ら 
第 1 5 円 棋 の 補強 され だ 下部 終 通 
材 は 、 主 柚 と の 締結 部 分 と な つて いる 。 

ご の 後記 に は 、 飛 燕 の 特徴 の 一 つ で 
ちる 冷却 器 が 第 5 ら 円 椎 を 利用 し て 設け 
られ て いる 。 液 冷 発動 機 を 装備 し だ 航 
電機 の 宿命 で 、 機 体 の どこ が に 滞 却 器 
を 取り 付け な けれ ば な ら ざ 、 場 所 に よ 
っ て は 空力 的 性 能 を 台無し に し て し ま 


う 。 スピ ッ ト フ アァ イア や Bf109 の よう 
に 、 細 下 面 に 配置 する の も 良き そう で 
ある が 、 細 面 に は 本 来 な に も な いぼ ほう 
が 理想 的 で ある 。 そ うな る と 、 飛 式 や 
P - 51 の よう に 操 終 席 後 万 の 胴体 下面 
に 取り 付け る の が 、 最 良 の 万 法 の よう 


( 発動 機 問 の 

配管 が 長く な る と いう 欠点 が ある )。 
冷却 器 後 亡 の 胴体 左側 面 に は 、 あ の 
よう な 大 型 の 胴体 内 京 検品 (推定 で 40 
x46cm 程 度 の 大 き さ ) ガ あ る 。 ご の ぐ ざ 
らい 大 きい と 、 整 備 員 ガ 体 ご と 入れ る 


だ だ し 、 添 却 器 ・ 


め / 


を 


| 


Li 


を 


で 
た L . 
o“ 
の Aa 
に < 

/ 


@@ 3 面 構成 の ウイ ンド シー ルド は 、 フ ロン 
ト ガ ラス が 曲面 で 、 照 準 器 の 前 方 部 分 の み 平 
面 ガ ラス を 使用 し た 、 な か な か 凝っ た デザ イ 
ン で ある が 、 こ れ は 同じ 川崎 の 届 龍 の も の と 
よく 似 て いる 。 こ の ウイ ンド シー ルド と 一 体 
化し た 前 側 下方 用 窓 は 、 試 作 | 号機 で は も っ 
と 前 方 に あっ た も の を 改善 し た も の で 、 ち ょ 
っ と Bf I09 と 似 た 感じ に な っ た の が 面白 い 。 
⑳ 2 型 に な か る と 、 ウ イン ド シ ー ル ド は 霊 戦 と 
よく 似 た 6 面 構成 の も の に 変更 され た 。 そ れ 
に 合せ て スラ イド キャ ノ ピ ー の 形状 も 改修 さ 
れ て いる 。 2 型 の 後期 型 に が る と 、 フ ァ ス ト 
バッ ク ・ ス タイ ル の 胴体 が 廃止 され 、 キ ャ ノ 
ピー も 水滴 型 に な り 、 後 方 視界 が 格段 に 向上 
條 だ 。 

@ は | 型 申 ・ と ・ 内 、W | 型 丁 、⑳ 2 型 の 各 
機 首 比較 。 | 型 丁 は 胴体 に 20mm 機 関 砲 を 搭載 
する た め と 重心 調節 の た め 機 首 が 延長 され 、 
2 型 で は さら に 延長 され た 。 
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@ キ -61- 1 」 の 胴体 全長 は 8940mm。 


の で 、 内 部 の 構造 や 送信 機 、 酸 素 ポ ン 
べ と い つ だ 機器 の 点 様 ・ 交 損 が 容易 に 
行なえ る 。 実際 の 飛行 機運 用 時 に は 、 
ご の よう な 点検 口 は 実に 重宝 で ある 。 

ご の ほか が 、 飛 燕 の 胴体 は 第 12 円 槍 で 
前 後に 分 離し て 作ら れ て いる 点 も 注目 
し な けれ ば な ら な い 。 ご の 接合 部 は 、 
主 縦 通 材 オ ガ 所 (直径 12mm の 3③ 辿 ボル 
ト ) 、 円 槍 上 に 24 ガ 所 (直径 ら mm の 3 
号 ボ ルト ) に よ つ て 結ば れ て いる 。 ご 
の 部 分 お よび 終 通 材 や 補助 縦 通 材 の 形 
状 に つい て は 、W お よび に 示さ ざれ て 
いる 。 な お あお 、 後 部 胴 作 に は 、 第 14、15 
円 槍 に 水平 安定 板 を 取り 付け て いる ぼ 
が 、 そ の 下部 は 尾 輔 格納 スペ ー ス に 当 
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て られ て いる 。 

さて 、 細 長い 胴体 で め あり な が ら 、 飛 
菩 の 胴体 強度 は 非常 に 堅 固 に で き て い 
だ 。 そ の だ め 、 い が か が な る 起 降 下 時 で も 
空中 分 解 を 起す こと は な が つつ だ ( 介 降 
下 制 限 速 破 は 850km プ h で あつ な だ)。 

ご れ は 、 人 4 本 の 強 天 な 主 縦 通 材 お よ 
び L 型 の 補助 終 通 材 が 大 き な 役 割 を 果 
し だ だ め と 思わ れる 。 な お 、 上 部 主 縦 
通 材 は 第 ら 円 欄 よ り 、 下 部 主 縦 通 材 は 
第 ご 円 樺 より 小型 の も の に な つて 尾部 
まで 伸び て いる 。 

最後 に 飛 式 の 普 型 式 と 胴体 と の 関係 
に つい て 述べ る 。 飛燕 は 型式 に よ つ て 
の よう に 胴体 寸 度 ガ 変化 し を が 、 昌 


本 的 な 構造 の 変化 は な い 。 だ だ し 、 飛 
蘭 の 最終 型 の 一 部 は 、 操 縦 席 後 方 の 胴 


体 上 部 を 削り 、 水 満 型 の 風防 に 変更 し 
だ 機体 が ある 。 ご これ は 、 操 縦 皿 ガ ら 後 
万 視 究 の 改善 を 求め らむ だ だ め 、 そ れ 
に 答え て 行なわ れ だ 改修 で あり 、 ロ -51 
も 同様 な 改修 を 行 な つ て いる 。 

まだ 、 石 式 戦 の 生産 時 に は 、 胴 体 下 
部 の 冷却 器 を 外す と と も に 、 排 気管 直 
後 の 胴 体側 面 ら 大 型 点検 下部 付近 
まで の 広い 部 分 に 、W お よび W の よう 
な 大 型 の 細 胴 フエ アリ ング を 施し 、 大 
直径 エン ジン と 細長 い 胴 体 と の ギヤ セツ 
ブ を 埋め 、 機 栖 ま わり の 気流 を 乱 さ な 
いよ う 配 慮 し だ 。 解説 ・ 和 泉 久 
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飛燕 の 型 と 五 式 戦 の 胴体 比較 


@ 五 式 戦 の 胴体 改修 部 分 
胴体 前 方 中 部 覆 


胴体 前 方 下部 牧 胴体 下部 響 (1 ) 


胴体 前 方 上 部 牧 ==。 
ン 


胴体 下部 因 (2 ) 


胴体 最大 幅 わ ず か 840mm の 飛燕 に 、 空 冷 星 
型 エ ンジ ン を 装備 する に あたっ て 、 輸 入 参 考 


機 と し て あっ た Fw1I90 の 処理 の し か た が 大 
い に 役 立っ た 話 は 、 つ と に 有名 で ある 。 だ が 
手直し は 、 機 首部 分 だ け で は な か っ た 。 太く 


な っ た 機 首 と 細い 胴体 と の 間 の 、 大 き な く び 
れ を 埋め な けれ ば 、 空 力 的 損失 を まぬがれ な 
い 。 そ の た め 、 胴 体側 面 に 大 型 の フィ レッ ト 
を 張り 、 機 首 か ら 後部 に か け て 滑ら か な 平面 
形 を 描く よう に し た 。 ま た 、 飛 燕 の 胴体 下面 
の 線 図 は 冷却 器 を は さん で 段差 が ある 。 こ れ 
は 冷却 効率 の 向上 と 空力 面 の 損失 を 抑え る 音 
心 の 形 で あっ た わけ だ が 、 こ の 部 分 に も 覆い 
を 追加 し 、 下 面 の ライ ン を 整え た の で ある 


胴体 下部 響 (3 ) 


に 7 


能 の 釣り 合い 、 重 さ 、 効 き が 抜群 で 、 率 直 な 操縦 性 は あの 零 戦 を し の ざ 、 さ ら に 強烈 な 突 


@ は じ め に …… ド oonn 


戦闘 機 に と つて 、 操 縦 性 能 が 重要 な 
の は 昔 も 今 も 変わ ら な いし 、 飛 ぶ だ め 
の 理屈 自体 は あま り の 変わ つて いな い 。 
し ガ し 、 参 日 の 最新 戦闘 機 の 操縦 は 油 
圧 や や 電気 の 力 で 行なわ れ 、 切 速 に 進歩 
し だ 各種 の 技術 に よ つ て 支え られ て い 
る 。 バ パイロット が ガ 軽い 力 で 操縦 程 を 動 
ガ す と 、 何 百 kg と いつ 空気 力 に 逆 ら つ 
て 操縦 朋 面 が 動く わ け で ある 。 

ご の よう に な つて くる と 、 飛 蘭 の よ 
うな 人 間 の 持つ て いる バ パワー だ け で 操 
朋 し な けれ ば な ら な い 飛 行 機 (今日 で 
も 数 多く ある が ) は 、 機 械 の 手助け を 
得 ら れ な い の で ある がら 、 そ れ な り の に 
シス テム 設計 が お び ず が し い 。 特に わが 
国 の よう に 格闘 性 能 を 重んじ て い だ 国 
で は 、 優 れ だ 戦闘 機 の 生 件 と し て 、 ご 
の 操縦 性 能 が 抜き ん で て いな けれ ね ば な 
ら な が つ だ 。 

その 点 、 飛 式 の 操 終 且 は 実に バラ ン 
ス が よこ 、 ス ハー ス で 、 レ が ガ も 肥 の 重 
さも 適当 で あり 、 卓 越し だ 操縦 性 を 持 
つて い だ と いえ る 。 そ れ は 数 々 の 戦闘 
機 ど うし の 空中 戦 の 場面 で 、 近 接 格 闘 
に 持ち こん だ な ら ば 、 常 に 優位 な 態勢 
を 保持 で きだ ご と に より 実証 され て い 
る 。 

で は 、 飛 式 の 操 終 系 統 の 仕組 は ご の 
よう に な つて い だ の で あろ うつ うお ガ 。 何 ガ 


人 ゆ 高 速 て 旋回 中 の 飛燕 の 一 団 。 遠 方 か ら 望む 
本 機 の 機 影 は スピ ー ド 感 に 溢れ 、 ま さ に 日 本 
機 ば な れ を し た スタ イル を 誇っ て いる 。 し ば 
し ば 敵 機 と 間違わ れ た と いう エピ ソー ド も 十 
分 うな ず け る と いう も の だ 。 外観 の 良さ は 性 
能 の 良さ を 物語 り 、 ま た 頑丈 な 機体 に よる 驚 
異 の 急降下 性 能 も 日 本 機 ば な れ し て いた 。 


特別 な 機構 びあ め つ だ の だ ろう つ ガ 。 


人 @ 補 助 細 系 統 ……………… 


補助 細 の 操 能 系統 を 訪 び 、 虹 本 づ 朋 
(補助 柚 、 昇 降 能 、 訪 向 能 ) の 概要 は 
@ で ほぼ 理 醍 で きよ うつ 。 ご の 図 で わが 
る と お り の 、 本 機 で 用 いら れ て いる 補助 
旨 系 統 (お よび 昇降 能 系 統 ) は [コツ ド 
式 を 採用 レ し て いる 。 

具体 的 に 系 統 を 追 つ て いく ぐ と 、 操 縦 
杏 を 左右 に 動 ガ お す と 、 枯 の 下部 に ある 
アー ム に よっ つて 前 方 の トル グ ・ チ ユー 
ブ が 回 転 し て 、 同 チコ ユー フ 完 端 の Y 型 
金具 へ 伝達 まれ 、 ご ご より の を 右 の ロッツ 
ド に 振り の 分 けら れる 。 ロ ツ ド は を 右 の 
主 桁 前 万 を 通り 、 信 中 の ガ 所 に 取り 付 


@ 操 縦 席 
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操縦 筆 一 一 


燃料 タン ク っ 
加 圧 コッ ク ^ 


始動 ポン プレ バー“ 


左 方 向 能 ペダ ル - 


けら れ だ アイ ドラ ー・ ア ー ム (振子 横 ) 
を 経て 、19 一 20 番 小骨 間 に 設け られ だ 
栖 可 で 作動 方 向 を 変え て 補助 細 を 動 ガ 
す 。 

ご の よう に 系 統 ガ 主 桁 前 万 を 回 り 人 道 
し て いる の は (操縦 宮 直 下がら を 右 に 
伸ばせ ば 一 見 良い よう に 思え る が ) 、 
主 桁 と 補助 桁 問 に 大 容量 の 燃料 タン 
ガ が 鎮座 し て いる だ め 、 多 少 ず は が ガ が つ 
て も 、 ス ペー ス の 点 で 主 桁 前 万 を 党 回 
せ ざ る を えな ガ が つ だ の で あろ うつ 。 

確 が に この 記法 を 用 いれ ば 、 主 桁 ま 
わり の 構造 体 に アイ ドラ ー・ ア ー ム 等 
を 取り 付け や すい 利点 も ある 。 

さて 、 本 機 の よう な 操縦 系 統 に は 、 
大 きく 分 け て 2 種類 の 方 式 び ある 。 つ 
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回 転 ド ラム 


トル クチ ナチ ュー 


人 0 五 式 戦 の フラ ッ プ 。 フ ラッ プ 本 体 は 、 
フラ ッ プ (最大 開 度 50*) 飛燕 、 五 式 戦 の 各 型 と も 共通 で ある 。 


⑯ 徐 燕 の 主 脚 で 特徴 的 な の は フェ アリ ング だ ろう 
グ の 形 は 他 機 に は な いも の で ある 。 な ぜ こ の よう な 形 に し た か 、 
て も 、 構 造 的 、 機 構 的 な 理由 は 特に な さそ う で ある 
計 者 た ちの 好み を 発揮 で きる 部 分 な の で あろ う 。 脚 柱 は 空気 
の 繧 衝 支柱 で 、 車 輪 は 600X175m で 単発 座 戦 と し て の 普通 サイ ズ 


大 型 の 下部 フェ アリ ン 
と 考え 
この 辺 は た ぶん 設 
・ 油 圧 並 用 


《⑨ 尾 輪 は 主 財 と 共に 油圧 引込 式 で 収容 後 、 扉 に よっ て 引込 穴 は カバ ー さ 
れる 。 360' 回 転 の 尾 輪 軸 に は セン ター 復帰 と シミ ー ダ ン バ を 兼 る 製 御 装 
置 が あり 作動 角 は 左右 45' で ある 。 尾 輪 の 大 き さ は 200X75mm ソ リッ ド で 


これ も 一 般 的 サイ ズ 。 | 型 和 内 に な る と 例 に よっ て 、 他 の 日 本 機 同様 引込 
シス テム が 廃止 され 固定 と な っ た 


広い トレ ツ ド が 安定 感 


田 主 降着 装置 ……………… 


飛燕 の 主 降着 装置 に は 、 機 体 の 形状 
と よく 調和 し た スマ ー ト ね おら) 込 脚 が 使 
われ て いる 。 

この 脚 の 形状 決定 は 、 当 穫 ブ ロ ベ ラ 
と 地面 と の 間隔 CH も 上 渦 走 時 ) 、 機内 
収容 スペ ー ス 、 重 量 な ど を に こら み 合 せ 
て 行なわ れる 。 本 機 の 場合 、 プ ロ ベ ラ 
直径 びさ m (1 型 ) で ブロ ベラ 軸 の 位 
置 も 適度 で あつ だ こと 、 前 に 述べ だ よ 
うに アス ベク ト 比 の 大 き な 単 桁 構造 で 
あつ だ だ め 細 内 スベ ー ス に 奈 裕 が あつ 
だ こと 、 な ど に より 十分 な 強度 を 持つ 
だ 肢 を 、 ほ ば ぼ 理想 的 に 思え る 戦 間 距 離 
(左右 肢 の 間 の 距離 で 飛燕 は 4.05m) 
に 置く ここ と が で きだ 。 

ご の 脚 配置 は な ガ な が ガ よ ご く 、 キ -60 
で 使用 し だ 短縮 式 引 込 脚 を 用 いな こ て 
すみ 、 ス ピッ ツ ト フ ァ アイ ア や Bf109 の よ 
うな 外側 引込 脚 と 比べ 、 離 発着 時 の 事 
故 を 減少 させ る こと が で きだ 。 

で は 、 ご の 脚 の 構造 は どの よう に な 
つて いる の で あろ う ガ 。 

飛燕 の 脚 は 油 正 に よ つ て 内 側 へ 引き 
込む 片 持 式 の 単 脚 で 、 主 要 構成 は @ の 
よう に 、 上 部 引込 機構 、 緩 衝 支 柱 、 片 
持 脚 柱 、 車 軸 、 車 輔 より 成 つて お の 、 
それ ら に 付随 し て 脚 覆 、 ブ レー キ が 取 
り の 付け られ て いる 。 

脚 の 作動 メカ ニズム ハ は 、 脚 上 げ を 例 
に と る と 、 ま ざ 、 操 縦 席 左 横 の 肢 レ バ 
ー (誤操作 防止 用 に フッ フ が 付い て い 
る ) を 操作 する こと が ら 始 まる 。 

レバ ー の 操作 に より 、@⑯ の 状態 ( 受 


下げ 位置 ) に な つて い だ の が 、 油 圧 が ガ 
安 往 鉛 起 動 器 に 加わ る と 、 同 器 内 の 品 
ツ ド を 押し 出し 、 連 動 金具 、 カ ム ( 外 
輸 ) を 介し て 止 金具 を 動 し 系統 の ロ 
ツク を 解除 する 。 

安 和信 負 起 動 器 を 通 つ だ 油圧 は 、 ゆ の 
よう に 起動 器 へ 加わ り 、 起 動 器 内 の ロ 
ツ ド を 押し 出し 始め る 。 ロ ッ ツ ド 上 端 は 主 
軸 上 部 の アー ム に 結ば れ て いる の で 、 
ロッ ド の 動き に よ つ て 主軸 が 回 転 し て 
脚 ガ 上 が びり だ す 。 ご の 動き に 合せ て 、 
ガ 所 の 関節 を 持つ だ 栖 可 が 補助 軸 上 
の カム に そつ て 動 ぐ 。 

そし て 、 の よう に 起動 器 が 完全 に 
伸び 、 緩 衝 支 柱 が 80"40' の 角度 まで 上 
が る と 肢 上 げ が 完了 と な る 。 ま だ 、 図 
を よ ぐ 見 る と 、 カ ム に そつ て 動い て い 
だ 止 金 具 が 、 柄 樺 こみ 合 つ て ロッ 
の 状態 に な つて いる 。 

も し 、 ご の よう な 脚 上 げ 状 態 で 油圧 
系 統 に 不具 合 が 発生 し だ 場合 に は 、 非 
常 肢 引 下げ レバ ー を 引け ば 、 止 金具 が 
は ざれ 、 後 は 車輪 自体 の 重量 と 手動 ポ 
ンプ の 力 に よ つ て 肢 を 下げ る こと が で 
きる 。 

ご の よう に 、 肢 は 「 引 き 込 め な いこ 
と は あつ て も 、 絶 対 に 引き 出せ な けれ 
ば な ら な い 」 ご と が 大 切 で ある 。 

な お 、 主 軸 お よび 補助 軸 は 、 軸 受 を 
介し て 主 桁 お よび 主 桁 前 方 に 設け られ 
だ 強 天 な 桁 に よ つ て 支持 さむ る 。 

主 桁 に 取り 付け られ だ 主軸 の 反対 端 
に は 、 オ レゴ オ 式 の 緩衝 支柱 びら 本 の ボ 
ルト に よ つ て 取り 付け らむ ね て いる 。 ご 
の 緩衝 支柱 は ゆ の よう お 形状 を し て い 
て 、 着 陸 時 の 衝撃 を 和らげ る の に 用 い 
られ る 。 衝撃 を 吸収 する 原理 は 、 支 柱 
の 上 部 空気 室 に 入れ られ だ 高圧 の 空気 
( 無 員 荷 で 18 気 圧 ) ガ 空 気 バ ネ の 働き 
を し 、 下 部 に 入れ ね られ だ 作動 油 が 衝撃 
に よ つ て 小 き な 隙間 (オリ フィ ス ) を 
通 つ て 上 部 空気 室 へ 流れ 込み 、 そ の 時 
の 作動 油 の 流動 (運動 エネ ルギー) が 


流体 摩擦 ( 熱 エ エネ ルギー) に 転換 され 
て し まう 。 ご の 方 法 は 比較 的 効率 が 良 
い の で 様々 な 飛行 機 に 重 わ ね て いる 。 

ご の 緩衝 支柱 の 下 側 こ ご は 、 ア ルミ ニ 
ウム 合金 鋳物 の 片 持 脚 柱 が 回 り 止 め 金 
具 の 個 に よ つ て 結合 され て お のり 、 さ ら 
に 、 片 持 脚 杜 に は フロ ハム ・ モ リブ デン 
鋼 製 の 車 二 ガ 取り 付け られ て いる 。 

車輌 は 000 メ 175mm の 高圧 ダイ ヤ が 用 
いら れ 、 操 終 席 の フツ ッ ト ・ ベ ダル に よ 
つて 作動 する 油圧 ブレ ー キ が 取り付け 
られ て いる 。 

な お 、 ご れ ら の 脚 組立 に は 、⑲ に 示 
9 脚 緒 が 取り 付け られ て いる 。 そし て 、 
脚 が ガ ⑱ の よう お な お 収容 守 へ 入 つ て し まう 
と 、 ご れ ら 脚 乾 ご こ 収 容 室 に 取り 付け ら 
れ だ 車 輌 肩 ( 入 つ て ぐる 車 輸 の 力 で 閉 
じ る ) に よ つ て 外面 が 平坦 に な つて し 


補助 軸 リ ンク アー ム 
(セフティ ー ロ ッ ク 付 ) 
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ーーーー ィ ーー 
= 1 キー ニーーーーーー ーー に お 
ML NTY 盾 (| 昌和 ms ューーーーー 


主 脚 引き 降 し 状態 
油圧 作動 筒 


Sa= 王 必 


空気 室 針 弁 
車輪 フォ ー ク 


主 脚 リン クア ー ム 


⑥ 主 財 場 降 装置 (2) 


/ 
Cl 


まう の で 、 主 降着 装置 に 関す る 空気 抵 
抗 は な ぐ な つて し まう つう 。 

ご の ほ ガ 肢 に 付随 する 機器 と し て 、 
操 終 席 の を 側 計器 能 に 脚 信 号 灯 が 付け 
られ て いて 、 表 灯 (脚下 げ 時) 、 赤 灯 


( 肢 上 げ 時 ) に よ つ て 肢 の 状態 を 知る 


ご と が で きる 。 ご の 信号 灯 に 加え て 、 
脚 ガ 下 ガ つた 状態 に な つて いる と 、 主 
柚 上 面 の 脚 位 置 指 示 棒 が 出る よう に な 
つて いる の で 、 操 終 只 は 目視 で 確認 す 
る ご と が で きだ た だ 。 

も つと も 、 い ぐら 警告 灯 や 安全 装置 
を 作 つ て みて も 、 意 外 に 肢 を 出し 宮 れ 
て 着陸 し て し まう 事故 が 多い 。1981 年 
(前 回 ) の バリ 航空 ショ ー の 樽 舞 台 で 
も 、 雷 用 輸送 機 の 操 終 上 息 び も の の 見 事 
に 胴体 着陸 を 演じ て くれ だ 、 等 々 、 ご 
の ま ぼ の 話 は 星 の 数 ほ ご 多い 。 

事故 の 話 が 出 を の で 、 故障 の 話 も 付 
け 加 える 。 脚 緩衝 支柱 な ご は 比較 的 油 
漏れ し や すい 場所 で ある が 、 も し 不具 
合 が 発生 する と 、 ご の 支柱 (片側 ) を 
交換 す る の に ②③ 名 の 整備 員 に よ つ て 、 
標準 で は 約 3 時 間 ガ が る 。 車 還 の 場合 
だ と 、3 名 で 約 の 時 間 で 交換 する そう 
だ 。 も ちろ ん 、 ち や ゃ ん と し だ 整備 機材 
ガ が 必要 で ある が 。 

な お 、 肢 に 関し て 参考 まで に 実際 に 
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ダウ ン ロ ッ ク 状 態 


AZa り 2 ンク: 


⑥ 主 脚 収 容 室 (を ) 
無線 用 ケー ブル 点検 口 


点検 口 ( 左 の み ) 


ZN 


ZZ7 ジス ク 2 


飛 蘭 を 飛ば し だ 操縦 軸 の 話 を 聞い だ と 
ご ろ 、 飛 蘭 の 肢 は 間隔 が 広い の で 、 地 
上 滑走 は 安定 し だ 感じ が し 、 な ガ が な が 
丈夫 に で き て いる の で 、 多 少 の 荒れ だ 
着陸 で も 足 を 折る こと は ほこ と ん ご ない 
と の こと で あつ だ 。 

ご の 主 降着 装置 は 、 飛 燕 の 最初 の 型 
ガ ら 五 式 戦 に 至る まで 、 ほ ぼぼ ぎ 同じ 構造 
で あつ だ が 、 だ だ ゼー つ 、 の よう に 雪 
上 型 が 試作 され だ こと が ある 。 陸軍 の 
新型 機 は 、 ず と いつ て よい ほぼ ほど 、 ズ ス 
キー の 装着 テス ト を 受け て い だ 。 


脚 柱 固定 ポル ト 


ロム 2 レフ ーー 


上 部 フェ アリ ング 


車軸 接続 金具 
着陸 灯 ( 左 の み ) 


連動 リン ク 


田尾 賛 に つい て …………… 


尾 輸 式 の 飛行 機 ご 聞く と 、 な に グ ガ が ノンノ 
スタ ル ジ ッ ン な 気分 に な る 人 が 、 閉 者 
以外 に も いる と 思う 。 ご この 尾 輸 式 の 脚 
配置 は 、 飛 式 が 活躍 し て い だ 時 代 ( あ 
まり 飛行 場 が 整備 を れ て いな ガ つ だ 時 
代 ) 以前 に 多数 用 いら れ 、 当 時 は 前 還 
式 の 機体 の 訪 が 珍し が つ だ 。 

な ぜ な ら ば 、 尾 輪 式 の 機体 は 前 王 式 
の 機体 に 比べ 、 未 谷 装 の 渦 走 路 や 草地 
で の 運用 に 耐え らむ る し 、 重 垣 も 軽く 


⑩ 


⑩ 満 州 な どの 寒冷 地 で の 運用 が 多かっ た 陸軍 機 に と っ て 雪上 型 の テス ト は 必修 課題 と も いえ た 。 


⑭ 尾 坦 場 降 装置 


IIB 『 


コイ ルス プリ ング 
揚 降 油圧 作動 筒 


セフティ ー ロ ッ ク 油 圧 作動 筒 
」 2 シン シロ ッッ ク 


輪 引き 揚げ 位置 


@ 尾 輔 緩衝 支柱 


セフティ ー ロ ッ ク 油 圧 作動 科 


5 ダウンロ ッ ン 装 置 


作る こと が で きだ 。 し が し 、 有 尾 還 式 の 
機体 は 、 地 上 渦 走 時 や 離発着 時 に 、 あ 
る 程度 以上 の テク ニッ ガ が 必要 で あつ 
だ だ め 、 前 輸 式 の 飛行 機 の よう に 容易 
に 乗れ る わけ で は な が つ だ 。 尾 輸 式 の 
機体 で 育つ だ 操縦 士 が 米国 製 の 前 還 式 
軽 飛行 機 に 初め て 乗 つ だ 時 に 「 ご こん な 
飛行 機 の 着陸 だ つ だ ら ガ キ ( ぎ 供 ) で 
も で きる ヨ 」 と いつ て い だ 。 

さて 、 飛 蘭 の 尾 輸 で ある が 、 ら 込 機 
構 、 緩 衝 支 柱 、 支持 金具 、 尾 肢 覆 お よ 
び 尾 輸 (ツタ イヤ ) と いつ だ 主 構成 名 に 
よ つ て 機能 し て いる 。 

作動 の メカ ニ ズ の は 、 尾 輪 の 引き 込 
み 時 に は 但 の よう に 支持 金具 に 取り 付 
けら れ だ 油圧 起動 器 の 作動 (収縮 ) に 
よ つ て 行なわ れる 。 ま だ 、 尾 輪 引 き 下 
げ 時 に は 、 人 確実 に 機能 する よう 起動 器 
と それ に 取り 付け られ て いる バネ の 伸 
張 に よ つ て 行なわ ね る 。 ご の よう お なお 機 
構 だ と 、 仮 に 起動 器 が 不作 動 に な つて 
も バネ の 力 に よ つ て 尾 賛 を 引き 下げ る 
ご と が で きる 。 

引き 下げ られ だ 尾 輪 は 尾 干 固定 装置 
に よ つ て 保持 さむ る 。 ご の 装置 は W の 
よう に 第 13、14 円 槍 内 に 取り 付け られ 
て お り 、 油 圧 こ バネ の 力 て 作動 する 安 
全 負 起 動 胃 お ら 、 連 動 金具 、 バ ネ を 動 


連動 リン ク 
自在 接 手 


ペグ リル ンジ 


が し て 止 人 金具 で ロッ する よう に な つ 
て いる 。 

尾部 支持 金具 に は 、 オ レゴ オ 式 の 緩衝 
支柱 お よび 尾 輪 二 ガ 取り 付け られ て い 
る 。 緩衝 支柱 は 旬 の よう な お 内 部 構造 に 
な つて あおり 、 緩 衝 行 程 は 140mm、 413 
kg まで の 落下 荷重 に 耐え る こと が で き 
る 。 ご の 支柱 の 作動 原理 は 、 主 降着 装 
置 の 緩衝 支柱 こと 同じ で ある 。 

支持 金具 お ら 尾 執 ま で の 組立 は 、 
の よう に な つて いる 。 支持 金具 内 に 組 
み 込 まわ ね てい る 制御 装置 は 、 尾 輸 軸 の 
回 転 を 制御 する だ め に 用 いら れる 。 ま 
だ 、 尾 輪軸 の 先端 に は 、 ア ルミ ニウム 
合金 製 の フォ ー ク 部 が あつ て 、 尾 輸 を 
保持 する と と も に 緊 押 金 具 (ご この 金具 
で 尾 輸 二 と フォ ー ン 部 が 締結 させ れ て い 
る ) や ぐさ り の 状 の 接地 索 (機体 内 の 静 
電気 を アー ス す る だ め ) が 取り 付け ら 
れ て いる 。 

尾 輸 は 200x75m の ソリ ツ ド ・ ダ イ 
プ (中 まで ゴム が ガ つ まつ て いる 車輪) 
が 取り 付け らむ ね て いる が 、 ご これが な ガ が 
な ガ が の ぐせ も の で 、 機 体 運 用 中 に ソリ 
ッ ド ・ ゴ ム の 人 重 離 が 発生 し て 事故 を 起 
し て いる 。 同様 に 主 降 着装 置 の 車輪 も 
還 淀 部 分 の 結合 面 で 破 損 し 、 事 改 を 起 
し て いる 。 ご れ ら の 事故 原因 は 、 九 ヒ 


空気 バル ブ 


検 油 管 


給油 バル ブ 


@ 回 転 二 マウ ント 


扉 第 15 円 柏 


式 戦闘 機 な ご の 従来 機 に 比べ 、 飛 式 の 
機体 重量 が 重い だ めこ と 推定 され る が 、 
特に 飛行 訓練 に 使用 され て 離発着 の 回 
数 ガ 銚 く 、 ハ ー ド ・ ラ ン デ ィング を 行 
な つて いる よう な 機体 に 多 ご 発生 し て 
いる 。 

ご の ほか が 、 尾 還 戻 が 価 の よう に 取り 
付け られ て いて 、 収 容 室 へ 入 つ て きだ 
尾 輪 の 力 に よ つ て 扉 が 閉まる よう に な 
つて いる 。 し が し 、 雲 冷 地 に お いて ご 
の 扉 が 開い て いる と 〈 地 上 滑 走 時 や 離 
着陸 時 ) 、 粉雪 が 尾 連 収 容 室 へ 侵入 し 
て 、 機 体 の 重 届 位置 を 手 わ せ て し まい 
危険 な 状態 に な る 、 と いつ う 不 具合 が 指 
摘 さ れ だ だ め 、 塞 冷 地 に お ける 運用 時 
に は 尾 輪 を 引込 ませ ず 、 尾 輸 扉 を 改修 
レ て 密閉 する こと と し た 。 

も つと も 、 飛 式 型 や 五 式 戦 に な る 
と 、 尾 還 は 固定 式 に 改め られ だ 。 

上 記 の 不具 合 は 、 実 際 に 飛行 機 を 使 
つて みて 、 始 め て 出 て ぐる トラ ブル で 
ある 。 ご の よう な 不具合 を ーー つ 詩 
査 ・ 分 析 し て 改善 し て いく こと は 、 そ 
の 飛行 機 の 性 能 を 十分 に 発揮 ぶせ る だ 
め の 、 小 きい な が ら 確 実 な 訪 法 と いえ 
よう 。 そ し て 、 ご の よう お 努力 に よ つ 
て 飛行 機 も 技術 者 も 進歩 し て いく の で 
ある 。 解説 ・ 和 泉 久 
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撃 長 汰 


外国 か ら 輸 入 し て まで 20mm 砲 を つむ 、 新 開発 の 
ホホ - 五 20mm 念 を まつ さき に 装備 する 、 軽 戦 
だ つ だ は ず の 飛燕 に 与え られ だ 重 武 装 の 数 が ガ ず 


しい が 、 公 式 記録 と 現実 が 一 致し な 

※※ 五 種類 の 装備 念 …………… いこ と も ある の で 注意 が 和 め 要 。 ま だ 、 
飛 お よび 五 式 戦闘 機 に 使用 され だ 日 本 機 の ば あい 原資 料 相互 に 数 字 ガ 違 
機関 谷 ・ 砲 は 、 八 九 式 7.7m 固定 機関 つて いる こと も 多く 、 ご これ は 現在 と な 
多 、 一 式 12 .7m 画 定 機関 契 〈 ホ -103)、 つて は 判定 が 難し い 。 だ と えば マ ワ フワ 
水 - ら 20m 固 定 機関 學 、 ホ -105 30m 一 砲 装備 の 内 型 は 製造 番号 3001-9401 
画定 機関 旭 お よび 、 ビ ドイ ツガ ら 軸 入 し が 割ら あめ て られ だ と いつ 商 料 が 残 つて 
た マウ ザー (モー ゼル ) MG151 20rm いる が 、 こ れ は マウ ザー 人 砲 ガ 内 作 ど 7 
固定 機関 旭 の 5 種類 で ある 。 だ 時 点 で 約 800 門 、 400 機 分 の 数 字 を 
型 | こよ る 兵 装 の ちがい は 74 買 以下 に 割り ふつ て し まい 、 和 部 川崎 航 機 の 


飛燕 の 型 の 射撃 兵 装 


連動 反動 装 幸 用 油 眉 作動 人 
財 調 半 置 カム 室 | \ 送 紅 科 
ト ホー5 20mm 機 関 克 


| 遂 釣 引 金 
圧 模 引 金 

= 式 照 身 

引 金 

配電 衣 

機関 電源 スイ ッ チ 

. 挫 継 和 接続 

射撃 用 継電器 


ーッ クジ と で 
2 


Su 
を さか 、( 
を 作 人 (や 信 め N 


MA 


保 弾 子 琲 出 簡 


自動 装 壇 開 閑 器 自動 装 協 用 継電器 | 
引 倉 一 
装 垢 用 押 ボ タン シー 
軸 用 電路 分 岐 条 


ホ -103 12.7mm 機 関 砲 


に 胴体 内 電線 通路 


。。 0 ラン 1 US シン ング に / / ご 油圧 切換 電磁 胡 
eS に 


半 増 用 興 配 党 
本 用 机 圧 作動 作 。 で ー 
保 弾 子 取 出口 (下面 ) 


28 @ 飛 燕 | 型 選 左 翼 ホ -103 の 撃 発 用 電磁 器 


= 。 分 て 


⑬ 待 機 中 の 飛燕 | 型 内 (飛行 第 244 戦 隊 ) 


[ 場 で 生産 する こと に し だ も の の 、 南 
訪 ガ ら の 武装 順 人 の 要求 が 強く 、 計 画 
を 変 副 レ し だ だ め に 、 現 実 と は 違 つ て し 
まつ だ 全 と も 考え られ る 。 

九 式 /.7mm 固定 機関 妨 は 昭和 3 第 
に 採用 され 、 カ ーー 式 戦闘 機 いら い 陸 軍 
の 主力 機関 銃 と し て 使用 され て きだ 。 
初速 810m プ sec. 、 発 速 度 笛 分 750 


PR=403 団 言 統計 妥 下 二 計 用 多 が 
の 機関 尋 で 、 昭 和 16 年 に 採用 、 一 式 戦 
闘 機 以後 の すべ て の 陸軍 戦闘 機 に 装備 
きれ だ 。 初速 78U0m グ sec.、 発 負 速 展 
提 分 800ー950 発 。 

マウ ザー 砲 は ば ドイ ツ の モー ゼル 社 製 
で 、 し ぶる ドイ ツ を 説得 レ に 800 門 
と 弾薬 40 万 発 を 較 入 し だ 。 ィ ツ で M 
G151 グ 20 と 呼ば れ だ 、 電 口径 
20mm、 初 速 695--785m グ sec.、 発 刀 
速度 角 分 630 一 720 発 と いう 性 能 で 、 第 


の 炊 大 戦 に お ける ドイ ツ の 最 優 秀 火 器 
の 1 つ に あげ られ て いる 。 
ン ウ ザー 念 の 特長 は 、 直進 性 が よい 


> と 、 改 障 ガ が 少な いこ ご こと な ご だ が 、 特 
に 考 裂 弾 を 使用 で きる ご と が 、 を 
ン て い だ 。 当時 日 本 海軍 で は 、 
すでに スイ ス の エリ コン 社 の 技術 を 導 
入 し て 20mm 考 裂 弾 を 実用 化し て し す 
だ が 、 陸 軍 で は 対 記 が 遅れ て 

ホ - 5 ら は 昭和 79 年 春 に 完 ] 
ルト ・ プ ロー ニン グ 系 の 機関 で 、 マ 
ウザ ー 砲 在 合 し 
mm 機関 砲 の 感 力 を 知 
ちの 強い 要望 も あり - ま さき に 飛 式 


に 装備 だ れ だ 。 


大 きぐ ! 


\ き つて | 


初速 750m グ sec. 、 先 
分 と いつ 性 能 は マウ ザ 
ュ の で は な か つ だ ガ 用 兵 


厳し か つた だ めか 、 属 
う ガ 欠点 だ つん 疾風 
五 式 戦 の 主力 兵 装 と し て 使用 され だ 


マウ ザー 砲 装備 の た め に 、 軸 上 面 の | 部 が ふく らん で いる 世 内 タン ク の 燃料 注入 口 が 開い て いる 


ホ - 105 は 本 格 的 に 装備 し だ 機 林 は 
な ご <、 飛 式 で も 実験 的 に 少数 機 が 装備 
し レ し を だ に すぎ な い 。 


炎 に 、 飛 燕 の 射撃 装置 全体 に つい て 
胴体 に ホ - ら 、 主 柚 に ホ - 103 を 装備 
し だ 2 型 に よ つ て 概説 する 〈 き )。 

魚 撃 兵 装 操作 装置 は 、 身 撃 用 押 ボ タダ ヤ 
ン 、 機 関 砲 電 源 ス イツ チ 、 装 基 用 押 ボ 
タン より の 構成 きれ て いる 。 

貸 候 は 、 澤 ) 作動 商 を 電磁 弁 で 探 作 
し て 行なう 。 油圧 作動 人 筒 は 、 だ と えば 
@⑳ の ぞ 右 下 に 見 える よう に 、 念 側面 に と 
り の つけ られ て お り の 、 ご の 中 の ピス トン 
て 、 ぬ の 大 柄 欄 を 
操 了 3 ホ - 103、@ は 八 九 式 
7.7mm 機関 銃 の も の だ が 、 メ カニ ズム 
は 同じ で ある 。 だ だ し @ の 場合 は 、 そ 
れ ほ ど ご 大きな 力 を 必要 と し な い の で 油 
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オー ・ emm 


⑯ 燃 料 補給 中 の 飛燕 | 型 内 。 輸 入 さ れ た 800 門 の マウ ザー 砲 の 威 


爆発 零 (冷却 往 ) 
空 薬 茨 排出 簡 


⑬ 胴 体 12 .7mm 機 関 砲 装備 

※ こ の 図 で は 、 圧 欄 引 金 、 
装 協 用 油圧 作動 筒 な ど は 
省略 され て いる 。 


⑬ ホ -103 を 胴体 に 美 備 す る ば あい 、 右 砲 が 左側 給 
弾 の 乙 砲 、 左 砲 は 右側 給 弾 の 甲 砲 を 使用 する 。 弾 
倉 を 図 の よう に 装備 する 関係 で 、 左 右 の 砲 は 若干 


力 は 目 を みはる も の だ っ た 。 


送 弾 口 
連動 撃 発 機 
後方 取付 金具 


弾 依 


一 空 薬 普 ・ 保 弾 子 通路 


冷却 箇 」 


導 釣 引 金 


明 発 用 電磁 回 
保 弾 子 排出 簡 
球 倉 止 金具 


前 後に ずら され て いる が 、 ホ -5 を 凌 備 する ば あ 
い は 、 弾 倉 の サイ ズ の 関係 で 、 こ の ずれ は さら に 
大 きく な る 。 

の 7.7m の 芝 内 装備 状態 。 大 禁 欄 は 弾丸 装 考 用 。 
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エー 


前 方 取付 金具 


圧 は 使用 せ ず 、 ワ イヤ で 操作 する 。 

な お 、 1 型 申 お よび 乙 で は 油圧 作動 
筒 の 操作 に 電磁 者 を 使用 せ ず 、 操 終 席 
左側 の 油圧 切 拠 レ バー で 操作 し た 。 ま 
だ 、 マ ウザ ー 砲 は 電気 装 坊 な の で 、 1 
型 内 の 胴体 砲 用 油圧 配管 は な ぐ な つて 
いる 。 

電源 スイ ツチ は 配電 朋 上 に あり 、 上 
記 の よう に 弾丸 を 装 編 し だ 後 、 ご の スズ 
イッ ツチ を 「 接 」 と する 。 従 つて 後述 の 
よう に 、 射 撃 は すべ て 電気 的 に 行なわ 
れる 。 

身 軸 用 押 ポ タン は 操 終 本 の 頂部 に あ 
る 。 胴体 砲 と 細 内 砲 ( 銃 ) の 使い わけ 
は 、 ご こ ご で 行なう 。 四 式 戦 闘 機 疾風 こ 
同じ 形 の も の で 、 胴 体 旨 用 押 ボ タン が 
順 部 に あつ て 、 そ の 上 亡 を 安全 装置 が 
覆 つ て いる が 、 ご の 安全 装置 を で むこ ごう 
側 へ 倒し て 指 に ガ け て ひび ひけ ば 窒 内 砲 が 
発射 され る 。 も ちろ ん 、 両 廊 同 時 に 発 
唄 す る ご と が で きる 。 

ご の 引 金 まだ は 押 ボ タン を 操作 する 
と 、 そ れ ぞ れ の 砲 の 電磁 器 (電磁 スイ 
ツチ @) に 電流 が 流れ 、 内 部 の ビス ト 
ン が 電磁 石 の 力 に よ つ て 動く ここ と に よ 
の 圧 棒 引 金 ( 撃 針 ロッ を 解除 ) と 逆 
釣 引 金 ( 尾 栓 ロッ ツ グ を 解除 ) を 引き 、 
引 丸 を 発射 する 。 だ だ し 胴体 爺 の ば あ 
い は 、 押 ボタ ン で 操作 され る の は 圧 析 
引 金 だ け で 、 逆 鉛 引 金 は ブロ ベラ の 回 
転 に 同調 し て 、 自 動 的 に 操作 ざれ る 。 
⑩ お よび の 発 山 連 動機 原動機 ガザ エン 
ジン 回 転 の 2 分 の 1 の 速 さ で 回 転ずる 
カム の 回 転 を ひろ つて 、 ピ アノ 線 の 押 
し 引き 力 と し て 圧 欄 引 金 を 操作 する 。 

20m 機 関 爺 を 胴体 に 装備 し だ の は 、 
対 大 型 機 戦闘 に お いて は 12.7mm⑱ で は 
不 十 分 で あり 、 ど うし て も 20mm⑯ を 装 
備 し だ いと いう 参 課 総 長 じ きじ き の 強 
い 希 望 に 廷 つ だ 結果 で 、 マ ウザ ー 人 Q は 
弓 内 に 装備 で きだ が 、 ホ -5 ら は どう し 
て も 柚 内 に は 納 ま ら ず 、20mm@Q 用 の 同 
調 装置 を 緊急 に 開発 し て 装備 する と い 
う 無 理 が 機体 側 の 手 で 行なわ れ だ 。 

早く か ら 20mm 機 銃 を 実用 化し て い だ 
肖 軍 も 、 プ ロペ ベラ 回 転 園内 びら の 20mm 
引 の 同調 発射 は 危険 で め ある と いう 理由 
で 実用 ぎれ な が つ だ シス テム で あり 、 
短期 間 で これ を も の に し だ 川 振 航空 機 


の 思 内 7 .7m 機 関 銃 の 取付 と 冷却 
補助 桁 中 心 


引張 ゴム 索 


故障 排除 丁 杏 


大 西 粗 後方 取付 金具 


mervacsd 


の 技術 と 努力 は 評価 ぎれ て よい 。 


ym 字 


@ 肖 電 の 整備 と 試 和 の 準備 を 行 な う 飛燕 | 型 内 。 左 細 上 に 取り 外さ れ た 内 砲 用 撃 発電 磁器 が 見 える 


式 を 使用 し て い だ ど と 思わ れる が 、 


すべ 


て 三 式 を 使用 し た この パイ ロッ ツ ト の 証 


も あり の 、 特 に 二 


出し だ 初期 の 1 型 は 、 


ュー ギニア な ど に 進 
実験 的 な 意味 を 


試射 で は 射線 の 集中 距離 も 調整 する 


る 写真 で は 、 三 式 中 準 器 を 装備 し て し 
る 飛 基 は 確認 で き な が つ だ 
ー 式 映 準 器 は | レ チ フル の 大 き ざ を 調 


人 節 す る こと が で きだ の で 、 射 距離 の 判 


5 夫 新型 の 三 式 を 装備 し て い だ の 定 の 難し い 対 大 型 機 戦闘 に は 非常 に 有 
が ガ が も し れ ね な い 。 だ だ し 、 現 在 残 つ て い だ つ 注 ぉ 
県 準 器 DI 
⑯ 三 式 射撃 照準 器 。 海 軍 の 中 式 照 邊 
準 器 と ほぼ 同様 の も の で 、 ド イツ ( 


照準 器 は も ちろ ん 光 像 式 で 、 一 〇 〇 
葉 と 三 式 が 使用 を れ だ 。 一 股 に ど 型 お 
よび 五 式 戦闘 機 は ニ 1 型 は の 〇 
人 
| ペレ ーー 人 wー で に 
で 、 メー ここ 
ーー 


1 "レー 


の レビ |I2C 型 を 参考 に 作ら れ た 
め ゆ 三 式 射 撃 照準 器 の レチクル ( 照 
準 環 ) 。 予 想 射 距離 や 敵 機 に よっ 
て 大 き さ を 変え る こと が で きた 
⑯ 米 大 型 機 の 模型 を 使っ て 照準 の 
カン を 養う 。 特 に 対 B-29 戦闘 で 
は 距離 の 判定 が 難し か っ た 


OECDEE le 


に 
| ・ 四 43 | ォ 
< hf 


川崎 航空 機 岐阜 工場 が 昭和 20 年 4 月 
に 作 つ だ 「 キ -100 整備 参考 」 の 前 書 
き に は 、 同 機 が 飛燕 型 改 の エン ジン 
を 空冷 の ハ -112II に 換装 レ し だ も の で 
あり 、 空 気 抵抗 は 増加 し た が 重量 は 軽 
ご な り 、 対 戦闘 機 戦闘 に 重要 視 さ れ よ 
うと し て いる と 述べ だ 後 、「 特 二 機体 
関係 及 ピ 発動 機関 係 / \ 現 在 マ デニ 相当 
実用 化 サレ テ 居 ル ノ デ 問題 トナ 
キイ 飛行 機 デ アル ト 期 待 サ レツ ツア リ 
コレ ラ 取 扱 整備 二 当 ル 者 ハコ ノン 期 待 ニ 
ソム カ ザ ル 如 努力 スル ヲ 要 ス 」 と 誌 
し て いる (傍点 編集 部 )。 

飛燕 の 最大 の 欠点 び エ ンジ ン に あつ 
だ こと を 知る 者 に と つて 、 傍 点 の 部 分 
は 実に 意味 深 長 で 、 エ ンジ ン 不 調 に 油 
され だ 軍 や 川崎 航空 機関 係 者 の あせ 
り が 伝わっ て こる よう な 気 も する が 、 
し レガ し 、 飛 燕 の エン ジン は 、 本 当 に チ 
の つけ よう が な いし ろ も の だ つた だ の だ 
ろう ガ 。 1 つ だ け エ ビ ソ ー ド を 紹介 レ 
て お きだ い 。 

B-29 が さか ん に 東京 を 爆撃 し て い 
だ ころ 、 立 川 の 陸軍 航空 協 査 部 に は 1 
型 の 型 合 わせ て 12--13 機 の 飛燕 が あつ 
だ 。 審査 部 の バイ ロッツ ト が これ を 使 つ 
て 迎撃 に 上 が つ だ が 、 部 隊 で は 特に 改 
障 が 多 いと し て 不評 だ つ だ 2 型 が 、 ご 
こ で は ひつ ぱり だ ご だ つ だ 。 高 空 性 能 
ガ 良 いた めで ある 。 

故 暗 は ほとん ご な ご 、 1 型 の 1 機 ガ 
防空 戦闘 の た め に 離陸 し だ 直後 、 エ ン 
ジン が 息 を つい て 墜落 (パイロット は 
脱出 ) し た と いう の が 、 唯 一 の 重大 事 
故 だ つ だ 。 つ まり 、 問 題 は エン ジン そ 
の も の より も 、 整 備 の ほう に あつ た の 
だ 。 き ちん と し だ 整備 さえ し て いれ ば 、 
ハ -40 に し ろ ハ -140 に し ろ 、 あ そこ 
まで 悪評 を 買う こと は な か つ だ と 思わ 
れる の で ある 。 

し レガ し 、 そ の 具体 的 な 例 に 融 れ る 前 
に 、 飛 燕 お よび 五 式 戦闘 機 の 動力 系 統 
に つい て 概略 を 述べ て お こう 。 

飛燕 1 型 に 装備 され だ の は ハ -40、 
メッ サー シコ ミッ ト Me109 が 装備 し だ 
ドイ ツ の ダイ ムラ ー ベ ン ツ DB601 を 有川 
崎 航空 機 が サラ イセ ンス 生産 し た エン ジ 
ン で ある 。 水冷 倒立 V 型 12 気 筒 で 、 過 
給 可 を 1 速 全開 こと 速 全 開 の 問 の 馬力 
低下 が び 必 な い フ ルカ ン 接 手 駆動 過 給 機 
と 、 ポ ッシュ の 燃料 噴射 ポン ブ を 使用 
し だ ご と が 大 き な 特 色 で あつ だ 。 


シリ ンダ は ポア 150mm、 ス トロ ー ク 
160mm、 総 行程 容積 33.9 6 、 圧 縮 比 6.9、 
過 結 機 増 速 比 10.4 で 、 公 称 出 力 は 1 速 
1100ps、 速 1000ps、 公称 回 転 数 2400 
Fr.p.m.、 公称 ブー スト 圧 220mmHg、 公 
称 高度 1 速 2000m、 速 4500m、 離 昇 
出力 1175ps ン 2500r.pm. プ +305mHo 
と いう 性 能 だ つ だ 。 

2 型 に 装備 まれ だ ハ -140 は 、 ハ - 
40 に 水 メ マタ ノ ー ル 噴 敵 を 行ない 、 ブ ー 
スト を 下げ て 四 転 数 を 上 げ だ エン ジン 
で 、 圧 縮 比 も 7.2 と な つて いる 。 公称 
出力 1 速 1175ps プ 1800m、 速 1250ps 
グ 5100m、 公称 回 転 数 2500r.pm.、 公 
称 ブ ー ス ト 圧 180mHg、 離 昇 出力 1350 
ps グ 2700r.pm. プ 280mmHg こと いつ 性 能 
で ある 。 

ご の 2 つの エン ジン の 主 お 問題 点 は 
フル カン 接 手 の 調整 不良 に よる 出力 不 
足 、 燃 料 噴射 ボン プ の 故障 、 冷 却 器 等 
ガ ら の 油 洩れ で あつ だ 。 

油 混 れ は 、 ご れ は 日 本 の エン ジン に 
は つき も の の 故障 で ご 、 な に も 飛 式 の 工 
ンジ ン だ けが 出来 が 悪 け の つ を わけ で は 
な い 。 だ だ し 、 飛 は 航続 力 ガ 大 きぐ 
て 長 距 離 を 飛ぶ 機会 ガ 銚 く 、 特 に 洋上 
を 飛ぶ 時 な ど ご は 、 陸 軍 の パイロット は 
航法 に 不安 びあ り 、 陸 上 で の 飛行 な ら 
気 に な ら な い 程 度 の 油 洩れ で も 重大 視 
され われ やす ガ が つ だ 傾向 は あつ だ よう だ 。 
まだ 、 初 期 の 飛燕 で は 渦 油 冷 却 器 が 水 
冷却 器 と 1 体 に な つて お り 、 そ の 修理 
に は 大 き お 労力 が 必要 ど だ つ だ こと が 、 
不評 の 原因 に な つ だ の が も し れ な い 。 

も つと も 、 原型 で ある DB601 は 油 当 
れ な ど ご 皆無 で あつ だ ガ ら 、 ハ -40、 ハ 
-140 に そん 色 ガ あつ だ こと は 事実 で あ 
og 

燃料 噴射 ポンプ に つい て は 、 最 初 は 
故障 ヴ 多 ひつ だ よう だ が 、 や が て 落ち 
つい だ 。 そ れ よ り の も 重要 な 点 は 、 直 接 
噴射 を 採用 し だ こと に より 、 芋 シリ ン 
ダ が 最適 の 混合 比 を 得 ら むれ だ こと で あ 
る 。 各 シ リン ダ は 、 そ の 位置 に よ つ て 
給 入 空 気 時 が 少し ずつ 違 つ て いる が 、 
直接 噴射 式 な ら ば 噴射 量 を シリ ンダ ご 
と に 変え る ご と が で きだ 。 

まだ 、 堆 化 の 状態 も よび つ だ 。 ご れ 
に より の 、 始 動 、 特 に 塞 冷 地 で の 始動 に 
有利 と いう 液 冷 エン ジン の 特長 ガ び 、 よ 
り の いつ そう 発揮 で れる こと に こなつ だ 。 

フル カン 接 手 は 、 本 質 的 な 改良 の 奈 
地 は あつ だ が 、 ご れ は 当時 ドイ ツ で も 


実現 し て お ら ざ 、 炊 代 の 課題 だ つ だ と 
いえ る 。 問題 は 調整 の 良和 合 だ け で 、 う 
まく ぐ 調整 され だ エン ジン は 期待 通り の 
性 能 を 発揮 し て いる 。 調整 と いつ て も 
それ ほど ご 難し いも の で は な ご ぐ ご 、W ゅ の ポ 
ンプ の 油 出 口 (ンズ ル ) を 調節 する だ 
け で よい の だ が 、 ほ と ん どの 部 隊 の 整 
備 員 は その 正しい 調整 デー タ を 知ら さ 
れ て お ら ざ 、 ま だ 、 取 扱 説 明 書 も 十分 
に は ゆき わ だ つ て いな が つ だ 。 

ご うな つて ご こる と 、 飛 燕 の 稼動 率 の 
低 き は 、 エ ンジ ン の 問題 と いつ より も 
お し ろ 、 軍 の 航空 部 隊 支 援 体 制 そ の も 
の あっ な だ と いう こと が で きる 。 

飛燕 の エン ジン に お いて も う 1 つの 
重要 な 問題 は 、 型 に 装備 し だ 八 -140 
の 生産 遅延 で ある 。 機体 は で きる が 工 
ンジ ン が な いと いう つう 状態 で 、 昭 和 19 年 
未 に は 350 機 も の 首 な し 機 ガ 工場 の 外 
に な らぶ と いう あり の さま だ つ だ 。 ご れ 
ガ が 空冷 エン ジン を 装備 し だ 飛燕 、 五 式 
戦闘 機 誕生 の 原因 で ある 。 

五 式 戦闘 機 に 搭載 され だ の は 、 三 菱 
の 空冷 星 型 14 気 筒 エ ンジ ン ハ \ - 112II 
(海軍 名 金星 62 型 ) で ある 。 ポ ボア 140 
mm、 ス トロ ー ク 150m、 行程 総 容積 は 
32.346 、 圧 縮 比 ノ 、 速 の 歯車 駆動 
過 結 機 増 速 比 1 速 /.0、 の 速 9.12) を 
使用 し 、 離 昇 出力 1500ps プ 2600r.p.m. 
グ +500mmHg、1 速 公称 1350ps プ 2000 
m、 ググ 速 公称 1250ps プ 5800m と いう 性 
能 だ つた だ 。/ ハ ハ \-40 と 同じ 原理 の 燃料 中 
鋼 ポ ンプ も 使用 し て い だ 。 

空冷 ガ 液 冷 ひ と いう 点 に つい て は さ 
ま ざ ま な 議論 びあ る が 、 ご れ ら に つい 
て は 土井 氏 お よび 林 氏 の 記事 を ご らん 
い だ だ きだ い 。 

最後 に ハハ -40 お よび 140 の 冷却 亡 式 
に つい て 触れ て お ぐ 。 

液 冷 エン ジン に は 、 だ だ の 水 を 使う 
も の と 、 沸 肝 点 を 高め る だ めこ に エチ レ 
ン ・ グ リコ ー ル な どの 化学 材 を 使う も 
の と が ある が 、 飛 燕 の エン ジン は 前 者 
だ つ だ 。 だ だ し 、 乏 統 内 の 圧力 を 高め 
て 沸騰 点 を 1255C と し て いる 。 水冷 
と し だ の は 、 戦 地 で 入手 し や すい な ど ご 
の 理由 も あつ だ が 、 生 水 厳禁 の 南 記 な 
宅 写 は S モジ シシ シン を ちまう と まね じ く て 
湯 を わ ガ す と いう 、 思 い が け ぬ 利 用 法 
も あつ だ 。 油 くさ い が 、 下 痢 を する よ 
9 誠志 いう ね わ 層 だ だ 。 

燃料 タン ク に つい て は 秋本 氏 の 記事 
を ご らん い だ だ きだ い 。 


ババ ババ ババ バーバ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーー シレ ァァァ ーー 


ご 飛燕 | 型 の 生産 ライ ン 。 当 時 の 量産 方 式 が よく わか る 。 手 前 の 2 機 は すでに エン ジン を 搭載 し て お り 、 最 前 列 の 機体 の 下 に は 排気 管 が 用 意 され 


て いる 。 3 、 


4 番目 の 機体 に は まだ エン ジン が 搭載 され て お ら ず 、 後 方 の 3 機 は これ か ら に 胴体 を の せる 状態 で 、 後 方 に 半 完成 胴体 が 見 える 。 
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W ゆ 架台 上 の ハ - 40。 陸軍 の 制式 名 称 は 「 二 式 1100 馬 力 発動 機 」 で 、 水 冷 倒立 V 型 12 気 筒 、 シ リ 
ンダ 総 行程 容積 33.9 # (ボア |I50m メ スト ロー ク |I60mm) 。 寸法 お よび 重量 は 全長 |948mm、 全 
高 1042mm、 全 幅 739mm、693kg で ある 。 圧縮 比 は 6.9、 減速 比 0.646、 次 頁 に 紹介 する よう な フ 
ルカ ン 接 手 駆動 過 給 機 に よっ て 効率 的 に 与 圧 を 行ない 、 高 度 2000 m で 公称 (通常 使用 時 の 最大 
出力 ) 1100ps を 出し た 。 離 昇 出力 は 1175ps〆2500 r.p.m.。 ボッ シュ の 燃料 噴射 ポン プ を 使用 し 
て シリ ンダ に 燃料 を 直接 噴射 し た た め 、 シ リン ダ ご と に 最適 の 混合 比 を 得る よう 調整 で きた 

@ ハ -40 の 人 性能 向 上 型 ハ -140 エン ジン 。 正 面 写真 の 両 外側 に 燕 気 分 離 器 が 見 える が 、 こ れ 
は の 解剖 図 に は 描か れ て いな い 。 全長 2050mm、 全 高 1020mm、 全 幅 800mm、 重 量 795kg 

@⑳ ハ -40 の 海軍 版 「 ア ツタ 2| 型 」 エ ンジ ン の 右側 シリ ンダ ・ ブ ロッ ク 。 倒立 エ ンジ ン の た め 、 
カム シャ フト が 下 に つく 、 シ ング ル ・ ア ンダ ー ヘ ッ ド ・ カ ムシ ャ フト に な っ て いる 。 6 シリ ン 
ダ に 対し て 12 コ の カム が つい て いる が 、 ハハ -40 は 4 バル プ ( 給 気 X 2 、 排 気 X 2 ) な の で 、| 
コ の カム は 給 気 弁 、 排 気 弁 各 | コ を 駆動 する (写真 で は 手前 が 給 気 側 ) 

アッツ タ 2| 型 の クラ ンク シャ フト 。 左 が 前 方 で 、 先 端 の 溝 は 減速 歯車 (従っ て プロ ベラ ) 駆動 
用 の スプ ライ ン 。 6 コ の クラ ンク ピン に 対し 、 各 2' コ の コネ クティ ング ロッ ド (左右 シリ ンダ 
列 か ら 各 | コ ) が 接合 する 。 星 型 エ ンジ ン と ちがっ て クラ ンク シャ フト の 長 さ が 長い た め 、 前 
方 と 後方 の ほか に 5 ヵ所 の 軸受 が あっ て 、 高 速 回 転 に よる 歪み を 防い で いる 。 材質 は ニッ ケル 
・ ク ロム ・ タ ング ステ ン 鋼 で 、 ド イツ で は これ を 簡単 に 製造 し た が 、 日 本 で は な か な か 良い も 
の が で き な か っ た と いう 。 特に パワ ー ア ッ プ し た ハ -I40 で は 不 合 格 品 が 続出 し た 。 


左側 面 
浅 束 歯車 クラ ンク 軸 


プロ ペラ 軸 


る 9 時 
人 呈 
) 妃 【) に デス h/ 


2 い 本 es の 
潤 消 油 4 / こ 6 


| 排気 
冷却 水管 』 ん で に 


空気 給 入管 ポジ ャ ケッ ト 


⑬ ア ツタ 21 型 エン ジン 解剖 図 
68 頁 に 詳 述 され て いる よう に 、 ハ -40 の 原型 で ある DB60I は 海軍 で も 使用 さ 
れ た 。 これが か 愛知 製 の アツ タ エ ン ジン で 、 細 部 以外 は ほとん ど ハ -40 と 同じ 
そこ で 、 エ ンジ ン 内 部 に つい て は アツ タ 2| 型 の 資料 を 掲載 し た 。 


@ ハ -40 の ギア ・ ト レー ン 


1 減速 大 歯車 18 燃 料 「 ポ ンプ 」 受 歯車 

2 減速 小 歯車 19 噴 射 「 ポ ンプ 」 中 間 二 重 歯車 
3 緩 衡 歯車 20 噴 射 「 ポ ンプ 」 受 歯車 

4 過 給 器 伝動 中 間 歯 車 ( 小 )21 液 体 接 手 「 ポ ンプ 」 歯 車 

5 過 給 器 伝動 中 間 歯 車 (大 )22 補 機 中 間 三 重 歯車 

6 液体 接 手 歯車 23 磁 石 発電 機 中 間 歯 車 


7 補 機 送 歯車 24 磁 石 発電 機 歯車 
8 中 間 歯 車 25 真 空 「 ポ ンプ 」 送 歯 
9 三重 歯車 97 


10「 カ ム 」 伝 動 軸 上 部 歯車 
11「 カム 」 伝 動 軸 下 部 歯車 
12「 カ ム 」 歯 車 
13 排 油 「 ポ ンプ 」 送 歯車 
14 水 「 ポ ンプ 」 歯 車 


車 
車 
新車 
三重 歯車 


30 回転 
31 回 加 
32 回転 


17 燃 料 「 ポ ンプ 」 送 歯車 34 調 速 


@ 飛 燕 1 型 甲 一 肉 カ ウリ ンプ 


始動 クラ ッ チ 操作 ポタ ン 


始動 用 クラ ン 
玉 箇 内 体 用 クラ シク 


冷却 水 排出 口 

前 方 カバ ー 

12.7mm 機 関 克 機関 奴 ス 抜 孔 
_gms 放 sS、| 


上 部 エン ジン 


カノ バー ーー ーー 


TE ニテ エン ジン 取付 


。。 ポ ルト 孔 


= に ンジ ダシ 

マウ ント 
\、 過 給 気 空気 取 入 口 
点火 栓 点検 ドア 


冷却 水 タ ンク 
注入 口 


排気 管 


エン ジン ・ マ ウン ト は 強力 な モノ コッ ク 構 造 に な っ て お 
り 、 同 時 に 機 首 外 板 の | 部 を な し て いる 。 図 中 、 冷 却 器 排 
水口 は 常時 開口 し て いて 、 通 常 は ここ か ら 外 気 を 導入 し 、 
カウ リン グ 内 、 特 に 排気 管 周辺 を 冷却 する 。 エ ンジ ンカ バ 
ーー 主要 部 は 特殊 な 金具 に より ワン タッ チ て 項 脱 で きる 。 

⑩ 五 式 戦闘 機 | 型 の 機 首 。 上面 に は 空気 取 入 口 が と び 出 し 
て いる が 、 胴 体 機関 砲 装備 位置 を 変更 し な い 方 針 を と っ た 
た め 、 十 分 な 幅 が と れず 、 高 さも や た ら に 増やせ な か っ た 
た め に 設計 に 苦心 し た と ころ で ある 。 排 気管 は 左右 に それ 
ぞ れ 7 シリ ンダ 分 を ふり わけ 、 推 力 式 単 排気 管 と し た 。 カ 
ウル フラ ッ プ は 、 空 力 的 な 悪影響 を 避け る た め 、 左 右側 面 
に の み 設 けら れ た 。 滑 油 冷却 器 は 胴体 直下 に あり 、 そ の 右 
後方 に 燃料 冷却 器 が 設け られ た が 、 写 真 で は 脚 カ バー の 影 
に な っ て 見 えな い 。 

ヾ 排気 ター ビン 過 給 機 を 装備 し た 五 式 戦闘 機 2 型 の 機 首 。 
右側 に 寄せ られ た 滑 油 冷 却 器 の 左 後方 に 見 える の が 集合 排 
気管 、 そ の 後方 内 側 に 排気 ター ビン 過 給 機 が 見 える 。 左 
付 根 の 開口 は 与 圧 空気 取 入 口 ( 過 給 機 へ 入る ) 、 反 対 側 に 
は これ より も や や 小さ い 過 給 機 冷却 用 空気 取 入 口 が ある 。 


フル カン 接 手 過 和 結 機 
| 速 


A 


油 量 が 少な 〈 く 滑り が 油 量 が 多く 滑り が 小 
大 で 、 巡 車 回 転 は 小 で 、 箇 車 回 転 は 大 


油 SH ポン プ 2 


ポン プ 2 


丁 

時 

2 

グ /( 油 出口 ( 1 
ウン 接 手 へ ) 12 


高空 ヘ 上 が る と 空気 密度 が 小さ く な る 
の で 、 エ ンジ ン 出 力も 減少 する 。 こ れ を 
防止 する の が 過 給 機 で 、 当 時 の エン ジン 
は ほとん どの 場合 、 ク ラン クシ ャ フト の 


回 転 を 歯車 で 伝え て 車 を 駆動 し た が 、 
ハー-40 お よび ハ -140 で は 、 フ ルカ ン 接 手 
と いう 流体 クラ ッ チ で 駆動 し た 。 

⑬ は その シス テム 図 で 、 ポ ンプ ロー タ 
ー (A) が クラ ンク シャ フト 、 緩 衝 歯 車 、 
伝動 歯 事 に よっ て 、 約 10 倍 に 増 速 され て 
回 転 す る と 、 こ れ と むか い 合 っ て いる タ 


ー ビ ン ロー ター (B) は 
油 量 に 応じ た 回 転 数 で ま 
わる 。 タ ー ビ ン ロー ター 
は 異 車 に 接し て いる の で 
世 車 は ター ビン ロー ター 
と 同じ 速度 で 回 転 し 、 各 
シリ ンダ に 与 圧 さ れ た 空 
気 を 供給 する 。 

油 の 量 は 2 つの ポン プ 
と ベロ ー ズ に よっ て コン 
トロ ー ル され る 。 

まず 地上 付近 で は 、 第 
1 ポンプ か ら の 油 の み が 
接 手 内 に 入る 。 接 手 に は 
油 放出 口 が あっ て 、 常 時 
一 定量 の 油 が 排出 され て 
接 手 内 の 熱 を 奪い 、 第 | 
ポン プ か ら の 送 油 は これ 
ど と バラシ ネ し て いる 。 

次 に 機体 が 上 昇 す る と 
空気 密度 が 減っ て ブー ス 
ト 圧 が 低く な る が 、 ス ロ 
ッ ト ル レバ パー を 開い て ゆ 
け ば 、 あ る 高度 まで は 出 
力 は 送 に 上 昇 し て ゆく 。 


スロ ッ ト ル レバ パー を 全開 に し て も 公称 ブ 
ー ス ト を 維持 で き な く な る 高度 が | 速 全 
開高 度 と いう こと に な る 。 

この 高度 に な る と ベロ ー ズ は ふくらみ 
それ まで バイ パス し て いた 第 2 ボン プ の 
油 が 接 手 室 に 送り こま れる 。 こ れ に よっ 
て 要 車 の 回 転 速度 は 速く な り 、 つ い に 接 
手 室 の 油 量 が 最大 に な る と 、 タ ー ビ ン ロ 
ー タ ー は ポン プロ ー タ ー の 97 一 98 少 の 速 
度 で 回 転 す る こと に な る 。 これが 2 速 全 
開 の 状態 で ある 。 


ゆ 動 カコ ント ロー ル 装 置 は 飛燕 ・ 
五 式 戦闘 機 と も ほとん ど と 同様 で あ 
る 。 た だ し 五 式 戦闘 機 に は 点火 時 
期 調整 レバ ー は な い 。 また 、 ハ - 
40、 ハーI40、 ハー-1I2II は すべ て 
直接 燃料 噴射 式 で 、 気 化 器 は な い 
か ら 、 ス ロッ トル ・ レ バ パー は 正 し 
く は プー スト ・ コ ント ロー ル ・ レ 


ZZ バー と 言う べき か も し れ な い 。 ス 
スロ ッ ト ル レバ パー ロッ トル ・ レ パー に は 通常 の 出力 


ほか に 、 吸 入 圧力 管制 器 を 介し て 

吸入 圧力 制御 弁 が 連動 し て お り 、 

(6M レ ベー エン ジン の 過 回 転 を 自動 的 に 防止 

する よう に な っ て いる 。 飛燕 | 型 

の 場合 、 ス ロッ トル ・ レ バー は 手 

前 (後方 ) が 全 閉 、 前 方 へ 58* 押 

さこ せ ば 全開 (公称 出力 ) 、 そ れ よ り 

前 方 は 、 3" の 遊び を へ て 28* 押 
上 財 る の 。 

上 部 切換 コッ ク ( 選 油 用 噴射 ポン プ よ り ) プロ ペラ は 飛燕 、 五 式 戦 間 機 と 

- 下部 切換 コッ ク ( 送 油 用 燃料 ポン プ へ ) ar 

ン 出 力 と 回 転 数 に 応じ て 自動 的 に 

調整 で きる が 、 必 要 な ら ピ ッ チ ・ 


導電 上 部 コッ ク 切 換 レ バー 
動力 コン トロ ー ル 装置 ド 部 コッ ク 切 換 レバ ー コン トロ ー ル ・ レ バー に より 、 手 


プロ ペラ ピッ チ ・ レ バー 調整 弁 (スロ ッ ト ル ・ バ ルプ ブ ) の 


動 で 調整 も で きる 。 レ パー は 、 後 

交 料 ポン プ 接 手 和仁 
ン 燃 料 手動 ポン プ A・C レバ ー は 通常 は 中 立 位置 に 
ブ 燃料 濾過 器 し て お き 、 必 要 に 応じ て 使用 する 
(た と えば エン ジン 停止 の 場合 は 
下方 に 押し て 「 最 薄 」 と する ) 。 
飛燕 の 航続 力 が 零 戦 に 匹敵 する 
も の で あっ た こと は 、 あ まり 知ら 
れ て いな い 。 航続 力 は ほとん と 燃 
料 搭載 量 に よっ て 決 る が 、@ に 示 
し た の は 飛燕 | 型 初期 の も の で 、 
大 部 分 の | 型 は これ に 200!% の 第 
3 タンク が 増設 され (座席 後方 )、 
200 2 の 落下 タン ク 2 コ を 主 四 下 
面 に 装備 する と 、 合 計 1155《4 と な 
る 。 こ の タイ プ は 、 巡 航 速度 400 
kmh で 7.5 時 間 飛 ぶ こ と が で き 、 
航続 力 は 約 3000km で あっ た 。 

| 型 改 は 第 3 タン ク 容 量 が 110 
4 に 減ら され 、 2 型 で は さら に 各 略 
タン ク を 防弾 と し た た め 、 第 1 タ 庄 革 : 
ンク (左右 ) 各 170!、 第 2 タン つう ーー 
ク 1I60! 、 第 3 タン ク 95 2 と な っ 
た 。 五 式 戦闘 機 も 2 型 と 同じ で ある 。 

第 | 、 第 2 タン ク は タン ク 下 面 が 要 下 面 を 形 
成す る 、 セ ミ ・ イ ン テ グ ラル タン ク に な っ て い 


る 。 

め に 燃料 切換 コッ ク も 示し た が 、 第 3 タン ク 
と 落下 タン ク の 燃料 は 、 | 度 第 2 タン ク に 入っ 
第 2 タン ク て か ら 燃 料 ポ ンプ へ 入る よう に な っ て お り 、 こ 
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め 五 式 戦闘 機 TI 型 動力 上 装 消 油 空気 タン ク 神 油 タン ク , オー バー プー スト レー タン ク が 新設 され て いる 。 


人 前 ペー ジ の 写真 の よう に 
五 式 戦闘 機 で は 排気 ター ビ 
ン 過 給 機 装備 実験 機 が 試作 
され た 。 こ れ は 、 結 局 実験 
の 段階 に 止ま っ た が 、 こ れ 
に より 高度 10000m で 時 束 
コロ 細 560 km、 同 高度 まで の 上 昇 
LN 「 レ パー 時 間 18 分 と いう 性 能 を 発揮 
一 過 給 機 2 速 切換 レバ ー し た 。 五 式 戦闘 機 は 、 高 度 
6000m で 580km プ h 、 高 度 
10000 m' ま で 24 分 と いう 性 
能 だ っ た か ら 、 か な り の 向 
上 で ある 。 

過 給 機 は 弾倉 下方 の 空 薬 
茨 受 け の 位置 に すっ ぽ り と 
入っ た 。 排 気管 は 胴体 下面 
左 寄 り に 合 さ れ 、 そ の エネ 
ルギー で 過 給 機 の ター ビン 
自動 管制 番 を まわ す 。 空 気 取 入口 は 左 
大 気 ター ビン 過 給 機 取付 先 。 付 根 に あり 、 与 圧 さ れ た 
気 バ イ バ パス 弁 空気 は 、 防 火 壁 の 直前 を | 
排気 ター ビン 過 給 機 度 上 方 に 導 か れ て か ら 、 気 
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整備 中 の 飛燕 | 型 。 プ ロ ベ ラ は ハミ ルト ン 直径 3 m、 
油圧 式 定 回 転 プ ロペ ベラ で 、 直 径 3 m 、 ビ ピッ チ 
変更 角 は 29' 一 49' 。 飛燕 2 型 で は Pe29V DM が 
改定 回 転 プ ロペ ベラ 、 直 径 3.| m 、 ピ ッ チ 変更 
角 28' 一 58' 、 五 式 戦闘 機 で は 同じ Pe29 だ が 


エン ジン で 加熱 され た 水 ( 加 圧 され て いる た め 100' C 以上 に な る ) は 、 菩 気 
分 離 器 を 経て 水冷 却 器 に 入り 、 水 ボン プ に よっ て 再び エン ジン に 帰る 。 来 気 は 
分 離 器 か ら 水 タン ク に 入り 、 一 定 以上 の 圧力 に な る と 安全 弁 を 開い て 外気 に 通 
じ る が 、 一 部 は タン ク 内 で 冷却 され て 水 に な り 、 気 分 離 器 に 帰る 。 

冷却 器 に 入っ た 水 は 、 外 側 上 方 か ら 入 り 、 外 側 下方 、 内 側 下 方 、 内 側 上 方 
と 流れ な が ら 冷 却 さ れる 。 

滑 油 タン ク は 防火 壁 後方 に ある が 、 空 積 の 関係 で 十分 な 容積 を 得 ら れ な か っ 
た よう で 、 座 席 後 方 に 増加 タン ク を 凌 備 し た 。⑯ の 増加 タン ク 加 圧 ラ イン は 、 
過 給 圧力 を 利用 し て 増加 タン ク 内 の 滑 油 を 主 タ ンク に 送る た め の も の 。 
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タン で クラ ッ チ を ミー ト す る 。 燃料 噴射 式 な 
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@ 日 華 事 変 末期 びら 太平 洋 戦 争 の 和仁 期間 に わ だ り 奇 爆 撃隊 の 花形 こ 
レ て 将 戦 域 で 活躍 レ し つい に は 2000 機 生産 の 金 守 塔 を 樹立 し だ 爆 到 機 ! 


休 の 丸 の 日 


つ で 契 銚 座 の だ め の と 


の 
】 j れ る 。 
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整 だ で な く ぐ 、 機 録 に 

お ご の 党 だ つ だ と 
my 右 主軸 に 内 惹き 4 れ て いる 第 2 次 料 タ ン ン フ に 
痛 給 の 様 子 て ォ ナセル 上 ヒ 部 の 状態 が f よ くわ 
ガ る 。 本 機 の 燃料 タン フ は 、 キモ 興 の ナゼ ) ル 内 
負 付 根 に 第 ぞ 
肌 休 の 内 上 に 第 3 ダン 


ッ グ が あり 


いう 。 
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ゥ ンク (左右 各 一 
ジ る の ト ON 第 
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無線 席 か ら 前 万 を 望む 。 操縦 席 が 左 よ り に ある の が よ ぐ わが る 。 を を の 
壁 の よう な の が 225 6 第 4 燃料 タン フ 。 を 在 は バ パイロット の アッ プ で 左 
耳 に ある バイ ブ 状 の も の は 伝 声 管 の 受 聴 器 下 は タキ シン グ 中 搭乗 員 総 
立ち ゃ で パイ ロッ ト を 助け て 見 張り を し て いる も の 。 


合 バ パイ ロッ ツ ト と 何ごと が 言葉 を か わす 爆撃 手 。 人 物 と 比較 する と 、 
幅 1.2 メー トル の 機内 は さす が に 狭い 感じ は よい なめ な い 


生 探 縦 祥 に ある 爆弾 投下 ボタ ン に 親指 を か ひけ る バイ ロッ ト 。 投下 は 
爆撃 と バイ ロッ ト の いずれ も 可能 に な つて いる 


イン バネ 上 部 の 計器 。 右 が 燃料 計 。 左 が 高度 計 で 2 本 の 指針 は 高 
度 600 メー トル を 示し て いる 


「%0 玉 者 玉 下層 コー ンー 骨 雪 守 yR6 選 で -」 


96 式 小 航空 写真 機 (焦点 距離 18cm) 


史 前 ペー ジ の タイ トル 写真 と 同じ く 「 試 製 単 銃身 旋回 銃 二 型 」。 銃 架 取 付け 
枠 は 円 弧状 の 軌道 に 取付 けら れ 、 こ の 重 道 は 正面 の 風防 で も ある 。 銃 架 取 
付け 部 は 革 袋 の 覆い が あり 、 軌 条 の 枠 に は 標 線 が 目盛 つて ある 。 

を こち ら は サド ル バ ッ フ 式 弾 訪 を 持つ 98 式 旋回 多 で 、 上 写真 の 機銃 と 弾 禄 
の 違い ガ 良 ぐ わ か る 。 陸軍 で は この 98 式 の 弾 訪 の ほう が 円 盤 型 弾倉 より バ 
ラン ス が 良い こと を 知り 、89 式 連装 機銃 の 扇 型 弾倉 を サド ル バ ッ ク 式 に 交 


換 し 1 式 7.7 三 リ 旋 回 銃 と し て 使用 し た 。 本 機 の 後 上 方 機銃 も 89 式 か ら 途 
中 で 1 式 に 交 損 され て いる 。 

す 下 は 、 戦 訓 か ら 側 面 防御 の 強化 が 要求 され 機 首 透明 風防 側面 の ガラ ス 1 
枚 を スラ イド 式 に 訪 急 改造 し 、 側 方 銃座 を 追加 し た も の (矢印 部 分 ) 
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COCKP/T Z00MMG /V 了 四 後 上 方 銃座 


人 一 番 上 は 89 式 連装 旋回 機銃 を 谷 角 に 構え る 射手 。89 式 は 固定 ・ 
旋回 銃 と も 日 本 陸軍 の 代表 的 航空 機 用 火器 で 多数 の 陸軍 機 が 装備 
し た 。89 式 旋回 続 は 大 正 11 年 に 回 転 弾 禄 式 の 甲 号 と 遊動 式 の 乙 号 
と が 設計 され 大 正 14 年 か ら 比較 審査 が 行なわ れ 、 昭 和 3③ 年 に 号 
機銃 ガ 89 式 旋回 機銃 と し て 正式 採用 に な つ だ も の で ある 。 ち な み 
に 89 式 固定 銃 は ピッ カー ス ( 英 ) と ダル ヌ ( 仏 ) の 和 機銃 を 基 に 改良 し 
だ も の で 性 能 は 旋回 式 と 同じ で あつ だ 全 上 は 銃座 の 椅子 で 敵 手 が 
今 、 す わろ うと し て いる 所 で 足 が 見 えて いる を 佑 仰 角 装 置 を 持つ 
銃 架 や 89 式 連装 銃 の 扇 型 弾倉 な ど が よ ぐ わが ガ る 写真 だ 。 
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人 一 番 上 は 89 式 に お が わ つ て 装備 され だ 1 式 連装 旋回 銃 。 1 式 旋回 銃 に 
つい て は 先 に も 融 れ だ が 、MG15 を 国産 化し だ 98 式 旋回 銃 の サド ル バ 
ツン 式 弾 訪 が 秀 れ て い だ だ め 早 速 89 式 に も この 弾 禄 を 採用 し 1 式 7.7 
ミリ 旋回 銃 と し だ も の で ある 。 信 上 は 機内 より 仰 衣 を がけ だ 1 式 連 装 
旋回 銃 を 見 だ と ころ 。 旋回 銃 の 準 器 は 手前 が 普通 の 照 門 環 だ が 、 先 
端 の 懸 星 部 分 に は 偏 流 に 対 訪 す る 一 種 の 風見 鶏 が あり 目盛 り が つい て 
いて 信 流 に よる 修正 角 を 見 込ん で 射撃 で きる よう に な つて いる 。 ご これ 
は 旋回 銃 が 固定 銃 と 異 る 発射 条件 を 持つ こと を 示す 特長 と いえ る 。 
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だ 
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*99 双 軽 は 水平 爆撃 機 と し て 設 
計 さ れ た 機体 で あり 、 爆 撃 方 法 
も いわ ゆる 「 火 網 を 敷く 」 と い 
う も の で 、 搭 載 爆弾 の 有効 半径 
の 2 倍 の 編隊 間隔 で 順 々 に 投 弾 
する も の だ っ た 。 し か し 、 実際 
に は ピン ボイン ト 爆 撃 (要点 爆 
撃 ) の 必要 性 が 高まり 、 そ れ に 
は 精度 の 低い 水平 爆撃 より 急 降 
下 爆 撃 が 最適 だ っ た 。 し た が っ 
て 本 機 は 1 型 に お いて も 30 度 程 
度 の 緩 降下 爆撃 を し ば し ば 行っ 
た 。 が 、 よ り 高 い 命中 精度 を 得 
る た め に は 60 度 近い ダイ ブ が 可 
能 な 本 格 的 な 急降下 爆撃 機 が 望 
まれ 、 機 体 を 補強 し ダイ プ ・ プ 
レー キ を 装備 し た 99 双 軽 2 型 と 
が 誕生 し た の だ っ た 。 


meRi ラ イン て まち 20892pZ 。。 


届 ダ イブ ボマー 和 め 要 の 声 は 、 第 一 線 従事 者 の 
戦 串 か ら の 認識 に よる こと の 他 に 、 昭 和 15 年 
に 訪 独 し だ 山下 奉 文 少将 以下 の 軍事 使 倒 団 が 
ヨー ロッ バ パ 戦 線 に お ける ドイ ツ の 急降下 爆 加 
の 活躍 を 知り 、 帰 国 後 そ の 邊 要 性 を 強調 し だ 
こと が 最大 要因 で あつ だ 。 さ つ そ ぐ く 川 崎 に キ 
66 と し て 開発 が 命ぜ られ 、98 双 軽 と 同様 、 土 井 


技師 ら が 試作 に あ た つ だ 。 結局 、 キ 66 は 物 に 
な ら な いで 終 つ を が ガ 、 そ れ で 得 だ デー タ に よ 
る と 、99 双 軽 を 改造 する こと で 一 諏 の 目的 が 
達せ られ る 見 通 レ し が つ き 、 る 2 型 選 と し て 昭和 
18 年 後半 か ら 生 産 を 開始 し た 。 応 急 改造 で は 
ある が 、 結 局 、 実 戦 で 働い だ 日 本 陸軍 唯一 の 
急降下 爆撃 機 で め つ だ 。 


す の 子 型 の ダイ プ ・ プ レー キ を いつ ば ぱい に 下げ だ 2 型 有 選 。 サイ ズ は 
高 さ 0.305m、 幅 1.702m。 型式 は キ 66 に 装備 され だ も の と まつ だ こく 
同じ で 、 上 げ と 下げ の 作動 の み で 中 間 位 置 で スト ッ プ は で き な い 。 


。 ぷよ うだ 。 
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' 胴 体 下 に イ 号 型 ミ サイ ル を 懸 吊 レ テ ス ト 飛 
行 に 出発 する 99 双 軽 2 型 改 造 の 実験 球 機 


スコ 


\ 


EE 1 


内 ペー ご て 年 人 


人 / …* .、 es ル 
5 か - ' ** 
の | 』 1}: 「 語 g En、 。 L Fa っ 
5 本 マー こつ ー - * 2 
v ま ま y aa で 3 ーー 


N | 


圏 「 イ 」 号 無線 誘導 弾 は 大 戦 末期 に 日 本 が 
独自 に 開発 し た ミサ イル で 甲 型 と と 型 の 
2 種 が あっ た 。 甲 型 は 800 kg の 弾頭 を 持 
つ 大 型 で 三菱 が 開発 に あたり 、 4 式 重 爆 
飛 竜 が 母 機 と な り 実 用 試験 を 行っ た 。 一 
方 、 小 型 の と は 川崎 が 開発 を 担当 し た も 
の で 、 300 kg 夕 弾 の 弾頭 を つけ た 、 全 長 
4.| m 全 幅 2.6 m、 全 備 重 量 約 700 Kg 、 
最大 速度 約 600Kkn/ h の 性 能 を も つ 有 翼 ミ 
サイ ル だ っ た 。 推進 装置 は 、 過 酸化 水素 
( 甲 液 ) と 過 マ ン ガ ン 酸 ソー ダ ( 乙 液 ) が 燃 
料 で 、 こ れ を 空気 圧 I50kg/cw の ポン べ ベ に 
より 燃焼 答 へ 送る ロケ ッ ト エ ンジ ン て で 推 
力 は I50kg を えた 。 

川崎 で は 、 航 空 本 部 か ら 派 遣 さ れ た 黒 
田 技 師 ほ か 15 名 の 技術 者 と 協力 し 昭和 19 
年 10 月 初め に | 号機 が 完成 し た 。 

これ を テス ト す る た め の 母 機 に は 同じ 
川崎 の 99 双 軽 が 選ば れ 、 爆 弾倉 内 を 改造 


ee で アー 


* お で > ニ 


し 、 誘 導 装 置 を 特設 し て 飛行 実験 が 行わ れ た 。 
進 シ ステ ム は 、 電 気 点火 に よる 火薬 で 切り は な し 、 同 時 に ロ 


母 機 か ら の 発 


ケッ ト が 点火 し 単独 飛行 を 開始 する も の だ っ た 。 
は 、 ロ ケッ ト 本 体 、 弾 頭 部 、300 Kg 夕 弾 、 甲 液 、 選 液 、 エ ア 
ボ ポ ボンベ べ 、 そ し て ロケ ッ ト エ ンジ ン が 収め られ て 、 円 筒 型 の 本 
体 上 部 の ふく ら み 内 に 操縦 系 統 や ジャ イロ 、 電 波高 度 計 、 そ 
れ に 誘導 関係 の 各 装置 が 入っ て いた 。 海面 上 7 m の 高度 を 時 
速 600 km で 飛行 し 命中 率 75 を 誇 約 150 機 生産 し た 。 


内 部 の メカ 


うた だ 。 


園 「 ネ 」 こ いう の は 陸 海 軍 の 共通 名 称 で 、 当 時 で は 
ジェ ッ ト も ロケ ッ ト も ひつ くる め て 燃焼 ロケ ッ ト 
と 呼ん で 、 そ の 頭 文 字 の 「 ネ 」 を 取 つ て エン ジン 名 
称 と し て い だ 。 ネ - 0 と いう の は 、 陸 軍 が 開発 し だ 
ジェ エッ ト エ ンジ ン の 一 番 最初 の も の で 、 写 真 の 99 
双 軽 の 胴体 下面 に ある ボッ ド は 中 空 で あり 、 燃 料 
と ノズル は 爆弾 訪 内 に ある 。 実験 の 目的 は 、 燃 焼 
ガス が ボッ ド 内 を どう 流れ る か を テス ト し だ も の 
で いわ ば 、 も つと も 初歩 的 な 実験 機 で あつ だ 。 


機 苗 か ら 長く 突き で だ 起爆 信管 、 機 銃 を は ず 
し 、 腹 に 800kg 爆 弾 を 抱え だ 99 双 軽 。 本 機 も 他 
の 陸 海 軍機 同じ 運命 を 辿る こと に な つ だ 。 
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終戦 か ら つ ヵ月 だ つ だ 昭和 20 年 10 崩 47 昨 ・ 

- - 行 場 に 、 な お 姿 を と ど め る 元 陸 軍 特 別 攻撃 6 下 隊 の 三 式 戦 
-- エ 型 乙 、 ま だ は 内 。 中 央 機 は 機 普 か ら 尾 杜 に お け て 、 特 攻 機 な ら で 
* は の 大 き な 電 光 マ ー ク を 描い て いる 。 垂直 安定 板 に 残る 借 帯 か ら 、『 


本 機 は 飛行 第 59 戦 隊 か ら 抽 出さ れ だ 機 で ある こと が わか る 。 右側 の 


迷彩 機 の 垂直 安定 板 に は 同様 に 途 り つぶ し だ 56 戦 隊 マ ツー ク が 透け て 


ィ < み ズ て いる 。 = こ 9 = - 攻 ー こ コ 
ー・ こさ P SS ー 


っ に る ャ 。 


4 明野 陸軍 飛行 学校 に 配属 され だ 三 式 戦 』 型 申 ^06 号 
機 。 兆 冷 エ ンジ ン 機 特有 の 細く スマ ー ト な 機 苗 は 、 当 時 
空冷 エン ジン 機 が 多勢 を 占め だ 日 本 陸 海 軍機 の 中 で は 異 
色 の 存在 だ つ だ 。 主 下 面 に みえ る 半 卵 形 の 突起 は 、 主 
旭 内 に 装備 し だ 7 .7mm 機 続 の 空 薬 葉 受 皿 


マ 昭 和 18 年 、 台 浴 の 恨 東 飛行 場 に お ける 三 式 戦 』 型 皿 。 
尾 杜 マー は 描 グ れ て いな い が 、 そ の 乱雑 な 迷彩 か ら み 
て 、 ニ ュー ギニア 戦線 に 展開 中 の 第 14 飛 行 団 (68、78 戦 
隊 で 構成 ) に 対す る 補充 機 と 思わ れる 。 主 下面 の 長 形 
突起 は 増 槽 爆弾 架 、 同 付 根上 面 に みえ る 突起 は 写真 銃 


(ガン ・ カ メラ ) の 取付 台 


4 マニ コー ギ デ ギニア 、 も し ぐ く は フィ リピ ン 方 面 に て 捕獲 さ 
れ 、 ア メリ カ 本 土 に 運ば れ て 海軍 航空 隊 に よ つ て テス ト 
され る 三 式 戦 型 甲 。 記 録 写真 撮影 の だ を め 、 ふ だ だ び 迷 


ペー ーー 


彩 を ほど こし 、 適 当 な サイ ズ 、 記 入 位置 で 曰 の 丸 も 描い 
て いる 。 飛行 中 の 写真 が 少な い 日 本 機 だ け に 、 貴 重 な ス 
ナッ プ で ある 。 燃料 冷却 器 の 位置 も よ ぐ わる し 、 ス マ 
ー ト な お 三 式 戦 の スタ イル も よ ぐ わ ガ る 写真 で あり 人 外国 機 
の よう な 感じ まえ うつ ける 


寺 ペ ー ジ 上 ・ 下 > フィ リピ ン を 制圧 
だ 米 軍 は 、 ル ソン 島 の フク ラー ン 飛 
場 周 辺 に 遺 和 華 さ れ て い だ 多 数 の 日 7 
陸 添 軍機 を 捕獲 し だ が 、 そ の 中 に 
三 式 戦 も 多 < 巡 まれ ね て い だ 。 左 の 
g 枚 の 写真 は それ ら の 一 部 で 、 と も 
元 飛行 第 19 戦 隊 所 属 の 1 型 丁 。 下 
真 の 機体 だ け は 濃緑 色 べ 夕 浴 の 迷 
だ が 、 尾 柚 の 19 戦 隊 マ ー ク の 下 に 
5 戦 交 マー を 塗 りつ ぶし だ た だ 跡 が あ 
員 、 同 隊 か ら の 転属 機 を 示し て いる 。 
体 に 記入 され だ 白線 は 、 米 軍 が テ 
訳 ト 計画 用 に ほど こし だ も の 。 上 写 
下 の 後方 に 並ぶ の は 二 式 複 戦 「 層 龍 」 


《 右 ベー ジ 上 ・ 下 > 昭和 20 年 6 月 、 愛 
軸 県 の 清州 飛行 場 に 列 線 を つこ る 飛 
情 第 5 戦隊 の 五 式 戦 』 型 。2 式 複 戦 
『 盾 且 」 を 装備 し て い だ ら 戦隊 が 、 五 
駆 台 に 拉 種 改変 を 始め だ の は 20 年 5 一 
所 末 で ある 。 副 練 に 時 間 を 要 し だ だ 
め 、 終 戦 ま で 本 格 的 な 実戦 を 経験 す 
記 る ここ な こ ご 終 わ つ た 。 上 写真 の 前 

“ 隈 の 主 下 面 に 懸 吊 し て いる の は 、 - っ 


認 対 補 坦 弾 弾 ? Re 


写真 提供 : 斉藤 直 康 氏 近藤 三郎 氏 知覧 特攻 平和 会 館 


昭和 20 年 40 選 秋 晴 和 の 福岡 県 = 芦屋 飛行 場 に 並べ き : 
れ ね な だ まま < 米 電 尽 よ る 焼却 処分 を 待つ 還 窟 飛行 第 59 戦 隊 
第 ③ 中 隊 の 五 式 戦 字 弄 群 。 大 お ご 2 機 目 の 【 型 の 022“ 
号 杜 の 王后 あみ バ ユ は ほ の マー クジ ヴ ガ 描 ガ れ く おり 、- 3 機 


に 


目 の 1 弄 思 *1582 号機 の コッ クビ ッ ツ ド 横 ! 
ボンバ nd < 7 信 5n 人 入 世 れ 7 . 


に は ほ 米 軍機 4 機 
\ る こと に 注目 


< 


4^ エ ンジ ン を 始動 し だ 九 九 双 軽 型 。 小 柄 な 双発 機 の 本 
機 も や 、 ご の アン グル ガ ら みる と な か な ガ 人 迫力 が ある 。 機 首 
先端 の 細長 い 窓 の 上 部 に 、 本 来 な ら 7.7m 機 続 が 付く 。 ガ 
ラス 窓 の 中 に 爆撃 手 の 姿 が みえ る 。 主 取 付 部 の 胴体 下 
半分 が 灯 弾 訪 に あて られ て いる 


飛行 中 の 迷 逐 を ほど ご こし だ 九 九 双 軽 1 型 。 機 首 下面 に 
突出 し て いる の は | 込 式 の 爆撃 準 器 。 本 来 が 中 国 大 陸 
万 面 に お ける 戦術 爆撃 を 想定 し て 設計 され だ 機体 だ け に 、 
機動 性 は 良好 だ が 、 旭 弾 搭載 量 は 最大 で も 400kg に 過ぎ ざ 、 
太平 洋 戦争 で 米 軍 を 相手 に 戦う に は 荷 が 重 す ぎ だ 


4 鹿児島 県 知覧 町 に ある 知覧 特攻 平和 会 館 に 展示 され て 
いる 三 式 戦 闘 機 「 飛 燕 」( 詳 細 は 本 文 130 ペ ー ジ 参照 )。 ご 
の 地 ガ ら 振 武 隊 と し て 出撃 し だ 49 機 の 特攻 隊員 を し の ん 
で 建設 され だ 平和 会 館 に 展示 され て いる も の で 、 ほ ば ぼ 完 
全 な 委 で 残る 唯一 の "飛燕 」。 再 塗装 だ が 保 邊 状 態 は 良 


ー 


マ 中 国 ・ 北 京 に ある 「 有 航空 博物 館 」 で 現在 、 修 復 中 の 日 
本 陸軍 の 九 九 式 双 軽 爆撃 機 。 ど の よう な 経路 を へ て 「 航 
空 博物 館 」 が 入手 し だ の ガ は 不明 で ある が 、 ガ つて 中 国 
大 陸 の 空 を 飛び まわ つて い だ 同 機 は 、 終 戦 と と も に 国民 
攻 府 軍 の に わ だ り 、 保 管 き まれ て い だ も の と み ら れ る 


N 
N) 
NN 
NN3 
NN 
さ 
NN 
NN 
NN 
ト NN 
NN 
NN 
NN 
NN 
NN 
ト NN 
NN 
ミ 
ミ 
NN 
NN 
N 
ト NN 
さ 
N 
N 
ミ 
ミ 
ミ 
ミ 
ミ 
ミ 
N 
ミ 
ミ 
ミ 
ミ 
ミ 


ググ ググ グル グル グル ルル ルル ルル ルル ルル グル ルルル ルン ルル ルン ルル ルン ルル ルル ルル ルル ルルル ルル ルル ルル ルル ルン ルン ルン シン ルン ルン ルン ルン ルン ルン ルン ルン ルン ルン ンク ン ルン ン ン ン 


川崎 航空 機 < 飛燕 > 昭和 18 年 8 月 制式 採用 ・< 五 式 戦 > 昭和 20 年 2 月 制式 採用 ) 
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KAWASAKI Type 3 “Hien" & Type 5 Army Fighter(Ki-61&Ki-100) 
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液 冷 戦 同機 の 専門 メー カー 


昭和 の は じ め か ちら 終戦 まで に 川崎 
で 設計 試作 し た 戦闘 機 (単発 ) は 陸 
軍 の KDA-3, 九 二 式 戦 、 キ - 5, 九 
五 式 戦 、 キ -28、 キ -10 性 能 向上 機 第 
3 案 , キ -60、 三 式 戦 (飛燕 1 型 と 2 
型 改 )、 キ -64、 キ -88、 お よび 五 式 
戦 で , 年 代 順 に まとめ れ ば 第 1 図 に 
な る 。 そ の うち 制式 機 と し て 量産 き 
れ た の は 九 二 式 戦 、 九 五 式 戦 , 三 式 
戦 (1 型 と 2 型 改 ) お よび 五 式 戦 の 
4 種 で 三 式 戦 (飛燕 ) と 五 式 戦は 筆 
者 が 設計 に 関係 し た 第 7 番目 と 第 10 
番目 (最後 と な っ た ) の 戦闘 機 で あ 
る 。 

戦闘 機 に 対す る 陸軍 の 要 求 は 、 昭 
和 2 年 当時 の 最大 速度 250kmZh 以 
上 , エ ンジ ン 出 力 500ps 級 , 武装 7.7mm 
機関 銃 X 2 から, 昭和 9 年 の 最大 束 
度 400km h 以上 , エン ジン 出力 は 
800ps グ 高度 3500m,。 武装 7.7mm 2 
お よび 昭和 18 年 に は 最大 速度 600km 
グ h 以上, エン ジン 出力 が 1250ps/ 
高度 6000m、 武装 20mm 機 関 多 X 4 と 
大 幅 に 向上 し て いる 。 以 上 に の べた 
いろ いろ の 条件 を 含め て の 戦闘 機 と 
し て の 空力 的 効率 を あら わす 方 法 と 
し て 機体 の 相当 抵抗 面積 C』。・S / ヵ 
を 用 いれ ば 優劣 が 直 に 比較 で きる 。 
Cr。 は 水平 最大 速度 に お ける 機体 の 
抵抗 係数 。S は 主 己 面積 、 ヵ は プロ 
ベラ の 推進 効率 で , Cp・S/ ヵ は 飛 
行 試 験 に よっ て 求め られ る 。 一 般 に 
戦闘 機 の 水平 最大 速度 に お ける 主翼 
の 揚力 計数 C, の 値 は 0.1 一 0.2 程 度 な 
の で 誘導 抵抗 は 極め て 小さ く な る 。 
Cpe・S を 主翼 の 揚力 が 零 (C,= 
0 ) の 場合 の 全 機 の 有害 抵抗 面積 と 
すれ ば 揚力 に よる 誘導 抵抗 に よる 面 
94 三 式 戦 / 五 式 戦 の 設計 と 開発 


三 式 戦 / 五 式 戦 の 設 


@ ド イン 航空 機 の 製作 技術 を 直伝 され た 希代 の 
エン ジニ ア が び 駿 馬 ” 誕生 まで の 全容 を 公開 ! 


積 増加 は その 数 % 程 度 と な る の で 実 


用 -E ほ Cs っ SCpo・S と 考え て も 
よい 。 第 1 図 に 川崎 の 試作 し た 戦闘 
機 の 抵抗 面積 C。・S/ ヵ を , 第 2 図 


に は 横 軸 を 試作 年 代 と し 縦 軸 に 
C』・S/ ヵ と 機体 総 重 量 の 1000kg 


* 士 ま 井 武夫 * 氏 キネ の * 横 * ネ 顔 * 
明治 37 年 10 月 31 日 、 山 形 市 生ま れ 。 
大 正 13 年 4 月 、 東 京 帝 大 ( 現 東京 大 学 ) 
航空 学科 入学 、 昭 和 2 年 4 月 、 川 崎 造 
谷 所 (の ちの 川崎 航空 機 ) に 入社 。 ま 
も な く 有 川崎 が い た ドイ ツ 人 技師 リヒ 
ャ ルト ・ フ ォ ー ク ト 氏 の も と で 飛行 機 
作り の 基礎 を 修得 、 以 後 、 三 式 戦 「 
燕 」、 五 式 戦 、 九 九 式 双 軽 爆 届 機 、 二 式 
複 座 戦闘 機 「 居 疹 」 な ど を 手がけ て い 
ずれ も 成功 に みち びき 、 有 川崎 だ け で な 
〈 日 本 の 飛行 機 設計 の 第 1 人 者 と し て 
広 〈 活躍 し た 。 戦 後 も 対 潜 哨 戒 機 P 2 
] や 世界 の 傑作 機 と いわ れ た YS11 な 
ど 多 く の 優秀 機 の “生みの親 " と し て 

お お い に 航 空 界 に 真 献 し た 。90 歳 。 


当たり の 抵抗 面積 を が ボ し た 。 第 2 図 
か ら 不 採用 と な っ た 試作 機 も 戦闘 機 
の 進歩 発達 に は 大 きく 寄与 し て いる 

こと が わか る 。 な お 第 2 図 に は 世界 
大 戦 の 後半 に 活躍 し た 米国 の 水冷 の 
傑作 戦闘 機 P51D ム スタ ング の 値 を 
記入 し て お いた 。 第 1 図 で み ら れ る 
通り 川崎 で 試作 し た 戦闘 機 (単発 ) 
は 最後 の 五 式 戦 を 除い て いずれ も 水 
准 式 エン ジン を 装着 し て いる こと を 
読者 は 気づか れる で あろ う )。 


計 と 開発 


玉 当 時 川崎 航空 機 試作 部 長 


1 陵 の と ジジ ン 坦 由 で 人 はめ 
水 浴 式 エ ンジ ン の み を 製作 し て お 
り , 昭和 の は じ め に 生産 を 始め た B 
MVW 6 型 (出力 600-700ps) は , 八 
寸 式 重 爆撃 機 。 八 八 式 偵察 機 。 八 八 
式 軽 燥 撃 機 お よび 九 二 式 戦闘 機 に 壮 
着 さ れ , 当時 と し て は 信頼 性 の ある 
エン ジン と し て 名 声 を 得 て い た 。 し 
か し 過 給 機 を つけ て 性 能 を 向上 し た 
BMW 9 型 (BMW 社 の ライ セン ス に 
よる ) は 九 三 式 単 軽 爆 壁 機 に 装着 さ 
れ た が , 過 給 機 駆動 歯車 軸 折 損 の た 
め に 九 三 式 単 軽 爆撃 機 の 生産 は 200 
余 機 で 打ち 切り と な り , また, この 
エン ジン を 装着 し た キ - 5 戦闘 機 は 
エン ジン トラ ブル の た め 和 審査 飛 行 が 
出来 ず に 不 合格 と な っ て し まっ た 。 
BMW 6 型 を も と に し て 川崎 で 改造 
し た ハ -9 II 型 甲 (800ps/ 高度 3500 
m) は 九 五 式 戦闘 機 に 、 ハ - 9 II 型 
, (850ps/ 高度 3500m) は 九 八 式 軽 
爆撃 機 に 装着 され た が , 曲 軸 折 所 の 
事故 を 多発 し て 実用 部 隊 を 苦し め て 
いた 。 川崎 と し て も その 対策 の た め 
努力 を し た が , BMW 6 型 を も と に 
し た 性 能 向 上 は その 極 限 に き て いた 
の で どう に も な ら な か っ た 。 

一 方 , 昭和 9 年 か ら 数 年 に わた り 
フラ ンス の ファ ルマン 社 か ら 招 へ い 
し た ワ セ ジ 技師 の 設計 に よる 倒立 V 
型 16 気 和 仙 の 水冷 式 エ ンジ ン (出力 
1000ps) の 試作 を 行なっ て いた が 遂 
に 成功 し な か っ た 。 こ ん な わけ で 陸 
軍 で は 水冷 式 エ ンジ ン の 将来 に 一 応 
見 切り を つけ て 空冷 式 エ ンジ ン て 進 
むこ と に な っ た の で あろ う 。 昭和 12 
年 末 に 川崎 が 設計 試作 する こと に 
な っ た キ -45 (双発 戦闘 機 ) お よび キ 
-48 (後に 九 九 式 双 発 軽 爆撃 機 ) に 対 
し て は いずれ も 空冷 式 エン ジン が 指 


I 柄 と し て 


定 され た の で ある 。 

し L か し 川崎 と し て は 長い 問 手がけ 
て きた 水冷 式 エ ンジ ン を 全く あき ら 
め る こと が 出来 ず , 水冷 式 エ ンジ ン 
が 空 谷 上 式 エ ンジ ン に 比べ て 前 面 面 策 
あたり の 出力 が す で れ て いる 利点 を 
きら に 倍加 する た め , 2 台 の エン ジ 
と を 縦 に 直結 配 軒 と し た 高速 戦闘 機 
[* 64 の 前 身 ) に つい て 基礎 研究 を 
准 め る と と も に , 冷却 器 と その 装 軒 
庄 侍 に つい て 風洞 を 使用 し て 研究 を 
ら プ づけ で いた 。 

内 和 12 年 11 月 。 川崎 の 飛行 機工 場 
が 川崎 造船 所 か ら 分 離 独 立 し て 川崎 
航 完 機 が 設立 され る と と も に , 岐阜 
[ 場 に も 設計 部 が 設け すら れ た が , 設 
財部 胡 は 岐阜 工場 所 長 の 東条 さん の 
波 作 で あっ た 。 設計 部 は 第 1, 第 
2 第 3 の 3 つの 計 設計 課 と 組 半 設計 
題 お よび 研究 課 の 5 つの 課 か ら 編 成 
まれ 、 筆者 は 第 1 設計 課長 兼 租 准 課 
長 と な っ た 。 

その 年 の 暮 に 陸軍 か ら 試 作 指示 を 
屋 け た キ -48,。 キ -45、 お よび 制式 機 
まし て 採用 が きま っ た キ -32 ( 後 の 
妃 八 式 性 燥 届 機 ) は それ ぞ れ 第 1 
症 2. 第 3 の 設計 課 で 担当 する こ ょ 
に な っ た 。 租 壮 課 長 は 筆者 の 兼任 だ 
が , 実際 は 名 目 だ け で 租 装 設計 に つ 


て も ほとん ど そ れ ぞ れ の 課 で 行 


な っ て お り , キ -48 と キ -45 と の 間 に 
朋 空力 、 構 造 。 お よび 租 装 設計 に つ 
いて は と ん と 関係 が な か っ た 。 そ の 
lW 2 / 年 間 に キ -32 は 九 八 式 軽 爆 豆 
に 生産 に 入り ,。 キ -48 は 飛行 
較 草 に お いて 好成績 を 示し て 制式 機 
まし て の 採用 が 確実 と な っ た が , キ 
IN5 は エン ジン トラ ブル の た め 審 栖 

年 が な か な か 進ま な い 状 況 で あっ 


上 夫 。 只 和 14 年 11 月 に 再び 職制 変更 が 
市 な われ て 第 2 第 3 の 設計 課長 は 


帆 に 収 山 し た の で , 事実 上 , 筆者 が 
すべ て の 設計 部 門 を 引き 受け る こと 
選 な っ た 。 当 時 筆者 は 35 歳 で あっ た 
設計 部 門 の 最 古参 で , 課員 は い 
まれ 630 歳 以下 の 若 さ で 皆 張 り 切 っ 
W いた 。 

目 准 事変 の 拡大 と ヨー ロッ パ に お 


ける 世界 大 戦 の 勃 革 (昭和 14 年 9 月 
1 日 ) で , 陸軍 の 試作 機 も 増加 が 予 
想 さ きれ,。 その 対策 の た め 設 計 課 お よ 
び 租 装 設 計 課 を つぎ の よう に 機種 別 
に よる プロ ジェ クト 班 と 各 専 門別 に 
よる 専門 班 に 編成 准 え を 行なっ た 。 
すなわち ① プ ロジ ェクト 班 , ② 空 力 
お よび 主翼 、 尾 翼 班 、③ 胴 体 班 、④ 
降着 装置 お よび 油圧 装置 班 、⑤ エ ン 
ジン 装備 班 。⑥ 操 縦 装置 班 、⑦ 燃 
料 、 滑 油 お よび 冷 元 装置 班 、⑧ 武 装 
お よび 電装 班 の 8 つの 班 で ある 。 筆 
Ta 
クト を 見 る こと に し , プロ ジェ 
ク ト 毎 に 専任 の 補佐 を お いて それ ぞ 
れ の 設計 を まとめ る こと に し た 。 補 
佐 は ② 一 まで の 班 の 先任 者 の うち 
か ら 選 ん だ 。 以 上 の 編成 に よっ て 終 
戦 ま で の 7 ヵ年 の 問 、 同時 に 三 機種 


の 設計 試作 を こなす こと が 出来 た の 
で ある 。 
陸軍 は いっ た ん 空冷 式 エ ンジ ン で 


進む こと に 決め た が , 当時 英 米 独 ソ 
の 戦闘 機 が 主として 水冷 式 を 装着 し 
て お り 、 こと に わが 国 と 友好 関係 に 
あっ た ドイ ツ に お いて , 水冷 式 エ ン 
ジン の ダイ ムラ ー ベ ン ツ DB601 ( 出 
力 1100ps/4000m) を 装着 し た 戦闘 
機 。 メッサー シュミット Me109 ( 単 
発 ) お よび Me1l10 (双発 ) が 高 性 能 


を 誇っ て いる の を 見 て , 昭和 13 年 の 
中 頃 か ら 川 崎 を し て ダイ ムラ ー ベ ン 
ツ 社 と の 間 に DB601 の 製造 権利 購入 
の 折 術 に あたら せ た 。 両者 の 間 で 製 
造 権 購入 に 関す る 契約 が まとまっ た 
の は 昭和 14 年 1 月 で , 川崎 は 直ちに 
その 製造 技術 習得 の た め 山 崎 精 氏 を 
団長 と する 技術 者 10 名 を ダイ ムラ ー 
ベン ツ 社 に 派遣 し た 。 こ の DB601 に 
つい て は , これ より 少し 前 に 海軍 に 
お いて も 愛知 航空 機 に 製造 権 を 購入 
させ 同社 で 製作 する こと に な っ て い 
た が , あら た め て 陸軍 の 分 と し て 川 
崎 が 製造 権 を 獲得 し た の で ある 。 製 
造 権 の 金額 が 当時 の 金 で 50 万 と いう 
か ら , 陸 海 軍 を 合わ せる と 100 万 円 
(現在 の 金 で 約 20 億 円 に 相当 ) に ヵ 
る 。 日 本 政府 と し て 購入 すれ ば 半 額 
の 50 万 円 で 足り る も の を と , ヒト 
ラー は 日 本 の 陸 海 軍 の 伸 の わる いこ 
と を 皮肉 っ て いた と いう 。 こ の 事 は 
筆者 が 川崎 重工 の 鋳 谷 社長 ( 川 航 社 
長 兼 任 ) か ら 直 接 ほ いた 話 で ある 。 
DB601 の 第 1 の 特長 は 気化 器 の か わ 
り に 燃料 噴射 ポン プ を 使用 し て いる 
こと で ある 。 愛 知 航空 機 に お いて 川 
崎 よ り 少 し は や く 製作 を は じ め た 海 
軍用 DB601 は 燃料 噴射 ポン プ が 間 に 
合わ ず , 気化 器 を 使用 し た が , その 
調整 に は 大 変 な 苦 沈 を し た と 聞い て 
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0mー イ トーーl0.9 トー 50 ヒー .55mーー 


ーー 呈 
邦人 屋 コ 機 阿 和 アー 年 380 機 
水冷 BMWG 3 水冷 BMWG 7 
Cp.S/ ヵ 1.5p CpS/ ヵ 2.2mW 
キ -28 キ -I0 (第 3 案 ) 


| ーー ーー ニー 9.78 m 12.00 m 
で 連 Z「 0 


陣 和 9 年 2 月 試作 2 機 罰 和 10 年 12 月 580 機 
水冷 BMWS 2 水冷 ハ -9-IT 甲 800p 
最大 速攻 380km/ 最大 速度 40) 


3500m 
Okm/ h/3500m 
CpS/ ヵ 0.83 Bm Op.S/ ヵ 0 
キ -60 キー-61I 


ーー 


因 和 16 年 3 月 民 作 3 季 昭和 17 年 月 +。 弄 計 2649 衝 


* 家 ハ OH 00 mn 生 Bb 3500m 水冷 ダイ ムラ ー ベ ン ツ  i 型 水冷 /-40 1100ps4500m : 
: 明 大 雪 4859ra/h/4000m 最大 束 度 45m/h/3500m 多 入 避 5909a/)/AS00m 遇 呈 る 谷 140 1250ps5800m : 
7 aw5/ ヵ 0.86mW Cp.S/g 0.53m 00 H 
キー-28 キー-64 五 式 戦 Cp.S/z 0.46 
トーー!2. 40m 一 | トー!3: | | 
上 図 は 川 因 航 空 眉 が つぎ 
H ーー で ーー ーー 一 つぎ と 試作 し だ 飛行 機 の 
! 日 W 一 釧 。 これ て 五 式 戦へ の 
1 昭和 18 年 12 月 組立 直前 和 8 年 2 有人 1 し 世 f0 生 2 用 3 箇 到達 経路 が わか る 。 
: 水冷 作 -140 甲 1250peS800m 人 00a/h/400m TO 
: 最大 形 600ka/h/6000m 。 Cs.S/y 0.58 に イー 
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oeS 第 2 図 川崎 に お いて 試作 し た 戦闘 
| す 」 KDA-3 の CAS(m) : 
7 ! 


印象 深い 試作 機 キ -28 


川崎 が つぎ の 単 著 戦 闘 機 を 設計 試 
作 す る まで は 約 5 年 の 空白 が ある 。 
この 間 に 爆 撃 機 の 速度 は 500km プ h 
級 に 曜 進 し 戦闘 機 の 速度 も さら に こ 
れ を 上 まわ る 値 と な り , その 武装 も 
成 力 の 大 き な 12.7m 砲 また は 20mm 懲 
が 壮 着 きれ る よう に な っ て きた 。 ま 
た 用 兵 上 か ら ロ ッ チ 戦闘 の 研究 が さ 
か ん に な り , 戦闘 機 の 戦法 と し て そ 
れ ま で の よう な 旋回 戦 賠 一 本 ヤリ で 
は な く 、 速度 と 武器 の 成 力 を 利用 し 
た 高速 一 疫 離脱 の 戦闘 法 が 論 ぜ られ 
る 直 う に な っ て きだ 。 

戦闘 機 の 任務 は 一 言 で いえ ば 結局 
制空権 の 鈴 得 に ある 。 敵 の あら ゆる 
種類 の 飛行 機 を 容易 に 捕捉 し て , こ 
れ を 撃墜 する た め に は 速度 , 上 昇 
力 , 武装 お よび 運動 性 等 の 総合 能力 
が 相手 より すぐ で ぐれ て いな けれ ば な ら 
な い 。 ま た 実用 機 と し て は その 他 に 
離着陸 性 能 , 航続 距離 、 避 備 の 答 易 
等 あら ゆる 要素 が 関係 し て いる の は 
いう まで も な い 。 昭和 11 年 9 月 か ら 
昭和 14 年 3 月 まで 続い た スペ イン 内 
各 に お いて ドイ ツ , ソ連 の 戦 同機 の 
間 に 行 な われ た 空中 戦 で 一 忠 離 脱 の 
戦法 が 実証 きれ , その 代表 と し て 
メッ サー シュ ミッ ト Me109 が 注目 き 
れ て いた 。 

和 13 年 , 14 年 の 2 ヵ年 間 , 筆者 は 
キ -48 の 設計 試作 に 忙し く て 戦闘 機 
に つい て の 具体 的 な 研究 は 行なっ て 
いな か っ た 。 しかし, 外国 の 航空 雑 
誌 に 発表 きれ た Me109E (エン ジン 
は DB601<1100ps/4000m>) お よび イ 
ギリ ス の スー パー マリ ン ・ ス ピッ ト 
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ファ イア Mk 1 (エン ジン は ロー ルス 
ロイ ス ・ マ ー リ ン <1075ps/4000m>) 
等 の デー タ か ら そ れ ぞ れ の 抵抗 面積 
を 計算 すれ ば Cp・S/ ヵ 0.5 一 0.53 
mm と な る の で , キ -28 (Cp・S/ ヵ = 
0.56m) に DB601 を 装着 し て 改良 を 
加え れ ば Me109E に 上 匹 英 す る 戦 周 機 
を 設計 で きる だ ろう と 考え て いた 。 

川崎 で 国産 する DB601 ( ハ -40) 
が 昭和 16 年 の 中 頃 に は 完成 する こと 
に な っ た の で 陸軍 は 昭和 15 年 2 月 に 
川崎 に 戦闘 機 キ -60 お よび -61 ( 後 の 
三 式 戦 ) の 試作 指示 を 与え を た た 。 エン 
ジン は ドイ ツ か ら 購 入 す る DB601 お 
よび 国産 され る ハ -40 で ある 。 キ -60 
は 主として 速 度 性 能 と 武装 に 重点 を 
お いた 重 了 戦闘 機 (武装 は 胴体 に 12.7mm 
砲 X 2、 主 四 に 20mm 砲 X2) で キ -61 


闘 機 (武装 は 胴体 に 12.7mm 砲 X 2、 主 
麗 に 7.7m 銃 X2) で ある 。 い ずれ も 
最大 速度 と し て 550kmh 以上 を 要 


: 第 3 図 キ -60、 キ -6I の CrS の Cn.S 曲 線 
(風洞 K 験 に よる ) 


Cr=1.0 : 


" デ ^ キ -60 の 冷 苔 器 を 
"/ キ -61 と 同じ に し た だ 
と き 


「 / 飛行 試験 に よ つ て 求め だ ! 
が Cu.S に よ つ て 呈 酒 実 民 : 
値 の Co.S を 修正 し て いる H 


GS : 


求 し て いる 。 

前 に 述べ た よう に 空冷 式 に 比べ て 
水冷 式 エ ンジ ン の 利点 は 前 面々 積 当 
た り の 出力 が 大 きい こと で ある 。 戦 
開 機 の 操縦 席 の まわ り の 胴体 幅 と し 
て 筆者 は 800mm を 採用 し た こと が あ 
る が , これ で は 少し せま すぎ る の で 
840mm を 実用 上 の 最小 幅 と きめ て い 
た 。DB601 は この 840mm の 幅 に 丁度 
ぴっ た りお さま る エン ジン で ある 。 
主 四 々 幅 と 胴体 幅 の 比 は その 値 が 小 


さい ほど 全 機 の 有効 縦横 比 4。 が よ 
〈 く な る 。 第 3 図 に キ -60 と キ -61 の 揚 
力 面 積 対 抵抗 面積 の 曲線 を 示し た 。 
この 曲線 に 最大 速度 (高度 4000m に 
て ) の 場合 の 値 ( キ -60 で は Cr=0. 
20、 キ -61 で は C」=0.15 に 相当 ) が 入 
れ て ある が , 空気 密度 は 高度 と 共に 
低下 する の で 高度 8000m に お いて は 
速度 を 一 定 と し て も ( 突 際 に は 最大 
速度 は 高度 1000m 当 た り 約 15km ノ 1h 低 
ド す る ), 揚力 面積 は 2 倍 以上 必要 
で ある 。 ま た この 高度 で 2G の 旋回 

(60' バ ンク ) を 行なう と き に は, 揚 
力 面 積 は それ ぞ れ 10m 以 上 を 必要 と 
する こと が わか る 。 場 力 面積 が 10m 
以上 に お いて は キ -60 と キ -61 の 抵抗 
面積 の 碁 は か な り 大 きく な る の で , 
高 宅 に お ける 戦 間 で は キ -61 が キ -60 
より も 断然 有利 と な る 。 ま た 戦闘 機 
と し て の 総合 価値 の 判断 に は 航 統 距 
離す な わ ち 燃料 容量 も きわ め て 重要 
で ある 。Me109E や スピ ッ ト フ ァ イ 
ア Mk 1 は いずれ も 自国 本 土 の 防空 
に 優秀 な 能力 を 発揮 する こと が で き 
た が , 航続 力 不足 の た め 相 手 本 土 の 
上 空 に は 侵攻 出来 な か っ た 。 重 戦 層 
機 と し て 設計 され た 陸軍 の 二 式 単座 
戦闘 機 ( 種 交 ) の 主 四 の 縦横 比 は 6 で 
ある が , 人 金 幅 が 9.5mm に 対し て 装着 
エン ジン (空冷 式 ハ -109) の 直径 が 
1260mm も ある の で , 全 機 の 有効 縦横 
比 44 は 5 を だ いぶ 下 ま わる 値 と な 
り 、 高 々 度 に お ける 性 能 は 余り 達成 
で き な か っ た も の と 思わ れる 。 ま た 
主 現 面 積 が 15m と 極め て 小さ いた 
め , 燃料 容量 は 胴体 内 タン ク の み で 
は 4607 に すぎ な い 。 一般 に 馬力 あ 
た り の 燃料 消費 量 は 空 傘 式 エ ンジ ン 
は 水冷 式 に 比べ て 10 一 15% 大 きい の 
で , 舞 嫌 は 文字 通り の 局 地 了 戦闘 機 で 
ある 。 

5 年 前 の 昭和 11 年 夏 か ら 翌 年 春 に 
か け て 川崎 ( キ -28)、 中 島 ( キ -27) お 
よび 三菱 ( キ -33) の 試作 高速 度 戦闘 
機 問 に 行なわ れ た 陸軍 の 比較 審査 に 
お いて , 水冷 式 エン ジン ( ハ -9 II 甲 
800ps/ 高度 3500m) を 姜 着 し た キ 
-28 (第 4 図 参照 ) は , 高空 に お ける 


1 ( 占 ・S 0.47m 


旧 度 と 上 昇 力 で は 他 機 を 断然 し の ぎ 
か が ら 、 旋回 半径 が 劣る と し て 中 島 
らい 27( 後 に 九 七 式 戦闘 機 と な る ) に 
上 思 だ の で ある 。 し か し 5 年 後 の キ 
中 度 計 の 基 条 に な っ た 点 で 筆者 に 
中層 も 印象 深い 試作 機 で も ある 。 昭和 
に 年 す 月 に 陸軍 が 発表 し た 審査 成績 
第 1・2 表 に 示し た 。 こ の 表 か ら 
上 1 で わか る よう に 馬力 荷重 で は キ 
富 が 最小 ,、 キ -28 と キ -33 は ほとん ど 
員 上 で , 速度 お よび 上 昇 力 で は キ 
98 が 他 機 を 圧し て いる 。 こ と に 
吊 00m 以 上 の 高空 で は , 速度 で 20km 
hl 以上, 上 昇 力 で は キ -27 お よび 
8 の それ より も それ ぞ れ 1.6 お よ 
30/。c 大 きい 。 ま た 急降下 中 の 
「 のり ( 笛 届 命 中 率 ) は キ -28 が 一 番 
| ヾ れれ て いた 。 第 1 表 の 旋回 半径 は 
当 民 500m に お ける 値 で キ -27, キ 
財 上 より も 大 きか っ た 。 し か し 速度 
卓 い た め 旋 回 時 間 は 大 差 な く , 
Um 以上 の 高 宅 に お ける 旋回 時 間 
| \ 28 が 一 番 勝 れ て いた か も 知れ 
高空 に お いて 余裕 の ある 空戦 
「 作 な える 点 で は キ -28 は 最も すぐ 
) いた 。 当 時 陸軍 が 高速 一 忠 離 騰 
搬 代 了 戦法 を 知っ て いた ら , 面白 い 
店 昌 に な っ た で あろ う 。 
\ い 28 は 全幅 12.00m, 主翼 面積 19. 
呈 翼 縦横 比 7.6, 総 重 量 1770kg 
中 卓 江 葉 機 で 脚 は 固定 だ が 水冷 


ィ ニ っ = ニニ ニニ ニニ ニニ = ニニ ニー っ = ニニ ニ ニュ ュー ニニ ニ スニ ニニ ニニ ニニ = ュ ニ ニニ ニニ ー ニ ニニ ニー ニニ ニニ ーー ニニ ーー ニー ニニ スー ニー ミュ ニニ ニニ ニニ = ニニ ュ ニー ニー ニュ ニニ ニニ ニー ニニ = ニ ュー ニニ ニー ニニ = っ ゃ 


キ -28 試 作戦 闘 機 
(昭和 16 年 初 飛 行 ) 


| た の で 最大 速度 : 
U 合 の 全 機 の 抵抗 
Wi 憶 は Cp・S/ テ 0. 
wiW す 他 め て よい 値 】 
引っ た っ プロ ベラ 
弟 と し て ヵ ー0.) 
| れ ば 抵抗 面積 | 


りり 、 そ の 内 訳 は 
| 休 、 王 環 。 尾 翼 , 
他 で 0.35m。 脚 : 
人 を 含む ) で 0.: 
WW。 浴 油 。 水 冷却 : 
0.06m と な る 。 
! (0 お よび キ -61 に | 
) い は 脚 お よび 尾 : 


輪 を 引込 式 と する の で , 冷 
抑 器 に よる 抵抗 の 減少 に 努 
カカ すれ ば 最大 速度 と し て 
570km グ h 〆4000m は 達成 
出来 る こと に な る 。 燃料 容 
量 等 か ら 筆者 は キ -61 を 戦 
闘 機 の 本 命 と 考え た 。 


予想 外 の 好成績 


キ -60 お よび キ -61 の 設計 
の 補佐 と し て それ ぞ れ 清田 
蛋 吉 技師 , 大 和田 信 技師 を 
選び さっ そく 基礎 設計 に と 
りか か っ た 。 当 時 Me109E 
に つい て は 第 2 表 に 示し た 
デー タ 以 外 は ほとん ど 不 明 | 場 五 


て キ -60 と キ -61 の 基礎 設計 を 行なっ 
た 。 基 礎 計 画 に お いて きま っ た 値 は 
第 2 表 の 通り で ある 。 
陸軍 は キ -60、 キ -61 の いずれ を 先 
に 完成 せよ と の 指示 は し な か っ た 
が , 筆者 に と っ て 重 戦 は は じ め て な 
の で 細部 設計 は キ -60 か ら 着 手 し た 。 
設計 を 促進 する た め キ -60 で は で き 
る 限り キ -28 の 構造 様式 を 採用 し た 
の で , 操縦 席 ま わり の 配置 は キ -28 
と ほとん ど 同 じ で ある (第 5 図 参 
照 )。 キ -60 よ り 約 6 ヵ月 お くれ て キ 
-61 の 細部 設計 を 進め た の で , 比較 
する と キ -61 が だ いぶ 洗練 され て い 


I 


旋 還 時 間 
な の で , キ -28 を も と に し SA 


第 1 表 キ -28、 キ -27 お よび キ 33 の 審査 成績 


17.1/(17057) 115.2/(17162) 
18.8/(17599118.1/(2725 
16.9/(27549 115.0/(37169 
14.9/(3"577) |12.6/(47297) 
12.7/(571079 110.4/(5756?) 
10.5/(67369| 8.5/(77427 


る こと に 読者 は 気づか れ た こと で あ 
ろう (第 6 図 参照 )。 

キ -60 の 細部 設計 に 着手 し て か ら 
1 年 後 の 昭 和 16 年 3 月 に 試作 の 第 1 
号機 が 完成 し た 。 エ ンジ ン は ドイ ツ 
か ら 輸 入 し た D B601 で ある 。 空虚 
重量 は 計画 より 約 150kg 増 加 し た の 
で , 総 重量 は 2750kg と な っ た 。 は 上 じ 
め エ ンジ ン 和 架 を Me109E と 同じ く マ 
グ ネ シウム 鋳造 部 品 と する 計画 で 
あっ た が , 当時 わが 国 で は マグ ネ シ 
ウム 合金 の 大 物 鋳造 が 出来 ず 、 や む 
な く 鋼 管 溶 接 の 構造 と し た 。 ま た 主 
細 に 装備 する 20mm 砲 の 間隔 を せ ば め 


: 一 段 短縮 し て か ら 引 
「! き あげ る 機構 を 採用 
し た 。 こ ん な た め に 
| 重量 の 増加 と な っ た 
| の で あろ う 。 
最初 の 地上 試運転 
| において, 冷却 水 の 
: 温度 が 急速 に あがる 
1 た め 。 ホー ス で 水 を 
1 か け な が ら 試 運転 を 
行なわ ね ば な ら な 
i か っ た 。 また エン ジ 
: ン を 半 開 の 状態 で だ 
i ま し だ まし 離陸 し て 
: 飛ん で みた が , 水平 
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第 2 案 の 空 気 取 入口 


第 1 案 の 空気 取 入 口 
: 第 6 図 キ -6! 側 面 較 


8740mm 


ジン を 全開 に する こと が で き ない 
応急 対策 と し て 水冷 却 器 の 空気 取 入 
品 の 高き を 増加 し , 主 桁 の 位置 に 移 
し た と ころ , 冷 弄 能力 が 大 い に 改 善 
され , エン ジン 全開 の 飛行 試験 が 可 
能 に な IE 
第 3 号機 も 同様 な 改修 を 行 な 

ena ko 
結果 は 最大 速度 560km ノ h 高度 
4500m。 上昇 時 間 5000m ま で 6 分 で 
操縦 し 易い 戦闘 機 と し て 評判 が よ 
か っ た 。 抵抗 面 積 は Cp・S グ ヵ 0. 
53m で ある 。 独 ソ 開 戦 直 後 の 昭和 16 
年 7 月 に 各務 原 で 当時 ドイ ツ か ら 浴 
水 艦 で 輸入 され た Mel109E と 二 式 単 
座 戦 闘 機 お よび キ -60 と の 間 に 楼 擬 
冠 中 戦 が 行なわ れ , キ -60 は Me109 
E と 全く 同等 の 空戦 能力 を し た 
が , 続い て 完成 し た キ -61 が 予想 外 
の 好人 性 能 を 発揮 し た の で , 惜しく も 
制式 機 と は な ら ず 試作 3 機 の み で 終 
わっ た 。 キ -60 の 主 な デー タ は つぎ 
の 通り で ある 。 

ェ エン ジン : DB601 (1100ps/4000 
m)。 全幅 9.87m, 全長 8.40m, 主翼 
面積 16.2m。 空虚 重量 2150kg, 総 重 
量 2750kg, 最大 速度 560gm ノ h グ 
4500m。 上 昇 時 間 5000m ま で 6 分 、 
実用 上 昇 限度 10000m, 燃料 容量 500 
/。 武装 12.7mm 砲 X 2。 20mm 砲 X 2 
で ある 。 
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キ -60 と 同時 に 基 
: 休 設計 を は じ め た キ 
| -61 は , 国産 の へ -40 
: の 完成 が 予定 より 遅 
| れ て 10 月 頃 に な る た 
! め 細部 設計 に は 充分 
の 時 間 を か ける こと 
: が で きた 。 ダシ 
: 架 を 胴体 と 一 体 の 構 
! 造 (第 6 図 参 照 ) と 
「 し , 操 維 席 ま わり に 
| お いて ラダ ー ペ タル 
! を 吊 下 式 と し て 主 桁 
: 部 に お ける 胴体 の 高 
:! さ を キ -60 に くら べ ベ 
| て 100m 低 くし た 。 
また 各部 を 量産 を 考 
えた 構造 に し た 。 特筆 すべ き は キ 
-60 の 試験 結果 を 取り 入れ て 清 油 と 
水冷 却 器 の 装備 を 全面 的 に 改善 し た 
こと で ある 。 

陸軍 は キ -61 を 軽 戦 と し て 要求 し 
た の で ある が , 今 ま で の 九 五 式 戦 周 
機 お よび キ -28 の 経験 に よっ て キ -61 
は 軽 戦 と いわ れ よ う が , 重 戦 と 名 づ 
けら れ よ う が , と に か く 筆 者 の 理解 
する 戦闘 機 に まとめ て みる つも り で 
あっ た 。 

キ -61 の 基礎 設計 の 1 つの 大 き な 
特徴 は 、 キ -28 に お ける と 同じ 思想 
の も と に 空戦 に お ける 旋回 上 距 率 を 
重視 し 、 主 環 面 積 20m に 対し 全幅 12 
m, 縦横 比 7.2 と いう 比較 的 高い 値 
を 採用 し た こと で ある 。 エ ンジ ン を 
同一 と し た 場合 、 翼 面 荷 重 よ り も 糞 
幅 荷 重 が 問題 と な る か ら で あ る 。 災 
幅 を 大 きく し た 
た め 脚 は 主翼 内 
に 収容 出来 , 胴 
体 下面 は 燃料 タ 
ンク と 冷却 器 の 
装備 に うま く 利 
用 出来 る よう に 
な っ た 。 要求 さ 
れる 燃料 容量 は 
キ -60 と 同じ の 
500 7 で ある が , 
スペ ー ス の ゆる 


ダイ ムラ ー ベ ン ツ DB 601( ハ ー40) 


し が ザー ジー 現 内 タ 

ク の み で 6207 と な り , その 上 に 
電信 内 200 げ 功 電 副 MD 
た 。 し か し 生産 機 の 途中 か ら 軸 内 タ 
ンク に は 防弾 ゴム 被 析 を 実施 し た の 
で , 容量 は 約 10% 減 少し て 5557 と 
な っ た の で ある 。 

キ -61 の 性 能 は 筆者 の 予想 で は 冷 
寺 装 置 の 改良 に より 最大 速度 は 基礎 
設計 時 の 560km プ h を 上 まわ り , ま 
た 旋回 上 昇 力 も キ -60 や Me109E を 
断然 引き 離す つも り で あっ た 。 咽 和 
16 年 12 月 。 太平 洋 戦 開戦 直後 に 進 空 
し た キ -61 の 第 1 号機 は 各務 原 で の 
飛行 試験 で , 当時 と し て は 和 驚異 的 な 
590km グ h を 出し , 陸軍 の 番 査 に お 
いて も 優秀 な 成績 を 示し た の で , 則 
和 17 年 8 月 に は は や くも 三 式 戦 闘 機 
(飛燕 ) と し て 量産 の 第 1 号機 が 完 
成 し た 。 試作 機 の 諸 元 は つぎ の 通り 
で ある 。 

主軸 々 幅 12.00m, 主 細 面 積 20m 
同 縦横 比 7.2,. エ ンジ ン ハ -40, 出力 
1100psZ4000m, 空虚 重量 2238kg, 
総 重量 2950kg, 搭載 燃料 620 7 , 式 
美 , 胴体 に 12.7mm 砲 X 2 主 糞 に 12. 
7mm 砲 X 2 (最初 の 試作 機 数 機 は 現 内 
に 7.7mm 銃 X 2 )。 

陸軍 の 審査 部 に お ける 審査 の 結果 
発表 きれ た 成績 が つぎ の よう で あ 
る 。 

最大 速度 : 591kImh /6000m. 
523km 1h 10000m, 上昇 時 間 : 
10000m ま で 17 分 14 秒 、 実用 上 昇 限 
度 : 11600m, 着陸 速度 : 126km ノ h 
(着陸 状態 )、 操 縦 性 : 良 好 , 安定 


第 2 表 キ -60、 キ -61 の 基 奉 計画 


ハー91T 皿 
800PS/3,500 


1100PS/4.000m 


中 良好, 総合 成績 : 優秀 。 上 申 力 , 
店 骨 性 に お いて 子 想 通り キ -60 お よ 
"Me109E を は る か に 引き 離し た 
か が 。 涼 度 に お いて キ -60 お よび 
Miel09E を 30km プ h も 追い こし た の 
は 企 く 予 想 外 で あっ た 。 


拡散 型 冷却 器 は 有利 だ っ た 


送 首 は 第 5 図 と 第 6 図 を 比較 し て 
\ 0 と キ -61 の 性 能 の ちがい は 冷却 
党 甘 備 に よる こと を 理解 され る と 思 
) が 。 この 事 に つい て 少し ふれ て み 


誠 央 器 自 身 の 放 熱 お よび 抵抗 に 関 
| る 実験 的 研究 は 水浴 式 エ ンジ ン の 
上 | めか ら 行 な われ て いた が , 冷 寺 
測 を 業 備 し た 場合 の 機体 の 形状 抵抗 
うい て の 解析 は 余り 行わ れ て いな 
, だ た 。 昭和 5 年 に 川崎 が 試作 し た 
U 生 の KDA 5 ( 後 の 九 二 式 戦 周 機 ) 
中 な っ た 各種 の 冷却 器 に よる 飛行 
| 順に お いて 冷却 器 を 装備 し た 場合 
に 本 体 の 形状 抵抗 が 問題 で も る こと 
は 首 に も わか っ て いた 。 6 年 後 の 
川 1 年 と 12 年 に 九 五 式 戦闘 機 の 改 
当 生 と し て 試作 し た キ -10 性 能 向 上 
殿 沖 は 案 と 第 3 染 に お いて は 水冷 却 
党 を 下 翼 取付 部 の 胴体 下面 に 装着 し 
リ 信 演 却 問 の 後方 覆 に 取り つけ , 約 
Il 20km ア h の 速度 向上 を 得 た 。 
| か し , 九 五 式 戦は 複葉 機 な の 
。 尼 体 全体 の 抵抗 に 対す る 形状 抵 
中 の 破 少 が 小さき さい ため, 性 能 の 改善 
いす か で あっ た 。 昭和 11 年 末 に 飛 
" 低 細 単葉 機 の キ -28 に お いて は 
ト 誠 用 器 を 半 引 揚 式 と し て 主 桁 の 後 
,』 剛体 下 面 に 壮 着 し た 。 冷却 問 本 
中 の 下 半 分 に 取り 付け た U 字 形 導 い 
中 端 部 お よび 後 端 部 を 絞っ た の 
。 市 用 器 を 引き あげ た 場合 (最大 
9 の た まき) に は , い わ ゆ る 拡散 型 の 
有川 計上 な っ て いる (第 7 図 参照 )。 
W 衝 2 年 末 に ドイ ツ で 量産 に 入っ 
\lul09E は , 消 油 冷 刑 器 を 胴体 ナ 


| 下面 に 装着 し て いた が , 左右 主 
Ni 到着 し た 水冷 元 器 は 本 格 的 な 拡 
必中 こち る 。 この 拡散 型 冷 却 准 に つ 


り 湊 験 的 お よび 理論 的 解析 が 同 


年 末 に 発表 きれ , 注目 : 
を ひい た 。 第 7 図 に 拡 : 
散 型 冷 却 器 を 示し た 。 : 
浴 元 器 前 面 を 通過 する : 


W 
空気 の 速度 を W。 その : / 
動 眉 を qa= ニ PPWE cm 証 
(P は 容 気 憲 度 )、 冷却 | 更 埋 同 
器 後 画 に お ける 静 圧 の : 入 8 
差 を HH と すれ ば 冷却 器 | 軒 量 契 
人 ee 
H/q。 と 冷却 器 の 前 面 面 積 を 


F。 と す 和志 二 ギ 空気 
量 は F。W P で ある 。 空気 は W の 速 
度 で 冷却 器 の 放熱 面 を 通過 する の で 
麻 擦 抵抗 を H'。 放熱 量 を Q と すれ 
ば H' お よび Q は 実験 的 に , H'@ の 
W'*Q の WW で 与え られ る 。 よ っ て 
人 
QW と な り , W が 低い 程 単位 放熱 量 
当たり の 摩擦 抵抗 は 小さ く な る 。 す 
な わ ち 拡散 型 冷却 器 が 有利 で ある 。 
し か し F。=1/W と な る の で W を 
hy すれ ば それ だ け F。 が 大 きく な 
。 冷却 器 を 装備 し た 場合 の 機体 の 
0 79 トロ ス も 含め て ) は 
増加 する こと に な る 。 冠 気 取 入 口 の 
面積 を F,, そこ の 速度 を Wi と し て 
ダク トロ ス を 0) と 仮定 すれ ば F。/ 
F,」 ニ Wi/W と な る か ら F。/F」 を 大 
きく すれ ば よい が 一 般 に は 空気 取 入 
日 は 胴体 また は 主軸 の 表面 に 取り 付 
け て ある の で , 気流 の 境界 層 に よっ 
て 大 きい 影響 を うけ る 。F。 に 対し 
て F, を 急激 に 絞っ た 場合 は 、 ダ ク 
ト 内 の 気流 が 剃 が れ て ダク トロ ス を 
いち じ る し くく 増大 する ( キ -60 に お け 
る 水冷 却 器 第 1 案 )。 ま た 長い ダク ト 
の 場合 に は ダク ト 内 面 に お ける 境界 
層 が 発達 し て 、 これ また 効率 を 低下 
する こと に な る ( キ -60 の 水冷 却 器 第 
2 案 。 第 5 図 参 照 ) 。 

問題 と な る 飛行 速度 V に お ける 冷 
却 器 自身 の 抵抗 (面積) は, ぉ X 
(W/V) *xF。 で この ほか に 全 機 
の 形状 抵抗 (ダク トロ ス も 含め て ) の 
増加 が 加わ る こと に な る 。 両者 の 合 
計 が V の 速度 に お いて 最小 に な る よ 
うに 冷 列 器 の 大 き さ お よび その 装着 


1 方法 (ダク ト の 形状 を 
1 も 含め て ) の の 設計 を す 
PT ny よい わけ で か る 
| 飛行 状態 が 変化 し て V 
| が 変わ っ た と き は 扉 の 
開 度 を 調節 し て W を 設 


| 一 


rt FoWw 
痛 注  : 計 値 に 保つ よう に する 。 
胃 前 も ちろ ん 形状 抵抗 は 増 
者 婦 ! 加 する こ と に な る 。 も 


: し 後方 扇 を 全 閉 に すれ 
ば (に この 場合 気流 も れ は な いも の と す 
る ) 冷却 問 自 身 に よる 抵抗 は 0 と な 
る が 空気 取 入 口 に お いて 気流 が プ 
ロッ ク さ れ , か えっ て 形状 抵抗 が い 
ち じ る し く 増 加 す る こと に な る 。 
最大 速度 が 問題 と な る 戦闘 機 で は 
W/V=0.1 一 0.2 と し て W の 値 を きめ 
て いる 。 全力 上 昇 の 場合 に は 飛行 束 
度 が 最大 速度 の 約 半 分 に な る の で , 
W/V =0.2-0.4 と な る 。 


冷却 装置 に 関す る 空力 特性 


キ -60 お よび キ -61 に 装着 し た DB 
601 ( ハ -40) の 最大 出力 は 1100ps〆 
4100m で , この 場合 に 水冷 却 器 お よ 
び 滑 油 冷 却 器 に よっ て 除去 され る 熱 
量 は 1 時間 当たり それ ぞ れ 100000 
kcal ゲ Zh お よび 25000kcal プ h で あ 
る 。 いろいろ の 状況 を 考慮 し て 冷却 
器 と 冷 郊 空気 と の 温度 差 を 65C に 
と っ た 。 消 油 冷 却 器 の 効率 を 水冷 元 
器 の 80% と し て いる 

キ -60 に お いて は 消 油 冷却 器 を 
Me109E と 同じ に 胴体 ナセル 下面 に 
装着 し た 。 導 は 固定 式 で F。: Fi ニ 
1.0 : 0.8 で ある 。 水 冷却 半 に は 当時 
川崎 で 量産 中 の 九 八 式 軽 燃 撃 機 に 装 
着 し て いる 川崎 アン ドレ ー 式 冷却 器 
を 採用 する こと に し て , 上 に 述べ た 
条件 で 水冷 元 器 を 設計 し て みる と , 
W= ニ 32"/see (W/V=0.2) の 場合 ( 

大 き さ が 幅 約 800mmX 高 き 約 320mm と と 
な る 。 こ の 冷却 器 を 2 つ に わけ て 
Me109E の よう に 主 軸 に 装備 する 
か 。 また は キ -60 の よう に 胴体 に 半 
備 す る か に つい て は 少し 考え た 。 キ 
-28 に お いて は 消 油 冷 却 器 を 胴体 ナ 
セル 下面 に 装着 し て いる が , 川崎 製 
99 
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の 蜂 ノ 巣 型 で は 後方 の 気流 が 乱れ 水 
冷却 器 に 影響 と を およぼす こと を 懸念 
し て , 当時 三菱 で 製作 し て いた 平板 
型 の ラン プラ ン 冷 元 益 を 採用 し た の 
で ある 。 し か し キ -60 で は , 消 油 准 
元 器 と 水冷 電 器 と の 間隔 が 大 きい の 
で 余り 問題 に な ら な い だ ろ うと 。 水 
冷却 器 を 主 環 後 縁 近 く の 胴 体 下 面 に 
装着 し た 。F。: Fi」1.0 : 0.5 で あ 
る 。 後 か ら 見 る と 境界 層 に つい て 筆 
者 ら は 勉強 不足 だ っ た わけ で ある 。 
果たせ る か な , 飛行 試験 に お いて 
滑 油 冷却 器 の た め に 水冷 所 器 へ の 流 

入 空気 量 が いち じ る し く 減 少し て い 
る こと が 判っ た 。 あ と に 行なっ た 風 
洞 実 験 に よる と , その 値 は 消 油 冷 却 
器 を 除い た 場合 に 比べ て 20 一 30% も 
減少 し て いる 。 応 急 対策 の 第 2 案 で 
は 前 方 を 水平 に 約 900m 延 長 し 空 
気 取 入 口 を 主 桁 の 位置 まで 前 進 す る 
と と も に 両側 の 絞り を や め , さら に 
高き を 50mm 増 加 し た の で F。: Fi 
1.0 : 08 と な っ た 。 こ の 対策 に よっ 
て エン ジン 全開 の 飛行 試験 が 可能 に 
な っ た が , 空気 取 入 口 が 胴体 断面 の 
最大 高き の 位置 (主格 ) に お いて 胴体 
下面 か ら 250mm も 突出 する (第 8 
参照 ) こと に な っ た た め , 気流 が 空 
気 取 入 口 で あふ れ て 全 機 の 形状 抵抗 
を いち じ る し く 増 大 し た 。 

キ -60 の 飛行 試験 の 結果 か ら キ -61 
の 抵抗 を 減少 する に は 胴体 ナセル 下 
面 の 滑 油 冷却 器 を 除き , 清 油 と 水冷 
却 器 の 両方 を 拡散 型 と し て キ -61 の 
よう に 装備 すれ ば よい こと は わか っ 
た が , ここ で 問題 と な っ た の は 冷 元 
器 そ の も の で ある 。 
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| 
油 冷 却 (管長 250m) | 
滑 油 冷却 回 (管長 275m) 


水冷 却 器 (管長 350m) 


川崎 は , 大 正 10 年 に フラ ンス か ら 
アン ドレ ー 式 冷却 器 の 製作 権 を 購入 
し , 以来 川崎 が 試作 お よび 生産 し た 
飛行 機 に は すべ て この アン ドレ ー 式 
冷却 器 を 使用 し て いる 。 ア ンド レー 
式 浴 却 器 の 素 管 は 、 第 9 図 に が す 通 
り 偏平 の 六角 形 で 川崎 に お いて 改良 
され て 当時 と し て 空気 通過 率 70%。 
管長 / 三 350mm,。 F*/F。 三 100、 と = 
2.0 の も の まで 製作 きれ て いた が が , 
各 素 薬 管 の 間 を 流れ る 水 の 厚 さ は 常 
に 1 mm で あっ た 。 空気 の 通過 率 が 
70% 以 上 で 管長 が 短く F ツ Fo =100 
の 冷却 器 を 得る に は , 素 管 の 間 を 流 
れる 水 の 厚 さ を 0.6mm に 縮小 すれ ば 


! 第 9 図 キ -60 水 冷却 器 キ -6| 消 油水 冷 却 器 
【 川 時 アン ドレ ー 式 


光 、 水 の 厚 さ 0.6m 水 の 厚 さ 1 m 
吾 0.74 通過 0.70 
F* ン Fo=100 F* ン Fo=100 
覧 長 6 250m 信長 6 =350mm 
*=H/qw=2.4 ょ = ログ qw=2. 0: 


よい と いう 考え で 設計 し て みた と こ 
ろ , 各 素 管 に 普通 の 正六 角形 管 を 使 
用 し て 空気 通過 率 74%, / 三 250mm, 
F*/F。=100 の も の が で きた (第 9 
図 参照 )、 風 洞 実 験 に よる 素 管 の 抵 
抗 は を 2.4 で ある 。 清 油 冷 却 益 と し 
て も 使用 する 場合 に 0.6mm の 油 の 厚 
さき が 滑 油 の 循環 抵抗 を 増大 する と し 
て 問題 に な っ た が , 実験 に よっ て 解 
決し た 。 

キ -61 の 胴体 構造 に お いて 第 6 図 
の よう に 縦 通 材 を 内 興 の 主 桁 上 面 に 
水平 に 走ら ちせ, 後方 の 胴体 助 材 と 半 
開 式 と すれ ば , 幅 約 800mmX 高 さき 約 
500mm (前 面 面 積 約 40d m) の 冷 郊 器 


) 壮 着 が 可能 に な る 。W ニ 25mm 
(W/V =0.15) と し て 滑 油 お よび 水 
冷却 器 を 設計 し て みた と ころ , ちょ 
うど うま く 寸 法 内 に 納まっ た 。 胴体 
部 の 主 桁 の 高き が 370mm な の で 、 空 
気 取 入口 を 後 桁 の 位置 に お け ば , 冷 
郊 器 を 胴体 下面 か ら 余 り 突 出す る こ 
と な く , F。: F」= テ 1.0 :0.5 と する 
こと が 出来 る (第 6 図 参 照 )。 指 浴 地 
に お ける エン ジン の 始動 を 考 上 應 し て 
中 央 に 清 油 冷却 器 、 その 左右 に 水 准 
元 器 を 配置 し た 。 前 面々 積 F。( 放 
熱 面 積 F*) は 滑 油 冷 却 器 で F。 三 8.5 
dm (F* 三 8.5m)、 水冷 却 器 で ド F。= 
27.5dm (F* 王 27.5m) の 合計 F。 ニ 
36dm (F* 王 36m) で ある 。 最 初 は 
滑 油 お よび 水冷 却 器 は 一 体 の 構造 で 
あっ た が , 整備 取り 扱い を 考慮 し て 
三 式 戦 の 生産 の 途中 に 3 つ に 分 割 し 
た の で ある (第 8 図 参 照 )。 

キ -61 2 型 の エン ジン は ハ -140 で , 
出力 が 1250ps5700m に 向上 し た の 
で 滑 油 お よび 水冷 却 器 の 管長 を / ニ 
300mm ( キ -61 1 型 で は / 三 250mm) と 
し , 冷却 能力 を 20% 向 上 し て いる 

キ -61 が 予想 外 の 性 能 を 発揮 し た 
の で , 昭和 17 年 の 半ば ご ろ に な っ て 

( キ -60 は 昭和 16 年 3 月 に 、 キ -61 は 同 

年 12 月 に それ ぞ れ 初 飛行 し て いる ) 初 
め て キ -60 と キ -61 の 冷却 装置 に 関す 
る 空力 特性 を くわ し く 調 べ る た め 
それ ぞ れ の 例 機 の 大 型 模型 を 用 いて 
風洞 実験 を 行なっ た 。 冷却 器 に は 前 
後面 に 相当 する 位置 に 金網 を 使用 し 
た 。 人 金網 の 通気 量 お よび 抵抗 は 実機 
の 冷却 器 に お ける それ ぞ れ の 値 に 相 
当 す る も の で ある 。 それ まで の 風洞 
模型 は 冷却 器 を ブロッ ク と し て 取り 
扱っ て いた 。 実 機 に お いて 冷却 器 扉 
が 冷却 器 の 前 面 に 装着 し て ある 場合 
に は , 模型 に よる 実際 値 と 策 織 を の 
ちがい は 余り 間 題 に な ら な か っ た 。 
戦闘 機 が 脚 引込 式 の 低 旭 単 葉 機 と な 
リ り , さら に 拡散 型 の 冷却 器 を 装備 す 
る よう に な っ た の で , 冷 元 装置 に も 
風 を 通し た 風洞 実験 を する 必要 が 生 
し た の で ある 。 

キ -28 に お いて 筆者 は その 最大 束 


必 を 460km グ h と 計算 し た が , 実機 
り 度 は 485km プ h と 25km プ h も 上 
| っ た 。 両 者 の 抵抗 面積 の 差 は 約 
2 に な る 。 冷 電器 を ブロッ ク 型 
引 さ 下げ た 時 ) と 考え た 場合 と 拡 
浮 剤 (引き 上 げた 時 ) に し た 場合 の 
に 相当 する 。 風洞 実験 の 結果 か ら 
ド 尼 の 抵抗 を 推算 する と 第 3 表 に な 


企 機 の 抵抗 に 対す る 冷却 装置 の 抵 
所 を と れ ば キ -60 に お いて は 30%, 

\ 61 に お いて は 14% と な る 。 キ -60 
いて 冷 郊 器 自身 の 抵抗 を 計算 し 

みれ ば ぁ ぉ XX (W/V)XF ド 。ー2.4 メ 
0.15)*X0.36 ニ 0.02m となり , の 

リ の 0.034m は ダク トロ ス を 含め 
"用 汰 抵抗 の 増加 で ある 。 

誠 和 電器 を 除い た キ -60 と キ -61 の 全 
典 の め 交 抗 面積 は それぞれ 0.316mi お 
| が 0.336m で ある 。 キ -60 の 胴体 構 
上 品 を キ -61 と 同様 に すれ ば , 胴体 断 
川 の 役 大 高き を キ -61 よ り 15mm 低 く 

いる の で キ -61 と 同 比 冷 却 装置 と 
1 れれ ば 全 機 の 抵抗 面積 を キ -61 よ り 
(jm だ け 改 善 す る こと が 出来 る か 

キ -60 の 最大 速度 は 600km/h を 
中 すこ と に な る 。 しかし, 第 3 図 に 
! 用 ば キ -60 の 高空 に お ける 性 能 は 
\` より 劣る こと は 明白 で ある 。 
| た キ -60 は 燃料 容積 の 関係 か ら 局 
州 戦 較 機 に と ど ま っ た で あろ う 。 第 
0 図 に 風洞 実験 に よる キ -60 の 冷却 
OUl と W/V と の 関係 を し 
、 ま っ すぐ な 直線 で ある 。 キ -60 

第 2 案 に お いて は 直線 で は な く 曲 
旧 し な っ て お り ,。 気流 が 空気 取 入 品 

稚 刀 て いる こと を 示し て いる 。 

川崎 は 終戦 後 の 昭 和 29 年 に アメ 
リク 沈 軍 の 戦闘 機 P51D ム スタ ン 

り オ キー バー ホー ル を 行なっ た 。 
"1D は 大 戦 末期 に 使用 され た ア 


いた 。 冷 却 問 の 空気 取 入 口 を 主 糞 後 
縁 近 く の 胴 体 下面 に 取り つけ , 拡散 
型 の 消 油 お よび 水 の 冷 却 器 を 胴体 内 
部 に 装着 し て いる が , キ -61 と ち 
が っ て いる の は 空気 取 入 口 の 形状 で 
ある 。 空気 取 入 口 を 偏平 な 椿 円 形 と 
し て 胴体 下面 か ら 離 し て 気流 の 境界 
層 (この 部 分 の 境界 層 の 厚 さ は 約 70mm 
と な る ) を 両側 に 逃し て いる 。 筆者 
は これ を 見 て さす が アメ リカ の 方 が 
進ん で いる と 感心 し た 。 P51D に お 
いて は 層 流 思 の 採用 冷却 装置 の 政 
問 等 に より 全 機 の 抵抗 面積 は C・ 
S/ ヵ ー0.42mi で あ る 。 キ -61 の 0.46 
m に 対し て 10% 向 上 し て いる 。 
ある 航空 雑誌 に P51D の 冷却 装置 
に つい て つぎ の よう に 説明 し て あっ 
た 。 冷 却 器 を 通過 し た 空気 自身 は 加 
熱さ れ , それ が 後方 の 扉 日 か ら 
ジェ ッ ト の よう に 吹き 出し て 抵抗 に 
な る どこ ろか 逆 に 機体 の 速度 が 増加 
し た 。 そ れ が , 空気 取 入 口 を ふさ い 
で 飛ん だ 場合 に 比べ て 実に 50km/h 
ちか くも 高速 な らち しめ た , と ある 。 
し か し 筆者 は つぎ の よう に 説明 し た 
い 。 最 大 速度 (700fmh) の 場合 
は , 全開 の エン ジン を 冷却 する の に 
丁度 よい 空気 量 を 後方 扉 口 か ら 排出 
する が , この 状態 で 全 機 の 抵抗 が 最 
小 に な る よう に 冷却 装置 を 設計 し て 
いる の で ある 。 も し 後方 扇 を 全 閉 に 
すれ ば (実際 に は 起こ り 得 な いよ うに 
し て ある ) 空気 取 入 口 に お いて 気流 
が プロ ッ ク さ れ 、 機 体 の 抵抗 が 最大 
速度 の 場合 に 比べ て 20% も 増加 する 
こと に な る 。 す な わ ち 速度 に すれ ば 
約 40ktm ノ h の 減少 に 相当 する 。 冷 却 


Nm パー ュー Pf 
ト 効果 が ほとん ど 問 題 に な ら な い 。 


すぐ れ た 急降下 速度 


キ -61 の 主 糞 は キ -60 と 同じ く 主 桁 
を 現 弦 の 35% に お いた 単 桁 構造 の 
* 図 H 
! キー6| 光 義 に お ける と 訪 の 出 ロ 面 横 


覆 奥 で あ る が , 胴体 と の 結合 方 法 に 
つい て は 特に 工夫 を し た 。 胴体 軸 に 
相当 する 中 央 環 の 両端 に お いて 主 ョ 
の 前 後に 上 面 を 水平 構造 と し た , 極 
め て 強固 な 2 重 構造 の 補強 小骨 を 配 
置 し , 胴体 の 左右 の 縦 通 材 を 上 記 の 
補強 小骨 で は さ み , 両者 を 左 有 有 そ れ 
ぞ れ 10 コ の 通し ポルト で 結合 し た 。 
機体 の 重心 位置 の 変更 に 対し て は , 
胴体 の 縦 通 材 を レー ル と し て , 主 糞 
全体 を スラ イド させ る こと に よっ て 
答 易 に 解決 する こと が 出来 る 。 主 翼 
の 設計 強度 は 総 重量 の 2950kg に 対し 
て 設計 荷重 倍数 n ニ 12 で ある 。 荷重 
試験 に お いて n ニー15 ま で 負荷 を し た 
が 破壊 まで 至ら な か っ た の で 試験 を 
中 止 し た 。 荷重 試験 の 結果 か ら 一 時 
es 

, 審査 飛行 で 予想 外 の 高 性 能 を 発 
pi 
キ -61 の 発展 型 で ある キ -61 1 型 


第 3 表 キ -60、 お よび キ -61 に お ける 抵抗 。 改 ( 総 重量 3450mg) キ -61 2 改 ( 総 重 量 


飛行 試 燈 に よる 


王 0.85 と し た 場合 の C。S 束 
。 リ 2 全 和 の 濃 作 機 で ある 。 液 浴 | 26 


デン の パッ カー ド マー リン | 水冷 却 半 


llOps/6750m) を 装備 し て , 
OUkm/ h /6750m の 水平 速度 記 抜 


相 の 節 降 下 加速 性 に よっ て 有名 で 


』 た 。 P51D は その 大 き さ と 外観 


は VN 61 と ほとんど 同じ で よく 似 て 


ま 0.054mm を 清 油 , 水冷 却 吾 の 前 面 面積 
に よっ て わけ た 値 で ある 。 
器 を 通過 し た 空気 は 加熱 され て 体積 
が 膨張 し , その 排出 速度 が 増加 する 
こと に な る が , 空気 温度 の 上 昇 は わ 


3800kg) お よび キ -100 ( 了 式 戦闘 
機 , 総 重量 3500kg) に お いて は , 

いずれ も 総 重 量 が か な り 増 加 し て 
いる が , キ -61 の 主 細 を その まま 
使用 する こと が 出来 た た め 生 産 を 
中 断 す る こと な く , つぎ つぎ と 急 
速 な 改善 を 実施 する こと が で まき 
た 。 急降下 制限 速度 は 850km ノ h 
(450kD) と し て いた が , 空中 分 解 を 
起こ し た こと は 1 度 も な か っ た 。 敵 
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機 と の 戦闘 に お いて 音速 を 突破 し た 
事例 も きい て いる 。 高度 に よる る 位 軒 
の エネ ルギー を 急降下 に よっ て 急速 
に 速度 の エネ ルギー に 転換 で きる こ ニ 
と は 、 戦 闘 機 の 性 能 と し て は 高速 お 
よび 上 昇 力 と 共に 第 1 の 条件 で あ 
る 。 こ の 点 か らい えば 審 戦 の 急降下 
速度 が 670kmh (360kt) に 制限 き 
れれ 閥 MX だ は ほ 肉 き シディ 
キャ ッ プ で ある 。 わが国 に お いて は 
急降下 の 性 能 は あま り 問 題 に きれ て 
お ら な か っ た 。 キ -61 に お いて も こ 
の 勝 れ た 急降下 速度 を 達成 する まで 
に いろ いろ と 問題 が あっ た 。 

増加 試作 機 の 3 号機 で あっ た と 思 
う が , 立川 に お いて Mel109E と 急 降 
下 の 速 度 競争 を し た と き に 起こ っ た 
も の で ある 。 キ -61 を 操縦 し た の は 
川崎 の 片岡 飛行 士 で 高度 6000m か ら 
キ -61 と Me109E の 両機 が 同時 に 垂 
直 降 下 に は いっ た の で ある が , キ 
61 が Me109 よ り 少 し 速かっ た 。 
1000m 付 近 に 達し た と き 補 助 思 が フ 
ラッ ター を お こし て 左側 補助 翼 の 外 
側 半分 が ちぎ れ て 飛散 し た が , さい 
わい 半分 が 残っ て いた の で 無事 に 着 
陸 す る こと が で きた 。 袖 助 狼 に は そ 
の ヒン ジ 回 り に 全体 と し て 完全 な マ 
スバ パラ ンス を つけ て いた が , パラン 
ス 用 凶 を 内 側 部 の み に つ けた の で 補 
助 環 各 断 面 に お いて は バラ ンス が と 
れ て いな いた め , 補助 下 の ね じ れ 振 
動 を お こし た の で ある 。 さ っ そく ババ 
ラン ス 用 無 を 補助 蛋 の 全長 に わた り 
分 布 し て バラ ンス を と っ た と ころ 。, 
補助 所 の フカ フラッター は 完 例 に と まっ 
た 。 速 度 計 の 最大 指 度 は 700km ノ h 
で ある の で , 英機 と 戦闘 中 は し ば し 
ば 速度 計 の 指針 が 700km プ h の ス 
トッ パー に と まっ て し まう こと が 
あっ た と 報告 され て いる 

これ より さき, 試作 機 の 審査 飛行 
中 パイ ロッ ト の 人 荒 新 少佐 が 計器 速度 
が 620km グ h に な る と 補助 思 の 内 側 
部 の 後 縁 が 上 下 に 20mm 位 白く 見 える 
と 報告 され た の を 聞い て は いた が , 
完全 な マス パラ ンス を し て ある の で 
あま り 気 に と め て いな か っ た 。 そ し 
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て 片岡 機 の 事故 と な っ た の で ある 

幸い に し て 裕 中 分 解 の 大 事故 に な ら 
な か っ た が , テス ト パイ ロッ ト の 報 
告 ほ は ご 奉 を 直ぐ ea し , 事前 に 


対策 を せ ね ば な ら な いこ と を 筆者 は 
攻 K 具 衣 E。 
陸軍 大 臣 か ら の ご 褒美 


キ -61 の 設計 開発 に 対し て 筆者 並 
びに 大 和田 技師 に 昭和 17 年 10 月 , 東 
京 日 日 お よび 大 阪 毎日 新聞 社 〔 含 億 
し て 毎日 新聞 社 と な る ) か ら 「 ニ ッ 
ボン 号 | 記念 賞 を . また 咽 和 18 年 12 
月 に 陸軍 大 臣 か ら 陸 軍 技 術 有 功 賞 の 
微 章 の ほか 副賞 と し て 15000 円 が 与 
えら れ だ た 。 筆 者 が 副賞 を 鋳 谷 社長 に 

差し 出し た と ころ , お まえ の 勝手 に 
迷 生 At われ 拓本 和 理 だ つい 守 大 
和田 君 と 相談 し た が いい アイ デア も 
浮か ば ず , その 賞金 の 15000 円 を カ 
バン に 入れ た まま 会 社 と 自宅 の 間 を 
2 ヵ月 も 往復 し た 。 岐 阜 工場 に は 試 
作 部 以外 の 課長 が 65 人 お り , 試作 部 
に お ける 係長 以上 が 35 人 いた の で こ 
れ 等 の 人 々 に 100 円 の 国 償 を 1 覆す 
つく ば り , 残り の 金 で 試作 部 全員 を 
3 つ に わけ 3 日 間 に わ た り 飲 ん で し 
まっ だ 。 

キ -61 に は 試作 型 か ら 最 終生 産 虹 
まで , その 間 の 改造 政 修 は 1 坦 2 剖 
合計 し て 3159 機 で ある 。 最 初 の 改造 
は ドイ ツ か ら 輸 入 し た マウ ザー20mm 
砲 を 主 環 に 装着 する こと で あっ た 。 
マウ ザー 砲 の 輸入 量 は 800 門 、 弾丸 
が 40 万 発 の た め 388 機 に 装着 し た に 
すぎ な NB 7 
の ニュ ー ギ ニア 戦闘 に お いて 成 力 を 
発揮 し た 。 

また 実戦 に お ける 教訓 を 取り 入れ 
て , キ -61 1 型 の 胴体 を 防火 壁 と 操 
縦 席 の 間 で 180m 延 長 し , 胴体 の 12. 
7mm 砲 を 20m 砲 に 強化 する と 共に 防 
弾 の た め 風 防 が ラス の 前 面 に 厚 さ 50 
mm の 防弾 が ラス と 操縦 席 の 後面 に 後 
面 に 6 m の 防弾 鋼板 を 装備 し た キ 
-61 1 型 改 は , 昭和 19 年 1 月 に 完成 
し 、。 そ の 生産 は 昭和 20 年 1 月 まで 続 
けら れ た 。 三 式 戦 1 型 の 合計 生産 数 


は 2750 機 で ある 。 

一 詞 , 昭和 17 年 4 月 に は キ -61 1 
型 の 性 能 向上 機 と し て 2 型 の 設計 が 
は じ め ら れ , 速度 向上 , 武装 強化 , 
機能 の 確実 化 , 整備 の 容易 化 を 日 標 


に 開発 が すす め ら れ た 。 すなわち, 
エン ジン は へ ハ -40 を 向上 し た ハ 
-140 (最初 の 計画 で は 1400ps 6000 
m) に 改装 され , 最大 速度 は 640km 
〆h を ね ら っ た 。 主 環 面 積 は 22m 

(全幅 は 1200mm で 1 型 と お な じ ) で あ 
る 。 

キ -61 2 型 の 初 飛 行 は 昭和 18 年 8 
月 で ある が 。 ハ -140 の 完成 が お くれ 
た た め に 19 年 1 月 まで に 8 機 を 完成 
し た に と ど ま っ た 。 同年 2 月 に い 
か 
こと に な り , 機体 に 大 改修 を 実施 し 
ーー 
機 ) が 完成 し た 。 こ れ が 三 式 戦 2 型 
改 と よ ば れる も の で ある 。 生産 を 急 
ぐために キ -61 2 型 改 の 増加 試作 と 
平行 し て 量産 機 の 転換 を 実施 し た が 
エン ジン に 故障 が 続出 し , その 生産 
も 遅延 する 有 様 で , 川崎 岐阜 工場 の 
外 に は 首 な し 飛燕 が 農 々 と 並 丈 と い 
う 状態 を 星 し た 。 

この 頃 , Re 
だ い に 料 烈 と な り 戦局 は この よう な 
遅延 を ゆる せ ぬ 状態 と な っ た の で 
過 和 19 年 8 月 に は 軍需 省 の 命 に より 
2 型 改 の 生産 を 大 削減 する と と も に 
10 月 に は つい に 首 無し 機 に 空 座 エン 
ジン を 装着 し て キ -100 と し て 製作 す 
る こと に か づつ づ 充 。 

三 式 戦 2 型 改 と し て は 終戦 まで 
374 機 が 生産 され た が , その うち 275 
機 は キ -100 に 改修 され , 2 型 改 と し 
て は 99 機 が 生産 され た だ け で これ も 
B29 の 岐阜 工場 燃 撃 に よっ て その 3 
分 の 1 は 破壊 され , 軍 に 納入 され た 
も の は 僅か に 約 60 機 で , 残存 機 も 本 
土 防空 に お いて B29 の 迎撃 に 出動 し 
た だ け で ある 。 

こう し て 。 三 式 戦 2 型 政 は 不幸 な 
Me と げた が , 性 能 は な か な か よ 

高度 6000m で 610km プ h を 出し 高 
PP に お いて も 編隊 飛行 が 容 


で き , この 余裕 ある 上 昇 力 と そ 
) たき な 急降下 速度 は 連合 軍 井 撃 機 
ょ っ て 1 つの 脅威 で も あっ た 。 
2 型 改 は エン ジン 生産 の お 
中 の た め 首 無し 機 の 漠 留 を きた す 
同時 に な り ,。 その エン ジン の へ ハ -140 
に は 質 的 に 不 完全 と いう 判定 が 下さ 
中 、 昭和 19 年 10 月 1 日 、 軍 庄 省 か ら 
12II (三菱 製 空冷 星 弄 14 気筒 第 2 
会 和 出 力 1250ps5800m, 海軍 名 金 
8 輸 ) に 換装 する こと を 命ぜ られ 


9 民 が 最初 に 飛行 し て か ら 1 年 

「 ヵ月 で ある 。 その 間 , 筆者 と し て 

し 沈 俗 エン ジン へ の 換装 を 考え な い 
も な か っ た が , ハー-140 の 改善 に 汽 
まし い 努 力 を し て いる 明石 工場 の 
ト を 考え る と いい 出す 勇気 が な 
, た だ 。 今 か ら 考 える と 人 情 に お ば 

中 た と いう も の で あろ うか 。 
吸 に 述べ た 通り 三 式 戦は 液 座 エン 
の 特長 を 生か し て 設計 され た の 
その 胴体 幅 は 840mm で ある 。 こ 
(に 直人 笠 1220mm の 空 座 エン ジン を 取 

付け る の で ある か ら , 頭 部 の 直径 
は 筑 小 と し て も 1280mm と な る 。 この 
同 導 を マッ チ さ せる に は その 設計 に 
上 ト な を みな ら ぬ 苦心 が 払わ れ た 。 し か 

た 人 と いおう か , ハ em 
り 条 機 の 位置 を 変更 する な く 
112II の エン ジン 架 を 2 2 

( 條 の 則 際 に 縦 通 材 に 結合 する こと が 

* た 。 こ れ が で きれ ば 残り は 頭 部 

| 咽 休 の フェ アリ ング の 問題 で あ 
- れ は 単 排気 管 を 採用 する こと 
| っ て 答 易 に 解決 で きた 。 
誌 計上 内 の 泊り こみ 作業 に より エン 
換装 設計 は 12 月 末 に 終わ り , 翌 
品 中 半月 1 日 に 初 飛行 が 行なわ れ 

- の 結果 は 極め て よく 直ちに 生 
着 に 入り 3 月 に は 26 機 ,。 4 月 に は 89 
民 、 5 月 に は 111 機 と 生産 が 増大 し . 
| 産 200 機 の 目標 の 下 に 努力 が 続け 
カナ が 6 月 22 日 と 26 日 の 岐阜 工場 

披 吉 の た め 生 産 は 急 に 低下 、 さ ら 

7 月 28 日 の 一 宮 工 場 の 全焼 に よ - 

| 産 は ほとん ど 停 止 す る に 将 っ 
| か し 五 式 戦 と 名 づけ られ た キ 


100 は 三 式 戦 2 型 
改 に くら べ て 速度 
は 約 30km プ h ほ ど 
低下 し 高度 6000m 
で 580km/ h と 
な っ た が , 重量 は 
約 300kg 軽 く な っ 

2 て 

。 軽快 な 運動 
人 - erW の 0 易 化 
と あい まっ て 意外 
3 

な っ た 。 と くに 内 
地 防空 戦 に は 大 い 
に 活躍 し , 終戦 直 
前 の 7 月 に は 陸軍 
大 臣 か ら 感 謝 状 を 貰っ て いる 

また B29 に 対抗 する た め 排 気 ター 

ビン 過 給 器 を そなえ た 高々 度 戦闘 機 
キ -100II 型 は 昭和 20 年 5 月 に 完成 し 
た 。 重量 は 五 式 戦 よ り 150kg 増 加 し 
た が , 高空 性 能 は 断然 改善 され , 速 
度 は 10000m で 560km プ h, 上 昇 時 間 
は 10000m ま で 18 分 と 向上 し た の で 
直ちに 生産 準備 に 着手 し 、 9 月 に は 
量産 機 が 配属 され る 予定 で あっ た 
が 。 終戦 の た め 試 作 機 3 機 の み で 終 
わ お っ で し まっ た 。 

筆 者 は 単発 の 戦闘 機 以外 に も 各種 
の 飛行 機 の 設計 試作 に 直接 関係 し て 
きた が , 戦闘 機 の 設計 が いち ば ん や 
り 甲斐 が あっ た 。 それ は 戦闘 機 の 目 
的 が 極め て は っ きり と し て いる た め 
で , 相手 の 飛行 機 を 軸 ち 史 と すか あ 
る い は 自分 が 相手 に お と され る か と 
いう その ひと こと で きま る か ら で あ 
る 。 

単発 の 戦闘 機 の み を 取り あげ る と 
第 1 表 の よう に な る が , その うち K 
DA-3, 九 二 式 戦 お よび キ - 5 は 
フォ ー ク ト 博 士 の 設計 に よる も の で 
ある 。 フォー クト 陸士 は 川崎 が ドイ 
ツ の ドル ニ ェ 社 か ら 招 へ いし た 技師 
で , 大 正 13 年 か ら 昭 和 8 年 に 至る 10 
年 間 、 川崎 に お いて 主任 設計 者 と し 
て 各種 の 飛行 機 を 設計 する と 共に ., 
筆者 を は じ め と する 川崎 の 若い 技術 
者 を 指導 育成 し て くれ た 恩人 で あ 


昭和 20 年 、 


清州 基地 に お ける 第 5 戦隊 の 五 式 戦 


る 。 

昭和 9 年 、 筆 者 が 設計 主任 と し て 
は じ め て と り ま と め た 九 五 式 戦闘 機 
は 幸い 相手 の 中 島 の キ -11 に sh 
と が で きた が , ほん と う の と こ 
者 1 
まっ た の は つぎ の 昭和 10 年 の 高速 度 
戦闘 機 キ -28 の 設計 に お いて で ある 。 
キ -28 は 採用 きれ な か っ た が , 陸軍 
に お ける 審査 結果 は 戦闘 機 に 対す る 
筆者 の 設計 思想 の 正しい こと を 証明 
し て くれ た 。 三 式 戦 ( キ -61) は キ 
r28 の 設計 思想 を その まま 踏襲 し た 
も の と いっ て よい 。 

RI 
冷 エ ンジ ン に きま っ て いた な ら ば 胴 
体 の 太い ずん ぐり し た 形状 と な っ て 
ぃ いた ろう だ 当 づ 。 

水浴 戦闘 機 三 式 戦 2 型 の 首 の すげ 
禁 え を 止む な 〈 く 行なっ た た め に この 
よう な 五 戦闘 機 が 生ま れ た も の と 今 
で も 考え て いる 。 

つぎ つぎ と 設計 試作 を する こと は 
飛行 機 の 技術 的 レベ ル を 向上 きせ る 
に は 極め て 役に立つ が , さら に この 
飛 行 機 が 実際 に 使用 きれ , そこ で 起 
こっ た あら ゆる 事象 に 対し て 適切 な 
対策 を た て 、 これ を タイ ムリ ー に 実 
行 す る こと が 最も 必要 で ある 。 こ の 
観点 か ら 見 れ ば 三 式 戦 , 五 式 戦 は 当 
時 と し て は 俊秀 な 戦闘 機 だ っ た と 言 
を 志 め 。 
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わが 愛 機 | 飛燕] と と も に 。 
に Fr 空戦 譜 
ーー 沿 


憧れ の 三 式 戦 に 搭乗 し て 


私 が 熊谷 陸軍 飛行 学校 を 少年 飛行 
兵 第 10 期 生 と し て 全 課 程 を 修了 , 男 
躍 し て 校門 を 出 た の は , 呆 和 17 年 12 
月 で あっ た 。 そ の 時 は まだ 飛 行 第 68 
戦隊 付 に な っ て いる と いう こと は 知 
ら さ れ て お ら ず , と りあ える ず 実 務 教 
育 の た め 戦 友 14 名 と 共に 加古 川 の 
246 戦 隊 へ 戦闘 隊員 と し て 着任 し た 。 

当時 246 戦 隊 は まだ 九 七 戦 で 装備 
され て お り , 私 は 後に 飛行 第 47 戦 隊 
の 戦隊 長 に な られ た 貞 田 輸 中 隊長 の 
第 2 中 隊 に 配属 され , 戦闘 機 乗り と 

し て の 射撃 , 単機 戦闘 , 編隊 戦闘 な 
どど マンツーマン の 訓練 を 受け た 。 

そし て 4 ヵ月 た っ た ある 日 ,。 部 隊 
長 よ り 呼 び 出 し を 受け , 私 を ふく む 
6 名 は 飛行 第 68 戦 隊 へ の 着任 の 命令 
を 受け た 。 ああ, これ で ひよ こ で は 
ある が や っ と 実戦 に 加わ る 事 が で き 
る と , 喜び いさ ん だ も の だ っ た 。 

2, 3 日 し て 68 戦 隊 の 行動 と お 前 
た ちの 行動 に 関す る 命令 が 留守 部 隊 
より きた と いう の で 6 名 が 集合 する 
と 。 

「 お 前 た ちの 配 必 部 隊 の 第 68 戦 隊 は 
すでに 明野 に て 機種 改変 を 終わ り , 
横須賀 より 海路 トラ ッ ク 島 に 向かっ 
た か ら お 前 た ち は 明 野 飛行 学校 に 入 
校 し , 三 式 戦 を 専修 、 恒 間 の 戦闘 に 
充分 た え う る 戦力 を 身 に 着け 原 隊 に 
dy 

の 命 リリ 令 を 受 受領 ゆ =。 

3 
まっ た ば か り で, わが 第 14 飛 行 団 の 
飛 行 第 68 戦 隊 , 飛行 第 78 戦 隊 に 配属 
され た の が 最初 で 私 自身 全く 見 た 
こと も な く , その 最新 鋭 機 に 乗れ る 


と いう こと は 言葉 に 現 わ す こと も で 
き な い ほど の よろ こび で あっ た 。 
明野 に 到着 し て すぐ 三 式 戦 に 乗せ 
て も ら え る と ば か り 思 っ て 入校 し た 
と ころ , な ん と 1 ヵ月 は また 九 七 戦 
と 一 式 戦 に よる 特訓 、 や っ と 2 ヵ月 
目 に いよ いよ 待望 の 三 式 戦 で の 訓練 
に 入っ た の で ある 。 軽 戦 と は いえ 約 
3 トン の 三 式 戦 は 九 七 戦 と くら べ る 
と 大 人 と 子供 の 違い で ある 。 ピ スト 
に お いて 機 の 性 能 ,. 取り 扱い 等 を 充 
分 に 教わり 、 ま ず 私 が 最初 に 慣 熟 飛 
行 に 出発 し た 。 搭 乗 し た 機体 は 103 
号機 で ある 。 私 の 記憶 で は 訓練 に 使 
用 し た 機 番 は 103 号 、 106 号 。 127 号 。 
132 号 , 189 号 , 107 号 ? の 六 機 だ っ 
た よう に 思う 。103 号 機 は 量産 1 号 
機 だ と いう こと を 教祖 か ら 聞 いた 。 
この 103 号 機 が 実際 に 学校 また は 部 
隊 に 配属 され た 第 1 号機 だ そう だ 。 
全 機 無 塗装 で 、 ジ ェ ラ ルミ ン の 肌 
を ピカ ビ ピカ と か が や か し て お り , 武 
壮 は 全 機 機 間 に 12.7mm, 翼 に 7.7mm を 
装備 し て いた 。 

座席 に すこ し 上 緊 張 し て どっ し り と 


すわ り , 前 を 見 る と , な ん と 機 音 の 
長い こと か , は る か か な た に ブロ 


ラ が 見 える よう な 気 が す る 。 風防 か 
ら 少 し 顔 を 出し て 見 る と , そこ は 水 
冷 エ ンジ ン の 特色 で 胴体 先端 が 
す 一 っ と 細く な っ て お り , 機 音 の 長 
いわ り に は 視界 が よかっ た と 記憶 し 
て いる 。 

ゅ よい よ エ ンジ ンス ター ト 。 工員 
さん が 細 に 上 が り 慣 性 始動 問 の ハン 
ドル を まわ し ,「 点 火 ] の 合図 で 携 
体 右 風防 前 の クラ ッ チ 押 ボ タン を 工 
員 き ん が 押す と , バリ バリ と 水浴 エ 
ンジ ン 独 特 の 爆発 音 を 出し て エン ジ 
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ン が 始動 し た 。 今 まで の 九 七 戦 , 一 
式 戦 と くら べ な ん と 感じ の 直 う こ 
、 重々 し いと いう か 単 排気 管 か 
jet た mj 本 半 . 了 e 
ぞ 戦 闘 機 乗り に な っ た と いう 感激 に 

し ば し ひ た っ て お っ た 。 

所 定 の チェ ッ ク を 終え , いよ いよ 
地上 滑走 , 冷 元 機 の シャ ッ タ ー 全 
開 , 離陸 出発 点 に 向かい ゆっ くり と 
地上 滑走 し て 行く 。 も う 1 度 軽く 計 
器 類 に 目 を や る と , 水温 計 が 90 で を 
越 を て いる で は あり ませ ん か , し 
まっ た ! 離陸 まで に 「 潮 を 吹く 」。 
案の定 出発 点 で 向き を 変 そ た た と た 
ん 、 水圧 調整 弁 か ら 鯨 が 潮 を 吹く よ 
うに 高々 と 水蒸気 を 吹き 上 げ て し 
まっ た 。 三 式 戦は 水 冷 エン ジン な の 
で , 空冷 エニ ンジ ン の よう に あま り 長 
時 間 地 上 で 試運転 が で き な い 。 明 野 
に お いて も 試運転 場 に 滑 油 、 水冷 半 
器 に 地上 か ら 水 を ホー ス で か け て 傘 
元 する 装置 が つく られ て いた こと を 
覚 を て いる 。 

も し 蒸気 を 吹い て も 離陸 すれ ば す 
ぐ 止 まる こと を 教わっ て いた の で , 
蒸気 は 気 に せ ず ス ロッ トル レバ ー を 
全開 に する 。 ぐっ と 身体 が 後 へ お し 
や られ る 感じ で 機 は 滑走 を 始め , 長 
い 機 音 を 下げ , 脱 兎 の ご と くつ っ 走 
り , 軽く 操縦 樺 を 引く と, 揚 は 一 直 
線 に 上 昇 し て 行く 。 地 上 滑走 を 始め 
る と す で 水 蒸気 は ぴた っ と 止ま っ 
た 。 教 わっ た 通り で ある 。 慣 熟 飛 行 
30 分 、 す ば らし い 操 縦 性 、 加速 の よ 
さ , 今 まで の 戦闘 機 に く ら べ て 心 よ 
り た の も し さ を 感 じ た 。 

この よう に し て 2 ヵ月 間 三 式 戦 に 
よる 特訓 に つぐ 特訓 を 積み か さ ね , 
な ん と か 三 式 戦 を 手の内 に 入れ た の 
で ある 。 7 月 末 ま で に 1 名 は 訓練 中 
水平 きり も み に 入 りり 明野 沖 の 海中 に 
隊 落 。 生命 は と り と め た が われ われ 
と の 同行 は で き な く な り , 残り 5 名 
は 学校 本 部 に 集合 , 命令 に より 岐阜 
に 行き 航空 工 茂 か ら 機 体 を 受領 し 
て , ニュ ー ギ ニア の ウェ ワク へ 着任 
せよ と の 指示 を 受け た の で ある 。 

初秋 の 各務 原 飛行 場 に は 川崎 航空 


上 旧 上 上 場 で 生産 され た キ -61 が ずら 
リ 上 と 壮 ん で , 美しい ジェ ラル ミン の 
上 則 が 太陽 に て ら さ れ て 輝い て いる 
財 吉 を 二手 に 388 号 機 を さがす 。 
愉 た あっ た 、 同 行 し た 同期 も それ 
れれ の 機 を さがし あて , 座席 に 入っ 
を 振っ て いる 。 
これぞ れ 各 機 を 試運転 、 工大 格納 
叫 の 捕 に も っ て くる と ,。 さっ そく 〈 工 
WW の 人 た ち が 戦 地 標識 の 白線 と まだ 
の 深 彩 を 入れ て くれ た だ 。 私 は た の 
- 目 分 の 機 の まだ ら 迷 彩 を 自分 で 
7 させ て も ら う 。 慣 環 に 388 と 入 
| た 。 われ われ は さっ そく 試運転 , 
| て 試験 飛行 に 飛び た っ て いっ 
すこ ぶる 快調 で ある 。 
測 畠 官 が まだ 到着 し て いな い の 
。 われ われ は 教わっ て きた 通り の 
骨 重 の くり か え し を 翌日 より 始め 
衝 に 制限 地 着 陸 に は 念 を 入れ て 
川 信 する 。 編隊 訓練 を し て いる と き 
) な い 青 空 を バッ ク に まる で 氏 
し うな 美しい 機 涼 で 軸 を 並べ て 飛 
る 梁 は , われ な が ら ほ れ ぼ れ 
50 年 近く た っ た 今 で も 忘れ る 
し が で き な い 。 


N 月 15 日 指揮 官 到着 。 指 揮 官 は 少 


放 | 骨 の 日 々 野 責 長 で あり , 9 月 15 


中 、 出発 の 命令 を 持参 され た 。 さっ 
『 揮 官 に 従い 明野 陸軍 飛行 学校 
山本 き 。 機関 砲 12.7mm、 機関 銃 7.7 
! 志 準 調整 を 行なっ た 。 私 の 記憶 
LIN サ 機 は まだ 肌 に 7.7mm を 装着 

ぃ いた よう に 想う 。 


品 “飛燕 ′ を 空輸 する 
:・ ト いよ 9 月 18 日 , 岐阜 を 出 美 し 
- ギ ニア に 向かっ た が , 悪 天 
た め 指 揮 官 日 々 野末 長 , 同期 の 
1 、 演 田 両 君 を 列 職 させ , 2 日後 


| こま 指 所 官 と 藤本 軍曹 の 補充 が 


し りり 、 月度 南方 へ 向け 出発 し た の で 
> 新 田原 、 台 湾 の 履 東 を 経由 し 
※ ィ リピ ン の クラ ー ク 基地 に 着い 
中 出 葉 後 4 日 目 で あっ た 。 
した ちら は 整備 班 に 飛行 機 を 渡し , 

が われ た 元 米 軍 の 符 舎 に 向 か 
いよ いよ あす か ら 島 づ ブ た い に 生 


まれ て 初め て の つら くく 恐ろし い 旅 が 


始ま る の だ 。 

途中 スコ ー ル に あっ た り 。 め ぎす 
飛行 場 も せま く , 全く わか ら な い 
その うえ ぇ 最大 の 敵 に も 1 歩 1 歩 近 づ 
いて ゆく 。 腕 も な る が . 心 配 も 多い 。 
浴 業 間 も な い 新米 が 激戦 地 に 入っ て 
行く の だ か らし か た が な v 

販売 993YiSyef 二 5 
あっ た が , その 1 つ に 噴 射 ポン プ の 
焼付 き が 時 どき あっ た 。 地 上 で あれ 
ば いい が , 飛行 中 で あれ ば エン ジン 
は スト ッ プ する 。 手動 ポン プ で 1 分 
間 に 80 回 押 き ね ば な ら な いか ら 。 と 
う て い 人 の 手 で は 限度 が あっ て 不 時 
着 と いう こと に な る 。 私 も 1 度 こ 
事故 に あい 不時着 し た 。 その 事故 調 
書 に 操縦 者 の 取り 扱い 未 部 と あり , 
な ん で 噴射 ポン プ の 焼損 が パイ ロッ 
ト の 取り 扱 ae が て 
ん が いか な い 。 

他 に も 冷 東 器 の 油 も れ な ど が あっ 
た が 。 三 式 戦 ほど エン ジン の か か り 
や すい 機 も 私 の 記憶 で は 他 に な v 
この 空輸 中 辛 備 剛 代 計 
上 中 の いな い 飛 行商 2 
場 も あっ た が , 要 
自分 で 選 の 上 に 衣 
上 がり 、 慣 性 始 
動 器 を まわ し ハ 
ンド ル を も っ て 年 
座席 に 入っ て ク 
ラッ チ を 押す , 


し ゃ っ と つけ ね ば な ら な い 。 私 た ち 
5 機 は 全 機 無事 着陸 し た が , 後 か ら 
きた 一 式 戦は 場外 に 飛び 出し , 転 履 
し て し まっ た 。 危険 重 万 この 上 も な 
い 。 

まだ まだ 次 々 と 変 な 飛行 場 が 多い 
らし い 。 翌日 われ われ は セレ ベス 島 
の ラン ゴア ン 飛 行 場 (メナド ) へ 向 
け 出 発する 。 ダバ オ よ り 南下 ,、 あの 
落下 傘 部 隊 の 降下 し た ラン 

ン で ある 。 5 機 は 競 も ふれ ん ば か 
RGePia 
巡航 330Em ノ h, 飛行 2 時間 半 。 は 
る か に 動物 の し っ ぽ の よう な 細長 い 
半島 が 見 えて くる 。 セレ ベス 島 で あ 
る 。 そ の 先端 が メナド で ある 。 高 度 
4000m、 除 々 に 高度 を 下げ る 。 メ ナ 
ド 意 士 が 見 えて くる 。 水 を 満々 と た 
た えた トン ダ ノ 湖 を すぎ 標高 800m 
の ラン ゴア ン 飛 行 場 に 無事 着陸 す 
る 。68 戦 隊 の 避 備 班 が 出張 し て き て 
いた の で 整備 を た の み 。 一 夜 の 符 を 
民家 に と る 。 

翌 26 日 、 次 の 目的 地 ニ ュー ギニア 


1 度 だ っ て 始動 較 28hW 3 ジ つ ニー ツー を 
か ンー 
に 失敗 し た こと 敵 語 軸 絡 計 記 3 ia ea っ ニン キミ 
は 人 を Me ニュ ー ギ ニア 戦線 に お いて 活躍 する 「 和 」 


明け て 9 月 23 

日 クラ ー ク を 出発 ,。 いよ いよ ウエ ワ 
ク に 向かう 。 第 1 日 目 の 目 的 地 は ダ 
バ オ で ある 。 一 直線 に 飛行 する フィ 
リピ ン の 島々 を 過 下 に 眺め 、 ミン ダ 
ナオ の ジャ ング ル を こえ る と ダバ オ 
で ある 。 

ダバ オ の 飛行 場 は 前 も っ て 注意 き 
れ て は いた が 。 滑走 路 の 中 央 が 低く 
て まる で すり ば ちの 中 へ 着陸 する よ 
うな も の で ある 。 着陸 は 風向 に お か 
まい な し て で 南端 より 着陸 制限 地 へ ぴ 


の バボ に 向け 出発 する 。 約 2 時 間 ほ 
ど 飛 行 し た 時 は じ め て 大 スコ ー ル に 
あう 。 危 険 を きけ て 潤 回 、 ソ ワン 飛行 
場 に 着陸 する 。 整備 員 も な に も いな 
い 不 時 着 場 の よう な 飛行 場 で も あっ た 
と 記憶 する 。 1 時 間 ほ は ど で 天 候 も よ 
く なり, 例 の ご と く 自 分 た ち で 始 
動 、 パ ボ に 向かう 。 こ の バボ が また 
また 変わ っ た 飛行 場 で 、 消 走路 が 右 
その 右側 が 谷 に 
っ て いる 。 だ か ら 着 陸 は 右 な り 左 
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スマ ー ト な スタ イル と , これ に ふ 、 
さわ し いび 飛 葉 ” と いう 名 で 知ら れ 
て いる 三 式 戦闘 機 ( キ -61) は , 大 
きく わけ る と , ハ -40 エ ンジ ン を 装 
備 し , 翼 面 積 が 20m の キ -611, エ 
ンジ ン や 主軸 の 大 き さ は 同じ だ が 胴 
体 が 長く な っ た キ -61 1 改 . ハ -140 
を 開 備 し 現 面 積 が 22m の キ -611II, 
ェ エン ジン は ハ -140 だ が 細 面 積 が 20m 
の キ -61II 改 の 4 つの タイ プ が あり 。, 
キ -61 !I は 武装 の 組み 合わ せ に より , 
さら に , 皿 , 選 ,。 肉 と いっ た サブ プ タ 
イプ が あっ た 。 

いっ ぱ ぽう キ -61 を 空 浴 化し た 五 


麗 陸軍 戦闘 機 製 作 メ ー カ ー 向 
戦闘 機制 式 名 
中 式 4 更 温 闘 機 
91 式 戦闘 機 
92 式 戦闘 機 
95 式 戦闘 機 
97 式 戦闘 機 
1 式 戦闘 機 
2 式 単 座 了 戦闘 機 
2 式 複 座 戦闘 機 
3 式 戦闘 機 
4 式 戦 同機 


要 葉 水冷 単発 
低 環 。 水浴 単発 
提 工 , 水浴 単発 


低 環 。 水浴 単発 
計画 の み に 終る 
中 環 、 空冷 双発 
低 現 。 水浴 単発 
リ 』 リ 』 
中 軸 。 空冷 双発 
低 己 , 水冷 
低 環 、 水冷 単 発 
低 環 、 空冷 単発 
空 容 双 発 
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式 戦闘 機 ( キ -100) は , 排気 ター ビ 
ン 過 給 器 な し の 1 型 と , 排気 ター ビ 
ン 過 給 器 つき の 2 型 の 2 つの 系 列 が 
あ つつ 77 と ぁ 
秦 キ ー61 試 作 機 

3 機 製作 。 昭 和 16 年 12 月 に 1 号機 
(6101) が 完成 。 同 年 12 月 に 初 飛行 
を 行なっ た 。 エ ンジ ン は へ ハ -40。 1 
号機 は 風防 可動 部 の フレ ー ム の 配置 
が 異な っ て お り , 風防 前 方 の 胴体 上 
側面 の 明り と り 窓 の 位置 も 異な っ て 
MX 証 3 

2 号機 (6102) で は , この 明り と 
り 窓 が 左右 各 2 コ と な り , 可動 部 の 
フレ ー ム は 量産 機 と 同じ 配置 と な っ 
PA 

1 号機 は 当初 は 武装 な し で あっ た 
が ,。 のち に 現 内 に 7.7mmX 2 概 , 胴 
体内 に 12.7mm 砲 X 2 門 を 搭載 、 2 号 
機 以降 は 思 内 , 胴体 内 と も に 12.7mm 
砲 と な っ た 。 
夫 キ -61 増 加 試作 機 

9 機 製 作 (6104 一 6112)。 エ ンジ ン 
は ハ -40。 機体 に より 細部 が 異な っ 
で を い だ た 。 

キ -61 は 中 和 18 年 8 月 、 三 式 戦闘 
機 と し て 制式 採用 が 決定 し た 。 

窟 三 式 1 型 戦闘 機 申 ( キ -61 | 甲 ) 

最初 の 量産 型 で , 製造 番号 
113-500 の 388 機 . エン ジン は 二 式 
1100 馬 力 発 動機 ( ハ -40) で , 環 面 
積 20m。 全長 8.74m。 武 装 は 刺 内 の 
7.7mm の 八 九 式 固定 機関 銃 2 要 と 胴 
体内 の 一 式 12.7mm 機 関 砲 ( ホ -103) 
2 問 。 

420 号 機 ま で は 厚 さ 3 mm の ゴム と 
10m の 繝 フェルト で タン ク グ を 被 碧 し 
て いた が , 421 号 機 以降 は タン ク 上 
面 に 9 mm 側面 に 6mm の ゴム を は る 
よう に な っ た 。 容量 は いずれ も 755 


2 で ある 。 
三 式 1 型 戦闘 機 ( キ -61 と) 
環 内 の 7.7mm 銃 ( 八 九 式 固定 機関 銃 ) 
を 12.7mm 人 砲 ( ホ -103) に 換 美 し L, 合 
計 12.7mm 砲 4 門 と し た タイ プ 。 
初 与 機 は 製造 番号 501 で , 生産 数 
は 592 機 (603 機 と も いう )。 
この 1 型 も , 生産 中 に 燃料 タン 
ク 、 防弾 防 火 装置 な どの 改修 が 実施 
され て いる が , その 大 要 は 次 の と お 
り で ある 。 
③④ 冷却 器 後 上 方 に 厚 さ 8 m の 防 
弾 鋼板 を 追加 : 514 号 機 以降 に 実 
施 。 
@ 胴 体内 タン ク の 除 示 : キ -61 
1 は 左 右 の 環 内 に 容量 1900 の 第 
1 タンク を 1 コ ず つと 容量 175 6 
の 第 2 タン ク を も っ て いた は ほか, 
胴体 内 に 浴 量 2006 の 第 3 タン ク 
を も っ て お り , 5 コ あ わせ る と 総 
容量 は 7556 に 達し て いた が , こ 
の うち 胴体 内 の 第 3 タン ク を 除去 
し た も の で , 総 容 量 は 5556 に 減 
少 。514 号 機 以降 に 実施 し た ほか , 
18 年 9 月 11 日 付 で 513 号 機 前 の 1 
型 申 と 1 型 に も この 改修 を 括 施 
する よう 指示 され て いる 。 
@⑳ 燃 料 タ ンク 防火 装置 改修 : 第 
1 第 2 タン ク の 全 周 (上, 側 , 
下面 ) を 厚 さ 12mm の ゴム で 被覆 し 
た 。 こ の た め 答 量 は 第 1 タン ク が 
各 1709, 第 2 タン ク が 1606 と な 
り , 総 容 量 は 5006 に 減少 し た 。 
650 号 機 以降 に 実施 。 
大 三 式 1 型 戦闘 機内 ( キ -61 1 爾 ) 
軸 内 砲 を ドイ ツ か ら 輸 入 し た マウ 
ザーMG151 20mm 機 関 旭 に 換装 し , 
12.7mm 砲 2 門 と 20mm 砲 2 門 に 武装 を 
強化 し た タイ プ 。 エ ンジ ン , 翼 面 
積 , 全長 は 1 型 申 お よび 1 型 と 同 


NT 9 月 か ら 改 修 お よび 生産 が 開 
| れれ 。 19 年 7 月 まで 生産 が つづ け 
だ た だ 。 胸 製 の 1 型 四 お よび 1 型 選 
県 地 で 改修 し た も の と , 最初 か ら 
| 記 生 よし て 完成 し た も の と ある 。 
中 JA8 機 が マウ ザー20mm 砲 を 搭載 
に と いう の が 定説 で ある が , 1 型 
! お よび 1 計る の 改修 機 を は べつ 
用 崎 ぞ 400 機 を 1 型 肉 と し て 生 
ll だ たよ いう 資料 も ある 。 製造 番号 
| (00 -3401 が 割り あて られ た 。 
| 生 の 下 小 前 続か ら マ ウザ ー20mm 
紳 の 但 壮 が 突出 し て いる の が 甲 型 や 
昌 上 の 識別 点 で ある 。 
\ 61 マ 式 な ど と よ ば れ だ た こと も 
が 18 年 12 月 以降 , 1 型 内 と よ 
『 れ る 上 うに な っ た 。 
も 三 式 1 型 戦闘 機 耳 ( キ -61 丁 ) 
中 初 ニニ 式 1 型 戦闘 機 履 、 三 式 1 
リ 必 敢闘 機 、 キ -61- 1 改 な ど と よ ば 
れれ て いた タイ プ 。 
県 昌和 剖 化 の た め 胴 体 砲 を 国産 の 20 
員 (ホー5) に 換装 し た うえ , 胴 
本目 タン ク を 復活 し て 航続 力 向上 を 
た も の で , 重心 位置 補正 の た 
。 順 価 が 第 1, 第 2 助 材 間 で 200 
川 方 へ 延長 され , 全長 が 8.94m と 
YE。 
リー ジン や 主翼 は 1 型 甲 一 内 と 同 
ちる が , 改修 に より 全備 重量 が 
中 加 し , 性 能 も 若干 低下 し た 。 
吊 休 | 内 タン ク (第 3 タン ク ) の 容 
(956 で , 総 容量 は 5956 と な っ 
な お 。 同 時 に 清 油 タン ク も , こ 
| で の 主 タ ンク (286) と 増加 タ 
1176) と いう 2 本 立て を や め 
』i106 の 主 タ ンク 1 コ に 改め られ 


必修 1 号機 の 完成 は 19 年 1 月 で , 
中 衣 は 1358 機 。 製造 番号 は 4001 以 
を 四面 蒸気 冷却 装置 実験 機 

いわ ゆる 表面 冷却 器 の 実験 機 で , 

| 昌 の 1 機 を 改修 し た も の 。17 年 10 
中 初 層 行 し 、 18 年 末 ま で の 間 に 35 
中 り 諾 行 実験 を 行なっ た 。 最大 速度 
! 層 40km グ hh 向上 し て いた 。 


頁 30mm 砲 搭載 実験 機 

1 型 の 少数 機 を 改修 し , 胴体 に 
ホ -103 (12.7mm) を 2 門 。 細 内 に ホ 
-105 (30m) を 2 門 搭載 し た も の 。 
キ -61 Il 試作 機 

エン ジン を メタ ノー ル 噴 射 式 の ハ 
-140 に 換装 し , 環 面 積 を 22m に 増大 
し た 性 能 向上 型 で 胴体 も 各部 が 改 
修 さ きれ て お り , 悼 直 安定 板 も 増 積 さ 
れ て いた 。 全長 は 9.16m に 増大 。 

17 年 4 月 に 設計 を 開始 し , 18 年 8 
月 に 1 号機 が 完成 し た 。 最大 速度 は 
640 一 650kmh に 達する 了 予定 で あっ 
た が , ハー-140 の 不調 と 生産 層 延 の た 
め 、 十分 な テス ト も で きず , 19 年 1 
月 , 開発 中 止 と な っ た 。 生産 数 は 試 
作 機 3 機 , 増加 試作 機 5 機 , 計 8 機 。 

武 半 は キ -61 I ] と 同じ で ある が , 
20m 人 砲 4 門 の 武装 強化 型 も 計画 され 
て いた 。 

製造 番号 は 5001 以 降 。 


生産 遅延 の た め 275 機 は 五 式 戦 に 改 
修 さ れ , 99 機 が 三 式 2 型 戦闘 機 と し 
て 完成 し て いる 。 

武装 は 1 型 十 と 同じ で , 初期 生産 
型 は これ まで の 三 式 戦 と 同 ト タイプ 
の 風防 で あっ た が , 後期 生産 型 は 水 
滴 風防 に 改め られ て いた 。 

除 キ -100 試 作 機 

3 機 製作 、 エン ジン は へ ハ -112II, 
19 年 4 月 、 非 公式 に 研究 に 着手 , 同 
年 10 月 、 正式 に キ -100 と し て 試作 が 
指示 され た 。 1 号機 完成 は 20 年 2 月 
で , まず , 1、 2 号機 を 製作 . その 
テス ト の 結果 を と り 入 れ て 3 号機 を 
製作 し た 。 

20 年 2 月 中 に 実用 審査 を 終え て 所 
式 戦闘 機 と し て 制式 採用 が 決定 し 
7 だ 
商 五 式 1 型 戦 闘 撲 ( キ -100) 

ハ -112 II ( 離 昇 出力 1500 馬 力 ) 半 
備 、 3 機 の 試作 機 を 含め 393 機 製作 


明野 教導 飛行 師団 に 供給 され 錬成 と 本 土 防衛 に 一 役 か っ た 三 式 戦 「 飛 菩 」 


座 三 式 2 型 戦闘 機 ( キ -61 1 改 ) 

キ -61II の 胴体 に キ -61 I ] の 主 暫 
(面積 20m) を 組み 合わ せ た 機 体 に 
ハ -140 エ ンジ ン を 搭載 し た も の で , 

1 号機 ( キ -61II- 9 号機 ) が 19 年 4 
月 に 完成 。 最 大 速度 は 610km/ h に 
向上 し て お り , 30 機 の 増加 試作 機 の 
製作 と 併行 し て 19 年 9 月 か ら 量 産 機 
の 製作 が 開始 され た 。 

実用 審査 完了 は 20 年 6 月 で , 機体 
だ け は 374 機 完成 し た が , ハ -140 の 


され て いる が , この うち 275 機 は キ 
-61TI 改 と し て 作ら れ た 機体 を 改修 
し た も の で , の こり の 118 機 が 最初 
か ら キ -100 と し て 生産 され た も の で 
ある 。 

キ -61 か ら の 改修 機 中 , 初期 の も 
の は 風防 後部 と 胴体 が 一 体 に な っ て 
いた が , 後期 の も の は 水滴 風防 に 改 
め ら れ て お り , 当初 か ら キ -100 と し 
て 作ら れ た も の も 水滴 風防 で ある 。 

武 半 は キ -611II 改 改修 機 は 胴体 
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内 に ホ - 5 (20mm 砲 ) を 2 
門 , 翼 内 に ホ -103 (12.7 
mm) を 2 門 搭 載 し て いた 
が , 最初 か ら キ -100 と し 
て 作ら れ た も の は 翼 内 砲 
を 廃止 し , 胴体 砲 の み に 
な っ て いた 。 

な お , 甲 ,。 2 つの サ 
ブタ イプ が あり , 風防 の 
形 に より 区 別 し た と する 
説 と , 武装 に より 区 別 し 
た と する 説 が ある 。 

秦 五 式 2 型 戦闘 機 ( キ 
-100- II ) 

エン ジン を 10000m の 
高 垂 で も 1000 馬 力 の 出力 
を 維持 で きる 排気 ター ビ 
ン 過 給 器 つき の ハ -112 II 

( 離 昇 出力 1500 馬 力 ) に 
換装 し た 高々 度 戦闘 機 弄 
で , 19 年 11 月 に 研究 に 着 
手 し , 翌 20 年 5 月 に 1 号 
機 が 完成 し た 。10000m 
に お ける 最大 速度 は 1 型 
を 30kmh 上 回 り 565km 
グ Lh に 達し た ほか , 
10000m ま で の 上 昇 時 時 
が 2 分 短縮 され る な ど , 

1 型 に くら で 高度 8000m 
以上 で の 諾 性 能 が 向上 し 
で VS だ 。 

20 年 9 月 に は 量産 1 号 
機 が 完成 する 予定 で あっ 
た が , 終戦 の た め 試 作 機 
3 機 が 完成 し た の み で 終 
わっ だ 。 

排気 ター ビン は 胴体 下 
面 に 壮 備 され て お り , こ 
れ に と も な い 機 首 上 面 の 
空気 取 入 口 が 左翼 付 根 へ と 移さ れ , 
滑 油 冷却 器 も や や 右 よ り に 移さ れ 
75。 


戦歴 と 塗装 

初陣 

多 計 2883 機 製作 され た 三 式 戦は , 
飛 行 第 17,. 18, 19, 55, 56, 59, 
68, 78, 105, 244 戦 隊 。 独立 飛行 第 


側面 図 で 見 る 飛燕 か 


ニー エー テー テー テー 、 


23 中 隊 な どの 実戦 部 隊 を は じ め , 明 
野 教 導 飛 行 師団 や 第 6, 8, 20, 
21, 22, 37, 39 教 育 飛 行 隊 。 第 5 , 
7, 11, 17, 18 錬 成 飛行 隊 等 に 供給 
きれ 。 日 本 本 土 。」 ニュ ー ギ テア 。 
島 , 人 台湾, 沖縄 な ど で 大 活躍 し た 
が , その 機銃 が 敵 機 に 向かっ て は じ 
め て 火 を 吹い た の は 昭和 17 年 4 月 18 
日 の ドウ リッ トル 爆撃 隊 の 東京 初 空 
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ら 「 五 式 戦 」 ま 


で 各 弄 


キ -6 1 原型 (試作 第 | 号機 


王 糞 表面 冷却 器 実験 機 ( キ -61- 1 ) 


ーー 


三 式 一 型 改 ( キ -61- 1 改 ) 
-  。 。 綱 


キ -6!- 試作 機 


襲 の 際 で あっ た 。 当 時, キ -61 は , 
まだ 基本 審査 の さき な か で , この 日 も 
審査 部 の 荒 蜂 大 尉 と 梅 川 准 尉 が 水戸 
飛行 場 で 射撃 関係 の テス ト を 行なっ 
て お り , 梅川 准尉 が 侵入 し て きた B 
-25 を 追撃 し , 霞ヶ浦 上 空 で 一 撃 を 
与え た が , 撃隊 に は 至ら な か っ た 。 
この ころ の キ -61 の 塗装 は , 全面 
銀色 で , 機 首 上 面 が 黒 と いう 塗り 方 


悦 準 で あっ た だ た 。 そし て , 三 式 戦 と 
層 用 され た 当初 も , この 塗装 が 

6 で あっ た 。 
が お 。 試作 機 が 完成 し た ころ の 陸 
「 位 の 塗装 規 定 で は , 日 の 丸 の 記 入 
首 は 王 己 の 上 下 の み と 定め られ て 
- の た め , 完成 当時 の 試作 機 
員 体 の 日 の 丸 を 記入 し て いな か っ 
その 後 , 規定 が 改め られ , 胴 


が 不時着 する と いう 事故 
を お と こし た が , も 月 17 朋 
に は 数 機 が 第 12 飛 行 団 の 


三 式 二 型 改 ( キ -6l- 改 水滴 風防 


五 式 二 型 ( キ -100- II 高々度 用 試作 機 ) 


体 に も 日 の 丸 を 入れ る よう に な っ 
法 』 

ニュ ー ギ ニア 航空 戦 

三 式 戦 を 最初 に 装備 し た 実戦 部 隊 
は 飛行 第 68, 78 両 戦隊 で , 18 年 4 
月 。 ひ と あし さき に 南方 へ 向け て 出 
発し た 68 戦 隊 は , トラ ッ ク 島 か ら ラ 
バウ ル へ 向かう 途中 , 洋上 航法 の 不 
慣れ と コン パス の 故障 の た め 約 半数 


一 式 戦 と と も に 14 戦 隊 の 
ウエ ワク 攻撃 の 挫 護 に 出 
撃 し て いる 。 こ れ が 三 式 
戦 の 南方 に お ける 初陣 で 
ある が , この 日 は 戦果 は 
な く , 1 機 が 選 ら な か っ 
Ma 

68 戦 隊 に つづ いて , 78 
戦隊 も 7 月 7 日 に は ラバ 
ウル へ 進出 、 ニ ュー ギ ニ 
ア 方 面 の 戦い に 加わ っ 
た 。 そして, 7 月 18 日 の 
サラ モア 上 空 の 空戦 で 富 
島 中 尉 が P-38 を 撃墜 し , 
三 式 戦 に よる 初戦 果 を 記 
録 し た 。 つ づい て 20 日 に 
は 68 戦 隊 の 竹内 大 尉 ら が 
べ ベ ナ ベ ナ 上 空 で B-24 爆 
撃 機 を 撃墜, 68 戦 隊 の 初 
戦果 を 記録 し た 。 

以後 , 両 戦隊 は 19 年 4 
月 下旬 ニュ ー ギ ニア 方 面 
の 航空 戦 が 事実 上 終結 す 
る まで , この 方 面 の 主力 
戦闘 機 論 と し て 奮闘 を つ 
づな 。 

な お , マウ ザー 砲 を つ 
ん だ 1 型 内 が , この 方 面 
の 戦い に 投入 され た の は 
18 年 の 12 月 中 一 下旬 で , 
その 成 力 を 実証 し た が , 
態勢 を た て な お す に は 至 
ら な か っ た 。 

この ニュ ー ギ ニア 方 面 
で 活躍 し た 三 式 戦は ほ と 
ん ど が , 上 面 が 銀 地 に 暗 
緑色 の マダ ラ ま た は シマ 迷彩 で , 下 
面 が 銀色 と いう 塗装 で あっ た 。 日 の 
丸 は 白 フ チ つ き の も の も あっ た が , 
フチ ナ な し が 多かっ た 。 

比島 航空 戦 

つき ぎの 決戦 場 は 比島 で あっ た が , 
比島 進攻 に 先立ち , 敵 機動 部 隊 は 沖 
縄 と 台湾 に は げ し い 空 襲 を 加え て き 
た 。 こ の と き , この 方 面 に 展開 し て 
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本 土 防空 に お お い に 活 躍 し た 飛行 第 244 戦 隊 所 属 の 「 飛 燕 」 


いた 三 式 戦 部 隊 は , 沖縄 の 独立 飛行 
第 23 中 隊 , 台湾 の 第 6, 8, 20, 
21, 22 教 育 飛 行 隊 の 各 隊 で , 10 月 8 

日 の 沖縄 空 尊 の 際 に は , 独 飛 23 中 隊 
が 8 機 (10 機 と も いう ) を 撃隊 し た 。 

つづ いて , 12 日 か ら 15 日 まで 台湾 
に 対す る 空 が つづ けら れ て いた 
が , 6, 8, 20, 21, 22 教 飛 の 三 式 
戦は 一 式 戦 と と も に 集成 防空 第 1 隊 
と 名 付け られ た 部 隊 を 編成 し て 迎撃 
に あたり , 8 機 (うち 不 確 実 2 機 ) 
を 撃 叶 し た 。 

いっ ぱ う , 日 本 側 も , 決戦 に そ な 
えて 比島 の 航空 兵力 増強 を 開始 し て 
お り , 三 式 戦 部 隊 は , 19 年 6 月 か ら 
7 月 に か け て , 17, 19 戦 隊 , 第 7 錬 
成 飛行 隊 が 比島 へ 進出 し た 。 そ し 
て , 船団 護衛 や 防空 に 従事 し て いた 
が , 10 月 20 日 , 敵 が レイ テ 島 に 上 
陸 , 決戦 の 幕 が 切っ て 落と され た の 
ち は , 連日 の よう に , レイ テア 方 面 の 
出動 , 特攻 挫 護 。 艦船 攻撃 , 制 空 に 
従事 し た ほか , 基地 防空 に も 活躍 し 
た 。 し か し , 兵力 の 消耗 も は な は だ 
し く , まず , 10 月 に 7 人 錬 飛 が ビル マ 
へ 移り , 続い て 11 月 に は 19 戦 隊 , 12 
月 に は 17 戦 隊 が 内 地 へ 帰っ た 。 

か わっ て 比島 へ 投入 され た だ 三 式 戦 
部 隊 は , 18, 55 の 両 戦隊 で , 11 月 18 
日 に 比島 に 到着 , 20 日 の 迎撃 戦 に 加 
わっ た の を 上 度 切 り に , 兵力 を 消耗 し 
つく し て 20 年 3 月 に 内 地 へ 帰る まで 


レイ 下 、 ミッド wmw。 リン エン 消 方 
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面 の 戦闘 に 加わ り , 特攻 捧 護 , 艦 放 
攻撃 。 特攻, 制 空 な ど に 大 活躍 し 
た 。 なお, 12 月 6 日 の 高 征 穂 空 抵 隊 
の レイ テ 冠 抵 作 戦 の 際 に は 18 戦 隊 が 
控 護 に あたっ て いる 。 

この 比島 の 戦い の ころ に は , 陸軍 


機 は 上 面 全体 を 暗 緑 色 に 塗っ た も の 
が ふえ て お り , 三 式 戦 も .。 マダ ラ ま 


た は シマ 迷彩 の も の と , 上 面 全体 が 
暗 緑 色 の も の の 両方 が 使わ れ て い 
る 。 地面 や 下面 は 銀色 また は 明 灰 緑 
色 で ある 。 

沖縄 戦 の 飛燕 

昭和 20 年 3 月 , 太平 洋 戦争 最後 の 
大 決戦 と いわ れ た 沖縄 攻防 戦 が は じ 
まっ た が , この と き , この 方 面 に 展 
開 し て いた 陸軍 航空 部 隊 の うち , 三 
式 戦 を 装備 し て いた の は , 石垣 島 の 
独 飛 23 中 隊 , 台湾 の 17, 19, 105 戦 
隊 , 九州 の 59 戦 隊 の 各 隊 で あっ た 。 
そし て , 3 月 26 日 , まず , 独 飛 23 
中 隊 が , 沖縄 戦 に お ける 最初 の 特攻 
攻撃 の 直 挫 に 加わ り , 誠 17 飛 行 隊 の 
特攻 機 を ま も っ て 健闘 し た が , 6 機 
が 帰ら な か っ た 。 

つづ いて , 17, 19, 105 戦 隊 も 戦 
い に 加 わり , 105 戦 隊 は 20 年 5 月 , 
その 他 の 各 隊 は 6 月 まで , 特攻 , 特 
攻 捧 護 等 に 活躍 を つづ けた 。 

いっ ぱ う , 九州 で は 59 戦 隊 が 北 九 
州 か ら 南 九州 へ 移り , 知覧 , 徳之 
島 , 喜界 ヶ 島 な ど を 基地 と し て 5 月 
未 ま で , 特攻 挫 護 , 制 空 , 基地 防空 


等 に 従事 し た ほか , 東京 防空 に 活躍 
し て いた 244 戦 隊 や 中 京 地区 で 防空 
任務 に つい て いた 55 戦 隊 も 九州 へ 進 
出 , 244 戦 隊 は 3 月 10 日 か ら 4 月 13 
日 の 間 と 五 式 戦 に 改変 後 の 5 月 17 日 
か ら 7 月 15 日 の 間 , 55 戦 隊 は 3 月 31 
日 か ら 7 月 中 旬 の 間 , 特攻 捧 護 , 制 
空 、 基地 防 空 に 従事 し て いる 

また , 明野 , 常時 教導 飛行 師団 や 
第 30 戦 闘 飛行 集団 等 で 編成 され た 三 
式 戦 羨 備 の 第 54, 55, 56, 159。 
160, 165 振 武 隊 や 17, 19 戦 隊 お よび 
独 飛 23 中 隊 で 編成 され た 特攻 隊 が 沖 
縄 周辺 の 敵艦 船 に 突入 し て お り , そ 
の 総数 は 107 機 に 達し た 。 

北九州 防空 戦 

昭和 19 年 の 6 月 15 日 に は じ ま っ た 
北九州 に お ける B-29 と の 戦い で は , 
三 式 戦は 7 月 7 日 の 第 2 回 北九州 空 
か ら 防 空戦 闘 に 参加 し て いる 。 こ 
の 日 , 出撃 し た の は 59 戦 隊 の 三 式 戦 
5 機 で , 戦果 は な か っ た 。 初 戦果 を 
あげ た の は 8 月 20 日 の 人馬 間 迎撃 戦 の 
際 で , 59 戦 隊 は 21 機 で 出撃 し , 4 機 
(うち 不 確 実 3 機 ) を 堅 墜 5 機 を 
撃破 し た 。 * 

以後 , 59 戦 隊 は 翌年 4 月 , 沖縄 戦 
参加 の た め 主 力 が 南 九州 へ 移る ま 
で , 北九州 防空 部 隊 の 中 心 と な っ て 
活躍 , 主力 の 南 九 州 進 出 後 も 残置 隊 
は 引き つづ き 北 九州 の 空 を ま も っ て 
戦い つづ け て いた 。 な お , 59 戦 隊 で 
編成 され た 体 当たり 防空 部 隊 は 第 2 
回 天 隊 と よ ば れ て いた 。 

59 戦 隊 の ほか , 18 戦 隊 , 56 戦 隊 も 
一 時 的 に 北九州 へ 派遣 され , 北九州 
防空 に 加わ っ て いる 。 

東京 防空 戦 

昭和 19 年 の 11 月 1 日 か ら , 東京 防 
空戦 が は じ ま っ た が , この 戦い で 主 
力 と な SN 
し た 244 戦 隊 の 三 式 戦 で あっ た 。1 
5 
こ 出動 し た 戦隊 は , 11 月 24 日 の 昼間 
空襲 の 際 に 1 機 を 撃墜 し て 初戦 果 を 
記録 , 以後 , 20 年 5 月 に 五 式 戦 に 改 
変 す る まで の 間 に , 撃墜 84 機 (うち 
73 機 が B-29), 撃破 94 機 (うち 92 機 が 


29) と いう 戦果 を あげ て いる 。 
お 、 こ の 戦果 の な か に は 体 当 た り 
只 の 第 5 岩 天 隊 の あげ た 戦果 や 中 
! 地 信 防 空戦 で の 戦果 も 含ま れ て い 


の は ほ は か, 18 戦 隊 , 第 39 教 育 飛 行 
『 沖 訓 部 な どの 三 式 戦 も 東京 防空 に 
」 座 し て いる 。 
東京 防空 に 参加 し た 三 式 戦は , 初 
上 は 全面 銀色 また は 明 灰 緑色 の も 
) り も あっ た が , ほとん ど が , 上 面 に 
中 枯 他 で マダ ラ ま た は シマ を えがい 
| 上 午 形 変革 機 で . 上面 全体 を 暗 緑 色 
診 っ た も の も あっ た 。 また, 暗 青 
時 和 色 な ど で マ ダラ や シマ を え 
いた 機 も ある 。 
と も 塗装 に こっ て いた の は 
中 1 泌 隊 で , 胴体 に 大 きく 赤 で 電光 
: が いた だ たり し て いた が , その な か 
も 、 も っ と も カラ フル だ っ た の は 
中 買 を 赤く 塗り , 胴体 に 白 や コバ ル 
り ム スト ライ プ を 入れ た 小林 戦隊 長 
尼 で わっ た 。 
| て , この カラ フル な 三 式 戦 に 
! 衝 、 陣頭 に 立っ て 戦っ た 少佐 は み 
「 か ら 休 当たり 生 選 も 経験 し て お 
て の スコ ア は B-29 が 10 機 , F 
ゅ が 2 機 で , 計 12 機 に 達し た が , 
は 本 土 防空 戦 に お ける 最高 スコ 
ちる 。 
中 京 ・ 阪 神 防空 戦 
っ ぽう, 中 京 地区 で は 12 月 13 日 
呈 占 屋 初 空襲 の 際 , 56 戦 隊 が 出撃 
の を 皮切り に 同 隊 お よび 55, 
中 画 戦 隊 が , 明野 教導 飛行 師団 の 
上 肖 が 防空 戦闘 に 活躍 し て いる 。 
お 、 由 京 地 区 で の 初戦 果 は 12 月 18 
っ り B 29 撃 墜 2 機 , 撃破 2 機 で , 
の 小隊 の 手 に よる も の で ある 。 
中 京 地 区 に つづ いて , 20 年 1 月 3 
に は 阪神 地区 の 空襲 も は じ ま り , 
! 居 隊 が 主力 防空 戦闘 機 論 と し て 活 
し た 。 なお, この 戦隊 が 終戦 まで 
らち げ た 戦果 は 11 機 で ある 。 
| た 、 55 戦隊 も 終戦 直前 に この 方 
り 防 科 戦 開 に 投入 され て いる 。 
の 中 京阪 神 地区 で 活躍 し た 56 
ik な どの 三 式 戦は 上 面 が 暗 緑色 


で , 下面 が 銀 ま た は 明 灰 緑色 と いう 
塗 装 が 標準 で あっ た 。 
その 他 の 戦域 

この ほか, 中国 で は 第 5 錬成 飛行 
隊 。 ビル マ で は 第 7 錬成 飛行 隊 。 パ 
レン バン で は 第 7, 18 両 錬成 飛行 
隊 。 シン ガ ポ ー ル , ボル ネオ 方 面 で 
は 第 17 錬 成 飛 行 隊 の 三 式 戦 が 戦い に 
加わ っ て お り , 第 37 教 育 飛 行 隊 も 蘭 
印 方 面 で 転載 し て いる 。 

五 式 戦 戦列 へ 

五 式 戦は 5, 17, 18, 111, 112, 
244 の 各 戦 隊 で 使用 され た が , まっ 
さき に 受領 し た の は 18 戦 隊 で , 20 年 
3 月 か ら 改 変 に 着手 し , 4 月 17 日 の 
夜間 迎撃 戦 に は 三 式 戦 と と も に 受領 
し た ば か り の 五 式 戦 が 出撃 し て い 
る 。18 戦 隊 が 改変 を 完了 し た の は 6 
月 で ある が , この ころ に は , ひと あ 
し お くれ て 改変 に 着手 し た 244 戦 隊 
が 改変 を 終え て 知覧 へ 進出 し て い 
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そし て , 244 戦 隊 は 6 月 30 日 に 知 
覧 上 空 で F 4 U 群 と 変 戦 し て 7 機 を 
臣 隊 , 五 式 戦 に よる 初戦 果 を 記録 し 
7 き 。 

や が て , 5, 59, 111, 112 戦 隊 の 
五 式 戦 も 戦列 に 加わ っ た が , 五 式 戦 
に よる 交戦 で ,、 と くに 大 き な 戦 果 を 
あげ た の は , P-51 ム スタ ング 111 機 
( う ち 不 確 実 5 機 ) を 撃墜 し た 7 月 
16 日 の 111 戦 隊 の 松坂 上 空 空中 戦 , 
F6F ヘ へ ヘルキャット 12 機 を 撃隊 し た 
7 月 25 日 の 244 戦 隊 の 八日市 上 空 空 
中 戦 な ど で あ る 。 

これ ら の 五 式 戦 の 塗装 は , いずれ 
も 上 面 暗 緑 色 . 下面 明 灰 緑色 また は 
銀色 で あっ た 。 

な お , 一 式 戦 の 最後 の 戦い は , 8 
月 14 日 の 244 戦 隊 の 四条 暖 上 空 の 空 
中 戦 で . この 日 は 55 戦 隊 の 三 式 戦 も 
最後 の 戦い を くり ひろ げ て いる 。 
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現代 に 息 づ 〈 名 機 た ち 薄 幸 の 生 肖 


《 カ ッ ト 


涙 さ そう “落武者 ” の 末路 

戦時 中 に 少 国民 で あっ ya 
まれ て 初め て 三 式 戦 「 飛 燕 ] に ふ 
の は , 東京 yy 
た 。 プ ラ モ デ ル で な く 実 物 で ある 。 

連日 つづ く 空襲 の ある 日 , 市 民 の 
見 上 げ る 高空 で 少年 飛行 兵 出身 の 中 
野 伯 長 (の ち 軍 専 ) の 操縦 する 三 式 
戦 が 英 B29 に 体 当たり し て , その ま 
ま 馬 乗り に な っ て し まっ た 。 結局 , 
英機 は 失速 し て 墜落 中 野 伯 長 と そ 
の 愛 機 は 奇跡 的 に 生 選 し た 。 

さっ そく , 信長 は 国民 的 ヒー ロー 
と な り , デパ ー ト に 陳列 され た 三 式 
戦 に は 黒山 の 人 が た か っ た 。 私 の 最 


後 の 三 式 戦 と の 出会い は , 終戦 直後 
の 東京 ・ 調 布 の 陸軍 飛行 場 で ある 。 


こ を 基地 と し て いた 飛行 第 244 戦 
隊 は , この 三 式 戦 で 編成 され , 末期 
に は 体 当たり 戦法 の 決死 隊 に な っ て 
Va を 。 

終戦 と と も に アメ リカ 進駐 軍 が 
や っ て きた が , その 前 後に これ ら の 
新鋭 機 は エン ジン , プロ ペラ , 機 
銃 。 車輪 を は ず さ れ 無惨 な 姿 を あ ち 
こち に さら し て いた 。 

この ころ に は 町 の 物資 も 払 底 し て 
いた か ら , 隊員 が 復 具 し た あと ほ と 
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ん と 無人 


づく 名 機 た ち 澄 幸 の 生涯 


: 航空 自衛 隊 岐 阜 基地 に 展示 され た 当時 の 三 式 戦 「 飛 燕 」> 


な っ て いた 基地 跡 に 住人 
ん で 次 々 と 機体 を は き 
取っ て 持っ て いっ た 。 

は じ め は すぐ 使え る 電池 や 座 ) pw 


が し の ひ 込 


ゴブ ムタ イヤ ,。 つづ いて 燃料 に な る 風 
防 が ラス, 最後 に 胴体 や 思 の ジュ ラ 
ルミ ン 板 が 切り と られ て 弁当 箱 や 子 
供 の 下敷 に 化け て いっ た 。 

秋 に 入っ て スス キ や 野生 の 生 い 
茂っ た 滑走 路 の 跡 に 朋 だ け と な っ た 
三 式 戦 や 新司 債 の 次 は 身 べ ぐるみ は が 
れ た 落武者 の 死体 の よう に ひと し 
お , 哀れ を さそ う も の で あっ た 。 

玉 

三 式 戦 は , 昭和 16 年 の 新作 機 1 呈 
か ら 5 式 戦 に モデ ブル チ ェ ン ジ さ れる 
昭和 20 年 まで の 4 年 間 に 川 崎 航 空 
岐阜 工場 ( 現 川崎 重工 業 ) で 計 3,120 
機 が 作ら れ た と 記録 きれ て いる 。 

究 戦 の 1 万 機 , 一 式 戦 「 隼 ] の 5, 
000 機 と くら べた と し て も 決し て 少 
な い 数 で は な い 。 

し か し , ほほ 完全 な 形 で 日 本 に 残 
り だ いじ に 保存 され て いる の は 鹿 児 
県 知覧 町 に ある 「 知 覧 特攻 平和 会 
館 ] (鹿児島 県 川辺 郡 知覧 町 郡 17881 電 
話 <0993> 83-2525) の 2 型 た だ 1 機 
の み で ある (グラ ビア 96 ペ ー ジ 参照 ) 


知覧 は , 本 土 最 南端 の 陸軍 特攻 共 


残存 様 みて ある 2 記 9 


か つて “ 精 強 "を 斉 わ れ 


ロフ ィ ー ル を 徹底 調査 ! 


戦 史 研 究 家 


て ら 中 だ 口 ちか 中 お 


地 (海軍 は 鹿屋 基地 ) で , ここ ご が に 6 
49 機 の 三 式 戦 が 沖縄 特攻 に 飛び 立っ 
た が , いま は その 貴 も 茶畑 や イモ 箇 
に 変わ っ て 昔 日 の 面 彰 は な い 

その 近く に 昭和 61 年 12 月 ,。 この 平 
和 会 館 が 建て られ 陸軍 特攻 の 多く の 
記念 品 が 飾ら れ て いる が , 三 式 戦 の 
ほか に も 近く の 側 島 沖 か ら 引 き 揚 げ 
られ た 胴体 前 部 と 主 罠 だ け の 審 戦 52 
肉 型 の 残骸 や , 陸軍 一 式 戦 「 隼 」 の 
縮尺 4 分 の 3 の モデ ル 機 な ども 陳列 
され て お り , 主役 は 開聞 岳 を バッ ク 
に 隊員 の 見 送り を うけ て 飛び 出 そ う 
と する 姿 の 三 式 戦 で ある 。 


安住 の 地 を も と め て 


この 三 式 戦 の 由緒 は , 1 つの 戦後 
史 と も いえ よう 。 出 所 は 陸軍 航空 和 
革 属し た キ -611II 改 17 号 機 で 製 
造 番号 5017 ぢ と 推定 され , 東京 郊外 
の 福生 飛行 電 で 米 軍 の 手 に 落ち た 。 
当然 この 時 点 で は オリ ジ ナ ル で 
あっ た が , 終戦 後 、 横田 キャ ンプ と 
名 を 変え た 米 軍 基 地 に 戦利 品 と し て 
飾ら れ て いる あい だ に , 風雪 と 心 な 
い 米 兵 の 手 で 次 第 に 損なわ れ て いっ 
2 だら 

保管 責任 者 は ア 
横田 基地 司令 官 で も あっ た が , 
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12 月 、 講 和 条 約 発効 と と も に 日 本 
上 され 、 日 本 航空 協会 の 所 有 と 

メー カー の 川崎 航空 機 の 元 エ ンジ 

の 王 で 一 応 の 修復 が 施さ れ た あ 
日比谷 公園 を は CN 
則 当 会 遊 園地 で 見 世 物 と な る ドド サ 
員 | り 邊 活 が 続き , 結局 , 最後 の 保管 電 
有 所 が 中 つけ られ ず に 東京 ・ 三 鷹 の 運 
内 自 02 完 所 の 倉庫 の 片隅 で 長い 
上 り に つい た 。 こ の 間 に 主 部 は 腐食 
も, 部 品 も 失わ れ て し まっ た と いう 。 

礎 也 りか ら さ め て 陽 の 目 を 見 ヵ 
軸 は 航空 自衛 隊 岐 阜 基地 ( 元 陸軍 4 
馬上 飛行 場 ) の 展示 場 で あっ た 。 隣 
内 の 1 肖 で 作ら れ た か ら 里 帰り し た 
還 あ に な る 。 

- の 上 共 地 に は 他 に も 日 本 初 の ロ 
| 記 地 戦闘 機 秋水 | や 実戦 三 
馬 水 昌信 察 機 の ほぼ 残骸 な ども ある 
二 。 が て F104 な どの 大 型 機 が 配 
内 よ て 考 狭 と な っ て 4 度 居所 が 変 
十 っ て は る か 南 の 知覧 に 移っ た 。 

いま 、 よく 占 備 され た 平和 会 館 の 
晶 央 に 陸軍 特攻 の シン ボル と し て 美 
上 ( 由 浴 某 さ れ た 次 は よう や く 安 住 
地 を 往 た 感じ で ある 。 
江利 品 、 参考 品 , 記念 碑 と 性 格 が 
わり , 玉生, 自衛隊 , 町 営 と 保管 
が 移り , 東京 , 岐阜 , 鹿児島 と 所 
了 え た 平 世 紀 は 戦後 の 歴史 で も 

た , 

財 見 は 再 塗 装 で 新品 同様 だが よく 
中 ば 操縦 席 に は 目 ば し いも の は 残 
『, 月 体外 板 も 張り 合わ せ , 主翼 
旧 な さ 合わ せ , 機銃 も パイ プ 製 で , 
が し くい えば オリ ジ ナ ル の 影 が な 
の も や む を えま い 。 

騰 食 し た 「 ハ -140| エン ジン は は 
し すず MA 展示 され て いる 。 同 館 
上 U 朋 は 年 間 58 万 人 , 毎年 JAL 
蘭 備 時 が 来 て こま め に 修復 作業 を 


介 て いる と いう 。 
米国 に も 1 機 あ る の み 


: 式 戦 が も う 1 
ある 。 昭 和 53 年 に 開館 
惜しく も 閉館 と な っ 


な ) Mr 


あま より 知 られ な い - 
芝 | 中 AN 
上 0 上 『 成 3 年 准 


た 「 京 都 鳳 山 美術 
館 ] に 短い 間 展 示 
され て いた 残骸 で 
ある 

この 美術 館 は 館 財 
長 の 新 藤 源吾 氏 が 人 
数 十 年 に わた っ て 
収集 し た 日 本 の 武 
具 甲 青 の ミ ュー ジ 
アム だ が , や が て 
「 太平洋 戦争 資料 
展 ] と し て 日 本 陸 
海軍 の 兵器 も 加わ 
り , 日 本 で 最大 
の 民間 兵器 博物 館 詳 
と も な っ た 。 

日 本 軍機 と し て 
カリ フォ ルニア か 
ら の 4 式 戦 疾 風 」 


ムー4 ニ ま H00W カ に 
相 人 倒立 V 型 祭 機 


と 琵琶 湖 か ら 引 き さる 昭和 54 年 6 月 、 高 知 県 土佐 清水 市 の 沖合 いか ら 引き 揚げ られ た 
部 分 (上 ) と 、 同 ホ - 


易 げ た 究 戦 63 型 も 「 飛 燕 ] の シリ ンダ ー 103 機 関 砲 (渡辺 武 氏 撮影 ) 
あっ た が , 一 隅 に 
ー 式 戦 も ひっ そり 
と 凌 か れ て いた 。 
胴体 の 前 半分 だ 
け で 主 翼 は 桁 の 
み ,。 エン ジン も 
ッ ク ビ ピッ ト ・ カ 
バー も な く 航 空 材 
の 形 を な さ な い 残 
骸 で 復元 も あき ら 
め だ た の か , 海中 か 
ら 引 き 揚 げた まま の 次 で 遺品 と し て 
祭 ら ちら れ , や が て 次 を 消し て いっ た 。 
展示 目録 に よれ ば , この 機 は 昭和 


を か け て 探索 し て 運び 復元 する 航空 
マニ ア の 数 も 減り ,。 な に より も 半 世 
紀 も た っ た 今 で は 高温 多湿 の 熱帯 で 
20 年 5 月 4 日 , 飛行 第 56 戦 隊 の 上 野 の 人 金属 療 労 は 激しく 廃物 化 が 進ん で 
八郎 中 尉 機 で B29 を 迎撃 し て 大 分 いよ う 。 

県 の 佐伯 基地 を 飛び 立ち 空戦 の 未 , 一 方 , アメ リカ 全土 に ある 三 式 戦 
足摺 岬 の 海中 に 落ち た と され て い の 保存 機 は ロサ ン ゼ ル ス 在 住 の 航空 
る 。 や が て 高知 県 土佐 清水 沖 か ら 引 研究 家 ・ 大 岡谷 氏 の 調査 に よる と 次 
き 揚 げ ら れ て 京都 に 運ば れ た が , 閉 の 通り で ある 。 

館 後 は 梱包 され て 倉庫 に 入り 再会 の カリ フォ ルニア の チノ 飛行 場 に あ 
日 は 未定 で ある (発見 時 の 調査 は 119 る 「 傑 作 機 博物 館 PLANES OF 
ペー ジ 参 照 ) 。 FAME MUSEUM」 は , 第 2 次 大 

三 式 戦は 南方 戦線 で 多く 闘っ て お 戦 の 各国 優秀 機 を 修 後 し て フラ イア 
り リ 。 ジャ ング ル や 海中 に 眠る 機 は 多 ブル に する こと で 有名 だ が , 日 本 機 
い は ず だ が , 寄せ られ る 情報 は 少な で は 審 戦 , | 雷電 | 九 九 式 艦 爆 , 特 
い 。 世 界 的 な 不況 下 で は 英 大 な 費用 攻 機 [桜花 ] な ど が あり , 以前 ここ に 
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チャ ー ル ズ ・ ダ ー ビ ー 氏 が 南 ニ ュー 
ギニア の 山中 か ら 運 ん で きた か な り 
程度 の 良い 三 式 戦 が あっ た 。 

* あ っ た ” と いう の は その 後 , 姿 を 
消し . いま フロ リ ダ 州 の ウィ ー ク 空 
軍 基 地 に ある 三 式 戦 が その 後 身 で あ 
る と 見 られ て いる 。 さき に 来襲 し た 
ハリ ケー ン で 建物 は 大 破 し た が , こ 
の 機 は 尾部 を 小 破 し た だ け で 無事 
だ っ た 。 また, カリ フォ ルニア 州 の 
サン タモ ニカ に ある 「 ダ グラ ス 博 物 
館 D. DOUGLAS MUSEUM 鐘 
LIBRARY | に も 1 機 残さ れ て いる 。 
この 博物 館 は ダグ ラス 旅客 機 の 設 
計 者 と その 作品 の 収集 館 だ が , ここ 
の 三 式 戦は ほとん ど 残 骸 に 近い か ら 
アメ リカ に ある 完全 機 は 1 機 の み と 
ゆう ご と に な る 。 

これ ら の 機体 の 他 に も 三 式 戦 の 操 
縦 席 や 部 品 な ど 個人 所 有 の も の は 多 
い が , いずれ も 個人 的 コレ クシ ョ ン 
で 交換 や 売買 の 対象 と な っ て お り 常 
に 変動 し て いる 。 


中 国 で 修復 中 の 九 九 双 軽 
海軍 の | 紫電 改 | と と も に 最終 決 


トン に ある コス フォ ー ド 空軍 基地 の 
「 航 空 字 宙 博 物 館 」 に 残さ れ て いる 。 

関係 者 に よる と この 機 は 戦後 , シ 
ン ガ ポー ル に 進駐 し た イギリス 軍 に 
よっ て 捕獲 され この 地 に 運ば れ た も 
の で , シン ガ ポ ー ル (日 本 名 昭 南 島 ) 
の 第 1 野戦 飛行 隊 に 所 属し て いた も 
の で は な いか と いわ れる 。 

内 地 の 防 空戦 で も . わずか 終戦 前 
の 数 ヵ月 し か 空 を 飛ば な か っ た 少数 
機 が , な ぜ も うほ と ん ど 補 給 路 が 途 
絶 し て し まっ た 遠い 南方 基地 に ある 
の か 詳し いこ と は わか ら な い 。 おそ 
らく 戦意 品 揚 の デモ ンス トレ ー シ ョ 
ン か , 練習 隊 の 見 本 機 と し て 送ら れ 
た の で は な いか と の みか た が ある 。 

展示 場 の 中 の 保存 の 状態 は 非常 に 
良く 。 飛べ な いま で も エン ジン の 回 
転 は 正常 で あり , 外国 に ある と は い 
え 当 時 の 日 本 の 航空 技術 の 粋 が 美 し 
《 保存 され て いる こと は 辛い で あろ 
う 。 日 本 その 他 の 国 に つい て の 五 式 
戦 現存 の 情報 は な い 。 

川崎 航空 機 が 作っ た 唯一 の 双発 軽 
爆撃 機 で ある 九 九 式 双 軽 爆撃 機 | キ 
-48] の 生産 機 数 の 記録 は , 1977 機 
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現在 、 北 京 「 航 空 博 物 館 」 で 修復 が すす む 九 九 双 軽 (近藤 三郎 氏 撮 影 ) 


戦機 と し て 生ま れ た 五 式 戦闘 機 「 キ 
-100」 の 生産 は 期待 に そ む い て 昭和 
20 年 2 月 か ら と な り , その 生産 機 数 
も 川崎 航空機 岐 阜 工場 で 378 機 。 宮 
崎 県 都城 工場 で 12 機 , 計 390 機 で 
あっ た 。 

零 戦 に くら べ れ ば わずか な も の で 
残存 機 が 少な く と も 当然 だ が , 唯一 
の も の が イギリス の ウー バー パン プ 


128 現代 に 息づく 名 機 た ち 和 薄幸 の 生涯 


で いま まで “世界 中 に 残存 機 な し " 
と され て きた (航空 機 研究 家 野 原 茂 
氏 に よれ ば , ニュ ー ギ ニア の バボ に 残 
般 1 機 が ある と いう )。 

と ころ が , 最近 中 国 を 訪れ た 祥 易 
商 の 近藤 三郎 氏 が , 北京 の 「 航 空 博 
物 館 ] の 片隅 で 修復 中 の 九 九 双 軽 を 
見 つけ た と 報 ら せ て きた 。 

「 航 空 博物 館 」 は 同市 内 の 「 軍 事 博 物 


館 ]「 抗 日 戦争 博物 館 ] と と も に 最近 
の 北京 観光 めぐ り の ポイ ント と も な 


っ て お り , 市 内 か ら 有 名 な 八 達 訟 の 


万 時 の 長城 に 行く 途中 の 草 平 の 町 の 
近く に ある (北京 昌平 大 湯山 郵便 番 
号 102211 電話 (291) 2458) 。 

広大 な 館内 , 屋外 の 展示 場 に は 
1988 年 の 開館 いら い 集め られ た 共産 
閣 , 自由 閣 各 国 の 古典 的 な ある い 
は 新鋭 機 が ズラ リ と 並べ られ , ミサ 
イル や 爆弾 な ども 加わ っ て 訪れ る も 
の を 楽し ませ て いる 。 

従来 は ここ に ある 日 本 機 の コレ 
クシ ョ ン は , 陸軍 が 中 国 に 残し 国民 
政府 軍 が 引き 続い て 使っ て いた 立川 
飛行 機 の 九 九 式 高等 練習 機 |「 キ -55」 
唯一 機 と 思わ れ て いた (この 機 は イ 
ンド ネシア の ジャ カル タ に も 1 機 残さ 
れ て いる )。 

屋外 ・ 展 示 場 の 片隅 に 爆弾 類 を 陳 
列 し た コー ナー が あり , テン ト に 首 
を 突っ 込ん だ 形 で 下腹 の ふく れ た 九 
九 双 軽 が 修復 作業 を し て いる 。 外見 
か ら は エン ジン も 車輪 も な 〈, 胴体 
後部 や 主翼 尾翼 は 他 の 機 の も の を 継 
ぎ 足 し て いる も の で , オリ ジ ナ ル な 
部 分 は 機 首 か ら 3 分 の 2 の 胴体 だ け 
で ある 。 

し か し , 視界 の ひろ い ガ ラス 張り 
の 前 部 銃座 や 戦闘 時 に 開く 後 下方 銃 
座 な ど , 九 九 双 軽 の 特長 を 残し て お 
り , 胴 に は 四角 の 地 に うっ すら と 日 
の 丸 も 残っ て いる 。 戦 争 末期 の 中 国 
戦線 で は 第 一 戦機 が 次 々 と 南方 へ 移 
動 し , 爆撃 隊 も この 旧式 双 軽 を 装備 
し た 飛行 第 16, 第 90 戦 隊 の み に な 
り , 1 機 ず つ 和 夜間 の 急降下 爆撃 な ど 
の 奇襲 攻撃 で 敢闘 し て いた が , どこ 
か ら か 見 つけ 出さ れ て きた この 博物 
館 の 本 機 も . どちら か の 戦隊 に 所 属 
し て いた も の で あろ う 。 

各国 の 航空 博物 館 に 展示 し て ある 
飛行 機 の マー キン グ は いずれ も 生産 
国 の それ を 再現 し て いる が , 中 国 の 
博物 館 で は 多く の ソ連 機 , アメ リカ 
機 が マー ク な し か , 中 国 の 赤い 星 に 
変え られ て いる 。 それ も お 国 振り で 
あろ うか 。 
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| 九 九 双 軽 


田 元 川崎 航空 機 技師 ー ム | - 
土 : 井 : 武夫 : 


ーッ 生れ 和弥 近作 知り 


舟 明 の ころ 


ライ ト 上 兄弟 が 萌 治 36 年 12 月 17 晶 
(1903 年 ) に 世界 で 初め て の 動力 つ 
き 飛行機 に よる 飛行 に 成功 し て か 
ら , 欧米 に お ける その 進歩 は 見 る べ 
きも の が あっ た が , 実用 に は 未だ し 
の 状況 で あっ た 。 

し か し , 10 年 後 の 大 正 3 年 7 月 28 
日 か ら 大 正 7 年 11 月 11H ま で 4 ヵ年 
余 の 間 続 いた 第 1 次 世界 大 戦 に お い 
て は , 飛行 機 が 新兵 器 と し て と り い 
れ ら れ , 空中 偵察 , 空中 戦闘 か ら , 
の ち に は 爆撃 に まで 使用 きれ , 急速 
な 進歩 を と げた 。 わが国 に お いて は 
ライ ト 上 兄弟 の 成功 か らち ょ うど 7 年 
後 の 明 治 43 年 12 月 19 日 , 陸軍 の 舘 
川 、 日 野 の 両 大 尉 が , 東京 ・ 代 々 木 
の 練兵 場 に お いて フラ ンス の ファ ル 
マン 機 に よる 初 の 公開 飛行 に 成功 
し , この 日 が 日 本 に お ける 航空 の 紀 
元 と され て いる 
陸 海 軍 は 欧米 か ら 軍 用 機 ・ 
を 輸入 し て 研究 に 着手 し , 
陸軍 に お いて は 自ら 練習 棋 
な どの 製作 を は じ め る 一 
方 , 民間 会 社 に お ける , こ | 
ん に ちの 言葉 で いう いわ ゆ ゅ 上 
る 航空 機工 業 の 芽生 え を 促 
進 し た が , 民間 会 社 に よっ 
て 外国 の ライ セン ス の 下 で 
の 飛行 機 (軍用 機 ) 製作 が 諸 
確立 され た の は 第 1 次 世界 
大 戦 が 終わ っ た 3 年 後 の 大 
正 10 年 頃 で ある 。 

こと に 爆撃 機 に つい て は , 陸軍 は 
輸入 機 を 参考 に し て 自ら の 手 に よっ 
て 設計 試作 を 行なっ て いた が , 成功 
と まで は いた だ たら な か っ た 。 

当時 飛行 機 の 構造 は 一 般 に 木製 
で , 第 1 次 大 戦後 の 金属 材料 の 発達 
130 設計 試作 者 が 語る 「 九 九 双 軽 こ そ 


昭和 I5 年 秋 ご ろか ら 終 戦 ま で 広く 使用 され た 


に と も な い , 全 金 属 製 の 飛行 機 が 出 
現し は じ め て いた 。 こ の 全 人 金属 製 飛 
行 機 は 主として ドイ ツ で 発達 し た 
が , それ は 大 戦 の 初期 に 活躍 し た 
ツェ ッ ペ リン 飛行 船 の 骨格 構造 に 金 
属 (アル ミ 合 金 ) を 用 いて いた の が 
基 で ある と 筆者 は 考え る 。 

川崎 は 全 金 属 製 飛 行 機 の 将来 性 に 
着目 し , 大 正 12 年 12 月 。 ド イツ の ド 
ル ニ ェ 社 と の 間 に 全 人 金属 製 飛行 機 に 
つい て の ライ セン ス 契 約 を 結び , 同 
13 年 2 月 , 陸軍 か ら の 要請 に より , 
全 金 属 製 重 爆撃 機 の 設計 を ドル ニ エ 
社 に 依頼 する こと に な り , 川崎 か ら 
技師 , 工員 を ドル ニ ェ 社 に 派遣 し て 
金属 機 製作 の 技術 を 習得 させ る と と 
も に , ドル ニ ェ 社 か ら フ ォ ー ク ト 博 
士 ほ か 数 名 の 技術 者 を 川崎 に 招い 
て , 全 金 属 製 飛行 機 の 設計 製作 に 関 
する 指導 を 受け る よう に な っ た 。 
フォ ー ク ト 博 士 は 大 正 13 年 か ら 昭 和 
8 年 まで 滝 在 し た 。 


こう し て わが 国 初 の 全 金 属 製 重 爆 
撃 機 が 大 正 15 年 2 月 に 出来 上 が り , 
翌 昭和 2 年 に 87 式 重 爆 撃 機 と し て 陸 
軍 の 制式 機 と な っ た 。 川崎 に お ける 


87 式 重 爆撃 機 の 製作 は 昭和 7 年 まで 


続き , 合計 製作 数 は 26 機 で ある 。 
な お この 87 式 と いう の は 制式 機 と 


忘れ 得 ぬ 傑作 機 


九 九 双 軽 


し て 採用 に な っ た 年 が 神武 天皇 紀元 
2587 年 で も る こと を 示し て いる 
陸軍 は 大 正 14 年 の 軽 爆撃 機 の 採用 
に あたり , 川崎 , 三菱 , 中 島 の 3 社 
を 参加 させ た 。 川崎 の ドル ニ エ コ 
メッ ト (DOC), 三菱 の 海軍 13 式 
艦上 攻撃 機 , 中 島 の ブレ ゲー19B 
-2 の 間 に 比 較 審 査 が 行なわ れ , 三 
凌 機 が 合格 し て 87 式 軽 爆撃 機 と し て 
採用 され た 。 し か し 後に の で べ る よう 
に 川崎 の 88 式 偵察 機 が 昭和 4 年 に 88 
式 軽 爆 撃 機 と し て 採用 され た の で , 
87 式 軽 爆撃 機 の 生産 は 48 機 の み で 終 
わっ て いる 。 
あい つ で 競争 試作 
続い て 大 正 15 年 に 陸軍 は , 民間 3 
社 (川崎 , 三菱, 石川島) に それ ぞ 


れ 自 社 設 計 に よる 償 察 機 の 競争 試作 
を は じ め て 指示 し た 。 各 社 の 設計 主 


任 と し て は , 川崎 は フォ ー ク ト 博 
士 , 三菱 は バウ マン 教授 , 石川 島 は 


ラ ハ マ ン 博 士 で ある 。 
、 この 時 の 設計 者 は いずれ 
も ドイ ツ 人 で , 異国 で 同国 
人 同士 が 競争 する と いう こ 
と に な っ た の は 次 の 理由 に 
よる も の と 思わ れる 。 

第 1 次 大 戦 に お いて ドイ 
| ッ が 敗北 し , ベル サイ ュ 平 
和 条 約 に より , ドイ ツ は 箇 
0 


除く ) は 禁止 と な っ た た だ ため 
に 有 能 な 技術 者 が 日 本 に 
や っ て 来 た の で ある 。 


第 2 次 世界 大 戦後 の わが 国 の 場合 
は , 航空 に 関し て は 学術 研究 を も ふ 
くめ て すべ て の 分 野 で 付 止 され た 
が , これ と 比べ て みる と まこ と に 県 
味 深い 。 

陸軍 に お ける 茂 重 な 審査 の 後 。 川 


5KDA-2 が 合格 し , 果 和 3 年 


中 1 日 に 88 式 偵察 機 と し て 採用 さ 


N 上 下値 察 機 は 昭和 4 年 に は 88 式 軽 


下層 と し て 採用 され , その 生産 は 


か 


| 代わ る も の と し て , 
沖 殿 機 ( キ -3), 三菱 に 双発 軽 爆 


川 7 年 まで 続き , 88 式 シリ ー ズ の 
中 生産 数 は 1144 機 ( う ち 軽 爆撃 機 
に し て いる 。 当時 と し て は 
県 的 な 数 字 で ある 。 
出 介 2 一 3 年 に は 川崎 , 三菱 , 中 
53 社 の 間 で 戦闘 機 の 設計 試作 競 
生 な われ , いっ た ん は いずれ の 
) 誠 作 機 も 不 合格 に な っ た が , そ 
信人 改造 を 行なっ た 中 島 機 が 91 式 


吊 機 と し て 昭和 6 年 に 採用 され て 


川崎 自社 の リス ク に より 設計 
用 | た KDA-5 戦 闘 機 は , 昭和 
| は 上 め , 92 式 戦闘 機 と し て 採用 
| 「 コ 

中 人 7 年 の 中 頃 , 陸軍 は 88 式 軽 爆 

川崎 に 単発 


民 ( キ -2) お よび , 87 式 重 爆撃 
代わ る べき も の と し て 重 爆 撃 機 
PAM 
* ず れ も 昭 和 8 年 に それ ぞ れ 93 

! 棋 殿 機 と し て 採用 きれ て いる 
れ よ り 先 , 陸軍 は 昭和 3 年 に 問 
濃 忠 機 の 試作 を 三菱 に 命じ てい 
- の 超重 爆撃 機 は ドイ ツ の ユン 
^ 社 で 試作 (2 機 ) し た 大 型 輸 


: 民 GG38 を 軍用 機 に 改造 し た K51 


中 装 お よび 租 半 を, 陸軍 の 妥 求 

し リー 間 で 改修 を 加え た も の で あ 
- の 大 型 機 は 昭和 6 年 末 に よう 
叫 成 し , 92 式 重 爆撃 機 と し て 採 
用 た が , その 製作 数 は 6 機 の み 
葵 者 は 昭和 6 年 ,。 ドイ ツ に 

中 。 当時 ロン ドン ー ベ ルリ ン 間 


応 各 輸送 に 使用 さき され て いた , この 
(し NR の 2000 号 (機体 番号 ) 


に 乗っ て 
当時 と し て その 大 き さ に 和 驚 い 
「 異 の 中 を 歩い て エン ジン まで 
- み た の を 覚え て いる 。 

) | の べべ た よう に , 陸軍 は 大 正 14 
っ 内 和 3 年 の 中 頃 ま で の 約 3 年 


は 読 竹 試 作 の 方 針 を と っ て いた 


その 後 , 昭和 9 年 の 中 頃 ま で は 


民間 各社 間 の 競争 試作 は 中 止 し て い 
る 。 
昭和 9 年 の 後半 か ら ふ 、 た た び 民 間 
各社 間 の 試作 競 箱 が は じ ま っ た 。 そ 
の 手 は じ め は 戦闘 機 で , 川崎 ( キ 
-10), 中 島 ( キ -11) の 間 で 行なわ 
れ , 川崎 の キ -10 が 合格 し て 昭和 10 
年 に 95 式 戦闘 機 と し て 採用 され た 。 
続く 昭和 11, 12 年 は 民間 各社 に 
と っ て は 次 期 採用 機 を めぐ っ て 激 列 
な 競争 が 行なわ れ た 時 期 で ある 。 
戦闘 機 は , 川崎 ( キ -28), 三 凌 
( キ -33)。 中 島 ( キ -27)。 の 3 社 の 
間 に , 軽 爆撃 機 は 川崎 ( キ -32), 三 
凌 ( キ -30) の 間 に , 重 爆撃 機 は 三 
間 ( キ -21), 中 島 ( キ -19) の 2 社 の 
間 に , それ ぞ れ 激烈 な 試作 競争 が 行 
な われ , その 結果 , 戦闘 機 は 中 島 の 
キ -27 が 97 式 戦闘 機 と し て , 軽 爆撃 
機 は 三菱 の キ -30 が 97 式 軽 爆撃 機 と 
し て , 重 爆撃 機 は 三菱 の キ -21 が 97 
式 重 爆撃 機 と し て 採用 きれ た 。 な お 
川崎 の キ -32 は 少し お くれ て 98 式 軽 
爆撃 機 と し て 採用 に きま っ た 。 
昭和 12 年 7 月 に 日 華 事 変 が 勃発 し 
た 。 そ れ て で 試作 機 の 増加 の た め 陸 軍 
の 方 針 が 変わ り , これ まで の 競争 試 
作 は や め て , 各社 の 経験 分 野 を 考え 
て , 大 体 川 崎 に は 戦闘 機 と 軽 爆撃 機 , 
三菱 に は 司令 部 偵察 機 と 重 爆 届 機 , 
中 島 に は 戦闘 機 と 重 爆撃 機 を 設計 製 
作 き せる こと に な っ た よう で ある 。 


九 九 双 軽 試作 開始 まで 


以上 の 状況 の も と に 川崎 は , 昭和 
12 年 12 月 末 , 陸軍 か ら 双 発 戦闘 機 ( キ 
-45) お よび 軽 爆撃 機 ( キ -48) の 設 
計 試 作 の 指示 を 受け だ 。 

当時 川崎 は 95 式 戦闘 機 の 生産 を 行 
な っ て お り , また 競争 試作 の キ -32 
が 昭和 12 年 末 に は 98 式 軽 爆撃 機 と し 
て 制式 採用 が きま り , 量産 の 準備 に 
入っ た 時 で , 筆者 な どの 技術 陣 は 小 
休止 の 状況 で あっ た 。 それ で キ -45, 
キ -48 の 設計 主任 に は それ ぞ れ 井町 
技師 (名 古屋 大 学名 営 教授 ) お よび 
筆者 が 当たる こと に な っ た 。 

筆者 は キ -48 の 設計 副 主 任 と し て 


大 和田 技師 (千葉 大 学名 管 教 授 ) を 
選ん だ 。 川 崎 で は 軽 爆撃 機 に つい て 
は 前 に の べた 通り 88 式 , 93 式 , 98 式 
と 設計 製作 を 行なっ て お り , 筆者 自 
身 は フォ ー ク ト 博 士 の 下 で 88 式 お よ 
び 93 式 軽 爆撃 機 の 設計 に 参加 し て い 
る 。 
キ -48 軽 爆撃 機 の 指示 は 大 体 つ ぎ 
の よう で あっ た と 思う 
1. 羨 備 発動 機 は 空冷 式 と する 
( ハ -25 980P グ 2800m) 
2. 速度 性 能 お よび 運動 性 の 良好 
の ご と 
3. 防御 火器 を 充分 に する こと 
4. 航続 距離 は 2000km 以 上 と する 
5. 爆弾 搭載 量 は 400kg 以 上 と す 
る 


第 1 次 大 戦 末 期 の 大 正 7 年 7 月 に 
川崎 造船 所 の 松方 社長 が フラ ンス の 
サル ム ソ ン 社 と の 間 に ラ イセ ンス 契 
約 を し た サル ムン ソン 2 A 2 偵察 機 
は , 後に 陸軍 の 乙 式 偵察 機 と し て 制 
式 機 と な っ た が , その エン ジン は 星 
型 水 冷 式 で ある 。 ま た , 大正 12 年 末 
に 川崎 が ドイ ツ BMW 社 と の 間 に 技 
術 提携 し た BMW- 6 型 は , 12 気 筒 
V 型 の 水冷 式 エ ンジ ン で あっ た 。 後 
者 は 87 式 重 爆 , 88 式 偵察 , 軽 爆 , 92 
式 戦闘 機 に 装備 され , この BMW 
- 6 型 を 川崎 の 手 に よっ て 性 能 向上 
し た エン ジン が , 93 式 単発 軽 爆 撃 
機 , 95 式 戦闘 機 。 98 式 軽 爆撃 機 に 装 
着 さ れ て いる 

この よう に , 川崎 で 試作 また は 生 
産 し た 飛行 機 は いずれ も 水冷 エン ジ 
ン の 一 本 槍 で あっ た 。 冷却 器 そ の も 
の な ら び に 冷却 器 の 租 装 に つい て 
は , いろ いろ と 研究 を 行なっ て お っ 
た が , 空冷 式 エン ジン の 租 装 に つい 
て は は ほとん と ど と 経 験 を も わっ て いな か っ 
だ 。 

こん な わけ で 筆者 ら は た だ ち に 空 
准 式 エン ジン の 租 装 に つい て の 勉強 
を は じ め た よう な 次 第 で ある 。 


基本 設計 一 一 爆弾 倉 の 決定 

キ -48 に つい て は , 単発 か 双発 か 
に つい て は 軍 の 指示 は どちら と も 示 
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され て いな か っ た よう に 記憶 し て い 
る 。 計 算 で 当たっ て みる と , 単発 の 
場合 は 前 年 採用 され た 三菱 の 97 式 , 
川崎 の 単発 軽 灯 撃 機 て い ど の も の と 
な る 。 それ で 双発 型 を 選ぶ こと に し 
た 。 

昭和 8 年 ご ろ ま で の 爆撃 機 (87 式 
軽 燃 、 87 式 重 爆 , 88 式 軽 燃 、 93 式 単 軽 
爆 , 93 式 双 軽 爆 、 93 式 重 爆 ) に お いて 
は , いずれ も 爆弾 は むき だ し の まま 
胴体 下面 、 ま た は 主翼 下面 に 装着 し 
て いる の で , 爆弾 装着 時 の 飛行 機 の 
性 能 は 呼称 され て いる 値 に 比べ て か 
な り 低 下 し て いる (一 般 に は 爆弾 な 
し の 場合 の 値 を 発表 し て いる )。 た と 
くば 97 式 , 98 式 軽 爆撃 機 に お いて 
は , 爆弾 搭載 量 は 300kg (通常) 
ー400kg ( 過 和 荷重 ) と な っ て いる が , 
胴体 の 弾倉 に 収容 で きる の は その 約 
半分 で , 全 弾 装備 の 場合 の 性 能 は か 
な り 低下 し て いる の が か が 実状 で ある 。 
それ で キ -48 に お いて は 全 弾 を 胴体 
内 に 搭載 する こと に し て , 最初 に 着 
手 し た の は 胴体 内 の 爆弾 倉 と 爆弾 の 
配置 に つい て で あっ た 。 

搭載 すべ き 爆 弾 の 量 お よび 種類 
は , 100kgX4,50kgX8,15kgX24 以 上 
と な っ て いる の で , 151 頁 の 図 の よ 
うに 100kg 弾 4 個 を 2 発 並列 と し , 
前 後に 配置 し た 。50kg 弾 は 3 発 並列 
と し て 前 , 中 , 後 の 弾 列 と し た 。 そ 
れ で 弾倉 の 大 き さ は , 長 さ 3200mm, 
幅 900mm。 深き さき 650nmm と な っ た 。15kg 
弾 の 壮 着 に は 特別 な 懸 吊 装置 を 使用 
する こと に し た 。 な お 99 式 双 軽 の 型 
に は 急降下 爆撃 機 の 思想 を 入れ て 


500kgX 1 が 装着 で きる よう に し て 
ある も の と 思う 。 

弾倉 扉 の 開閉 の 方 法 が 問題 と な る 
が , 第 2 図 の よう に 開く と 側面 積 を 
増加 する た め , 爆撃 基線 飛行 の と き 
に 方 向 修正 が 困難 と な り , た め に 爆 
弾 の 命中 率 が 低下 する の で , いろ い 
ろ る 苦心 の 末 , 第 1 図 の よう に 扉 を 二 
重 の くり 上 げ 式 と し た 。 

つぎ は 防御 火器 と 乗員 の 問題 で あ 
る が , 一 般 に 単発 爆撃 機 に お いて 
は , 乗 貞 は 操縦 者 と 爆撃 手 (通信 お 
よび 後方 射手 を か ね る ) の 2 名 で , 
防御 火器 は 前 方 固定 銃 , 後方 旋回 銃 
と な っ て いる の で , 後 下方 に 対し て 
は 全く 無防備 で ある 。 双発 型式 に お 
いて は 前 方 後方 と も に 旋回 銃 を 半 備 
で きる が , 後 下方 は どう し て も 死 射 
界 に な る 。 

設計 図 の 何 枚 目 か に つぎ の 考え に 
到達 し た 。 

胴体 の 後方 を 下面 で 500mm ほ どく 
びら せ て , 射撃 の 場合 に は 第 3 図 の 
よう に 下方 に ロロ を あけ て 射撃 が 出来 
る よう に し , 後 上 方 銃 と 交差 させ る 
と 後方 の 死 射 界 は ほとん ど 除 く こ と 
が 出来 る 。 

この た め 乗 貞 は 前 方 か ら 爆 撃 手 
( 委 前 方 射手 ), 操縦 者 , 通信 手 ( 兼 
後方 射手 ) お よび 後 下 方 射手 の 4 名 
と な っ た が , 前 後 の 乗員 の 連絡 を 可 
能 に する た め , 胴体 の 大 き さ は 高 
2000mm, 幅 1200mm と し て , 右側 に 約 
500m の 通路 を 設け た の で , 後 下方 
射手 は 通常 の 飛行 中 は 機 付 と し て 操 
縦 者 の わき に 位置 する こと が 出来 る 


よう に な っ : だ 。 
土井 武夫 式 主 要 設計 法 


以上 の よう に し て 胴体 内 租 壮 が き 
まっ た の で , それ に 飛行 機 と し て の 
主翼 尾 嘩 を つけ て , いわ ゆる 空力 設 
計 を 行なう わけ で ある 。 

双発 機 に お ける 重要 な 特性 は , 1 
つの エン ジン が 停止 し た 場合 に お い 
て も 充分 飛行 で きる こと で ある 。 そ 
れ て で て 翼 面 荷重 で は な く , 翼 幅 荷重 を 
考え た 。 

幅 荷重 と は 全備 重量 を 主翼 々 幅 
の 2 乗 で 割っ た 値 で , 翼 面 荷重 を 主 
四 縦 横 比 で 割っ た 値 と 等 し い 。 こ の 
翼 幅 荷重 を 低く する こと は 誘導 抵抗 
を 小さ くす る こと に な る 。 プロ ペラ 
機 に お ける 経済 速度 (航続 距離 を 最 
大 に する 速度 ) に お いて は 有害 抵抗 
と 誘導 抵抗 と は 等 し てく な る か ら , こ 
の 値 は 重要 で ある 。 

筆者 は 空力 設計 の 方 針 と し て , い 
つ で も 主翼 の 縦横 比 を 大 きく する こ 
と に つと め た 。 最 終 案 と し て 昭和 13 
年 5 月頃 に きま っ た 設計 諸 元 は つぎ 
の 通り で ある 。 

全備 重量 5800kg 

主軸 面 積 40m 

主翼 々 幅 17.50m 

それ で 主翼 の 縦横 比 は 7.6 と な っ 
た 。 

さき に の べた よう に , 胴体 幅 は 1. 
20m な の で , 主翼 幅 と の 比 は 7 % で 
ある 。 こ の 7 % の 値 は 筆者 が 設計 に 
関係 し た 飛行 機 に すべ て 適用 し て い 
る 。 主 翼 々 幅 を 17.50m と し た の で , 


第 1 図 第 2 図 
2 段 ク リ 上 式 爆弾 倉 扉 普通 の 爆弾 倉 記 
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第 3 図 射 界 


後方 銃 射 界 


第 4 図 形 と 桁 
環 敵 NACA23010 
胴体 取付 部 NACA24015 


人生 エ ンジ ン ナ セル の 間隔 (4.40m) 
| 届 々 幅 の 約 25% と な り , 片 発 飛 
の 場合 有利 と な る 。 

| 水上 面 の 空気 の 流れ を 乱 さ な い 
- め に 。 左右 の エン ジン ナセル は 主 
過 是 面 に 対し て で きる だ け 低 く と り 
1 0 (内 

) ざ に 主 商 の 構造 で ある が , 左右 
っ 上 濃 を 中 央 で 接合 し て 1 枚 軸 と し 
その 上 に 胴体 を 乗せ る 案 は , 主 濾 
り 情 造 重量 の 点 か ら 有 利 で ある が , 
| 浮 に お ける 部 分 製作 の 便利 さき, 並 
り に 将 米 の 発展 型 の 上 か ら , 主 思 を 
骨 休 の 一 部 を な す 中 央 軸 と 左右 主 濾 

) つう の 部 分 に 分 けた 。 中 央 翼 と 左 
和 」 旧 と の 結合 に は 前 後 桁 に 取り 付け 
| 衣 直 購 の 金具 を 使用 し , 片側 で 前 
衝 修 桁 そ を れ ぞ れ 上 下 2 本 の テー パー 
リー ャ ー ボ ルト に よっ て 行なっ て い 


| 選 断 面 の 厚 さ は , 胴体 取付 部 で 
0。 翼 端 で は 10% と し , その 迷 型 
「 | て , 取付 部 で は NACA24015, 
上 滑 で は NACA23010 を 採用 し た 

、 選 型 の 平均 矢 高 線 の 傾斜 が , 
中 付 部 で は 翼 弦 々 長 の 20% で , 翼 端 
115 で 寺 と な る 。 それで 第 4 図 
り ト うに , 前 桁 型 材 の 傾斜 は 付 根 か 
「 選 端 まで 一 定 と な る 。 
偽 桁 は 燃料 タン ク 窒 量 を 大 きく す 
: ため に , で きる だ け 後 方 に 位置 き 
し ころ で , 主翼 面積 を 減少 する 場 
:、 取付 部 か ら 外 方 の 任意 の 位置 
りり 15m ま で ) で 切断 し て も 取付 金 
ロキ -48 の も の を その まま 利用 出 
+ る の で , キ -48 以 後に 設計 製作 し 
\ 45 改 (2 式 双 発 戦 闘 機 , ドニ 32 
b =15.05m, メニ 1.21m,。 N= 
中 機 )。 キ -102 (襲撃 機 ,。 F34mr, 
D 15.55m。 ル =0.96m, N=238 
則 、 キ -108 改 (試作 高々 度 双発 戦闘 
則 、 ド 40m。 b =17.47m。 え = 0, 
2) の 主軸 は いずれ も キ -48 の 
| 選 に 改造 を 加え た も の で ある 。 

- こ に F 主翼 面積 b 三 主 細 々 
喘 、A ん は 主 思 取 付 部 か ら の 切断 距 
間 、N は 製造 数 は 表わす 。 


この 他 , 油圧 装置 に よる 脚 の 引き 
上 げ , フラ ッ プ 操作 , 電動 機 に よる 
弾倉 扉 の 開閉 な どい ずれ も 川崎 と し 
て は 初め て の 試み で あっ た 。 こ と に 
油圧 装置 に お いて は , オイ ル シ ー 
ル ,。 パッ キン グ と し て 必要 な 人 人造 ご 
ム が , わが 国 で は まだ 生産 され て お 
ら な か っ た た だ ため, それ に 代わ る パッ 
キン グ を 見 つけ る た め に さん ざん 苦 
労 し た 。 絹糸 か ら 作 っ た シル ク フ パッ 
キン グ に よっ て 間に合わ せ た こ と を 
覚え て いる 。 


快調 に 進ん だ 設計 ・ 試 作 


細部 設計 に 取り か か っ て か ら 約 1 
年 2 ヵ月 (試作 指示 後 1 年 6 ヵ月 ) の 
後に 第 1 号機 が で き 上 が っ た 。 各 和 務 
原 飛行 場 で 行なっ た 試験 飛行 で も ほ 
と ん ど 手 直し する 必要 が な く , 続い 
て 完成 し た 試作 3 機 も 立川 に て 審査 
を うけ , 14 年 11 月 に 浜松 陸軍 飛行 学 
校 で 実施 され た 爆撃 審査 に お いて き 
わ め て 好成績 を あげ た 。 

これ に よっ て 工場 で は た だ ち に 増 
加 試 作 機 5 機 の 受注 と な り , 15 年 春 
に は 99 式 双 軽 爆撃 機 と し て 制式 機 に 
決定 され , た だ ち に 量産 の 準備 を は 
じ め た 。 試 作 機 と し て は , その 制式 
採用 まで きわ め て 順調 に いっ た こと 
は じつに 異例 と いっ て も よい ほど で 
あっ た 。 

筆者 も 急降下 爆撃 機 に この と き は 
じ め て 同乗 し た 。 ち ょ うど 前 端 の 爆 
撃 手 席 だ っ た の で , 急降下 中 に 地上 
標的 の まわ り に え が か れ た 20m, 50 
m,。100m の 円 環 が 急 に 目前 に せ 
まっ て くる 光景 に は 息 が つま る よう 
7 に つ 7。 - 

審査 の と ちゅ う 筆 者 は ひど い 扇 桃 
腺 炎 に か か り , や む な く 岐阜 に 戻っ 
て 手術 を 受け , 自宅 で 休養 を し て い 
た と ころ , 部 下 の 松 尾 君 が た な ず ね て 
来 て , 筆者 の 顔 を 見 る な り , 

「 和 驚い て は いけ ませ ん よ 」 

と 言う 。 な に か 浜松 で 事故 が あっ 
た の だ と 直感 し た が , 報告 は 爆撃 審 
査 に 参加 し た 第 3 号機 が 不時着 を し 
て 大 破 し た が , 幸い 乗 貞 は 無事 で 


第 5 図 主要 取付 部 
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て る 
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欄外 要 


前 桁 接続 金具 

主翼 は 中 央 翼 (胴体 内 に 収納 ) と 外 
現 ( 左 現 と 右 環 に 分 割 ) に 分 けら れ 
て いて 、 左 右 各 4 コ の 接続 金具 に 
よっ て それ ぞ れ 固定 され る 。 使用 す 
る ボル ト は 、 テ ー パ ー し た シャ ー ボ 
ルト ( 郊 断 応力 を 強化 し た ボル ト ) 
で ある 。 


あっ た と の こと だ っ た 。 

審査 中 に この よう な 事故 が ある 
と , あま りお も し ろく な い 結 果 に な 
る も の で ある 。 し ば らく 後に 筆者 は 
浜松 飛行 学校 の キ -48 爆 撃 審 査 報告 
を 読む 機会 が あっ た が , キ -48 は 編 
隊 爆 撃 , 水平 爆撃 , 急降下 爆撃 の い ず 
れ に お いて も , 90% 近 い 成 績 を 示し 
た と あっ た 。 苦心 し た 弾倉 扉 の 開閉 
が 爆撃 飛行 中 の 安定 に 寄与 し た の だ 
ろう と , う れ し く て た ま ら な か っ た 。 

な お , 審査 中 の 第 1 号機 が 水平 尾 
翼 の フラ ッ タ ー を 起こ し た が , 主 異 
の 洗 流 に よる も の と わか り , 水平 尾 
届 を 400mm 上 方 に あげ る と と も に , 
胴体 後部 を 補強 する こと に よっ て 解 
決する こと が で きた 。 


耐 察 飛行 と イモ グリ ー ス 


16 年 の 冬 , 満州 に お いて 耐寒 飛行 
が 行なわ れ , この と き キ -48 も , 寒 
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け , 帰 量 で きた の は 1 機 と いう 悲惨 
な 結果 と な っ て し まっ た 。 

翌 25 日 の 75 戦 隊 の レイ テ 鑑 間 攻 撃 
も 単独 進攻 と な り 敵 艦船 数 隻 を 炎上 
させ た も の の 9 機 中 3 機 が 帰ら ず , 
この 結果 , 双 軽 隊 の 攻撃 は 払 暁 , 薄 
暮 , 夜間 に 限定 され る こと と な っ 
た 。 そして, 両 戦隊 は 11 月 11 日 まで 
連夜 , レイ テ の 敵艦 船 や タク ロバ ン 
飛行 場 の 攻撃 を 続け た の ち , 内 地 に 
帰 明 し た 。 ま た , 208 戦 隊 は 薫 空 抵 
隊 の プラ ウェ エン 飛行 場 強行 着陸 を 実 
施し た の ち , 2 月 下旬 に 台湾 に 後退 
する まで レイ テ , リン ガ エ ン 湾 な ど 
で 健闘 し た 。 

双 軽 特攻 の 先駆 け と な っ た 万 条 隊 
は 旬 田 陸軍 飛行 学校 で 編成 され た も 
の で , 11 月 12 日 , 第 1 陣 の 4 機 が レ 
イ テ 湾 口 で レイ テ に 向かう 艦船 群 に 
突入 , 大 型 2 隻 と 小型 1 隻 に 命中 し 


直後 の 昭和 16 年 12 月 下旬 の ラン グ 一 
ン 航空 撃 減 戦 で は じ し ま っ て いた が , 
双 軽 隊 が ビル マ 航 空戦 に 加わ っ た の 
は 17 年 に 入っ て か ら で , 比島 か ら 転 
じ た 8 戦隊 が 20 年 5 月 上 旬 に ビル マ 
航空 戦 が 終了 する まで 3 年 半 に わ 
た っ て 戦い 続け た ほか , 飛行 第 34 戦 
隊 が 18 年 3 月 か ら 翌 年 2 月 上 旬 ま で 
の 間 , ビル マ で 戦っ て いる 。 

双 軽 隊 の 最初 の 戦い は 17 年 2 月 3 
日 払 暁 の ラン グー ン 郊 外 の ミン ガラ 
ドン 飛行 場 攻 撃 で , 以後 , 雨季 に 入る 
直前 の 5 月 末 ま で の 間 , 8 戦隊 は ル 
号 作戦 (ラン グー ン , ト ング ー な ど ビ ル 
マ 南 部 地区 の 航空 撃 減 戦 )、 マ 号 作戦 
( 同 )、 ラン グー ン 攻 略 戦 協力 航空 作 
戦 , マ グ エ , ア キャ ブ な ど ビ ル マ 中 ・ 
北部 の 航空 撃 減 戦 . ビル マ 北 部 追撃 
戦 協力 , 雲南 省 方 面 の 補給 路 攻撃 な 
ど に 活躍 し た が , 雲南 省 の 龍 陵 , 
ラー モ 付 近 は 山 また 山 の 連 
続 で 地形 が 険しい うえ , 天 
候 が 如 く 宙 雲 が 低く た れこ 
。 め て いた た め , 運動 性 の 優 
れ た 99 双 軽 で も 対地 攻撃 は 
困難 を きわ め た と いう 。 
ビル マ 周 辺 地区 航空 撃 減 戦 

雨季 の 間 、 ビル マ 方 面 の 
航空 部 隊 は マレ ーー 方面 へ 後 
退 し て 整備 と 訓練 を 行なっ 
て いた が , 10 月 1 日 , 雨季 
sm 。 が 明け る と , 印 支 空 輸 路 を 
- 遮断 する た め の ビ ル マ 周 辺 


攻撃 、 地 上 軍 支 援 な ど は ば ひろ い 活躍 を し た 刀 九 双 軽 地区 航空 撃 減 戦 が 開始 さ 


た の に 続い て , 15 日 と 12 月 20 日 に 各 
1 機 が 突入 し た 。 旭 光 隊 と 若桜 隊 は 
75 戦 隊 で 編成 され た 特攻 隊 で , 加 光 
隊 は 12 月 15, 16, 21, 29 日 , 20 年 1 
月 6 日 , 12 日 の 6 回 , 若桜 隊 は 12 月 
20 日 。 1 月 7 日 の 2 回 突入 し て い 
る 。 


本 領 発 揮 の 第 8 , 34 戦 隊 


ビル マ 航 空戦 の 開幕 
ビル マ 方 面 に お ける 航空 戦は 開戦 
140 九 九 双 軽 か く 戦 えり 


れ , 翌 18 年 の 雨季 入り まで 
の 間 , 4 次 に わた っ て 実施 され た 。 
雨季 明け と と も に この 作戦 の 準備 
を 進め な が ら , ラン グー ン ・ ア キャ 
ブ 間 の 輸送 船団 の 挫 護 に あたっ て い 
た 8 戦隊 の 第 1 撃 は 10 月 25 日 の チン 
スキ マヤ 飛 行 場 攻 撃 で , この 攻撃 で は 
主力 は 水平 爆撃 を 実施 し た が , 第 4 
中 隊 は , か ね て か ら 訓 練 を 重ね て き 
た 独特 の 低空 緩 降 下 爆撃 で 大 き な 成 
上 を お さめ た 。 以後 イン ド の チン 
スキ ヤ , フェ ン ニ イ , チッ タゴ ン , 
中 国 の 雲南 駅 , ビル マ の アキ ャ プ ブ な 
ど 飛 行 場 群 や 軍事 施設 の 攻撃 を 反復 


し た ほか , 地上 部 隊 の アキ ャ プ ブ 作 戦 
に 協力 し て お り , 18 年 1 月 19 日 夜 に 
は イン ド の 要衝 カル カッ タ に 進攻 , 
石油 基地 を 炎上 させ て いる 。 

この 間 , 17 年 10 月 中 旬 に は 新式 の 
99 双 軽 2 型 を 装備 し た 新編 の 飛行 第 
34 戦 隊 も 戦い に 加わ り , 10 月 20 日 の 
奏 自 攻撃 を 手 初 め に 雲南 省 方 面 の 要 
地 攻撃 や アキ ャ ブ 地 上 作戦 協力 や 周 
辺 地区 航空 撃 減 戦 に 活躍 し た が , こ 
の 34 戦 隊 の 配属 に より ビル マ 方 面 の 
双 軽 隊 の 戦力 は 大 幅 に 強化 され た 。 

な お , 4 月 26 日 , 雲南 駅 南 飛行 場 
へ 進攻 し た 両 戦隊 は 奇襲 に 成功 , 20 
数 機 を 撃破 し た が , この 時 , 在 支 米 
空軍 司令 官 シ エン ノー ト 少 将 が 同 飛 
行 場 を 視察 中 で , 少将 は この 空襲 で 
負傷 し た と いう 。 
反攻 撃 砕 航空 作戦 

や が て , 18 年 の 雨季 が 明け , 11 月 
9 日 の イン パー ル 奇 襲 で 雨季 明け 後 
の 双 軽 隊 の 作戦 の 幕 が 切っ て 落と さ 
れ た 。 雨 李 の 間 に 8 戦隊 も 99 双 軽 2 
型 に 改変 され て お り , 両 戦隊 は 周辺 
地区 の 飛行 場 攻撃 。 成 力 偵察 な ど に 
活躍 重 爆 隊 を うわ まわ る 戦果 を あ 
げた が , 19 年 2 月 上 旬 , 34 戦 隊 は 南 
東方 面 に 転じ た 。 

ふた た び , この 方 面 唯一 の 双 軽 部 
隊 と な っ た 8 戦隊 は 第 2 次 アキ ャ プ 
作戦 協力 航空 作戦 , イン パー ル 作 戦 
な ど 協 力 航空 作戦 に 参加 , 敵 部 隊 , 
飛行 場 等 の 攻撃 , 偵察 , 友軍 に 対す 
る 物量 投下 な ど に 活躍 し た 。 し か 
し , 敵 の 反攻 は 激烈 で , 7 月 初め , 
イン パー ル 作 戦は 中 止 と な っ た 時 , 
ビル マ は すでに 雨季 に 入っ て いた 
が , 今回 は 完全 な 雨季 態 勢 を と ら ず , 
兵力 の 一 部 ( 双 軽 は 4ー5 機 ) を ビ 
ル マ に 残し て 作戦 を 続行 させ た 。 
ビル マ 航 空戦 の 終幕 

19 年 の 雨季 明け 後 の 双 軽 隊 の 戦い 
は 10 月 27 日 夜半 の ミー トキ ー ナ 西 飛 
行 場 攻撃 で 幕 が 切っ て 落と され た 。 
以後 8 戦隊 は 昆明 , 雲南 駅 . ミー ト 
キー ナ , バー モ な ど に 対す る 進攻 を 
反復 する いっ ぱ ぽう, 地上 部 隊 の 戦い 
に 協力 し て アキ ャ ブ な ど 各 地 の 飛 行 


を は じ め , 敵 部 隊 , 陣地 , 車両 , 
乃 座 集積 所 , 艦船 な どの 攻撃 に 奪 闘 
『 統 た 。 こ うし た 攻撃 は , 少数 機 
ト る 夜間 の 奇襲 が 主 に な っ て いた 
、 そ の つど か な り の 成果 を お さめ 
いる 。 し か し , 戦局 を 逆転 する こ 
「 は で きず , 5 月 上 旬 を も っ て ビル 
(お ける 航空 戦は 幕 を 閉じ た 。 


夫 戦 の 挫 護 を うけ 出撃 


車 部 曽 印 か ら バ ンダ 海 , 西部 ニュ 
ニア , オー スト ラリ ア 北 岸 へ か 
「 で の 地域 で 活躍 し た 双 軽 隊 は 飛行 
75 湯 隊 で 17 年 秋 以 降 , 主として チ 
ル 記 周辺 海域 や バン ダ 海 方 面 の 
選民 や ジャ ワ ・ チ モー ル 間 の 船団 誠 
ハル マ ヘ ラ 方 面 の 船団 護衛 な ど 
作 事 し た ほか , 18 年 6 月 20 日 に は 
IO0 門 重 燃 隊 と と も に オー スト ラリ 
りう ダ ー ウ ィ ン 攻 撃 を 敢行 し た 。 
さら に , 9 月 27 日 に は 海軍 の 究 戦 
ずら れ て オー スト ラリ ア 西 北岸 の 
ッ イ ス デ ー ル に 進攻 し て いる 。 ま 
19 年 初め に は 兵力 の 一 部 を 
- ギ ニア の ホー ラン ジア に 派遣 
こと も あっ た が , 西部 ニュ ー ギ 
"方 面 に 対す る 敵 の 反攻 上 開始 後 は 
ラン ジア , ビア ク 島 」。 ヌン ホル 
局 、 モ ロタ イ 島 と 進攻 し て くる 敵 
・ 員 え 帆 っ て 春闘 し た 。 
南東 方 面 | 
ロモ ン 諸 島 か ら ビ スマ ルク 諸 
東部 ニュ ー ギ ニア 方 面 に か け て 
選 域 に 進出 し た 最初 の 双 軽 隊 は 飛 
| 45 戦 隊 (1 型 ) で , 18 年 1 月 に 
バウ ル に 進出 し た 。 初 出撃 は 1 月 
日 の 信号 作戦 (が ダル カナ ル 島 撤 
作戦 ) 支援 の た め の 第 2 次 恒 問 航 
選 滅 戦 で 、 その 後 も 何 回 か が 島 飛 
| 場 攻 撃 を 実施 し た が , 撤収 終了 後 
! 廊 骨 の 矛先 を ニュ ー ギ ニア に 転じ 
「 ッ や ブナ の 飛行 場 、 オロ 湾 の 艦船 
電 陸 点 な ど に 対す る 攻撃 を 繰り 返 
て いた が , 攻撃 は 少数 に よる 払 
、 人 夜間 , 薄暮 の 行動 が 主 だ っ た 。 


僚機 を 左 航 に みて 攻撃 に むか う 九 九 双 軽 の 編隊 


18 年 5 月 上 旬 , 飛行 第 208 戦 隊 
(2 型 ) が ニュ ー ギ ニア の ブー ツ に 
進出 15 日 に は 45 戦 隊 と と も に サラ 
モア 前 面 の 敵 に 攻撃 を 加え た 。 以 
後 、 両 隊 は , 両 隊 協同 ある い は 単独 
で 地上 作戦 の 支援 , 各地 の 敵 飛行 
場 , 敵 部 隊 , 軍事 施設 な どの 攻撃 , 
偵察 , 物量 投下 な ど に 活躍 を 続け た 。 
6 月 か ら 7 月 に か け て 2 型 へ の 改 
変 を 実施 し た 45 戦 隊 は 10 月 まで 健 
を 続け た が , 同月 下旬 ニュ ー ギ ニ 
ア を 去っ た 。 この 方 面 唯一 の 双 軽 隊 
と な っ た 208 戦 隊 は , その 後 , 19 年 
3 月 下旬 まで , フィ ン シ ュ 方 面 の 敵 
の 攻撃 , マー カス 河谷 方 面 の 飛行 場 
や 艦船 の 攻撃 ,。 グン ビ 岬 に 上 陸 し た 
敵 の 攻撃 」、 ニ ュー ギニア 沿岸 の 哨戒 
な ど に 春 開 し て お り , 18 年 12 月 21 日 
の マー カス 河谷 の 艦船 攻撃 の よう に 
戦闘 機 隊 に 守ら れ て 進攻 し た 9 機 が 
激しい 対空 砲火 と 敵 戦 闘 機 の 攻撃 の 
中 で 爆撃 を 敢行 , 小型 輸送 船 20 隻 を 
撃沈 する と いう 大 戦果 を あげ , 全 機 
無事 帰 時 し た こと も あっ た が , 全般 
的 に 見 て 苦し い 戦 い の 連 続 で あっ 
た 。 そし て , 3 月 下旬 , 西部 ニュ ー 
ギニア の ホー ラン ジア に 移動 し た 直 
後 , 敵 の 大 空襲 で 兵力 の ほとん ど を 
失っ て し まっ た 。 


沖縄 戦 で は 16・90 両 戦隊 の 一 部 が 
( 各 10 機 ) が 新 田原 を 発進 基地 , 朝 
鮮 の 群 山 を 後方 機動 飛行 場 と し て 展 


開 , 4 月 18 日 か ら 5 月 下旬 まで の 
間 , 10 回 に わた り 北 ・ 中 飛行 場 の 在 
地 機 と 集積 資材 の 攻撃 を 実施 し た 。 
5 月 上 旬 ま で は 損失 は 皆無 で も あっ た 
が , 中 旬 以 降 は 敵 の 夜間 戦闘 機 の 活 
動 が 活発 化し た た め 5 機 を 失っ た 。 
満州 方 面 で は 香港 攻略 作戦 参加 
後 。 内 地 へ 帰っ て 99 双 軽 に 改変 し た 
45 戦 隊 が 3 月 頃 か ら 11 月 に 南東 方 面 
へ 投入 され る まで の 間 , 白 城 子 に 展 
半 し て いた ほか, 208 戦 隊 も 南方 転 
用 を 命ぜ られ る まで 桃 南 に 展開 し て 
お り , 20 年 7 月 に は 第 23 教 育 飛行 隊 
が 高 練 と と も に 双 軽 10 機 を 保有 。 
朝鮮 方 面 で は 20 年 5 月 に 16 戦 隊 が 
平壌 へ 配備 され , その 一 部 は 沖縄 戦 
に 参加 し た が , 主力 は 船舶 攻撃 の 訓 
練 を 重ね な が ら 4 式 重 爆 へ の 改変 準 
備 を 進め て いた が , 終戦 まで に 受領 
し た 4 式 重 爆 は 1 機 に すぎ ず , 終戦 
時 の 兵力 は 99 双 軽 30 機 で あっ た 。 
北東 方 面 で は 八戸 で 訓練 を 重ね て 
いた 飛行 第 3 戦隊 が 17 年 6 月 初旬 , 
樺太 の 落合 飛行 場 の 完成 と と も に , 
ここ に 進出 , 19 年 6 月 に 南方 進出 を 
命ぜ られ る まで の 間 , 樺太 , 千島 方 
面 の 警戒 に 従事 し て いた 。 
双 軽 隊 最 後 の 活躍 
20 年 8 月 15 日 早朝 , 南 苑 を 出撃 し 
た 90 戦 隊 の 双 軽 22 機 は 張 北 北方 地区 
に 侵入 し て きた ソ連 機甲 部 隊 を 迎え 
撃ち , 単機 ご と の 急降下 爆撃 で 敵 に 
相当 の 被害 を 与え , 99 式 双 軽 の 最後 
を 節 っ た 。 
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@ 厳し い 訓 練 の は て 誇 


り と 威信 を か け て 飛び 


た つた 搭乗 員 が つづ る 涙 と 哀 歓 の 偵察 日 誌 / 


万 県 へ 昼 問 長 距離 爆撃 行 


九 九 双 軽 に 機種 の 改変 を 完了 し 北 
支 彰 徳 に 集結 し た 飛行 第 16 戦 隊 は , 
18 年 春 , 大 行 作戦 に 協力 の た め 新 機 
種 の 訓練 を 兼ね , 大 行 山脈 地区 の 敵 
地上 軍 の 爆撃 , 黄河 々 上 に 武 壮 ジャ 
ンク の 攻撃 と 。 まったく 内 地 の 爆 撃 
機 に お ける 訓練 と 同じ よう な 単発 投 
下 の 急 降下 爆撃 で 至極 の ん き な 攻 撃 
の 毎日 を 送っ て いた 。 し か し ここ は 
戦場 、 こ の よう な お だ や か な 日 ば か 
り は つづ か な か っ た 。 

7 月 24 日 , 夏季 航空 作戦 に 参加 の 
た め 戦 隊 は 漢口 に 進出 , 敵 の 後方 基 


地 , 航空 基地 を 攻撃 する こと ! 


と な っ た 。 も ちろ ん この 頃 に : 
な る と , 在 支 米 空軍 も 戦力 を ! 
逐次 た くわ え , 成都 , 蘭州 。 : 
重慶 周辺 の 前 進 飛行 場 に 相当 : 
数 の 戦闘 機 を 配置 し . わが 地 : 
上 軍 の 前 線 に その 姿 を 見 せ 始 】 


め た 。 北 支 の 戦場 と は 異な り | 寺 昧 基 W/ 7 / 
失 : (さき 


この 漢口 は 何 か 殺 伐 と し た 想 : 
張 感 が みな ぎっ て いた 。  : 

8 月 2 日, 飛行 第 25 戦 闘 隊 
と 協同 で 揚子江 上 流 の 万 県 の : 
軍需 集積 基地 の 攻撃 が 下 令 され た 。 
重慶 周辺 に は すでに 在 支 米 空軍 の 戦 
力 が 増強 され て お り , 戦闘 機 の 強 撃 
は 必死 で も る 。 さ ら に , 戦隊 行動 の 
長 距 離 爆撃 は 初め て の こと で も あ 
り , 身 の 引 き し ま る 思い が する 。 

も ちろ ん , 数 日 前 か ら こ の 計画 の 
内 示 を 受け て お り , 戦隊 は こぞって 
この 準備 に 没頭 し た 。 目 標 の 万 県 は 
大 際 中 央 より 後退 し た 国府 軍 の 天守 
開 と も いえ る 重慶 を 囲 続 する 外郭 陣 
地 と し て は 最大 の も の で あり , か つ 
また 洞庭 湖 周辺 に 頑強 に 抵抗 を つづ 
ける 敵 地上 軍 の 最大 の 補給 基地 で も 
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あっ た 。 

。、 支 那 派遣 軍 は 18 年 6 月 に 発動 し た 
湘 桂 作戦 の 第 1 次 目標 で ある 射 漢 
線 浴 線上 の 長沙 は 手中 に 入れ た も の 
の 西部 山岳 地 帯 に 敵 居 し 訂 動 す る 
敵 に , 一 進一 退 の 戦況 に 追い こま れ 
て いた 。 

この 作戦 を 有利 に 進め , 戦局 を 打 
鐵 す る た め に 後 橋 と な っ て いる 万 県 
を 徹底 的 に た た き , 補給 を 断つ こと 
が わが 航空 部 隊 に あたえ られ た 任務 
で あっ た 。 

これ まで 重慶, 成都 , 蘭州 , 四川 省 , 
際 西 省 の 奥地 へ の 攻撃 は 重 爆 隊 の 攻 
撃 範 界 で も あっ た が , この 戦線 に は 南 


渦 際 指揮 倍 号 水 恒 


方 より 第 60 重 爆 戦隊 が 1 コ 戦隊 増派 
され た の み で あり , われ われ 軽 爆 隊 
が 実行 し な けれ ば な ら な い 最初 の 試 
み と な っ た 。 攻 撃 に つい て は , 第 25 戦 
隊 の 控 護 を た の むための 協同 行動 に 
つい て の 打ち 合わ せ , 各 隊 の 操縦 者 
に 対し て は 進攻 に つい て 兵 要 地 誌 に 
も と づく 教育 , 万 県 に 対し て の 各 中 
隊 の 攻撃 分 抽 , 整備 に つい て は 発動 
機 機体 の 入念 な 整備 点検 爆 装 は 火 
網 で 目標 を 捕捉 する 建前 か ら 15 キ ロ 
瞬発 信管 を 各 機 25 発 あて 装備 する 。 
武装 は 後 上 方 , 前方, 後 下方 と も 対戦 
闘 機 戦闘 は 必死 と みて の 整備 に 万 全 


1 
に ーー ロー ュー マー ヘー 
行 方 向 


を 期し た 。 開 戦い らい た び 重 な る 戦 
闘 を 経験 し て きた わが 戦隊 も , 奥地 
進攻 と いう 異な っ た 型 の 攻撃 に , ま 
っ た く 初 陣 の よう な さわ ぎ で ある 。 

さて , 進攻 の た め の 航 路 の 選定 で 
ある が , 漢口 周辺 は 敵 の 密偵 が 多 
く , 発着 する 航空 機 は すべ て 敵 方 に 
通報 さま れ て いる と いう の で , 今日 の 
よう な 戦隊 全力 が 出動 と あれ ば , と 
う ぜん 漢口 を 発進 し た 時 点 で 重慶 地 
区 に 対応 の 措置 が と られ る こと は 明 
ら か で ある 。 そこ で 行動 の 爽 路 を 行 
な うた め , 漢口 基地 か ら の 戦隊 全 
機 。 予備 機 を ふく め た 31 機 は 上 空 に 
お いて 戦隊 の 編隊 を 組み , 真 北 の 信 


: お いて 変 針 、 莉 門 の 仮設 飛行 
: 場 に お いて 補給 の 後 , 直 路 万 
: 県 に 進攻 する こと に 決定 し 
: た 。 

8 月 24 日 午後 3 時 整備 き 


| | 貞和 合戦 長 の 出 軸 命令 の 
/ |! 下 達 を 受け る 。 華 中 の 日 差し 
i は こと の は ほか 暑く , 飛行 幅 の 


信号 板 の 上 げ 下 げに よっ て : As 
埋 胃 時 の 各種 合図 が で きる :「! 則 に 汗 の 流れ 落ち る の を 感 


ーー : ず する が , な ぜ か 厚 さ は 感じ な 


い 。 これ も 繁 張 の た めで あろ うか 。 

いよ いよ 全 機 一 斉 に 始動 , 末 音 は 
飛行 場 い っ ぱい に ひろ が り 壮 観 この 
上 も な い 。 わ が 中 隊 は 第 2 中 隊 の 戦 
隊長 搭乗 中 隊 に 次 いで 発進 , 残留 す 
る 整備 隊 の 見 送り に 応え る が , この 
よう な 離陸 風景 は 絶え て 久しい こと 
家 。 

滑走 路 出 発 線 に つき ブレ ー キ を か 
け レ バー 全開 , ブー スト 零 , 回 転 は ぐ 
ん ぐん 上 が り 両 エン ジン と も 人 快調 な 
爆 斉 を あげ る 。 ブ レー キ を 解除 する 
や 愛 機 は スル スル と 発進 , また た く 
間 に 高 度 を 上 げ , 僚機 の 集合 を 確認 


) つ 戦隊 空中 集中 地点 に 向かう 。 
に つない 真夏 の 大 陸 の 空 は 紺 百 
色 で 美しく , 赤褐色 の 大 地 は 際 

! 5 なく ひろ が り , 左手 は る か 霞 の 

! 廊 に 狐 と し た 山並 み が 望 見 出来 
あの 山脈 の 奥地 に 目指 す 万 県 が 

ぃ る の だ と 思う と 身 ぶ る い が す る 。 
れ が 武者 な せる いと いう や つか 。 

合 隊 の 市 街 地 を 過ぎ , さら に 北進 
|) る こと 数 分 , 大 きく 方 向 を 転じ 補 
店 の た め 痢 門 に 向かう 旋回 を 開始 し 
に 時 、 諾 3 中 隊 の 編隊 に と つ ぜ ん 混 
中 の 起き た の が 目 に は いっ た 。 最 左 
の 2 機 が も つれ 合う よう に し て 反 
y. 洛 下 し て 行く 。 あ っ , 接触 事故 

貴 間 の 出来 事 で あっ た が 壮 途 に 

バ 骨 の この 事故 今 の 今 ま で と も 
に 計り 合っ て いた 10 名 も の 戦闘 具 を 
っ て し まっ た 。 悲し み と い う よ り 

ん な 事 で 命 を 失っ た 戦友 た ちの 

中 念 が 偶 ば れる 。 

陣 が まだ 高い 痢 門 に 着陸 し た 時 
!、 途中 の 不祥事 を 知ら ぬ 先 道 整備 
部 隊 の 手順 の よい 補給 活動 に 追い 立 

られ , 広野 の 真 具 中 の アン ペラ 掛 
り の 小屋 に 出陣 前 夜 の 夢 を 結ぶ こと 

な る の だ が , 目 が さえ て 眠る に 眠 
られ な い 。 

只 前 は いよ いよ 攻撃 の 日 。 朝 モヤ 
) 7 ち 込 め る 中 を つぎ つぎ に 離陸 , 
「 旧 上 空 で 空中 集合 を 終わ り , 針路 
・ 貞本 に 向け る 。 こ の ころ , 挫 座 戦 
省 衣 も 1000 メ ー ト ル 位 上 冠 の 堪 後方 
随伴, 進攻 態勢 を 組ん だ 。 まさに 
此 風 堂々 の 大 編隊 の 進攻 だ 。 

子 江 が 急 に その 河 幅 を せ ば まる 
「 山岳 地帯 に な る 。 飛行 高度 は 3000 

トル で ある の に 山頂 に 触れ ん ば 

りり の 感じ が する 。 揚子江 右岸 の 山 

員 か ら と つ ぜ ん 白 煙 が 立ち の ぼっ 
つぎ の 山 , さら に つぎ の 山頂 と 

中 米 の 数 が 増し て 行く 。 の ろ し に よ 
> 年 の 合図 で も ろう 。 ま た 江上 に 
し 放 多 く の 船舶 の 航行 が ある か ら に 
は 人 線 に よる 連絡 も し て いる こと で 
ちろ う 。 ま だ 目標 の 万 県 まで は 250 
いり リ あ の 

- う な る と 昼間 で も あり , 奇襲 は 


期待 で き な い し , 
遂 撃 の 態勢 も 万 全 
で あろ う 。 やはり 
強 競 だ , と 思う と 
昨日 来 の 秘匿 行動 
が な に か 無駄 の よ 
うに 思え る が , む 財 
し ろ こ の 方 が 肝 が 
すわ っ た 感 が する 
の も 妙 だ 。 上流 に 
進め ば 進む ほど 失 
子 江 の 河 幅 は せま 
〈 く な る 。 両 央 は 切 「 
り た っ た 断崖 で , 
万 光 の 山 , 千 例 の 
谷 の 形容 その も の で ある 。 

万 県 間近 し 。 戦 闘 隊形 に 入る 。 各 
機 は 密集 隊形 と し 各 射 手 は 配置 に 就 
く 。 捧 護 戦闘 機 は 先行 し て は る か 前 
方 に 位置 し , 索敵 に 入っ て いる よう 
だ 。 と 左前 方 に 黒点 が 3 つ 4 つ 見 え 
て きた 。 敵 戦闘 機 だ と 確認 する 間 も 
な く , 左前 上 方 に あっ た わが 戦闘 機 
が これ に 対し て つっ こん で 行っ た 。 
敵 1 機 に 対し わが 方 の 戦闘 機 は 3, 
4 機 の 割 で も あり, この 戦闘 は 明 間 に 
決着 が つい た らし い 。 

揚子江 左岸 の 山並 み が 切 れ , 市 街 
地 が は る か に 見 える 。 目 指す 万 県 。 
戦隊 長 の 指令 に より 各 中 隊 は 単 縦 陣 
と な り , 目標 に 突き 進む 。 高 度 4000 
メー トル , 比 高 (現地 と の 実際 の 高度 ) 
は 3000 メ ー ト ル で は な か ろう か 。 

万 県 の 街並み が 近く に みえ る 。 戦 
隊長 編隊 は 市 街 地 東端 に 向かっ て い 
る 。 わ が 中 隊 は 市 街 地 西端 の 倉庫 群 
が 目標 だ 。 い よい よ 戦 闘 開 始 。 爆 弾 
倉 開 扉 の 信号 を 送り : 揚子江 右岸 よ 
り 目標 に 向かっ て 緩 降下 の 態勢 に 
入っ た と た ん , 後 上 方 射手 より 耳 に 
つけ た 伝 声 管 に 「 敵 戦闘 機 !] と ど 
な る 声 。 姿 は 見 を え を ない が , わが 戦闘 
機 の 間隙 を 縫っ て よく も 近寄っ て き 
た も の だ 。 

後 上 方 の 機関 怒 が ダッ ダッ ダッ と 
うな り を あげ る 。 近 くま でき て いる 
の だ ろう が , 見 えな いも の ほど 気味 
の 悪い も の は な い 。 思 ず 握 っ て いる 


爆弾 倉 選 を 開き 50 kg 爆弾 を 投下 し た 瞬間 の 九 九 双 軽 


操縦 樺 に 力 が 入る 。 黒い も の が 右 後 
方 より わが 編隊 の 前 を スー ッ と 横 
切っ た 。 つ づい て 尾 四 に 赤 斜 線 の 和 隼 
2 機 が これ を 追撃 し て 左下 方 に つっ 
こん で 行っ た 。 あ の 敵 機 も 間もなく 
奈落 の 底 に 落ち こん で 行く の だ ろ 
う 。 客 心して 攻撃 出来 る の も 直 控 機 
の お か げ , 力 の 差 を 見 せ た 一 場面 で 
あっ た 。 

降下 を つづ け 高 度 2500 メ ー ト ル , 
目標 は 眼下 で ある が 予期 し て いた 高 
射 砲 の 弾幕 は まっ た く 〈 見 当たら な い 
の で 変 だ 。 変 ど だ と 思っ て いた と た 
ん , 高射 機関 怒 の 数 多い 弾幕 が 2000 
メー トル の 高度 の と ころ に 一 斉 に 開 
花 し た 。 だ が , 目標 は は っ きり と と 
ら を だ 。 

いよ いよ 突撃 開始 。 高 度 は で ん ぐ 
ん 下がる 。 高度 1500 メ ー ト ル , 操縦 
樺 の 爆弾 投下 ボタ ン を グッ と 押す 。 
地上 砲火 は 烈 だ 。 被 弾 機 は 出 た だ 
ろう か と 和 案 ずる が , 僚機 を ふり 返る 
余裕 すら な い 。 そ の まま つっ こみ , 
市 街 地 北方 に 向かい 全速 で 回 避 す 
る 。 地 上 か ら の 機関 砲弾 が 耳元 を か 
すめ る 。 後 方 射手 より 「 全 弾 命中 」 
の 声 が 耳 に 入り , アッ , 攻撃 は 成功 
し た ん だ 。 ホ ッ と する と 同時 に 緊張 
が 解け た の か 両 忌 が ひど 〈 く 痛い 。 よ 
ほど 力 が 入っ て いた の だ ろう 。 

低空 回 避 で 万 県 北方 の 縁 の 山々 が 
眼 の 前 に 迫っ て くる 。 授 次 上 昇 を つ 
づけ 右 に 旋回 する と 万 県 の 市 街 地 か 
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ら は 填 煙 が た ちの ぼり , 街 の 全容 が 
定か に 認め られ な い 。 燃料 倉 庫 の 爆 
発 で あろ うか , と き お り 紅 蓮 の 炎 が 
書 煙 の 中 に 光る の が 望 見 され た 。 予 
定 通 り 揚 子 江上 に 戦隊 の 集合 を 終わ 
り , 直 路 漢口 に 針路 を と る 。 

わが 中 隊 に は まっ た く 〈 く 被害 な く , 
見 渡し た と ころ 戦隊 に お いて も 損害 
は 皆無 の よう だ 。 捧 護 戦闘 機 戦隊 は 
相当 数 の 戦果 を 挙げ た の で あろ う 。 
意気 揚々 と し て 戦隊 の 側 上 方 に つき 
そっ て いて くれ る 。 


死地 を 見 た 安康 へ の 夜間 爆撃 


南方 各地 の 戦局 は 日 に 日 に 我 に 不 
利 な 状況 に 入り , 米 軍 反撃 の 速度 を 
増し , 悲 報 の と どか な い 日 の な い 昭 
和 19 年 夏 、 大 陸 に お いて も 在 支 米 空 
軍 は 新鋭 機 P38, P51 を 増強 , こ の 戦 
域 の 制空権 奪取 の 挙 に 出 て きた 。 こ 
れ に 対抗 する わが 戦闘 隊 も 損耗 は な 
は だ し く , ある い は 南方 地区 に 転出 
し , 授 次 圧倒 され よう と し て いる 。 

また , B29 は この 機 に 乗じ 成都 周 
辺 に 集結 し , 九州 地区 の 空襲 を 連日 
強行 する 行動 を と り だ し た 。 

まず 戦隊 は 恒 間 大 動 する 敵 戦 闘 機 
を 在 地 の 状態 で 捕捉 せん め つ する 有 目 
的 を も っ て , 8 月 2 日 , 夜間 に 乗じ 
その 根拠 基地 と され て いる 安康 を 急 
襲 す る こと に 決し た 。 尽 間 は ほとん 
ど 敵 戦闘 機 に より 行動 を 制約 され , 
か つ 直 捧 戦 闘 機 の 随伴 を 望め な い 今 
と な っ て は , 独力 進攻 する 場合 は 暗 
開 に 頼ら ざる を 得 な か っ た 。 特 に こ 
144 わが 爆撃 に より 敵 地 は 炎上 し た 


の 夜 は 各 中 隊 の 部 
| 練 者 を 選び , 15 機 
i を も っ て 灯火 を 極 
: 端 に 管制 され た 漢 
: 品 飛行 場 を 20 時 に 
静か に 発進 し た 。 
上 弦 の 月 は 鋭く 
! 西 の 空 に か か り , 
: た だ 望め る も の は 
: 先行 機 の 排気 炎 の 
1 み 。 機 体 の 灯火 も 
: 板 力 へ らし , 編隊 


に 一 瞬 の 油断 も 許さ れ な い 。 洞庭 湖 
に 注ぎ こむ 漢 水 が う ね う ね と 南北 に 
横たわる 。 こ れ を 越え る と , また 山 
岳 地 帯 に 入り こむ 。 

1 時間 くら い 進 ん だ ころ に 右側 方 
に 灯火 の きら め 〈 く の が 見 える 。 要 陽 
だ ろう か , 考 河 口 ど ろう か 。 こ の 地 
点 に も 敵 の 戦闘 機 基地 が ある 。 何と 
か 気づか れ な い 事 を ひたすら 神 に 祈 
る 。 重畳 た る 山岳 は いよ いよ 高く そ 
び え , 真 ツ ッ 黒 な 山頂 は 何 か 行く 手 を 
さえ ぎっ て いる よう に 思わ れる 。 

すでに 発進 し て 2 時 間近 く 経過 し 
た 。 も う 和 安康 に 到達 し て も よい ころ 
だ , と 思い めぐ らし た 時 , と つ ぜ ん 
右側 方 より 闇 の 中 か ら 火 苗 が 光る 。 
敵 戦闘 機 だ 。 馬 間 数 次 に わた っ て 武 
漢 地区 を 毅 っ た 奴ら だ か ら , 今 ご ろ 
は 休息 の 時 間 か と 思っ た が , あ に は 
か らん や 敵 も さる 者 だ っ た 。 

先行 の 戦隊 長 機 は 目標 を 発見 し た 
らし い 。 降下 突撃 の 信号 が 出さ れ 
た 。 遅 れ じ と 先行 機 に つづ き , 爆弾 
倉 開 扉 , いつ で も 投 弾 で きる よう に 
目 を 見 は る 。 敵 機 は 右 か ら も 左 か ら 
も 縦横 無尽 に 撃ち か か る 。 戦 隊長 編 
隊 の 最 左 翼 機 が 変 だ 。 機 幅 を どん ど 
ん ひろ げ 編 隊 か ら 横 に 離れ て 行く 。 
英機 の 姿 は 見 えな い が 被 弾 し た の だ 
ろう か 。 降 下 の 速 度 も どん どん 増し 
て いる 。 

と つ ぜ ん 地上 より 真 ッ 赤 な 球 が フ 
ワ フ ワ と の ぼっ て くる 。 高 射 砲 が 撃 
ち だ され た の だ 。 さ す が に この 高射 
砲 の 弾幕 の 中 に は 敵 機 は 入っ て こら 


九 九 双 軽 と いう 飛行機 は . その 性 能 
# を は る か に 越え る 抜群 の 働き を し た 飛 
| 頒 で あっ た と 私 は 考え て いる 。 ビ ル 
き マ の 第 5 飛行 師団 が 東部 イン ド や 室 南 
省 の 敵 飛 行 場 群 に 対し て 数 十 次 に わ 
| PPM 
き は 、 その は と ん ど が 九 九 双 軽装 備 の 飛 
| 放 た っ た の で ぁ る 。 
同じ 九 九 双 軽装 備 の 飛 行 第 34 戦 隊 が 
| 導 に くも も っ た の は 昭和 18 年 3 月 の 
上 こと で , 新鋭 機 の 2 型 で 編成 され た 
| - 2 新編 成 の 部 隊 は 戦列 に 加わ る と 同 
# 時 に , 大 い に 成 力 を 発揮 し た が , 西南 
| 太平 洋 の 風雲 急 を 告げ る 同年 12 月 に 
は , ビル マ を あと に ニュ ー ギ ニア に 転 
| 岩科 間際 彩 を と と の える いと ま も 
\ な く ホ ラン ジア で 敵 の 上 陸 作 戦 に 遭 
『 過 , 密林 の な か を 徒歩 で 転進 中 、 生 記 
8 し か peer の 
痢 っ た 。 
| ビル マ に 残さ れ た 8 戦隊 は , カル 
ま カッ タ に 対す る 夜 問 攻撃, チタ ゴン , 

フェ ン ニ ー, イン パー ル な どの 飛行 場 
攻撃 か ら 。 アキ ャ ブ 前 面 の 地上 軍 協 力 
作戦 。 イ ン ペ ー ル 作戦 な ど 。 文字 通り 
寧 日 な き 戦い を 継続 し , ある と き は 水 
| 電 葵 。 ま た ある と き は 急降下 爆 員 を 
行ない , 目標 も や 時 に は 敵 飛 行 場 で あ 
| 時 に は また 敵 地上 軍 で あり 。 未 期 
に は , 雲 霞 の ご と く 北 部 ビル マ に 殺到 
| “で る 散 本 部 隊 の 引 上 機 生 で も 
あつ た 。 
第 5 飛行 師団 の 隷下 に は , 軽 爆 の 第 
生生 の は か に 重 昌 2 っ 戦隊 を 獲 す 
まる 第 7 飛行 団 が あっ た の だ が , 陸 海 協 


れ な い の だ ろう 。 その と き , カチ ー 
ン , と 機体 に 衝撃 を 感じ し た 。 つ い に 
わが 機 も 敵 弾 を 受け た か 。 し か し 墜 
落す る と いう 感覚 は まっ た く な い 。 

投 弾 の 時 が きた 。 全 弾 を 落と し 超 
低空 で 離脱 に 入る 。 操縦 に は 何 の 支 
障 も な さそ うだ 。 漢 水 を 越え る ころ 
また も や 敵 戦闘 機 が 出現 し た 。 こ の 
状態 で は 空中 集合 も で き な い 。 やせ 
を 得 ず 単 機 で 右 に 大 きく 旋回 し 漢 水 
を 確認 する 。 残念 な が ら 戦 果 を 確認 


| の カル カッ タ 大 空襲 や チタ ゴン 飛行 
り 廊 忠 な どの 任務 を 終え を る と すぐ 重 爆 
上 の 64 戦 隊 だ け を ビル マ に 残し 
- 斎 に マレ ー や スマ トラ の 基地 に 

が っ て し まう の で あっ た 。 
{ンド 洋上 か ら 南 部 ビル マ や マ 
スマ トラ 方 面 に 上 陸 の 機会 を ね 
, て いる 敵 の 機動 部 隊 に 対し て 重 爆 
県 全国 の 兵力 を 温存 する 必要 が あっ た 

ら で あ る 。 

の 重 燃 2 コ 戦 隊 の うち 62 戦 隊 は , 
パー ル 攻 略 戦 の さなか, レ ド 油 ご 


が 陸軍 航空 の 装備 は 劣 弱 だ っ た わけ で 
ある が , 命 を うけ た 第 5 飛行 師団 も 8 
戦隊 も , その 命運 を , この 一 戦 に 賭け 
る 意気 込み で 作戦 を 敢行 し て いる 。 
前 進 基地 を アラ カン 山系 の 南端 に 近 
い マ グ エ 飛 行 場 に 選ん だ 鈴木 大 尉 , 北 
村 章 長 , 藤井 軍 弄 の 3 機 は 胴体 内 に 燃 
料 タ ンク を 積み 込み , 武装 を 全部 取り 
外し た 丸裸 の 九 九 双 軽 に 小型 燃 映 を 
300 キ ロ ず つ 積 み 込ん で 進出 し た 。 
北村 曹長 機 は 故障 の た め 途 中 か ら 引 
き 返 し た が , 鈴木 , 藤井 の 両機 は 、 吐 


幻 の 機 影 を 求め て 
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. 昌 地 淀 燃 撃 で 全 機 自爆 の 悲運 に 遭遇 
、12 戦 隊 も また レイ テ 航 空 総 攻撃 
リタ イ 島 飛行 場 攻撃 に 転載 し て 多く 
犠牲 を 出し , 最後 まで ビル マ に 残っ 
うら は, 軽 燃 の 8 戦隊 だ け だ っ た の だ 。 
と の 8 戦隊 も , 20 年 7 月 に は , 全 機 
! 反 編成 と な っ て サイ ゴン か ら 原 駐 地 
合 湾 へ と 帰っ て くる こと に な る の だ 
タイ ・ 仏 印 へ 展開 する た め ビ ル マ 
, 款 地 を 去 ろ うと する 直前 に は , 大 本 
: の 命 を うけ た 8 戦隊 第 2 中 隊 の 鈴木 
! 営 大 大 尉 機 , 藤井 軍曹 機 な ど は , 長 
| て カル カッ タ 西 方 百 余 キ ロ の ミド 
ド ポール 飛 行 場 に 決死 の 夜間 攻撃 を か 
| て いる 。 
往復 2000 キ ロ の 爆撃 行 に , 本 来 な ら 
! 陸協 同 用 の 軽 燃 に 過ぎ な い 九 九 双 
を 使用 し な けれ ば な ら な い ほ ど , わ 


夜 に 編隊 を くず すこ と も な く 《, カル 
カッ タ 付 近 の 上 空 で 追尾 し た 敵 の 夜間 
戦闘 機 を ふり きっ て 遂に 目標 上 空 に 到 
達 , 友軍 機 の 着陸 と まち が えて , 真 入 
の よう に 照明 を つけ た 敵 飛 行 場 に 爆弾 
を 投下 , 在 地 大 型 機 が 炎上 する の を 確 
認 し て 無事 帰 遇 し た の だ っ た 。 

ミド ナ ポ ー ル は アメ リカ 本 国 か ら 成 
都 方 面 へ 送り こま れる B29 の 中 継 基地 
で あり , 北九州 の 工業 地帯 や 沖縄 、 台 
湾 方 面 へ の 米 襲 に 手 を 焼い た 大 本 営 が 
本 土 防衛 の た め ビ ル マ の 飛行 師団 に 命 
じ た 苦 肉 の 作戦 どっ た の で ある 。 

米 空軍 の B29 の よう な 長 距 離 飛行 の 
可能 な 戦略 爆撃 隊 を 持た な か っ た 日 本 
の 陸軍 航空 は , 開戦 の 当初 か ら , 地上 
部 隊 の 作戦 に 協力 する 目的 で 設計 製作 
され た 九 九 双 軽 を , 航空 撃 減 戦 に 使用 


始動 車 で エン ジン を 始動 する 九 九 双 軽 l 
せ ぎ る を 得 な か っ た わけ だ が , その た 旧 
め 九 九 反 軽 半 備 の 軽 操 隊 は 水平 爆 | 
急降下 燃 撃 か ら , 未 期 に は 中 飛 攻撃 に 
よる 艇 船 攻撃 まで 敢行 し 。 つ い に は 万 | 
条 特 別 攻撃 隊 を は じ め 多 く の 特攻 較 の 
便 用 機 と し て , レイ テ 決 戦 以後 , 若き | 
特攻 隊員 と と も に 南海 の 洋 心 深く 突入 
し て いっ た の で ある 。 | 
カメ ラ を 抱い て 私 も よく 8 戦隊 や 34 き 
了 克 の 九 軽 に 乗せ て も らい 飛行 
場 攻撃 や 船舶 攻撃 に も 参加 する 機会 を 
得 た が , 前 方 機銃 座 も 後方 機銃 座 も す 
= る 全 恒 が 中 く 。 とか ちな が め た | 
ビル マ や イン ド の 朱 と 緑 の 大 地 を , いま 
まだ に 忘れ る こと が で き な い 。 | 
が , それ に も まし て , は げ し い 爆 撃 上 
の の ち 九 九 双 軽 と と も に 帰ら ぬ 人 と | 
な っ た , いま は 亡き 多く の "戦友" の ま 
面 昌 が , 年 と と も に 鮮烈 に よみ が えっ | 
で 4 る 。 上 
きる 48 年 か ら 3 回 つつ づけ て , ビル マ | 
戦跡 巡拝 の 旅 に 出かけ た の も , ある い 当 
は 九 双 軽 の 刀 の 機 彩 を 求め て の 旅 
で あっ た の か も 知れ な い 。 それ に し て 
な 村 全 の 本 っ 欄 も 天 き な か っ 
だ ご 人 は 。 か えす が えす も 残念 で あ 
る 。 


」 


ーー :・ ュ ーー 一 ーー ュー ニー ーー 


| る 躍 も な く 〈 超 低空 の まま 蛇行 し た 
! 水 を 伝っ て 機 首 を 漢口 基地 に 向け 
わが 機 が この 高速 で どこ まで も 
か 心配 だ 。 こ の まま 漢 水 を 下 れ ば 
と 河 日 に 出る 。 ここ に は 味方 の 戦闘 
届 圧 地 が ある は ず だ 。 直進 すれ ば 待 
し 学 ける の は た だ 死 あ る の み で あ 
真 南 に 変 針 南下 すれ ば 揚子江 に 
たり 友軍 占領 地 に 出る と の 暗中 模 
の 了 行 を つづ ける 。 
食 独 の 飛行 を つづ ける こと 1 時 間 


あぁ まり, 河 幅 の 大 きい 揚子江 を 確 
認 。 宣 員 上 空 よ り 漢 口 基地 に 消 り こ 
む 。 発 動機 を 停止 し て も な ぜ か 地上 
に お り る 気 が し な い 。 先 に 帰着 し た 
の は 3 機 だ な け だ っ た 。 

あの 激しい 攻撃 , 弾 雨 の 中 で 皆無 
事 で あっ た だ ろう か と 思う と , 自分 
が 無事 に 帰り つけ た 安 増 より も , た 
ぶん 爆撃 前 に 自 燃 し た で あろ う あ の 
左翼 機 が よろ めく よう に 離れ て いっ 
た 光景 が 鮮明 に 具 に うか び , や りき 


れ な さ で 立ち 上 が る 気力 も 失わ れ た 
よう だ 。 と 心配 そう に 駆け 上 が っ て 
きた 機 付 長 に , 尾翼 に 破裂 也 が ある 
の を うつ つの うち に 聞い た 。 
深夜 の 飛行 場 控 所 で 夜 の 白 む まで 
帰 時 すべ き 僚 機 を 待っ た が , つい に 
帰ら ざる も の 6 機 を 数 えた 。 
戦隊 長 , 第 2 中 隊長 は つい に 待て 
ど 暮 ら せ ど われ われ の 前 に , あの 厳 
し くも 慈愛 の 籠 も っ た 姿 を 見 せ て は 
くれ な か っ た だ 。 
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正確 な 意 弾 、 最 大 の 効果 


< 爆弾 庫 扉 を ひら いた 状態 で 飛ぶ 九 九 双 軽 > 


罰 当 時 飛行 第 8 戦隊 第 3 中 隊長 ・ 陸 軍 大 妹 


後藤 備 博 
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九 九 双 軽 を 駆っ て 


九 九 双 軽 で の 戦闘 の 思い 出 は , な 
ん と いっ て も 緒戦 の 12 月 10 日 , ル ソ 
ン 地区 で の 空中 戦 で ある 。 

昭和 16 年 12 月 8 日 , 故 東 の 南 、 佳 
冬 の 飛行 場 に 展開 し て いた 8 戦隊 
は , 暁 間 を つい て 全 機 が 出撃 , 27 機 
が 堂々 の 編隊 を 組ん で , ルソン 島 北 
部 の ツゲ ガラ オ 飛 行 場 を 攻撃 し て こ 
れ を 破壊 し た 。 

翌 9 日 は 天候 不良 で 出撃 し な か っ 
た が , 地上 部 隊 は 同 地域 へ の 上 陸 を 
痢 始 し た 。 わ が 中 隊 は , ビ ガ ン 地区 
上 陸 部 隊 の 戦闘 へ の 協力 を 命ぜ られ 
大 。 

12 月 10 日 早朝 中 隊 は , あく まで 
青く ひろ が る 南 の 空 を , バシ ー 海 峡 

を こえ て 出撃 し た 。 

午前 8 時 、 9 機 の 双 軽 は ば ビ ガン 上 
空 に さ ER た 。 友軍 の 上 陸 部 隊 
その も の は 見 えな い が , 付近 に 省 像 
する 砲弾 が その 仔 置 を 示し て いた 。 
海上 に は 上 陸 援 護 の 海軍 艦艇 が い 
て , さか ん に 砲撃 を 行なっ て いる 。 
小型 の 艦艇 が , な ぜ か 水 す まし の よ 
うに 動き まわ っ て いて , 真 ッ 白い 航 
跡 が 美しい 。 

「 き れい だ な あ …… ! 


と み と れ て いた ら , 次 の 時 間 , 眼 


前 いっ ぱい に 黒 煙 が ひろ が っ て びっ 
くり し た 。 よく 見 る と それ は , 友軍 
艦隊 が 射 っ た 高射 砲 の 弾幕 で あっ 
7。 

「 こ れ は いけ な い ! 」 

と , あわ て て 異 を ふり つつ 機 首 を 
左 に 転じ て 陸地 の ほう へ 移動 し た 。 
ふり 返る と , 初め て 見 る 敵 の 大 型 
Io 艦隊 めがけ て 爆撃 を 

Tr な っ て いる の が 見 えた 。 小型 艦艇 
きり きり まい し て いた の は , その 
爆弾 を 避け る た め だ と 判明 し た 。 

「 あ っ , それ で 敵 と まち が えら れ た 
の か 」 

と 納得 で きた 。 

陸上 を 見 る と , 上 陸地 点 の 南方 , 
海岸 に 沿っ た 道路 上 に , いる わい る 
わ , 100 合 は くだ る まい と 思わ れる 
トラ ッ ク の 長大 な 列 が つら な っ て い 
た 。 おそらく, 日 本 軍 の 上 陸 を 知っ 
て ルソン 島 中 央 部 か ら 駆 けつ けた 増 
援 部 隊 で あろ う 。 こ れこ そ 銀 き 狼 
物 ! と それ に 近づき つつ 海上 上 空 
を 見 た と き , 友軍 の 隼 戦闘 機 が 十 数 
機 飛ん で いる の が 目 に 入っ た 。 

「 あ り が た い , 彼ら が いて くれ れ 
ば , 敵 戦 闘 機 に 対す る 太 慮 は 無用 
だ 。 爆 撃 に 専念 で きる ]」 
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と 思い , 編隊 を 解い て 単機 単 縦 陣 
と し た 。 私 の 機 が 先頭 で , 先頭 の 数 
公 を 目標 に 急降下 爆撃 を 敢行 , その 
半数 が 吹き と ん だ り , 突 上 し た り , 
転覆 し た りす る の を 確認 し た 。 

「 し て や っ た り 」 

と , 思い な が ら , ゆっ くり と 引き 
起こ し , 機 首 を 北 へ 向け る 。 

その 時 両 軸 の 上 方 を 後方 か ら 前 
方 へ スッ と すべ っ て ゆく 赤い も の が 
目 に 入っ た 。 非 常に ゆっ くり と し た 
動き の よう に 見 えた が , 

「 は て 何だ ろう ? 」 

と 考え る 間もなく , 後 上 方 機銃 が 
激しく 撃ち 出し た 。 思わ ず , 
う し 法 》 」 

と , 後 席 の ほう に ど 
す ね た 。 

「 英 で す , 敵 戦闘 機 で す 」 

し まっ た , 一 番 悪 いと ころ を や ら 
れ た , と 思っ た が , し か た が な い 
あの 赤い も の は , 敵 の 機銃 の 曳 光 弾 
だ っ た の だ 。 友軍 の 隼 が いた の で , 
敵 戦 周 機 に 対し て 注意 を は ら わ な 
か っ た の が いけ な か っ た の だ 。 

と も か く 早 く 編 隊 を 組ん で , 空戦 


な る よう に た 


火 綱 を 作ら ね ば な ら な い 。 大 あわ て 
で 四 を 激しく 振り , 集合 を 命じ た 。 


し か し 1 列 縦隊 に の び 切 っ た 各 機 


は 、 簡単 に は 編隊 を くめ な い 。 例 の 


も の が , 時 々 スー ッ と 左右 の 音 
・ か すめ る 。 後 上 方 と 後 下方 の 銃 
ひっ きり な し に うな りつ づけ て 
し ば らく し て , 2 番 機 が 右 後方 
つい で 3 番 機 も 左 後方 に 見 えて 
* た 。 第 2 編隊 も 右 後 方 に 近づい て 
第 3 編隊 は 来 て いる か ? 」 
は い , 来 て お り ま す ] 
ま 一 Ll 
と ころ が , や っ と 到着 し た 填 滝澤 
唱 操 縦 の 2 番 機 は , 定位 に つか ず 
| に 機 の 右側 を の め る よう に し て 先 に 
山 た 。 ど うし た の か ? と 思っ て 見 
ら と 。 ニッ コリ 笑い な が ら 右 手 で 左 
ンジ ン を 指さし て いる 
- れ は いか ん 」 
0 8 
[ 貞 ッ 時 い 煙 が モク モク と 吹き 』 
赤い 表 だ すら 見 える 。 
笛 無 三宝 ] 
し か し , どう する こと も で き な 
や が て 黒滝 は 姿勢 を 正 し , 挙手 
) 礼 を し て きた 。 こ ちら も 操縦 杏 を 
ちか えて 答 礼 し た 。 
時 滝 は その まま 右手 を の ば す と 
1 る か 左 方 の 上 陸 点 を くり か える そ で 
所 さき し た 。 上 陸地 点 付近 へ の 自爆 を 


決 次 し た な , と 思い , 大 きく うな ず 

と 、 2 番 機 は や に わ に 機 首 を 上 
げ 、 長 機 の 上 
* つ 7 な 。 


を 横切っ て 左 方 へ 向 


九 九 双 軽 の 前 で 出撃 前 の 打ち 合わ せ を 行なう 搭乗 貞 た ち 


弾 種別 爆弾 配置 


[黒滝 機 を 見 失う な , 
自爆 を 見 届け よ ! ] 

と 後方 に 命じ した が , ! 
これ が 最期 か と 思う と : 
つい 自分 で 見 届け た く | 
な っ て , 我 知ら ず 左 旋 : 
回 を 始め て いた 。  : 
と ころ が その 時 第: 
2 編隊 長野 ケ 山 中 尉 の 
悲痛 な 叫び 声 が 耳 に ひ | 
び い た 。 
「 中 隊長 , まっ すぐ 早 : 


く 基地 へ 帰っ て くだ き : 
い 。 重 傷 で す 、 出 血 多 : 
量 で す ! 」 ! 

は っ と 我 に か える : 
と , すぐ に 機 弟 を た て 
な お し て 北 へ 向かい 。 
神 に 祈る よう な 気持 で : 
佳 科 飛行 場 に 帰っ た 。 : 
着陸 後 協議 し た と こ : 


ろ , 敵 戦闘 機 は P40 が : 
10 機 以上 で , うち 撃墜 
確実 4 機 不 確実 2 
機 。 自動 車 大 砲 30 以 上 : 
と いう 戦果 で あっ た : 


機 。 重傷 2 名, 軽傷 2 名 の 損害 を 出 
し だ 。 

まさ し く 油 断 大 敵 で あっ た 。 

し か し , 単機 単 縦 陣 と いう , 空戦 
に は 最も 不利 な 状態 で 優勢 な 敵 戦闘 
機 と 戦っ て の この 戦果 で は ある か 
ら , 友軍 の 士気 を 鼓舞 する に は 十分 

ae 織 で あっ た 。 

か えり みる と こ 
の 戦果 の 原因 は , 
英 の パイ ロッ ト が 
九 九 双 軽 の 後 下方 
機銃 に 対す る 知識 
に 欠け て いて , 後 
上 方 か ら 攻 撃 し た 
後 そ の まま 後 下 方 
に も で ぐり こん だ こ 
と に あっ た と 思 
ぽう 。 従来 の 日 本 の 
軽 煙 に は 後 下方 機 
銃 は な く , 戦闘 機 


ヽ \ う / 


( 注 ) 図 中 、 斜 線 は 特別 装備 の 場合 に 搭載 する 。 


: に 使用 で きる の は 、 
が , わが 方 も 自爆 11 3、100kg は 例 


急降下 爆 甲 
15 kg 弾 が 1 一 18、50 kg 弾 の 場合 は 1 
: 弾 可能 。 


は 後 下方 の 腹 の 下 に も ぐり NT 
撃 さ れる こと が な か っ た の で , ゆめ う 
ゆう と 至近 距離 に も で ぐっ て いら れ だ た 
の だ っ だ 。 

われ われ は , この 後 下方 機銃 の 訓 
練 を 十分 に 実施 し て いた 。 特 に 後 上 
方 機銃 と 連携 し て 行なう 訓練 を 重視 
し て いた が , その 効果 が ここ に 現 わ 
れ た の で あっ た 。 

後 上 方 機銃 と 撃ち 合い な が ら 突 っ 
こん で 来 た 敵 機 は .、 な に も 知ら な い 
で 後方 を か わっ て 下 へ 出る と , 安心 
し て 腹 の 下 へ も ぐり こん で くる 。 す 
る と 後 上 方 射手 の 合図 を 受け て 待ち 
か まえ て いる 後 下 方 射手 の 眼前 至近 
距離 に 出 て くる こと に な る 。 お 互い 
に 相手 の 顔 が は っ きり わか る は ほど の 
近 距 離 で も る 。 そ こ を すか さ ず ね ら 
い 撃 つの で る 。 

後 刻 調べ た と ころ , 一 連射 た っ た 
14 発 で 撃隊 し た の も あっ た 。 
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九 九 式 双 軽 爆撃 機 


九 九 式 双 軽 爆撃 機 ( キ -48)。 略し 
て 九 九 双 軽 は 大 きく わけ る と , 1 
型 。 2 型 の 2 つの タイ プ が あり , そ 
れ ぞ れ 試 作 型 , 量産 型 が ある ほか 2 
型 は 甲乙, 内 に 細分 きれ て いる 
夫 試作 型 : キ -48, 昭和 14 年 7 月 , 
第 1 号機 が 完成 。 試作 機 4 機 , 増加 
試作 機 5 機 , 計 9 機 製作 。 完 成 当時 
の 第 1 号機 は , 水平 尾翼 の 位置 が 低 
か っ た が , テス ト の 結果 , 400mm 上 
方 へ 移し た ほか , 主 脚 杜 カ バー, カ 
ウリ ング 側面 の ルー バー の 位置 な ど 
も 異な っ て いた 。 その他, 機体 に 
よっ て , 細部 は 異な る 。 ハ -25 壮 備 。 
座 1 型 : キ -48-T。15 年 5 月 11 日 制 
式 採用 。15 年 7 月 か ら 17 年 6 月 まで 
の 間 に 557 機 生産 。 エ ンジ ン は ハ 
-25 ( 九 九 式 950 馬 力 ) で , 気化 問 空 


気 取 入 口 は カウ リン グ 下 面 。 滑 洒 冷 
電 稚 は カウ リン グ 上 面 に ある 。 全幅 
17.47m, 全長 12.86m, 総 重 PO 
kg, 最大 速度 480km ノ h。 武装 
前 方 と 後 下方 が 試 NB 
銃 2 型 と よ ば れ た テ - 4 (7.7m) 各 
1 で , 後 上 方 が 2 連装 の 八 九 式 旋 回 
機関 銃 ( 特 ) (7.7mm) 1。 爆弾 は 
300 一 400kg。 な お , 後期 の 生産 機 の 
に は 2 型 同様 7.92mm の 九 八 式 旋 


150 各 型 変遷 ・ 塗 装 ・ マ ー キ ング 


回 機関 銃 と 一 式 旋回 機関 銃 を 搭載 し 
た も の も あっ た 。 

秦 キ -48 性 能 向 上 機 : 2 型 試作 機 , 
キ -48-II, 15 年 6 月 設計 開始 , 16 年 
2 月 設計 完了 , 17 年 2 月 第 1 号機 完 
成 。 3 機 製 作 。 ハ -115 ( 離 昇 出 力 
1120 馬 力 ) 壮 備 。 機 体 強 度 増加 。 気 
化 問 空 気 取 入 口 は カウ リン グ 上 面 
に , 滑 油 冷却 器 は カウ リン グ 下 面 に 


改修 前 の 1 号 拉 (4810) 


秦 2 型 甲 : キ -48-II 甲 。 19 年 2 月 提 


式 採用 。 ハ -115 ( 二 式 1150 馬 力 ) 装 
備 。 寸法 は 1 型 と 同じ だ が 総 重 量 は 
6500kg に 増加 。 

最大 速度 は , 当初 の 計画 で は 1 型 
より 40km ノ Hh 向上 させ る 予定 で あっ 
た と いう 資料 も ある が , 25km ノ h 向 
ト 上 し 505km プ h と な っ た 。 上昇 性 能 
も 向上 。 

武装 は 前 方 と 後 下 方 が 九 八 式 旋回 
機関 銃 (7.92m) 各 1 で , 後 上 方 が 
九 八 式 旋回 機関 銃 を 2 連装 に し た 一 
式 旋回 機関 銃 ( テ -3) 1。 爆弾 は 
1 型 に 同じ 。 方向 安定 向上 の た め 垂 
直 尾 翼 前 縁 に 背 ビ レ を 追加 し た も の 
ar 
排気 管 を 装備 し た 夜間 爆撃 機 型 。 胴 
Ph 増設 し 消 秋 排気 管 
を 採用 し た 長 距 離 夜間 爆撃 機 型 。 機 
首 側面 に 銃座 を 追加 し た 武装 強化 
型 。 胴 体内 に 和 装 (800kg 爆 弾 ) し て 


うえ ぇ 機銃 を 撤去 し 単座 と し た 特攻 機 
型 な どの 改修 型 も あっ た 。 また, 寒 
1 
ウリ ング を 装備 し て いた 。 

夫 2 型 : キ -48-II 選 , ハ -115 壮 
備 。 主 翼 下 面 に スノコ 型 の 急降下 用 
エア ブレ ー キ を つけ , 急降下 爆撃 可 
能 と し た も の 。18 年 5 月 か ら 19 年 10 
月 の 間 に 858 機 生産 。 寸法, 武装 等 
は 2 型 申 に 同じ 。 
2 
弄 。 後 上 方 (前 方 と いう 資料 も ある 

の 7.7mm 旋 回 銃 を 12.7mm 単 美 Nr 
換装 , 機 音 側面 に も 7.7mm 銃 1 を 追 
加 。 キ -48-II の の 一 部 を 改造 し た も 
の で , テス ト の み 。 

座 20mm 動 力 砲塔 付 実験 機 : 後 上 方 銃 
座 を 20mm 仙 1 門 装備 の 動力 砲塔 と し 
た も の 。 テ スト の み 。 

ネ - 0 実験 機 : 員 体 下面 に ネ - 0 ラ 
ム ・ ジ ェ ッ ト ・ エ ンジ ン を 半 備 , 同 
エン ジン の 飛行 テス ト に 使用 , 18 年 
9 月 完成 。 

席 イ 号 1 型 と 母 機 : イ 号 1 型 無 線 
読 導 弾 の 実験 用 で , 胴体 下面 に 同 誘 
導 弾 1 基 を 搭載 。 

仙 キ -81 編 隊 指 揮 官 機 : 戦隊 長 あ る 
い は 飛行 団長 の 空中 指揮 用 と し て 計 
画 さ れ た 機種 で キ -48 の 爆撃 装備 を 
廃止 し , 乗員 を 増加 , 各部 に 機銃 を 
増設 し た も の と な る 予定 で あっ た 
が , 計画 の み に 終わ っ た 。 


平時 標準 塗装 

九 九 双 軽 が 出現 し た ころ の 日 本 陸 
軍機 の 標準 塗装 は , 全面 明 灰 緑色 
いわ ゆる 陸軍 機 色 で あっ 
た 。 こ の 明 灰 緑色 と いう 色 は , これ 


機 首 に 長い 権 状 の 導 爆 半 直 を 設け た 


色 で あっ た 。 な お , 


まで に も , し ば し ば 説明 され て いる 
ト う に , 青 と 緑 の 中 間 の よう な 色 の 
ま ざ っ た 明る い グ レー で , 人 に よっ 
- は , 明 灰 青色 と よん で いる 。 ツ ギヤ 
の) 程度 は , 半 ツ ヤ 消 し で ある 。 日 の 
上 L は 。 主翼 の 上 面 と 下面 の み ( 計 4 
)) で , 胴体 に は 記入 し て お ら ず , 
1 コ と も フチ な し で あっ た 。 プ ブロ ペ 
は 。 前 面 が 銀色 で 先端 に 赤い 常 が 
| 本 入り , 後面 は 黒 ま た は 黒 に 近い 
県 掲 色 で ある 。 ア ン テ ナ 柱 は , 茶 褐 
他 が ふつ う で ある が , 機体 と 同色 の 
ちの も あっ た 。 

も ちろ ん , 九 九 双 軽 も , この 塗装 
< デビ ュー し た わけ で , 大 戦 に 突入 
| た と き は , 一 部 の 機 は 迷彩 塗装 を 
深川 し て いた が , 大 部 分 は この 骨 灰 
開戦 当時 , 戦 
地 で 行動 し て いる 実戦 部 隊 の 機 で あ 
る こと を 示す 戦地 標識 (後部 胴体 に 
記入 され た 自 い ) は 記入 され て いた 
が 、 主翼 前 続 の 味方 識別 標識 は , ま 
だ 採用 きれ て いな か っ た 。 

胴体 に も 日 の 丸 を 記入 する よう に 
な っ た の は , 昭和 17 年 の 春 ご ろか ら 
^ あ る 。 当 時, 活躍 し て いた 九 九 双 
惨 は , 1 型 で ある が , 1 型 の 場合 
員 体 の 日 の 丸 は , 大 部 分 の 機 が , 後 
ド 方 銃座 後方 の 細く な っ だ た 部 分 に 記 
人 人 し て いた 。 一 部 の 機 は 。 くびれ の 
部 分 な ど に 記入 し て いる 

間 も な ロ 4 2 者 が 登場 電 敵 原 ただ が , 2 者 り 
の 場合 も 初期 の も の は 全面 明 灰 緑色 
が 標準 塗装 で あっ た 。 胴体 の 日 の 丸 
の 記入 位置 は , 1 型 よ り も 前 方 へ 移 
され , 王 翼 後 緑 付 根 と くびれ の 中 凍 
に な っ た が , 機体 に よっ て 多少 , 位 軒 
異な っ て お り , 前 より の も の も あ 
量 NIC 
そし て , 昭和 18 年 に は , 主 糞 の 内 
半分 の 前 和 を 黄色 に 塗る よう に な っ 
た 。 これが , 味方 識別 標識 で ある 。 
迷彩 塗料 

PROMM か 
当時 。 明 灰 緑色 の 平時 標準 塗装 と 
形 塗装 を 併用 し て いた が , me 
を 採用 し て いた の は , 南方 進攻 作戦 
に 投入 され た 部 隊 (飛行 第 75 戦 隊 な 


) の 使用 機 で , 南 旋 の ジャ ング ル 
地 帯 で の 行動 に あわ せ て , 上 面 の 
灰 緑色 の 地 色 の 上 に 吐 緑 色 で マダ ラ 
ある い は 有 曲線 を 書き 迷彩 と し て い 
た 。 こ の マダ ラ や 曲線 は 大 部 分 が ス 
プレ ー で 吹き つけ られ だ た も の で , マ 
ダラ や 曲線 の フチ が ボカ シ に な っ て 
いた 。 全体 的 に 後期 の マダ ラ あ る い 
は 曲線 迷 条 に くら べ る と , 地 色 の 出 
て いる 部 分 が すく な か っ た よう で, 
機体 に よっ て は , 上 面 全体 が 吐 緑 色 
に 塗ら れ て いる よう に 見 える も の 
や 。 暗 緑 色 の 測深 の マダ ラ に 見 える 
も の も あっ た 。 また, タテ , ヨコ 十 
文字 に 曲線 を を えがい た 結果 , 吐 緑 色 
の 地 に 明 灰 緑色 の マダ ラ が ある よう 
に 感じ られ る も の も あっ た 。 下面 は 
明 灰 緑色 の まま で ある 。 なお, 味 
色 と 茶褐色 の 雲 形 塗 り わ け 迷 彩 の 機 
も あっ た 。 

日 の 丸 の 数 と 位置 , 戦地 標識 、 味 
方 識別 標識 な ど は , 全面 明 灰 緑色 の 
場合 と 同じ で , 開戦 前 後 は , 迷彩 
で も 日 の 丸 は フチ な し で あっ た が , 
その 後 , 主翼 上 面 と 胴体 側面 の 日 の 
丸 は 白 フ チ を つけ る よう に な っ た 。 
自 フ チ の 幅 は 75mm が 標準 で ある が , 
九 九 双 軽 の 場合 、 胴 体 の 日 の 志 は 直 
径 も フチ ナ の 幅 も 種々 あっ た 。 

迷彩 塗装 の 機 は 次 第 に ふえ を, 昭和 
18 年 に な る と , 南方 や 中 国 な ど で 行 
動 し て いる 機 は , ほとん ど が 迷彩 塗 
美 に な っ て いた が , 樺太 な ど 北 東方 
面 で 行動 し て いた 飛行 第 3 戦隊 の 使 
用 機 は , 吐 緑 色 の 迷 条 塗 装 だ と 雪 や 
水 の 上 で は か えっ て 目立っ て し まう 
た め 全 面 明 學 緑色 の まま で あっ た 。 
また , 内 地 の 部 隊 や 学校 で 使用 し て 
いる 機 も 全面 明 灰 緑色 が ふつ う で 
あっ た が , 迷彩 塗装 の 機 も 少数 見 ら 
れ だ 。 

迷彩 の パタ ー ン は , 開戦 時 一 17 年 
ご ろ 同 様 マ ダラ また は 曲線 , ある い 
は 両者 の 併用 で , 迷彩 の 色 は , 暗 緑 
色 が ふ 、 つ う で あっ た 。 

マダ ラ や 曲線 迷彩 の ほか に , 上 面 
を 全面 暗 緑 色 に 塗っ た も の も あっ 
た 。 下面 は や は り 明 灰 緑色 で ある 。 


図 イ 


な お , プロ ペラ も , 曽 掲 色 
で , 前 面 の 先端 に 黄色 の 淀 が 1 本 
入っ た も の , ある い は 先端 を 黄色 に 
梁 っ た も の が 使わ れる よう に な っ た 
(黄色 の 淀 の 場合 は oe 

に 幅 50mm の 帯 を 入れ , 先端 を 
りつ す て 三 60 NON 
ころ まで 黄色 に 塗っ た )。 

末期 の 塗装 

昭和 19 年 末 ご ろか ら , 上 面 が 時 補 
色 で , 下面 が 明 灰 緑色 また は 明 灰 白 
色 と い う 迷 彩 塗 装 が 採用 きれ , 九 九 
PT 
る 機 は . ほとん ど が , この 塗装 
090 の か ずり 
「 暗 い に ぶ い 茶 色 ] な ど と 表現 され 
る こと も ある が , 非常 に 形容 の むず 
か し い 色 で ある 。 変色 も は げ し か っ 
た よう で , 当時 の 関係 者 の 話 な ど を 
人 合 する と, 新品 の うち は , テコ 
レー ト 色 に 灰色 を まぜ た よう な 感じ 
で , か な り 叶 く 感じ られ る こと も 
あっ た が , 色 が あせ る に つれ て , 炊 
色 や 赤 味 が まし て いっ た よう で , ま 
ず , 灰色 が か っ た 褐色 一 一 灰 褐色 に 
あり , さら に 色 が あせ る と 赤 味 が ま 
し , 赤 放 褐色 と いっ た 色 に な り , 最 
後に は ,。 ダー クア ー ス と レッ ド プ ブラ 
ウン の 中 間 の よう な 色 に な っ た と い 
う 。 

そし て , 大 戦 末期 に は , 上 面 は , 
この 色 で , 下面 は 無 塗 装 で 銀色 の ま 
まとい う も の も 出 て きた が , 内 地 で 
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: 白 , 第 2 中 隊 が 赤 , 第 3 中 に 改変 ,」 マー ク は 九 九 双 軽 に 改変 当 の 和 gE | ロ 
! 隊 が 黄 で あっ た と いう 。 初 は 図 A の よう な も の で あっ た が , 間 = 首 | 骨 。 8 Sn 
飛行 第 8 戦隊 その 後 , 方 向 能 を 中 隊 色 に 塗装 する 絆 割 。|、、、、 に | 、、、 | 立 |%g | 生 、s 
| 昭和 13 年 8 月 に 飛行 第 8 方 法 や 研 直 性 上 部 に 中 隊 色 の 帯 を | 回 昌 ロコ 技 。 き EEIg 半 |s > ミミ 虹 ミニ 
連隊 を 改称 。16 年 7 月 か ら 記入 する 方 法 が と られ た こと も あっ 計ら 人 ミミ ミミ SITRS? |<> = => ょ せき s。 と EEs 
i 第 2 一 4 中隊 が 九 九 双 軽 を 。 た が , 75 を 図案 化し た 図 B の も の が 愉 室 ※ く 害 計 得 理 肝 | を 呈 ぶ olE ミ 計 デ マ 中 語 お 店 四 汗 ビ 
: 使用 (第 1 中 隊 は 司 偵 隊 )。 採用 され 20 年 3 月 ご ろ ま で 使用 され My ag |e ee 
| マー ク は 8 と 原 駐 地 の 故 東 た 。 中 隊 色 は 第 1 中隊 が 赤 。 第 2 中 SE |Sy 人 
|! の 「 へ い 」 を 図案 化し た も 隊 が コバ ルト , 第 3 中 隊 が 黄 。 な Fl  、、、、||、、、、、| 、、 胃 征 |#g _- 上 還 和 ls = sg 
! の で , 形 が 似 て いる た め お , 17 年 以降 方 向 能 下部 や 垂直 選 [ ロジ 滞 | まま 年 ら 。 
:「 た こ 人 私] と よ ば れ て い 軸 の 帯 の な か に , 平 が な で 「 い づ 」 選 ョ = S EE 間 】 上 昌夫 言 脱 立 思 7 きき で デビ らち 
: た 。 マーク の 人 色 は , 第 1 中  「 と きわ ]」「 あ か ぎ 」 な ど と 記入 し て く ミ 暗 培 史 |8 こ S。|※※※ ※ * | まま | 旨み 品 = 
| 隊 が 自 。 第 2 中 隊 が 赤 。 第 個 有機 表示 と し て いた 。 に 人 潮 s |ss 
: 3 中 隊 が 黄 , 第 4 中隊 が 飛行 第 90 戦 隊 1 に | 評 宏 | M 才 時 時 | 由 還 
青 。 垂 直 尾 翼 上 部 の 帯 は 編隊 記号 で 昭和 13 年 8 月 に 編成 。16 年 7 月 か ー | 半 に 半 ま 還 。 き | で | 還 才 | 語 委 っ ム っ 天 こき 
戦 で 兵力 を 消耗 し , 内 地 へ 帰 避 、 能 。 各 中 隊 と も 第 1 編隊 が 自 第 2 編隊 ら 九 九 双 軽 を 使用 中 国 , マレ ー, 「 1 に gn。0 スミ | ミ エミ 華 壮 妊 き 。 ロ 
代 で 再建 中 終戦 を 迎え た 飛行 第 3 が 赤 , 第 3 編隊 が 青 で , 1 番 機 が 1 蘭 印 な ど で 活 躍 . マー ク は 16 年 10 月 M 人 R 還 る 語ら | 王 更 2 らき > ロ 8( SE 言語 こ 、| 和 | きき 語 き お 5 
戦隊 の 使用 機 の 一 部 の よう に , 終戦 本 , 2 番 機 が 2 本 , 3 番 機 が 3 本 。 か ら 終 戦 まで 使用 し た も の で , 90 の 1 B ら ご 串 | 殿 品 宜 で 選 計 日 償 ロニ ニー マ | く NoSRol※※ ※ に に た た に に に は 
時 まで , 全面 明 灰 緑色 の まま と いう な お , 20 年 に 入っ て か ら は 軽 燃 隊 の 図案 化 。 マ ー ク の 色 は , 第 1 中 隊 が - | 押 包 | 本 擬 弟 互 援 証 宝 六 R 賜 報 | 生 因 下 吾 N 9 和 S 条 人 セ 尼 | 上 投 画 E 加 
機 も あっ た 。 同じ 内 地 に あっ た 機 で 。 み と な っ た 。 白 , 第 2 中 隊 が 赤 , 第 3 中 隊 が 黄 , 帳 中 人 AA 、 癌 ふふふ 聞 到 了 3 
も , イ 号 誘導 弾 の 母 機 と し て 使わ 飛行 第 16 戦 隊 方 向 能 下部 の 文字 は 個 有機 表示 で 提 宮 人 振 回 款 半 誠二 ふ | を き 攻 | 層 
れ て いた 機 は 上 面 が 黒褐色 で 下面 が 昭和 13 年 8 月 に 飛行 第 16 連 隊 を 飛  「 北 斗 」「 率 生 ]」 な ど が ある 。 | "人 に ピュ っ に さ 生 人 、 。  。 下 
明 灰 白色 の 迷彩 塗装 で あっ た 。 行 第 16 戦 隊 と 改称 。17 年 5 月 か ら 九 飛行 第 208 戦 隊 人 計 症 | 間 詩 療 昌 WE 半 間 者 サ 人 
な お , 機体 内 部 は 、 全 面 明 灰 緑色 九 双 軽 を 使用 同年 夏 以降 , 中 国 で 昭和 16 年 5 月 に 教導 飛行 第 208 戦 記 暫 。 電 ]h ロ YR 生長 第 | 
の 場合 も 迷彩 塗装 の 場合 も , 青竹 色 活躍, 沖縄 作戦 に も 参加 し た 。19 年 隊 を 改称 。16 年 11 月 か ら 九 九 双 軽 1 ' le 
の も の と 明 談 緑色 また は 黄 褐 色 の も 秋 ご ろ 少 数 の 2 式 複 戦 を 使用 し た こ 型 を 使用 。17 年 11 月 に は 同 2 型 に 改 ff 菩 
の が あっ た 。 と も あり , 終戦 時 は , 4 式 重 燃 へ 改変 。 当 初 は 満州 で 行動 し て いた が , 困 き | g ET 上 き 入り 時 垢 寺 境 各 半 電 吉 守 先生 款 科 寺 還 結 寺 。 。 
変 準備 中 で あっ た 。 マ ー ク は 垂直 尾 18 年 5 月 以降 . ニュ ー ギ ニア, 比島 紀 に 叶 ロ 上 っ e る に テ き 
翼 上 部 に 記入 し た 2 本 の 帯 で , 色 で 活躍 。20 年 2 月 台湾 へ 転進 , 内 地 間 昌 |g コ や や や の 0 
部 隊 標 識 そ の 他 は , 第 1 中 隊 が 白 , 第 2 中 隊 が 赤 , で 終戦 。 図 C の マー ク は , 17 年 8 月 欄 ※ 人 | 上 四 38 = 用 
戦地 標識 や 味方 識別 標識 に つい て 第 3 中 隊 が 黄 。 か ら 19 年 4 月 の 間 に 使用 し た も の 秦 
は , すでに 述べ た と お り で あり , 垂 飛行 第 34 戦 隊 で , 208 の 図案 化 。 帯 の 色 で 中 隊 を ' 了 
直 尾 翼 に 所 履 部 際 を 示す マー ク (部 昭和 17 年 10 月 , 独立 飛行 第 82 中 隊 示し, 第 1 中 隊 が 白 , 第 2 中 隊 が 〒 aa | 
隊 標 識 ) を 記入 し た こと も 他 の 陸軍 を 基幹 と し て 編成 , 以後 , 19 年 8 月 赤 , 第 3 中 隊 が 黄 , 図 D の マー ク 條 | 還 器 代 因 和 , き まき ささ |』 
機 と 同じ で ある 。 部 隊 マ ー ク の 主 な に 解散 する まで 九 九 双 軽 を 使用 。 仏 は, 19 年 5 月 以降 の も の で , や は り らき に きき ご ゴム 拓 | 
も の は , 図示 の と お り で ある 。 印 , タイ , ビル マ , ニュ ー ギ ニア で 208 の 図案 化 。 0 還 ai 前 
飛行 第 3 戦隊 活躍 , マー ク は 三 四 の 図案 化 で 色 は 鮭 田 陸軍 飛行 学校 き 
昭和 13 年 8 月 に 飛行 第 3 連隊 を 改 第 1 中 隊 が 白 , 第 2 中 隊 が 赤 。 昭和 15 年 12 月 に 開校 し た 軽 爆 ・ 査 N る g。 上 還 
称 。 北 東方 面 お よび 比島 で 活躍 。 北 飛行 第 45 戦 隊 届 機 搭乗 員 の 教育 や 軽 爆 ・ 襲 皿 機 の r 旗 8 叶 |  。 還 | 人 衣 
東方 面 で 行動 中 は 全面 明 灰 緑色 で , 昭和 13 年 7 月 に 編成 。 17 年 1 月 か 用 法 に 関す る 研究 の た め の 学 校 で , LlEEE に 東 5 る 5| EEPORIKS ま に | ょ 委 ae 人 き ほ 
垂直 尾 軸 上 上端 に 記入 し た 帯 の 色 や 数 ら 3 月 の 間 に 九 九 双 軽 に 改変 , 19 年 マー ク は 鐘 田 の 地名 に ちな み , 鐘 を こら 品 さ で ココ 9 マコ ペ キ 5 記 さま 8 史 半 | か h の 導 と 。 | き 四 巨 机 | は 記 
の 組み 合わ せ で , 中 隊 な ど を 示し た 。 1 月 。 2 式 複 戦 に 改変 され る まで , 4 本 組み 合わ せ て 田 の 形 に し た も っ - Su 
比島 決戦 に 参加 し た 当時 は , 迷彩 塗 "ソロ モン , ニ ュー ギニア 方 面 で 活躍 。 の 。 色 は 赤 ( 黒 ち あっ た と いう )。 後 人 
装 を 採用 し て いた 。 20 年 6 月 内 地 へ 飛行 第 75 戦 隊 部 胴体 の 帯 は , 隊 別 を 示す も の で , 敵 則 則 提 提 提 家 垢 le 。 回 
帰り , キ -102 に 改変 中 終戦 と な っ 昭和 13 年 8 月 に 編成 。16 年 5 月 か 白 、 赤 , 黄 , 黒 で 数 は 1 一 3 本 。 料 東 宇 回 吾 ド 導 >| | KK 到 HS| 時 | | 店 | 
た が , 九 九 双 軽 も 使用 し て お り , マ ー ら 20 年 2 月 まで 九 九 双 軽 を 使用 。 中 水色 の 帯 だ で け で な 〈 く 斜 の 帯 も あっ ド 5 思 
電電 雪 周 浜 衣 販 屋 曰 所 控 固 乃 選 求 啓二 誠 周 生 拒 眉 了 


ク は 3 を 図案 化し た も の と 変わ っ て 


国 , マレ ー, 商 印 , 比島 な ど で 活 


た 。19 年 6 月 , 鍵 田 教導 飛行 師団 と 


い た 。 マ ー ク の 色 は , 第 1 中 隊 が 虫 。 20 年 3 月 , 内 地 へ 帰り キ -102 の な っ た 。 
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九 九 式 双 軽 爆撃 機 二 型 申 と 二 型 と の 相違 点 一 覧 


区 分 


種 二 型 甲 ニニ 型 選 
SR B E 4 枚 算 の 子 型 の 抵抗 板 を 左右 両翼 下面 に 設け 、 油 
、| 急降下 速度 制限 用 抵 拓 板 ナ シ に 
補 析 盟 連 e90ww フラ ッ フ " 
助 
軸 補助 弓 を フラ ッ プ 端末 よ 2 
り 取 り 、 補 助 机 幅 及び 面積 を 縮小 し た 。 面積 
補助 思 面 積 (左右 合計 )3.5m (左右 合計 ) 3.04m 
カウ ルフ ラッ プ EE 発動 機 架 に 起動 器 を 取り つけ 、 操 縦 席 の 油圧 操作 
開閉 操作 半 置 | 拉 縮 席 の ハン ドル に よる 手動 式 ボッ クス の ハン ドル て 開閉 操作 を する 
タテ ヒレ (ドー サル 改修 第 一 種 (昭和 18・1・17 航 規 裁 第 22 号 決定 ) を ナ シン 
フィ ン ) | も っ て 取り 付け た 
方 
向 
能 
方 向 能 面積 1.4m 張り 出し 平衡 部 及び タプ 面積 を 増大 し た 。 方 向 能 
タプ 面積 0.135m 面積 1.456my、 タ ブ プ 面積 9.148 m 
方 向 能 タプ 操作 装置 「 バ ラン ス 」 及 び 「 ト リム 」 併 用 式 「 ト リム 」 の み 
| タブ 面積 を 増大 し 急降下 時 の 機 首 上 げ モ ー メ ント 
昇 を 減ずる た め の 幅 を 80mm 外 方 に 延長 する 
降 
内 妹 逢 いい ドー loo 
タプ 面積 (片側 )0.108 m タプ 面積 (片側 )0.115m 
左右 発動 機 を 同時 に 操作 で きる よう に 、 操 縦 席 の | 左右 発動 機 を 各 コ に 操作 で きる よう に する た め 、 
二 速 過 給 機 操作 装置 操作 柄 欄 を 1 本 に し た 操作 柄 欄 を 2 本 と し 、 か つ 同 時 に 左右 発動 機 を 操 
作 し 易く する (計器 板 下方 に 各 油 圧計 を つけ る ) 
、 第 3 タン ク の み に 設 け 、 操 作 ハ ンド ル を 操縦 席 の > 
燃料 非常 拓 出 装置 宇 析 ね 各 條 つ ほ る ナ シ 
① 抵 抗 板 用 起動 器 を 片 柚 4 コ 取 りつ ける 
油圧 起動 器 脚 及 び フ ラッ プ 用 起動 器 以 外 な し ⑦② カ ウル フラ ッ プ 用 起動 器 を 左右 発動 機 架 に 各 1 
コ 取 りつ ける 
es 、 30kg、50kg 弾 の 前 列 弾 に 、100kg 弾 の 前 後列 弾 に 
爆 前 進 抑 え チ 吾 対し 爆弾 前 進 抑 え を 取り つけ る 
] 大 型 爆弾 懸 吊 架 こ に 。 250kg 爆 弾 2 コ 、 あ る い は 500kg 爆 弾 1 コ を 懸 吊 す 
(特殊 装備 ) | "Uke 爆 弾 1 コ を 懸 品 する た め 特 別 の 懸 栄 を 装備 | る ため 、 と それ ぞ れ 特別 の 懸 染 を 装備 
] 爆撃 手 席 安全 バン ド ナ シ 爆撃 手 腰 掛 に 安全 バン ド を 取り つけ る 
| 100kg、50kg 爆 弾 
共用 懸 吊 甲 型 電磁 器 を 使用 中 型 電磁 器 を 使用 
| 固定 空中 線 防水 覆い ナシ 防水 覆い アリ 
空中 線 得 管 ( 隠 顕 式 ) 複 管 式 単 管 式 
方 向 探知 装置 飛 1 号 又は 「 テ 」 式 を 装備 で きる 飛 1 号 ( 二 型 ) の み 
無線 機 送 ・ 受 信 機 は 雑然 と 胴体 内 右 般 に 装備 飛 2 号 又は 飛 5 号 無 線 機 及び 飛 4 号 無 線 機 は 胴体 
第 4 燃料 タン ク 後 側 に 整理 し て 凌 備 
| 昇降 計 九 五 式 二 弄 ル 式 ] 
] 排気 温度 計 ナ シ | 二 式 排気 温度 計 
北 針 邊 一 の | (の 全備 ) 


椅 立 溢 六 カ 区 
引 回 双 名 
半 中 半 著名 
円 
小型 紫外 線 灯 を 装備 。 た だ し 一 部 機体 は 丸 型 の も 
丸 型 紫外 線 灯 の を 使用 


備 | ① 近 く 防 弾 装置 を 実施 す ② 近 く 後 上 方 に 「 ホ ー 〇 三 」( 二 式 砲 架 共 ) に, 


人 


く 九 九 式 双 軽 爆撃 機 ( 二 型 と 操縦 法 ) 昭 和 18 年 12 月 > 


前 方 席 武 凌 も 強化 す ③ 近 く 制 動機 並び に 車輪 の 制式 を 改良 す 
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L 九 式 双 軽 爆 撃 機 二 型 申 と 二 型 の 相違 点 一 覧 


九 九 式 双 軽 爆撃 機 一 型 主要 目 


機 体 名 - 称 | ん ん 式 到 軽 克 一 型 ( キ -48- 1 ) 型 式 | 高圧 制動 車輪 
型 。)。 玩 | 上 持 式 単 多 褒 拉 間 了 (m) lt 
席 | 4 名 5 座 型 。 式 | 高圧 空気 タイ ヤ 
『 寸 度 ( 嘱 ) | 400X100 
妹 | 全 幅 (m) | 17.470 
員 8 
全 。 長 (m) | 12.875 除 止 角 ( 度 ) | 9.5 
(| 全高 (m) | 3.800( 三 点 接地 無線 支柱 ) 機 聞 銃 | 試製 単 銃身 旋回 機関 多 ( 2 型 )7.7 ミ リ メ 2 
き 党 装 備 | 空虚 全備 搭載 量 88 式 旋回 機関 銃 ( 特 )7.7 ミリ 連装 X 1 
kl 特別 装備 |4190 6160 1970 E | 標準 特別 
| 二 式 15kg 20 発 /300kg 24 発 /360kg 
人 1 4 | 刀 式 50kg | 5 発 /300kg | 8 発 /400kg 
AMC 信 に 九 四 式 100kg | 3 発 /300kg 4 発 /400kg 
名 称 2 30 発 爆 机 操 作 器 ( 二 型 )8 発 信管 秒 時 切換 操作 角 
六 品 量 間 用 八 八 式 三 型 爆撃 照準 眼鏡 
発 数 2 水平 埋 遇 準 器 生 凍 用 性 務 準 器 二 型 
馬 力 (P) | 正規 最大 急降下 爆撃 了 照 準 器 央 門 照 星 式 
870( 地 上 ) 990( 地 上 ) 無線 装置 九 六 式 飛 二 号 無 線 機 
動 970(3400m) 九 六 式 飛 一 号 方 向 探知 機 又は テ 式 方 向 探 知 機 
回 転 (rpm)| 2600 2700 メラ | 小 航空 写真 機 ( 刀 太 式 ) 又 は 小 航空 写真 機 (25cm) 
中 気 圧 カ ※ 昭 和 15 年 10 月 、 昭 和 17 年 6 月 改 陸軍 航空 本 部 刊 
減 速 比 | 0.7(11/16) 九 九 式 双 軽 爆 撃 機 取 扱 説明 書 より 
使 用 燃 料 | 航空 87 揮 発 油 
| | 重 量 (ke) IL 九 九 式 双 軽 爆 殆 機 二 弄 主要 目 
プ | 名 称 型 式 」 ハ ミル トン 3 次 油圧 定 回 転 式 称 | ルル 式 双 軽 爆撃 機 二 型 と ( キ -48-| ) 
ロ | 直 径 (m) | 2.860 ] 
べ | 変 和範 囲 ( 度 ) | 20 (0 度 一 38 度 で 任意 調節 可 ) 中 商 単葉 多 座 機 
| 重量 (te) | 141( 調 宮 器 を 除く ) 章 鹿 | 4 名 5 部 ] 
鈴 | 燃 料 搭載 量 | 常 装備 特別 姜 備 幅 (m) | 17.470 
内 1360 2 ( 約 980kg) 1610 2 ( 約 1160kg) 長 (m) | 12.875 
油 | 8042( 約 78kg) 100 2 ( 約 97kg) 9 3.800( 三 点 接 地 に て 無線 支柱 先端 まで ) 
因 平尾 四 幅 (m) | 5.600 
= 本 5 先端 前 縁 後退 角 約 二 人 LP 
紀 m) | 付 根 3. 1.040 | 前 3 "307 5 の - 
四 弦 (m)|4m 後 緑 前 進入 12. 1 NN 胴体 部 を 含む ) 
取 付 角 ( 度 ) | 付 根 2 柚 端 者)T| MAc 2.550m ーー ナッ 
上 反 角 ( 度 ) | 5 40 シ まき 
縦 横 比 |7.6 | 上 反 角 ( 度 ) | 6 
民 | 型 | 思 根 NACA23010 糞 敵 NACA24015 取 付 角 ( 度 ) | 2 
|_ | 異 厚 | 異 根 15% 軸 端 102%6 主 車 輸 |900X300 
ッ | 幅 (m) | 3.600 尾 輸 | 400X100 
う | 面 。 積 (m)| 4.29 三 点 接地 角 ( 度 ) | 9.5 
レン 
摘 に Co) gm II 型 3.038 半 C 1 の 06 
補 UL ・995、 ・ 変節 範囲 | 40 度 (最高 ) 一 20 度 (最低 
助 | 面 積 (m) | 左右 合計 3.5 ( 1 型 、II 型 3.038) 0 
| 運 動 朋 ( 度 ) | 上 25 15 称 | 二 式 1150 馬 力 発動 機 ( ハ -115 II) < 栄 32 型 > 
|| 幅 (m) |5.sm 式 | 複 列 星 型 空冷 1 気筒 
室 面 積 (m) | 5.582 昇 | 十 300 喘 Hg/2800rpm/1120P 
必 | 聞 取付 角 ( 度 ) | 0 称 1 速 十 200 中 Hg/2700rpm/1120HFP/5600m 
全 高 (m) | 5.100 2 速 十 200iHg/2700rpm/980 由 /5600m 
面 積 (m) | 2.075 用 燃 料 | 航空 92 又 は 91 揮 発 油 
和 運 。 動 | 上 y 竹 25 下げ 巡 18 滑 油 | 航空 鉱油 (スタ ナ ボ 120) 
ー 角 ( 度 ) 量 (kg) | 643 
閉 | 全 高 (m) | 1.930 空虚 重量 (kg) | 4590(4820) 
板 | 面 積 (m)| 1.520 カッ コ 内 は 防弾 、 武 
方 | 全 幅 (m) 全備 重量 (kg) | 標準 6620(7030) | 人 の 計 策 を 実 
1 向 っ 高 (m) 1.885 施し た も の 
了 面 積 (m) | 1.390 特別 6820(7240) 
運動 角 ( 度 ) | 左右 25 重 心 位 置 | 許容 範囲 5 一 30%(MAC) 
肌 | 9 最良 27 一 28%(MAC) 
m) | 1.200 
* ※ 飛 行 機 操縦 教程 別冊 、 九 九 式 双 軽 爆撃 機 ( 二 型 と ) 操縦 法 
俺 | 高 さき (m) | 2.000( 最 大 ) 昭和 18 年 12 朋 陸軍 航 窓 査 部 監修 土井 武夫 
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IMM ecChanism ン Oo 
図解 ' 軍 用 機 シリ ー ズ 人 、 打 計 集 部 
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飛燕 五 式 戦 / 九 九 双 軽 


